
索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

※網掛けの科目については、本年度開講しません

田中　淳平
1

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2■特別研究

朱  乙文
2

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

安岡　匡也
3

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

前田  淳
4

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

後藤  尚久
5

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

後藤　宇生
6

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

林田  実
7

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

藤井　敦
8

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

田村  大樹
9

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

白石  和孝
10

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

西澤  健次
11

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

浦野  恭平
12

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

別府  俊行
13

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

山岡  敏秀
14

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

迎  由理男
15

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

田中　淳平
16

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2■特別研究

朱  乙文
17

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

安岡　匡也
18

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

前田  淳
19

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

後藤  尚久
20

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

後藤　宇生
21

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

林田  実
22

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

藤井　敦
23

１年

特別研究（M)ⅠB 1学期 1 2

田村  大樹
24

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

白石  和孝
25

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

西澤  健次
26

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

浦野  恭平
27

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

別府  俊行
28

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

山岡  敏秀
29

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

迎  由理男
30

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

田中　淳平
31

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

朱  乙文
32

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

安岡　匡也
33

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

前田  淳
34

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

木村  温人
35

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

後藤  尚久
36

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

後藤　宇生
37

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

林田  実
38

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

藤井　敦
39

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田村  大樹
40

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

山崎  勇治
41

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

白石  和孝
42

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

西澤  健次
43

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

晴山  英夫
44

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

浦野  恭平
45

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

別府  俊行
46

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

山岡  敏秀
47

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

迎  由理男
48

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田中　淳平
49

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

朱  乙文
50

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

安岡　匡也
51

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

前田  淳
52

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

木村  温人
53

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

後藤  尚久
54

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

後藤　宇生
55

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

林田  実
56

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

藤井　敦
57

２年

特別研究（M)ⅡB 1学期 2 2

田村  大樹
58

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

山崎  勇治
59

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

白石  和孝
60

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

西澤  健次
61

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2■特別研究

晴山  英夫
62

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

浦野  恭平
63

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

別府  俊行
64

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

山岡  敏秀
65

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

迎  由理男
66

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

迎  由理男
67

日本社会経済研究 1学期 2■共通科目

迎  由理男
68

日本社会経済演習 2学期 2

田中　淳平
69

マクロ経済学研究 1学期 2■現代経済専攻

朱  乙文
70

ミクロ経済学研究 1学期 2

安岡　匡也
71

財政学研究 1学期 2

前田  淳
72

国際金融論研究 1学期 2

木村  温人
73

地域金融研究 1学期 2

後藤  尚久
74

経済政策論研究 1学期 2

後藤　宇生
75

産業組織論研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

林田  実
76

統計学研究 1学期 2■現代経済専攻

藤井　敦
77

計量経済学研究 1学期 2

田村  大樹
78

地域経済論研究 1学期 2

山崎  勇治
79

経済史研究 1学期 2

奥山　恭英
80

応用地域科学研究 1学期 2

白石  和孝
81

会計学研究 1学期 2

西澤  健次
82

財務会計研究 1学期 2

梅澤　俊浩
83

管理会計研究 1学期 2

晴山  英夫
84

経営学研究 1学期 2

浦野  恭平
85

経営戦略論研究 1学期 2

別府  俊行
86

中小企業論研究 1学期 2

山岡  敏秀
87

企業論研究 1学期 2

田中　淳平
88

マクロ経済学演習 2学期 2

朱  乙文
89

ミクロ経済学演習 2学期 2

安岡　匡也
90

財政学演習 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

前田  淳
91

国際金融論演習 2学期 2■現代経済専攻

木村  温人
92

地域金融演習 2学期 2

後藤  尚久
93

経済政策論演習 2学期 2

後藤　宇生
94

産業組織論演習 2学期 2

林田  実
95

統計学演習 2学期 2

藤井　敦
96

計量経済学演習 集中 2

田村  大樹
97

地域経済論演習 2学期 2

山崎  勇治
98

経済史演習 2学期 2

奥山　恭英
99

応用地域科学演習 2学期 2

白石  和孝
100

会計学演習 2学期 2

西澤  健次
101

財務会計演習 2学期 2

梅澤　俊浩
102

管理会計演習 2学期 2

晴山  英夫
103

経営学演習 2学期 2

浦野  恭平
104

経営戦略論演習 2学期 2

別府  俊行
105

中小企業論演習 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

山岡  敏秀
106

企業論演習 2学期 2■現代経済専攻

デニス・ジョーンズ
107

英米文学研究Ⅱ（現代米文学） 1学期 2■文化・言語専攻

野島  啓一
108

英語学研究Ⅲ（翻訳） 1学期 2

デニス・ジョーンズ
109

英米文学演習Ⅱ（現代米文学） 2学期 2

野島  啓一
110

英語学演習Ⅲ（翻訳） 2学期 2

古勝　正義
111

中国文学研究Ⅰ（中国文学） 1学期 2

朝元　照雄
112

東アジア経済研究 1学期（ペア） 2■東アジア専攻

綛田　芳憲
113

東アジア国際政治研究 1学期 2

下野　寿子
114

現代中国政治研究 1学期 2

尹  明憲
115

現代韓国経済研究 2学期 2

小林  道彦
116

近代日本政治外交史研究 1学期 2

伊野  憲治
117

東南アジア地域研究Ⅰ（ミャンマー） 1学期 2

大平　剛
118

国際協力研究 1学期 2

小尾　美千代
119

国際政治経済研究 1学期 2

山本　直
120

国際機構研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

寺田  由美
121

アメリカ社会史研究 2学期 2■東アジア専攻

岡住  正秀
122

南欧地域研究 1学期 2

芳之内  雄二
123

ロシア地域研究 1学期 2

朝元　照雄
124

東アジア経済演習 2学期（ペア） 2

綛田　芳憲
125

東アジア国際政治演習 2学期 2

下野　寿子
126

現代中国政治演習 2学期 2

尹  明憲
127

現代韓国経済演習 2学期 2

小林  道彦
128

近代日本政治外交史演習 2学期 2

伊野  憲治
129

東南アジア地域演習Ⅰ（ミャンマー） 2学期 2

大平　剛
130

国際協力演習 1学期 2

小尾　美千代
131

国際政治経済演習 2学期 2

山本　直
132

国際機構演習 2学期 2

寺田  由美
133

アメリカ社会史演習 2学期 2

岡住  正秀
134

南欧地域演習 2学期 2

芳之内  雄二
135

ロシア地域演習 2学期 2
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科目名

クラス
担当者
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社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

下野　寿子
136

現代中国政治研究 1学期 2■他専攻・他研究科履修科目

岡住  正秀
137

南欧地域研究 1学期 2

下野　寿子
138

現代中国政治演習 2学期 2

岡住  正秀
139

南欧地域演習 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

近藤　倫明
140

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2■特別研究

田島　司
141

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

松尾  太加志
142

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

恒吉  紀寿
143

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

田中　信利
144

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

楠  凡之
145

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

河嶋  静代
146

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

小賀  久
147

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

石塚  優
148

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

野井  英明
149

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

竹川  大介
150

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

151
１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

稲月  正
152

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

前田  譲治
153

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

新村  昭雄
154

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

デニス・ジョーンズ
155

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2■特別研究

木下  善貞
156

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

山﨑　和夫
157

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

板谷  俊生
158

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

王  占華
159

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

佐藤  眞人
160

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

赤塚  正幸
161

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

堀尾　香代子
162

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

ダニエル・ストラック
163

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

木原  謙一
164

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

漆原  朗子
165

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

田部井  世志子
166

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

八百  啓介
167

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

金  鳳珍
168

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

横山　宏章
169

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2
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社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

下野　寿子
170

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2■特別研究

白石　麻保
171

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

綛田　芳憲
172

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

尹  明憲
173

１年

特別研究（M)ⅠA 2学期 1 2

小林  道彦
174

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

伊野  憲治
175

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

田村  慶子
176

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

大平　剛
177

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

小尾　美千代
178

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

北　美幸
179

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

久木  尚志
180

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

岡住  正秀
181

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

芳之内  雄二
182

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

中野  博文
183

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

堀地　明
184

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

児玉  弥生
185

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2■特別研究

西田　心平
186

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

岩松　文代
187

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

ロジャー・ウィリアムソン
188

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

篠崎　香織
189

１年

特別研究（M)ⅠA 1学期 1 2

近藤　倫明
190

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

田島　司
191

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

松尾  太加志
192

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

恒吉  紀寿
193

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

田中　信利
194

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

楠  凡之
195

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

河嶋  静代
196

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

小賀  久
197

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

石塚  優
198

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

野井  英明
199

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

竹川  大介
200

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2■特別研究

201
１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

稲月  正
202

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

前田  譲治
203

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

新村  昭雄
204

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

デニス・ジョーンズ
205

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

木下  善貞
206

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

山﨑　和夫
207

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

板谷  俊生
208

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

王  占華
209

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

佐藤  眞人
210

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

赤塚  正幸
211

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

堀尾　香代子
212

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

ダニエル・ストラック
213

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

木原  謙一
214

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

漆原  朗子
215

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2■特別研究

田部井  世志子
216

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

八百  啓介
217

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

金  鳳珍
218

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

横山　宏章
219

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

下野　寿子
220

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

白石　麻保
221

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

綛田　芳憲
222

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

尹  明憲
223

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

小林  道彦
224

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

伊野  憲治
225

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

田村  慶子
226

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

大平　剛
227

１年

特別研究（M)ⅠB 1学期 1 2

小尾　美千代
228

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

北　美幸
229

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

久木  尚志
230

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2■特別研究

岡住  正秀
231

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

芳之内  雄二
232

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

中野  博文
233

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

堀地　明
234

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

児玉  弥生
235

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

西田　心平
236

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

岩松　文代
237

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

ロジャー・ウィリアムソン
238

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

篠崎　香織
239

１年

特別研究（M)ⅠB 2学期 1 2

近藤　倫明
240

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田島　司
241

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

松尾  太加志
242

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

恒吉  紀寿
243

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田中　信利
244

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

楠  凡之
245

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

河嶋  静代
246

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

小賀  久
247

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

石塚  優
248

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

野井  英明
249

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

竹川  大介
250

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

251
２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

稲月  正
252

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

前田  譲治
253

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

新村  昭雄
254

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

デニス・ジョーンズ
255

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

木下  善貞
256

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

山﨑　和夫
257

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

板谷  俊生
258

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

佐藤  昭
259

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

王  占華
260

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

佐藤  眞人
261

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

赤塚  正幸
262

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

堀尾　香代子
263

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

ダニエル・ストラック
264

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

木原  謙一
265

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

漆原  朗子
266

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田部井  世志子
267

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

八百  啓介
268

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

金  鳳珍
269

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

横山　宏章
270

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

下野　寿子
271

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

白石　麻保
272

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

綛田　芳憲
273

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

尹  明憲
274

２年

特別研究（M)ⅡA 2学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

小林  道彦
275

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

伊野  憲治
276

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

田村  慶子
277

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

大平　剛
278

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

小尾　美千代
279

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

北　美幸
280

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

久木  尚志
281

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

岡住  正秀
282

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

芳之内  雄二
283

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

中野  博文
284

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

堀地　明
285

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

児玉  弥生
286

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

西田　心平
287

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

岩松　文代
288

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2

ロジャー・ウィリアムソン
289

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

篠崎　香織
290

２年

特別研究（M)ⅡA 1学期 2 2■特別研究

近藤　倫明
291

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

田島　司
292

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

松尾  太加志
293

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

恒吉  紀寿
294

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

田中　信利
295

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

楠  凡之
296

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

河嶋  静代
297

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

小賀  久
298

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

石塚  優
299

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

野井  英明
300

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

竹川  大介
301

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

302
２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

稲月  正
303

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

前田  譲治
304

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

新村  昭雄
305

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2■特別研究

デニス・ジョーンズ
306

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

木下  善貞
307

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

山﨑　和夫
308

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

板谷  俊生
309

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

佐藤  昭
310

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

王  占華
311

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

佐藤  眞人
312

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

赤塚  正幸
313

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

堀尾　香代子
314

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

ダニエル・ストラック
315

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

木原  謙一
316

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

漆原  朗子
317

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

田部井  世志子
318

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

八百  啓介
319

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

金  鳳珍
320

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2■特別研究

横山　宏章
321

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

下野　寿子
322

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

白石　麻保
323

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

綛田　芳憲
324

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

尹  明憲
325

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

小林  道彦
326

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

伊野  憲治
327

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

田村  慶子
328

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

大平　剛
329

２年

特別研究（M)ⅡB 1学期 2 2

小尾　美千代
330

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

北　美幸
331

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

久木  尚志
332

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

岡住  正秀
333

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

芳之内  雄二
334

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

中野  博文
335

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2■特別研究

堀地　明
336

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

児玉  弥生
337

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

西田　心平
338

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

岩松　文代
339

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

ロジャー・ウィリアムソン
340

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

篠崎　香織
341

２年

特別研究（M)ⅡB 2学期 2 2

田部井  世志子
342

現代英文学研究 1学期 2■共通科目

クレイグ・ランバート
343

英語表現法Ⅰ 1学期 2

クレイグ・ランバート
344

英語表現法Ⅱ 2学期 2

葉  言材
345

中国語表現法Ⅰ 1学期 2

葉  言材
346

中国語表現法Ⅱ 2学期 2

中野  博文
347

アメリカ社会研究 1学期 2

堀地　明
348

中国社会史研究 1学期 2

田部井  世志子
349

現代英文学演習 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

中野  博文
350

アメリカ社会演習 2学期 2■共通科目

堀地　明
351

中国社会史演習 2学期 2

木村  温人
352

１年

社会システム総合演習 2学期（ペア） 1 2

近藤　倫明
353

認知心理学研究 1学期 2■地域コミュニティ専攻

田島　司
354

社会心理学研究 1学期 2

松尾  太加志
355

コミュニケーション論研究 1学期 2

恒吉  紀寿
356

生涯学習論研究 1学期 2

田中　信利
357

臨床心理学研究 1学期 2

楠  凡之
358

臨床教育学研究 1学期 2

河嶋  静代
359

児童福祉論研究 1学期 2

小賀  久
360

障害者福祉論研究 1学期 2

石塚  優
361

高齢者福祉論研究 1学期 2

渡辺　良司
362

福祉コミュニティ研究 1学期 2

野井  英明
363

人間環境学研究 1学期 2

竹川  大介
364

生態人類学研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

365

文化社会学研究 1学期 2■地域コミュニティ専攻

稲月  正
366

都市社会学研究 1学期 2

近藤　倫明
367

認知心理学演習 2学期 2

田島　司
368

社会心理学演習 2学期 2

松尾  太加志
369

コミュニケーション論演習 2学期 2

恒吉  紀寿
370

生涯学習論演習 2学期 2

田中　信利
371

臨床心理学演習 2学期 2

楠  凡之
372

臨床教育学演習 2学期 2

河嶋  静代
373

児童福祉論演習 2学期 2

小賀  久
374

障害者福祉論演習 2学期 2

石塚  優
375

高齢者福祉論演習 2学期 2

野井  英明
376

人間環境学演習 2学期 2

竹川  大介
377

生態人類学演習 2学期 2

378

文化社会学演習 2学期 2

稲月  正
379

都市社会学演習 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

西田　心平
380

臨床社会学研究 1学期 2■地域コミュニティ専攻

前田  譲治
381

英米文化研究Ⅰ（米文化）　　　 1学期 2■文化・言語専攻

アダム・ヘイルズ
382

英米文化研究Ⅱ（英文化） 1学期 2

新村  昭雄
383

英米文学研究Ⅰ（米文学） 1学期 2

木下  善貞
384

英米文学研究Ⅲ（英文学） 1学期 2

山﨑　和夫
385

英語学研究Ⅰ（日英語比較） 1学期 2

平野　圭子
386

英語学研究Ⅱ（社会言語学） 1学期 2

伊藤  健一
387

英語学研究Ⅳ（通訳） 1学期 2

前田  譲治
388

英米文化演習Ⅰ（米文化）　　　 2学期 2

アダム・ヘイルズ
389

英米文化演習Ⅱ（英文化） 2学期 2

新村  昭雄
390

英米文学演習Ⅰ（米文学）　　　 2学期 2

木下  善貞
391

英米文学演習Ⅲ（英文学） 2学期 2

山﨑　和夫
392

英語学演習Ⅰ（日英語比較） 2学期 2

平野　圭子
393

英語学演習Ⅱ（社会言語学） 2学期 2

伊藤  健一
394

英語学演習Ⅳ（通訳） 2学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

板谷  俊生
395

中国文化研究 1学期 2■文化・言語専攻

中野  将
396

中国文学研究Ⅱ（中国古典文学） 1学期 2

佐藤  昭
397

中国語学研究Ⅰ（音声学） 1学期 2

王  占華
398

中国語学研究Ⅱ（語法） 1学期 2

板谷  俊生
399

中国文化演習 2学期 2

中野  将
400

中国文学演習Ⅱ（中国古典文学） 2学期 2

佐藤  昭
401

中国語学演習Ⅰ（音声学） 2学期 2

王  占華
402

中国語学演習Ⅱ（語法） 2学期 2

金縄　初美
403

中国民族文化研究 1学期 2

佐藤  眞人
404

日本文化研究Ⅰ（宗教文化） 1学期 2

五月女　晴恵
405

日本文化研究Ⅱ（表象文化） 1学期 2

馬場　美佳
406

日本文学研究Ⅰ（日本文学） 1学期 2

赤塚  正幸
407

日本文学研究Ⅱ（現代日本文学） 1学期 2

堀尾　香代子
408

日本語学研究 1学期 2

木原  謙一
409

比較文学研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

漆原  朗子
410

比較言語研究 1学期 2■文化・言語専攻

佐藤  眞人
411

日本文化演習Ⅰ（宗教文化） 2学期 2

五月女　晴恵
412

日本文化演習Ⅱ（表象文化） 2学期 2

馬場　美佳
413

日本文学演習Ⅰ（日本文学） 2学期 2

赤塚  正幸
414

日本文学演習Ⅱ（現代日本文学） 2学期 2

堀尾　香代子
415

日本語学演習 2学期 2

木原  謙一
416

比較文学演習 2学期 2

漆原  朗子
417

比較言語演習 2学期 2

八百  啓介
418

東アジア海域史研究 1学期 2■東アジア専攻

金  鳳珍
419

東アジア政治思想研究 1学期 2

横山　宏章
420

近代中国政治史研究 1学期 2

白石　麻保
421

現代中国経済研究 1学期 2

田村  慶子
422

東南アジア地域研究Ⅱ（マレーシア・シンガポール） 1学期 2

戸蒔　仁司
423

安全保障研究 1学期 2

北　美幸
424

アメリカ人種関係論研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

乘口　眞一郎
425

アメリカ風景論研究 1学期 2■東アジア専攻

久木  尚志
426

イギリス地域研究 1学期 2

五月女　律子
427

北欧地域研究 1学期 2

八百  啓介
428

東アジア海域史演習 2学期 2

金  鳳珍
429

東アジア政治思想演習 2学期 2

横山　宏章
430

近代中国政治史演習 2学期 2

白石　麻保
431

現代中国経済演習 2学期 2

田村  慶子
432

東南アジア地域演習Ⅱ（マレーシア・シンガポール） 2学期 2

戸蒔　仁司
433

安全保障演習 2学期 2

北　美幸
434

アメリカ人種関係論演習 2学期 2

乘口　眞一郎
435

アメリカ風景論演習 2学期 2

久木  尚志
436

イギリス地域演習 2学期 2

五月女　律子
437

北欧地域演習 2学期 2

近藤　倫明
438

認知心理学研究 1学期 2■他専攻・他研究科履修科目

田島　司
439

社会心理学研究 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

楠  凡之
440

臨床教育学研究 1学期 2■他専攻・他研究科履修科目

441

文化社会学研究 1学期 2

近藤　倫明
442

認知心理学演習 2学期 2

田島　司
443

社会心理学演習 2学期 2

楠  凡之
444

臨床教育学演習 2学期 2

445

文化社会学演習 2学期 2

アダム・ヘイルズ
446

英米文化研究Ⅱ（英文化） 1学期 2

伊藤  健一
447

英語学研究Ⅳ（通訳） 1学期 2

アダム・ヘイルズ
448

英米文化演習Ⅱ（英文化） 2学期 2

伊藤  健一
449

英語学演習Ⅳ（通訳） 2学期 2

中野  将
450

中国文学研究Ⅱ（中国古典文学） 1学期 2

王  占華
451

中国語学研究Ⅱ（語法） 1学期 2

中野  将
452

中国文学演習Ⅱ（中国古典文学） 2学期 2

王  占華
453

中国語学演習Ⅱ（語法） 2学期 2

五月女　晴恵
454

日本文化研究Ⅱ（表象文化） 1学期 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

社会システム研究科  社会システム研究科　博士前期課程（2009年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

五月女　晴恵
455

日本文化演習Ⅱ（表象文化） 2学期 2■他専攻・他研究科履修科目

横山　宏章
456

近代中国政治史研究 1学期 2

久木  尚志
457

イギリス地域研究 1学期 2

横山　宏章
458

近代中国政治史演習 2学期 2

久木  尚志
459

イギリス地域演習 2学期 2

篠崎　香織
460

東南アジア近現代史研究 1学期 2

篠崎　香織
461

東南アジア近現代史演習 2学期 2



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講生各自が興味を持っているマクロ経済学関連の主要文献（テキスト・論文など）を選択し、それを報告してもらう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　文献報告
　２回　文献報告
　３回　文献報告
　４回　文献報告
　５回　文献報告
　６回　文献報告
　７回　文献報告
　８回　文献報告
　９回　文献報告
１０回　文献報告
１１回　文献報告
１２回　文献報告
１３回　文献報告
１４回　文献報告
１５回　文献報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　30　％　　報告の出来　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告に関しては、徹底した準備を要求する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4611 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミクロ経済分析について論究し、特別研究論文の作成のために、ミクロ経済分析の論理と方法について必要な基礎知識を習得する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定、受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　ミクロ経済学と数学
２～４回　　興味・関心のあるミクロ経済問題について調査報告
５～６回　　ミクロ経済分析的アプローチ論究
７～１３回　関連ミクロ経済理論の調査・研究・報告
１４回　　　現代ミクロ経済学の展開　
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　…　３０　％　　レポート　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4612 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究を通じて自ら研究課題を設定し研究活動を遂行できる創造力、自立力を育むために、特別研究においてはテキストの輪読を行う。本特
別研究のおいては、財政学及び社会保障に関連する学習を行うので、そのような科目を専門として研究を行いたい学生が望ましい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回にいくつかの財政学に関連した文献を提示してその中から決める。

井堀 利宏「公共経済の理論」有斐閣 1996年
井堀 利宏「課税の経済理論」岩波書店 2003年
小塩 隆士「社会保障の経済学（第３版）」日本評論社 2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

事前に与えられたテキストの範囲を学生が要約し、発表する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と報告内容により決定する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

与えられた箇所だけの報告だけではなく、ディスカッションを通じて理解を深めることが大事であるので、様々な受け答えができるように、テ
キストだけにとどまらず他の文献にも触れて知識を増やして欲しい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4613 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、研究テーマを決めて、発表形式で演習を行う。また、研究テーマに関する参考文献として適宜指示ないし配布された資料のレジュメを受
講者は作成し、報告する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。各自のテーマにそって適宜指示する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　授業内容・進め方の説明。研究テーマの候補の話し合い
 2回  研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 3回  研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 4回  研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 5回　研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 6回  研究内容の報告
 7回　研究内容の報告
 8回　研究内容の報告
 9回　修正された研究内容の報告
10回  修正された研究内容の報告
11回　修正された研究内容の報告
12回　修正された研究内容の報告
13回  レポートの内容の発表
14回　レポートの内容の発表
15回　レポートの内容の発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席…0 ％　　発表内容とその成果物提出…100 ％　 　　期末試験…0 ％
※出席が授業回数の3分の1に達しない場合には、単位を認定しない。遅刻は2回で欠席1回とカウントする。30分以上の遅刻は欠席扱いとする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

問題を設定し、それに対する結論を明記し、結論にいたる根拠・証明を述べるというプレゼンの基本を必ず押さえること。出所を明かさずに本
・論文やネットから引用あるいはコピー＆貼りつけすることは、絶対に禁止する。事前に発表内容を下調べし、決められた時間内で説明できる
ようにスライドを作っておくこと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4614 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

海外・国内ジャーナルに掲載された経済政策に関する論文を熟読する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適時、論文を配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、配布した論文の内容について報告してもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　　発表内容　…　30　％　　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

興味のある経済政策分野についてある程度の知識と英語文献を読む能力が必要。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4615 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

Journal of Industrial Economics, Rand Journal of Economics, Review of Economic and Statisticsなどの海外雑誌
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文の題材に関する調査、先行研究の精読、実証結果の検討を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学・産業組織論・計量経済学の知識が必要
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4616 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のための基本事項の学習を目指す。
前期の本科目では統計学の基礎を中心に演習を行う。また、課題発見のための論文収集、その読み込み、整理等についても指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の成績による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4617 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

学生が自身の研究テーマのために必要とする計量経済モデルについて，各自学習し，発表を行う。
ハンドアウトを配布。適宜，実証分析の論文を指定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Greene (2008), Econometric Analysis, Pearson Education.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　基本となる統計学・計量経済学についてやや詳しく扱うテキストを輪読する。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　テキストの中から各自ひとつずつ章を選んで発表。
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　関心のある先行研究論文を1本ずつ選び，内容の報告。前回までで学んだモデルがどのよ
　　　　うに用いられているかを中心に報告する。
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文を読んで発表　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4618 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講者の関心・能力に指導者の関心・能力を加味し、修士論文につながる研究テーマを見つける。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と協議しつつ決めていく。

適宜
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

いくつかの文献を報告してもらい、それを手がかりに研究テーマを絞り込んでいく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

4619 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

２年間にわたり修士論文作成のための指導を徹底して行う。テーマは院生と相談のうえ決めたいが、できれば、修士論文のテーマに沿った内容
のものにしたいと考えている。なお、当方は、暖簾と無形資産の会計、ブランド会計、国際会計、企業利益と課税所得の差異（税務会計）、カ
レント・コスト会計、債務者利得の問題、評価と資本維持の問題などについて少々掘り下げて検討しているつもりである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）、白石和孝『知的無形資産会計』（新世社）、白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会
計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）、小松章編『現代の財務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央
経済社）

醍醐聰編『新版財務会計論ガイダンス』（中央経済社）、『会計諸則集』（税務経理協会）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　修士論文のテーマ選定から作成に至るまでの指導を徹底して行う。中間報告以外の日には、
　　　　修士論文のテーマに沿った内容の雑誌・紀要などを輪読したい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の中間報告を評価…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46110 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

会計の古典を読む機会がないので、本研究ではあえて名著と言われる会計本を取り上げて検討することがテーマである。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ペイトン・リトルトン『会社会計基準序説』森山書店等

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストを精読しながら、会計の根本的な問題を考える。各担当者がレジュメを準備し、報告をする。適宜、会計学の紹介を交えながら、各自
の研究テーマについて談義する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に著名な会計学者とその思想などについて、教科
書やインターネットで学習しておくことが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46111 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、経営戦略論の領域で研究テーマを設定し、論文を作成することを目的とする。
　これをつうじて経営戦略論の知識の応用力を高めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

各自、論文執筆に必要な参考文献の内容について発表する。
学期末に中間報告を行なう。
　第1回　ガイダンス
　第2回～第14回　学生による報告・討議
　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

論文執筆に必要と考えられる文献・論文の収集をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46112 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本研究では、現代企業の経営問題やマーケティング戦略等について、各自がテーマを選定し、修士論文としてまとめていく指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマによって指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
授業への参加度　…　50%  課題　…　50%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46113 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

持株会社についての研究。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009年。

下谷正弘の持株会社に関する文献。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　持株会社の設立1
　２回　持株会社の設立2
　３回　持株会社の設立3
　４回　持株会社と機関1
　５回　持株会社と機関2
　６回　持株会社と機関3
　７回　持株会社と機関4
　８回　株主権の縮減1
　９回　株主権の縮減2
１０回　株主権の縮減3
１１回　持株会社の株主の保護1
１２回　持株会社の株主の保護2
１３回　持株会社の株主の保護3
１４回　持株会社とガバナンス1
１５回　持株会社とガバナンス2とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告　…　60％、　学習態度（出席）　…　40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

下谷の持株会社に関する文献を、少なくとも一冊は読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46114 /



特別研究（M)ⅠA 【昼】
特別研究

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

バブル経済とバブル崩壊後の日本の社会経済の変化について考える。テキストとして村松岐夫、奥野正寛『平成バブルの研究』を用いる。テキ
ストをもとに、バブルの発生メカニズム、メインバンクシステム、バブルに対する政策実施過程の諸問題（政党と官僚、先送り問題）、長期超
低金利政策の影響などを各自報告し、議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
村松岐夫、奥野正寛『平成バブルの研究』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストに沿って以下の順に報告を分担し、ディスカッションを中心に進めていく。
  １-２回　バブル経済とその破綻処理
  ３-４回　資産価格バブルの発生と90年代不況
  ５-６回　バブルとは何か
  ７-８回　日本の貯蓄超過とバブルの発生
  ９-10回　1980年代の銀行経営
  11-13回　土地バブル
  14-15回　戦後日本における政策実施：政党と官僚

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告…70％　ディスカッションの内容…30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

全員必ず事前に該当部分を精読しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46115 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講生各自が興味を持っているマクロ経済学関連の主要文献（テキスト・論文など）を選択し、それを報告してもらう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　文献報告
　２回　文献報告
　３回　文献報告
　４回　文献報告
　５回　文献報告
　６回　文献報告
　７回　文献報告
　８回　文献報告
　９回　文献報告
１０回　文献報告
１１回　文献報告
１２回　文献報告
１３回　文献報告
１４回　文献報告
１５回　文献報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　30　％　　報告の出来　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告に関しては、徹底した準備を要求する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46116 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミクロ経済分析の論理と方法を習得しつつ、関心のある特別研究テーマについて報告書を作成し報告・議論を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定、受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１～２回　　ミクロ経済分析の論理と方法：現代ミクロ経済学の展開
３～８回　　「特別研究Ⅰ」の研究テーマの調査・研究報告
９～１４回　「特別研究Ⅰ」のレポート作成および報告
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　…　３０　％　　レポートもしくは論文　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46117 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究を通じて自ら研究課題を設定し研究活動を遂行できる創造力、自立力を育むために、特別研究においてはテキストの輪読を行う。本特
別研究のおいては、財政学及び社会保障に関連する学習を行うので、そのような科目を専門として研究を行いたい学生が望ましい。また、修士
論文のテーマを決定するにあたって、有益と思われる文献もいくつか紹介する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回にいくつかの財政学に関連した文献を提示してその中から決める。

井堀 利宏「公共経済の理論」有斐閣 1996年
井堀 利宏「課税の経済理論」岩波書店 2003年
小塩 隆士「社会保障の経済学（第３版）」日本評論社 2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

事前に与えられたテキストの範囲を学生が要約し、発表する。また、その中で修士論文作成に有用と思われる近年の研究についても適宜紹介す
る。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と報告内容により決定する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

与えられた箇所だけの報告だけではなく、ディスカッションを通じて理解を深めることが大事であるので、様々な受け答えができるように、テ
キストだけにとどまらず他の文献にも触れて知識を増やして欲しい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46118 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、研究テーマを決めて、発表形式で演習を行う。また、研究テーマに関する参考文献として適宜指示ないし配布された資料のレジュメを受
講者は作成し、報告する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。各自のテーマにそって適宜指示する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　授業内容・進め方の説明。研究テーマの候補の話し合い
 2回　研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 3回　研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 4回  研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 5回　研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 6回　研究内容の報告
 7回　研究内容の報告
 8回　研究内容の報告
 9回　修正された研究内容の報告
10回  修正された研究内容の報告
11回　修正された研究内容の報告
12回　修正された研究内容の報告
13回  レポートの内容の発表
14回　レポートの内容の発表
15回　レポートの内容の発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席…0 ％　　発表内容とその成果物提出…100 ％　 　　期末試験…0 ％
※出席が授業回数の3分の1に達しない場合には、単位を認定しない。遅刻は2回で欠席1回とカウントする。30分以上の遅刻は欠席扱いとする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

問題を設定し、それに対する結論を明記し、結論にいたる根拠・証明を述べるというプレゼンの基本を必ず押さえること。出所を明かさずに本
・論文やネットから引用あるいはコピー＆貼りつけすることは、絶対に禁止する。事前に発表内容を下調べし、決められた時間内で説明できる
ようにスライドを作っておくこと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46119 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

海外・国内ジャーナルに掲載された経済政策に関する論文を熟読する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適時、論文を配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、配布した論文の内容について報告してもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　　発表内容　…　30　％　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

興味のある経済政策分野についてある程度の知識と英語文献を読む能力が必要。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46120 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

Journal of Industrial Economics, Rand Journal of Economics, Review of Economic and Statisticsなどの海外雑誌
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文の題材に関する調査、先行研究の精読、実証結果の検討を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学・産業組織論・計量経済学の知識が必要
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46121 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のための基本事項の学習を目指す。
後期の本科目では統計ソフトの使い方を中心に演習を行う。また、課題発見のための論文収集、その読み込み、整理等についても引き続き指導
を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の成績による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46122 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

計量経済モデルを現実のデータにあてはめてひとつの統計分析結果を得るには，考慮すべき様々な問題が存在する。これらについて，参加者同
士の議論を通じて経験していく。修士論文相当のイントロダクションの青写真を作ることが目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
用いない。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　教員による研究論文をサンプルとして提示：「なぜ，何を，どのように分析するか」
　　　　　　を考えながら作業することを学ぶ。併せて，研究遂行上の困難とその解決方法の事例を
　　　　　　学ぶ。
２回～６回　どんな問題に興味があるか，先行研究論文数本を選び，自身の興味の背景とともに内容
　　　　　　を報告。
７回～11回　先行研究で用いられている計量経済学的な分析手法を報告。それを自分の興味対象に応
　　　　　　用するにはどのようなデータが必要で，どのようなデータが利用可能かを報告。
12回～15回　データの利用可能性を前提にして，計量経済モデルの組み合わせ・修正を検討する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46123 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

研究テーマに関連する主要文献を徹底して読込み、理論的考察のための枠組みを構築する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と協議しつつ決めていく。

適宜。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の文献報告にしたがって精読の方法、思考のまとめ方などについて指導していく。
学期の終わりに、自らの研究方向について報告してもらう。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46124 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

２年間にわたり修士論文作成のための指導を徹底して行う。テーマは院生と相談のうえ決めたいが、できれば、修士論文のテーマに沿った内容
のものにしたいと考えている。なお、当方は、暖簾と無形資産の会計、ブランド会計、国際会計、企業利益と課税所得の差異（税務会計）、カ
レント・コスト会計、債務者利得の問題、評価と資本維持の問題などについて少々掘り下げて検討しているつもりである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）、白石和孝『知的無形資産会計』（新世社）、白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会
計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）、小松章編『現代の財務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央
経済社）

醍醐聰編『新版財務会計論ガイダンス』（中央経済社）、『会計諸則集』（税務経理協会）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　修士論文のテーマ選定から作成に至るまでの指導を徹底して行う。中間報告以外の日には、　　　　修士論文のテーマに沿った内容の雑
誌・紀要などを輪読したい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の中間報告を評価…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46125 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

会計の古典を読む機会がないので、本研究ではあえて名著と言われる会計本を取り上げて検討することがテーマである。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ペイトン・リトルトン『会社会計基準序説』森山書店等

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストを精読しながら、会計の根本的な問題を考える。各担当者がレジュメを準備し、報告をする。適宜、会計学の紹介を交えながら、各自
の研究テーマについて談義する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に著名な会計学者とその思想などについて、教科
書やインターネットで学習しておくことが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46126 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、経営戦略論の領域で研究テーマを設定し、論文を作成することを目的とする。
　これをつうじて経営戦略論の知識の応用力を高めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

各自、論文執筆に必要な参考文献の内容について発表する。
学期末に最終報告を行なう。
　第1回　ガイダンス
　第2回～第14回　学生による報告・討議
　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

論文執筆に必要と考えられる文献・論文の収集をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46127 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本研究では、現代企業の経営問題やマーケティング戦略等について、各自がテーマを選定し、修士論文としてまとめていく指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマによって指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
授業への参加度…50%  課題…50%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46128 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

持株会社についての研究。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009年。

下谷正弘の持株会社に関する文献。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　持株会社の設立1
　２回　持株会社の設立2（具体例1）
　３回　持株会社の設立3（具体例2）
　４回　持株会社と機関1
　５回　持株会社と機関2
　６回　持株会社と機関3
　７回　持株会社と機関4
　８回　株主権の縮減1
　９回　株主権の縮減2
１０回　株主権の縮減3
１１回　持株会社の株主の保護1（株主代表訴訟）
１２回　持株会社の株主の保護2（株主代表訴訟）
１３回　持株会社の株主の保護3（株主代表訴訟）
１４回　持株会社とガバナンス1
１５回　持株会社とガバナンス2とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告　…　60％、　学習態度（出席）　…　40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

下谷の持株会社に関する文献を、少なくとも一冊は読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46129 /



特別研究（M)ⅠB 【昼】
特別研究

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究ⅠAに続いて、バブル経済とバブル崩壊後の日本の社会経済の変化について考える。テキストとして村松岐夫、奥野正寛『平成バブルの
研究』を用いる。テキストをもとに、バブルの発生メカニズム、メインバンクシステム、バブルに対する政策実施過程の諸問題（政党と官僚、
先送り問題）、長期超低金利政策の影響などを各自報告し、議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
村松岐夫、奥野正寛『平成バブルの研究』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１-２回　先送り現象の分析
３-４回　財政政策の成功と金政策の失敗
５-６回　公的資金投入を巡る世論・政治
７-８回　長期超低金利政策の政治経済学
９-10回　大蔵省のネットワーク
11-12回　国際システムの変容と日本のバブル
13-14回　バブル形成・崩壊の背景としての日米経済関係
15回　 　教訓の模索

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの内容…70％　ディスカッション…30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ディスカッションを中心に進めるので、文献は事前に精読しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46130 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講生各自が興味を持っているマクロ経済学関連の主要文献（テキスト・論文など）を選択し、それを報告してもらう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　文献報告
　２回　文献報告
　３回　文献報告
　４回　文献報告
　５回　文献報告
　６回　文献報告
　７回　文献報告
　８回　文献報告
　９回　文献報告
１０回　文献報告
１１回　文献報告
１２回　文献報告
１３回　文献報告
１４回　文献報告
１５回　文献報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　30　％　　報告の出来　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告に関しては、徹底した準備を要求する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46131 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミクロ経済分析について論究し、特別研究論文の作成のために、「特別研究（Ｍ）ⅠＡ・Ｂ」の研究内容をもとにして、研究テーマを決定する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定、受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　ミクロ経済学と数学
２～４回　「特別研究（Ｍ）ⅠＡ・Ｂ」：興味・関心のあるミクロ経済問題について調査報告
５～６回　　特定ミクロ経済分析的アプローチ論究
７～１４回　各自の研究テーマに関連するミクロ経済理論の調査・研究・報告・議論
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　…　３０　％　　レポート　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46132 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

使用しない。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、修士論文の進捗状況を報告する。論文は、サーベイとそれを踏まえた新しい研究が必要であるが、１学期はサーベイ報告を比較的多く行
う予定である。
修士論文の作成状況を見て、適宜論文を紹介し、それを報告してもらう場合もある。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と報告内容により決定する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文の作成において一番大切なことは手間をかけることである。研究したい分野についてどの程度まで明らかになっており、自身の研究の
貢献はどの程度なのかを明確となっている論文が最も望ましいのであるが、そのような論文を作成するためには、先行研究を丹念に調べる作業
が重要である。そのような手間を十分かけてほしい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46133 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、研究テーマを決めて、発表形式で演習を行う。また、研究テーマに関する参考文献として適宜指示ないし配布された資料のレジュメを受
講者は作成し、報告する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。各自のテーマにそって適宜指示する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　授業内容・進め方の説明。研究テーマの候補の話し合い
 2回  研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 3回  研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 4回  研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 5回　研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 6回  研究内容の報告
 7回　研究内容の報告
 8回　研究内容の報告
 9回　修正された研究内容の報告
10回  修正された研究内容の報告
11回　修正された研究内容の報告
12回　修正された研究内容の報告
13回  レポートの内容の発表
14回　レポートの内容の発表
15回　レポートの内容の発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席…0 ％　　発表内容とその成果物提出…100 ％　 　　期末試験…0 ％
※出席が授業回数の3分の1に達しない場合には、単位を認定しない。遅刻は2回で欠席1回とカウントする。30分以上の遅刻は欠席扱いとする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

問題を設定し、それに対する結論を明記し、結論にいたる根拠・証明を述べるというプレゼンの基本を必ず押さえること。出所を明かさずに本
・論文やネットから引用あるいはコピー＆貼りつけすることは、絶対に禁止する。事前に発表内容を下調べし、決められた時間内で説明できる
ようにスライドを作っておくこと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46134 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
木村  温人 / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究（Ｍ）ⅠＡ、ⅠＢに引き続き、受講生の地域金融に関する研究領域を深化させ、それに沿った修士論文作成の研究指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究領域に沿って、その都度指示する。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講生の研究領域の深化と、それに沿った資料収集、分析、論文作成の指導を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…２５％　　課題の報告内容や議論への参加度などにより評価…７５％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究領域の深化に沿って、広い範囲での資料情報の収集と整理に努めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46135 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のため、先行研究などの整理と各自の問題意識に沿った研究を進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適時、指導する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、修士論文の準備について内容を報告してもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　　発表内容　…　30　％　　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

興味のある経済政策分野についてある程度の知識と英語文献を読む能力が必要。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46136 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

Journal of Industrial Economics, Rand Journal of Economics, Review of Economic and Statisticsなどの海外雑誌
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文の題材に関する調査、先行研究の精読、実証結果の検討を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学・産業組織論・計量経済学の知識が必要
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46137 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成を目指す。
前期の本科目では実際のデータ解析を中心に演習を行う。また、課題発見のための論文収集、その読み込み、整理等についても指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の成績による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46138 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

参加者が，自身のテーマで用いる計量経済学的分析について，関連する先行研究を紹介する。修士論文相当の分析を自分で行うときに発生する
具体的な計量経済学的問題を参加者同士でディスカッションすることが目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
用いない。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　参加者が順番に自身の研究に関連する先行研究を発表し，自身の目的のために応用す
　　　　　　　る場合の問題点について議論する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46139 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の骨格を固める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と協議しつつ決めていく。

適宜。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

「報告　⇒　問題点の析出　⇒　課題　⇒　報告」のサイクルですすめてゆく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46140 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
山崎  勇治 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作製段階に合わせて指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

その都度指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１・修士論文のテーマを決めるように文献収集指導する。
２・文献の整理指導を行なう
３・修士論文のテーマを膨らませるように文献講読をおこなう
４・資料収集、統計資料収集等の指導を行なう
５・修士論文の目次作製指導を行なう
６・修士論文作製指導を行なう

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の作成過程を評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46141 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

２年間にわたり修士論文作成のための指導を徹底して行う。テーマは院生と相談のうえ決めたいが、できれば、修士論文のテーマに沿った内容
のものにしたいと考えている。なお、当方は、暖簾と無形資産の会計、ブランド会計、国際会計、企業利益と課税所得の差異（税務会計）、カ
レント・コスト会計、債務者利得の問題、評価と資本維持の問題などについて少々掘り下げて検討しているつもりである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）、白石和孝『知的無形資産会計』（新世社）、白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会
計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）小松章編『現代の財務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央経
済社）

醍醐聰編『新版財務会計論ガイダンス』（中央経済社）、『会計諸則集』（税務経理協会）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　修士論文のテーマ選定から作成に至るまでの指導を徹底して行う。中間報告以外の日には、　　　　修士論文のテーマに沿った内容の雑
誌・紀要などを輪読したい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の中間報告の評価…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46142 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

負債会計の研究を通して、会計学の論文の書き方を学ぶことがねらいである。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
J.St.G.カー『負債の定義と認識』九州大学出版会、1999（2007年）、2,940円（当時）

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストを精読しながら、会計の根本的な問題を考える。各担当者がレジュメを準備し、報告をする。適宜、会計学の紹介を交えながら、各自
の研究テーマについて談義する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に著名な会計学者とその思想などについて、教科
書やインターネットで学習しておくことが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46143 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
晴山  英夫 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～15回まで、論文作成のための準備、テーマ選定と作成を指導する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　５０　％　　討議　…　５０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46144 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、経営戦略論の領域で研究テーマを設定し、論文を作成することを目的とする。
　これをつうじて経営戦略論の知識の応用力を高めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

各自、論文の途中経過の報告をおこなう。
学期末に中間報告を行なう。

　第1回　ガイダンス
　第2回～第14回　学生による報告・討議
　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

論文執筆に必要と考えられる文献・論文の収集をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46145 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本研究では、現代企業の経営問題やマーケティング戦略等について、各自がテーマを選定し、修士論文としてまとめていく指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマによって指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
修士論文…100%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46146 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

持株会社を中心とした各自の研究成果についての報告・検討。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　各自の論文のテーマ確定から作成に至るまでの指導を行う。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各自の研究成果とまとめの評価……100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基本的な資料・文献については、できるだけ協力しますが、最新の資料については、一定程度の根気とコストが必要とさます。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46147 /



特別研究（M)ⅡA 【昼】
特別研究

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の中間報告を中心に進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

前半は、修士論文のテーマに関連した研究文献を読みながら、研究史の整理を行う。後半は、各自の中間報告を積み重ねていく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

一年時のうちに、修士論文のテーマを確定し、論文作成の準備を着実に行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46148 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、修士論文を作成してもらい、その進渉状況を報告してもらう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　進渉報告
　２回　進渉報告
　３回　進渉報告
　４回　進渉報告
　５回　進渉報告
　６回　進渉報告
　７回　進渉報告
　８回　進渉報告
　９回　進渉報告
１０回　進渉報告
１１回　進渉報告
１２回　進渉報告
１３回　進渉報告
１４回　進渉報告
１５回　進渉報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　30　％　　報告の出来　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告に関しては、徹底的な準備を要求する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46149 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミクロ経済分析について論究し、「特別研究（Ｍ）ⅡＡ」の研究内容をもとにして、最終的に特別研究論文を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定、受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１～２回　　「特別研究（Ｍ）ⅡＡ」の研究状況の報告
３～１４回　各自の研究テーマに関する調査研究報告・議論
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　…　３０　％　　レポート　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46150 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

使用しない。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、修士論文の進捗状況を報告する。２学期においては、自らの貢献部分に関する分析を進めて、修士論文を完成させる。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と報告内容により決定する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文の作成において一番大切なことは手間をかけることである。研究したい分野についてどの程度まで明らかになっており、自身の研究の
貢献はどの程度なのかを明確となっている論文が最も望ましいのであるが、そのような論文を作成するためには、先行研究を丹念に調べる作業
が重要である。そのような手間を十分かけてほしい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46151 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、研究テーマを決めて、発表形式で演習を行う。また、研究テーマに関する参考文献として適宜指示ないし配布された資料のレジュメを受
講者は作成し、報告する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。各自のテーマにそって適宜指示する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　授業内容・進め方の説明。研究テーマの候補の話し合い
 2回  研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 3回　研究テーマ、論文の仮タイトル、問題設定の報告・検討
 4回  研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 5回　研究テーマの確定、参考文献表の報告・検討
 6回　研究内容の報告
 7回　研究内容の報告
 8回　研究内容の報告
 9回　修正された研究内容の報告
10回  修正された研究内容の報告
11回　修正された研究内容の報告
12回　修正された研究内容の報告
13回  レポートの内容の発表
14回　レポートの内容の発表
15回　レポートの内容の発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席…0 ％　　発表内容とその成果物提出…100 ％　 　　期末試験…0 ％
※出席が授業回数の3分の1に達しない場合には、単位を認定しない。遅刻は2回で欠席1回とカウントする。30分以上の遅刻は欠席扱いとする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

問題を設定し、それに対する結論を明記し、結論にいたる根拠・証明を述べるというプレゼンの基本を必ず押さえること。出所を明かさずに本
・論文やネットから引用あるいはコピー＆貼りつけすることは、絶対に禁止する。事前に発表内容を下調べし、決められた時間内で説明できる
ようにスライドを作っておくこと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46152 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
木村  温人 / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究（Ｍ）ⅡＡに引き続き、受講生の地域金融に関する研究領域を深化発展させ、それに沿った修士論文作成の研究指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究領域に沿って、その都度指示する。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講生の研究領域の深化発展と、それに沿った資料収集、分析、論文作成の指導を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…２５％　　　課題の報告内容や議論への参加度などにより評価…７５％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究領域の深化発展に沿って、広い範囲での資料情報の収集と整理に努めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46153 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文を完成させる。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適時、指導する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、修士論文の準備について内容を報告してもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　発表内容　…　30　％　　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

興味のある経済政策分野についてある程度の知識と英語文献を読む能力が必要。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46154 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

Journal of Industrial Economics, Rand Journal of Economics, Review of Economic and Statisticsなどの海外雑誌
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文の題材に関する調査、先行研究の精読、実証結果の検討を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学・産業組織論・計量経済学の知識が必要
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46155 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文完成を目指す。
論文の構成、表現、参考文献等の書き方を指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46156 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

参加者が，自身のテーマで用いる計量経済学的分析について，どのような分析を行っているかを紹介する。修士論文相当の分析を完結すること
が目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
用いない。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　参加者が順番に自身の研究を発表し，問題点・改善点について議論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46157 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文を完成させる。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と協議しつつ決めていく。

適宜。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

全体構成を考えつつ、問題点を１つ１つ解消してゆくための指導を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46158 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
山崎  勇治 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作製段階に合わせて指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

その都度指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１・修士論文のテーマを決めるように文献収集指導する。
２・文献の整理指導を行なう
３・修士論文のテーマを膨らませるように文献講読をおこなう
４・資料収集、統計資料収集等の指導を行なう
５・修士論文の目次作製指導を行なう
６・修士論文作製指導を行なう

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の作成過程を評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46159 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

２年間にわたり修士論文作成のための指導を徹底して行う。テーマは院生と相談のうえ決めたいが、できれば、修士論文のテーマに沿った内容
のものにしたいと考えている。なお、当方は、暖簾と無形資産の会計、ブランド会計、国際会計、企業利益と課税所得の差異（税務会計）、カ
レント・コスト会計、債務者利得の問題、評価と資本維持の問題などについて少々掘り下げて検討しているつもりである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）、白石和孝『知的無形資産会計』（新世社）、白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会
計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）小松章編『現代の財務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央経
済社）

醍醐聰編『新版財務会計論ガイダンス』（中央経済社）、『会計諸則集』（税務経理協会）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　修士論文のテーマ選定から作成に至るまでの指導を徹底して行う。中間報告以外の日には、　　　　修士論文のテーマに沿った内容の雑
誌・紀要などを輪読したい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文の中間報告の評価…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46160 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

負債会計の研究を通して、会計学の論文の書き方を学ぶことがねらいである。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
J..St.G.カー『負債の定義と認識』九州大学出版会、1999（2007年）、2,940円（当時）

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストを精読しながら、会計の根本的な問題を考える。各担当者がレジュメを準備し、報告をする。適宜、会計学の紹介を交えながら、各自
の研究テーマについて談義する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本演習は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に著名な会計学者とその思想などについて、教科
書やインターネットで学習しておくことが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46161 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
晴山  英夫 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回から15回まで、論文作成のための準備、テーマ選定、作成を指導する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　４０　％　　討議　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46162 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自、経営戦略論の領域で研究テーマを設定し、論文を作成することを目的とする。
　これをつうじて経営戦略論の知識の応用力を高めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

各自、論文の途中経過の報告をおこなう。
　学期末に最終報告を行なう。
　第1回　ガイダンス
　第2回～第14回　学生による報告・討議
　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

論文執筆に必要と考えられる文献・論文の収集をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46163 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本研究では、現代企業の経営問題やマーケティング戦略等について、各自がテーマを選定し、修士論文としてまとめていく指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマによって指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
修士論文・・100%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46164 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

持株会社に関する各自の研究成果の報告。報告の検討。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　各自の論文のテーマ確定から作成に至るまでの指導を行う。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各自の研究成果とまとめの評価……100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基本的な資料・文献については、できるだけ協力しますが、最新の資料については、一定程度の根気とコストが必要とさます。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46165 /



特別研究（M)ⅡB 【昼】
特別研究

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の中間報告を中心に進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

各自、順番に中間報告を積み重ね、問題点を議論してゆく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

夏季休暇のうちに、基本的な資料の収集等を終えておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46166 /



日本社会経済研究 【昼】
共通科目

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後の日本経済の構造を高度成長期とポスト・バブル期の企業システムを中心検討する。検討内容は、コーポレートガバナンス（企業統治）、
企業間関係、労使関係、企業の資金調達であり、これらの検討を通じて日本型企業システムの特質とその変容を明らかにしたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
橋本寿朗・長谷川信・宮島英昭『現代日本経済』有斐閣
吉川洋『転換期の日本経済』岩波書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の順序と内容で進めていきます。

１回　高度成長のメカニズム　
２回　産業政策の役割
３回　株主持ち合いと安定株主
４回　メインバンクシステム
５回　下請制
６回　協調的労使関係
７回　高度成長の終焉
８回　安定成長
９回　バブルの発生
10回　バブルの崩壊と長期不況　
11回　不良債権問題と資金調達
12回　構造改革路線の定着
13回　規制緩和と企業制度改革
14回　不況からの脱出と企業システムの変容
15回　アジアの経済発展と日本

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…80％、　授業中の態度（ディスカッションへの参加）…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レポーターは必ずレジュメを配布すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46167 /



日本社会経済演習 【昼】
共通科目

/Instructor
迎  由理男 / mukai yurio / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本のバブル経済と2007－8年のアメリカ金融危機を多角的に検討します。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
第1回の授業時に指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文献をサーベイしたあと、基本文献を順次取り上げてゆきます。

１回　演習の進め方・文献サーベイの分担決定
２回　検討文献の決定と分担の決定
３回　バブル経済の発生メカニズムについて（１）
４回　同上（２）
５回　バブル崩壊と政策対応（１）
６回　同上（２）
７回　不良債権処理問題について（１）
８回　同上（２）
９回　長期不況と90年代日本の財政政策
10回　アメリカ金融危機のメカニズム（１）
11回　同上（２）
12回　金融危機と世界経済
13回　金融危機とアメリカ政府（１）
14回　各国の政策対応
15回　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの内容…80％、授業中の態度…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

全員文献を必ず読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46168 /



マクロ経済学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

大学院レベルのマクロ経済学の標準的内容である、動学的一般均衡理論の基礎を講義する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　一般均衡モデルの基礎（1）　【交換経済】
　３回　一般均衡モデルの基礎（2）　【生産経済】
　４回　一般均衡モデルの基礎（3）　【2期間モデル】
　５回　資産市場の一般均衡モデル（1）　【不確実性】【条件付債権】
　６回　資産市場の一般均衡モデル（2）　【均衡証券価格】
　７回　世代重複モデルとその応用（1）　【基本モデル】【動学的効率性】
　８回　世代重複モデルとその応用（2）　【遺産動機】
　９回　世代重複モデルとその応用（3）　【国債負担】
１０回　世代重複モデルとその応用（4）　【貨幣経済】
１１回　ラムゼイモデルとその応用（1）　【基本モデル】【修正黄金律】
１２回　ラムゼイモデルとその応用（2）　【リカードの中立命題】
１３回　ラムゼイモデルとその応用（3）　【開放経済】
１４回　ラムゼイモデルとその応用（4）　【実物的景気循環】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト（3回）　…　30　％　　期末試験　　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院レベルのマクロ経済学は、それを理解するために必要となる数学的知識が急激に増大する。受講生が各自で数学の勉強することなしに大
学院レベルのマクロ経済学を理解することは不可能だと理解しておいてほしい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46169 /



ミクロ経済学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミクロ経済分析を網羅し、修得する。具体的に、消費者理論、生産者理論、そして市場理論を学習し、それらを用いて、現実の種々の経済問題
への理論的分析について講義する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定、受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ミクロ経済学と数学
　２回　消費者行動理論（１）：【選好の理論】
　３回　消費者行動理論（２）：【スルーツキー方程式】
　４回　消費者行動理論（３）：【補償需要】
　５回　消費者行動理論（４）：【顕示選好理論】とその応用
　６回　生産者行動理論（１）：【生産の理論】
　７回　生産者行動理論（２）：【費用関数】
　８回　生産者行動理論（３）：競争的企業の利潤最大化
　９回　生産者行動理論（４）：財の供給と投入需要、長期vs.短期
１０回　厚生経済学（１）：【エッジワースのボックス・ダイヤグラム】【パレート最適】
１１回　厚生経済学（２）：【消費の効率性】
１２回　厚生経済学（３）：【生産の効率性】
１３回　厚生経済学（４）：競争的経済の【一般均衡】、厚生経済学の【定理】
１４回　経済とミクロ経済分析
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　　…３０　　％　　レポート　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46170 /



財政学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

学部レベルの財政学の知識を習得しているのを前提として、大学院修士レベルで習得しておくべき財政学の知識を習得することを目的とする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
井堀 利宏「公共経済の理論」有斐閣 1996年

井堀 利宏「課税の経済理論」岩波書店 2003年
小塩 隆士「社会保障の経済学（第３版）」日本評論社 2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　市場機構と公的介入・公的規制
２回　　　　日本の税制
３回～５回　課税の経済理論①（課税の超過負担）
６回　　　　課税の経済理論②（最適課税理論（間接税））
７回　　　　社会保障①（日本の社会保障制度）
８回～９回　社会保障②（社会保障のリスク軽減効果, 公的年金の経済分析）
10回　　　　演習（これまでの復習）
11回～12回  公債（公債の経済分析）
13回　　　　公共財
14回　　　　公共選択
15回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験（75％）、レポート（25％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

いくつか数式を用いる場合があるが、できるだけ導出について詳細な説明を行い、さらに数式を展開するのみの講義ではなく、直感的な説明を
通じて直感的な理解ができるように心がける。学部レベルのマクロ経済学・ミクロ経済学を既に理解していることを前提として講義を行うので
、その点の知識に不安があれば適宜復習することを勧める。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46171 /



国際金融論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代の国際金融システムの全容を知ることを目的とする。新聞・ニュースの経済関係の報道内容を理解できるとともに、国際金融に関する諸問
題について、自ら課題を設定し、論理展開し、レポートを作成できるレベルを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
奥田宏司ほか編(2009)『現代国際金融―構図と解明―』法律文化社(価格未定。4月に刊行予定)。第1回の授業で紹介する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【】はキーワード。
　１回　国際収支【複式簿記の原理】
　２回　国際収支【経常収支】【資本収支】
　３回　外国為替と国際通貨【並為替・逆為替】
　４回　外国為替と国際通貨【基軸通貨】
　５回　為替相場と円高・円安【購買力平価】
　６回　為替相場と円高・円安【実効為替レート】
　７回　戦後の国際通貨制度【IMF】
　８回　戦後の国際通貨制度【変動相場制】
　９回　発展途上国の開発金融【世界銀行】
１０回　発展途上国の開発金融【直接投資】
１１回　ドル体制の変遷【プラザ合意】
１２回　ドル体制の変遷【世界金融危機】
１３回　現代の国際金融・資本市場と金融機関【投資銀行】
１４回　現代の国際金融・資本市場と金融機関【デリバティブ】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況　… 50　％　期末レポート　… 50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞・ニュースに触れる習慣を身につけること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46172 /



地域金融研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
木村  温人 / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年のわが国は社会経済の急激なグローバル化の一方で、「分権と自立」という底流が徐々にではあるが確実に進んでいる。「地方分権一括法
」「三位一体論」等の現実の動きと議論はその証左といえる。社会経済の「分権と自立」を考える上で、地域金融はその柱の主要部分を担うも
のである。そして、その今後の展開は地域地場産業の自立的発展や21世紀の高品位な市民社会を形成する上で極めて重要なものと言える。この
講義においては、北九州市都市圏の地域金融を含むわが国全域のその歴史と実態を把握しながら、欧米・東アジア諸国の同じく歴史や制度・政
策等との国際比較を通じて、上記底流の金融的側面の現実を研究していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
木村温人「現代の地域金融」日本評論社2004年

原　司郎「地域金融と制度改革」東洋経済新報社（1991年）
由里宗之「米国のコミュニティー銀行」ミネルバ書房（2000年）
Litan Robert E & Jonathan Rauch (1998) American Finance for the 21st Century, Brooking
Institute Press
Thomas Kenneth H.(1998) CRA Handbook , McGraw-Hill.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～４回．歴史認識と地域金融、わが国の地域金融の実態と課題
第５～８回．諸外国の地域金融の実態とその動向
第９～10回．北九州市都市圏の地域金融構造
第11～12回．「分権と自立」に向けての金融システムの課題と問題点
第13～15回．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…２０％　　課題…２０％　　期末試験…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46173 /



経済政策論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本で採用されたまたは採用している経済政策に関して国際比較をしながら学習する。産業政策、公共政策、雇用政策、社会福祉政策などを詳
細に学習する。経済の国際化、日本の急速な少子高齢化など経済状況の変化に応じて制度改変が実施されてきている。その点に注目して学習を
進め、今後の経済政策のあり方について考察を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『経済政策の考え方』河合正弘・武蔵武彦・八代尚宏著、有斐閣アルマ　
『銀行の破綻と競争の経済学』菊池英博、東洋経済新報社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　経済政策論とは－経済政策の必要性－
2回　　政府の役割－市場の失敗と政府の役割－(1)【市場経済】【市場の失敗】
3回　　政府の役割－市場の失敗と政府の役割－(2)【政府の役割】【政府の失敗】
4回　　産業政策(1)【市場の理論と企業の参入・退出について】
5回　　産業政策(2)【農業政策について】
6回　　産業政策(3)【経済のグローバル化と産業空洞化について】
7回　　公共政策(1)【公共政策の理論】
8回　　公共政策(2)【公益事業について】
9回　　公共政策(3)【環境政策について】
10回　 雇用政策(1)【失業対策について】
11回   雇用政策(2)【雇用維持・拡大政策の理論】
12回　 福祉政策(1)【公的年金制度について】
13回   福祉政策(2)【公的医療政策について】
14回 　福祉政策(3)【福祉政策の課題】
15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　発表内容　…　30　％　　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経済政策論研究では、広範にわたる分野を深く学習するため、毎回予習が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46174 /



産業組織論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ゲーム理論をベースに不完全競争かつ様々な経済環境での企業行動や企業戦略・産業の動きに関して解説を行う。特に市場構造に注目して講義
を行う。また、理論とその実証分析に力点を置き、最新の先行研究も紹介しながら、解説を行う。学生は、講義に参加するだけでなく、道具を
身につけるという意識を持って出席して欲しい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

・Oz Shy. Industrial Organization. Cambridge, MA: MIT Press. 1995.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 産業組織論の概要
第2回　 ミクロ経済学の復習
第3回　 非協力ゲーム：静学ゲーム
第4回　 非協力ゲーム：動学ゲーム
第5回　 独占
第6回　 寡占
第7回　 寡占：カルテルと無限繰り返しゲーム
第8回　 寡占：クールノーの極限定理
第9回　 寡占：差別化された財とProduct Positioning
第10回　独占的競争
第11回　価格差別
第12回　産業動学
第13回　ネットワーク外部性
第14回　情報の役割
第15回　Marketing

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の知識が必要
戦略的水・資源循環リーダー育成事業（2009-13年度：科学技術振興調整費助成事業）
の講義科目になっています。留学生が多ければ、講義は英語で行われます。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46175 /



統計学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

統計的な推定、検定の数理的な基礎を学ぶ。確率と確率分布の概念を学習した後、同時分布の定義とそれにかかわる条件付分布、独立性などを
学ぶ。さらに代表的な分布である、二項分布、ポアソン分布、ガンマ分布、正規分布、二変数正規分布に習熟する。また、簡単な漸近分布につ
いても学習し、最後に、統計的な推定、検定の理論を習得する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
R. V. Hogg and A. T. Craig, Introduction Mathematical Statistics, fifth edition, Prentice Hall, 1995.

適宜参考文献を指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１　　離散型確率変数
２　　連続型確率変数
３　　離散型確率変数の同時分布
４　　連続型確率変数の同時分布
５　　二項分布
６　　ポアソン分布
７　　ガンマ分布
８　　正規分布
９　　二変数正規分布
１０　漸近分布
１１　点推定
１２　区間推定
１３　統計的検定の初歩
１４　一様最強力検定
１５　尤度比検定

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の成績　…　５０　％　　学期末試験　…　５０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校数学Cの確率統計を既習していることが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46176 /



計量経済学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

経済学の実証分析でよく用いられる計量経済学的手法について学習することが目的である。学部レベルの統計学・計量経済学の知識を復習した
のち、回帰分析をやや理論的に取扱う。経済データの特徴に対応した計量分析手法として、制限従属変数、時系列分析、パネルデータを扱う。
理論的な展開と実証分析事例を平行させて理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ハンドアウトを配布。

Greene (2008), Econometric Analysis, Pearson Education.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　コースアウトライン、統計学の復習(同時確率分布とモーメント)
　２回　統計学の復習(推定、検定)
　３回　計量経済学の復習(回帰分析、回帰診断、係数に関する検定)
　４回　計量経済学の復習(系列相関と不均一分散、同時方程式)
　５回　一般化最小二乗法による推定と検定
　６回　同時方程式（識別問題）、SUR
　７回　操作変数法、GMM
　８回　最尤推定法
　９回　母数に関する非線形制約の検定
１０回　プロビット、ロジットモデル
１１回　トービットモデル、サンプルセレクション
１２回　時系列モデル１（ARMA,VAR）
１３回　時系列モデル２（単位根,共和分）
１４回　パネルデータ
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

数回の小テスト　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部初級程度の統計学の知識があると，より理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46177 /



地域経済論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

今日、地域経済を体系的に理解するためには、経済活動の場としての都市についての理論的知識が不可欠である。それゆえ、都市の発生と発達
についての歴史について概観し、今日の都市について理解を深めてもらいたい。その際、都市に関わる種々の経済活動の立地の問題を導きの糸
とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
田村大樹『空間的情報流と地域構造』大明堂，2000年，2600円

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1． 授業の概要と進め方
2． 都市とは何か
3． 経済活動の場としての都市
4． 都市を支える人、物、情報のフロー
5． 交易と都市
6． 物財生産と都市
7． 都市化の進展
8． 工業都市から情報都市へ
9． 都市で行われる経済活動
10．中心地論
11．工業立地論
12．オフィス立地論
13．都市システム論
14．コンピュータ・ネットワークと都市
15．21世紀の都市像

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習態度
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46178 /



経済史研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
山崎  勇治 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

イギリス資本主義の発展過程を、イギリス石炭業の成立・発展・没落過程の分析を通して浮彫にすることを目的とする。
　第１に、南ウエールズ地方のカーディフ炭」と称される輸出炭の特徴に着目して、世界市場を考慮に入れながら講義を進める。第２に、第
２次大戦後のイギリス石炭業が抱える問題点をサッチャー首相の経済政策の中で検討する。第３に今日の好調なイギリス経済の要因をサッチャ
ー首相とブレア首相の経済政策の比較から明らかにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・山崎勇治『石炭で栄え滅んだ大英帝国―産業革命からサッチャー改革まで』（ミネルヴァ書房、２００８年３月）

・布目真生『英国国有化産業の研究』（東洋経済新報社、昭和３７年７月）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　 産業革命を支えた南ウエールズ炭（カーディフ炭）
第２回　 エネルギー輸出産業となったカーディフ炭と世界市場
第３回　 戦略物資となったカーディフ炭―ロシア第２艦隊の遠征を阻止したカーディフ炭―
第４回　 第１次世界大戦中、フランスを支援したカーディフ炭
第５回　 炭鉱の国有化要求ストと『サンキー委員会報告書』の意味
第６回　 ドイツ賠償問題解決策としてのドーズ案と１９２６年ゼネラルストライキ
第７回　 １９２９年世界恐慌と強制カルテル法の成立
第８回　 第２次世界大戦中の、イギリス炭鉱国家管理と戦後の炭鉱国有化の関係
第９回　 戦後の炭鉱国有化の特徴
第10回　石炭から石油へのエネルギー転換が出来なかったイギリス石炭業
第11回　ヒース保守党政権を倒した１９７４年炭鉱ストライキ
第12回　サッチャー政権成立と対炭鉱労働組合対策
第13回　１年間にわたる炭鉱ストライキ(１９８４年―８５年)とサッチャー首相
第14回　旧炭鉱地帯に日本企業誘致を勧めたサッチャのイギリス経済再建策
第15回　トニー・ブレア下の好景気を支えたサッチャーのイギリス経済再建策

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の就学態度と各自の報告の内容によって評価。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46179 /



応用地域科学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
奥山　恭英 / Yasuhide Okuyama / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本講義では、「地域科学」（Regional Science）についての理解と認識を深めてもらい、その有効範囲と限界をわきまえたうえで、施策志向に基
づく有意な政策提言等が可能となるような応用能力を習得することにある。ここで、「地域科学」とは、その創始者であるウオルター・アイサ
ード教授によれば、「ある１つの学問領域としての地域科学とは、地域と空間の次元をもった社会問題について、分析的で、しかも経験的な研
究の多様な結合によって、注意深く、しかも忍耐強く調査研究を試みるものである」という。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
主として、担当者作成の「レクチャー・ノート」による。

Isard et al. Methods of Interregional and Regional Analysis (1998) Ashgate
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．地域科学（Regional Science）とは何か
２．分析対象としての地域概念の検証
３．産業連関分析の基礎
４．産業連関分析の政策分析への応用
５．地域間モデルへの伸張
６．重力及ぶ空間相互作用モデル
７．空間統計との関連

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常時の学習態度と期末のレポートの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46180 /



会計学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特に資産評価問題（資産会計）を中心に検討してみたい。伝統的な歴史的原価主義の体系で説明することが難しくなっている現代的・基本的課
題について講義したいと思う。現代の混沌とした状況に財務会計はどう対応し、またどう対応すべきかについて、院生と活発に議論してみたい
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
昨年度は、桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）を使用した。

白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）、小松章編『現代の財
務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央経済社）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　資産の評価問題（資産会計）を中心に、テキストを輪読し、解説することにしたい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　80％　　ディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習は必ずしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46181 /



財務会計研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

今日の会計は、収益・費用アプローチから資産・負債アプローチへと大きく転換しようとしている。しかしながら、資産・負債アプローチとい
えども、その会計の論理が確立しているわけではない。従って、本講義では、日本の会計の変遷をたどりながら資産・負債アプローチとは何を
意味するのか、その概要を研究することがねらいとなる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
斎藤静樹『討議資料、財務会計の概念フレームワーク』、中央経済社、２００５（2005年）、2,800円（当時）

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　財務会計入門
　２回　収益・費用アプローチの歴史的経緯【取得原価主義会計】
　３回　収益・費用アプローチの理論構成【貨幣性資産】【費用性資産】
　４回　収益・費用アプローチの問題点【原価】【実現】
　５回　資産・負債アプローチの概要　【有用性】
　６回　資産・負債アプローチの理論構成【純資産】【資本等式】
　７回　資産・負債アプローチの問題点【非貨幣性資産】
　８回　会計観の転換について【動態】【静態】
　９回　旧態の会計の諸問題　【必要性の論理】【可能性の論理】
１０回　旧態の会計の存続可能性【論理的整合性】
１１回　現代会計の諸問題【規範理論】
１２回　現代会計の諸問題【説明理論】
１３回　IASB,FASBの会計思考　【コンバージェンス】
１４回　諸外国の会計思考のまとめ
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に収
益・費用アプローチと資産・負債アプローチについて、教科書やインターネットで学習しておくこ
とが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46182 /



管理会計研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
梅澤　俊浩 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

管理会計とは、会計学のうちで企業内部者、たとえば経営者や事業部長などの合理的な意思決定に役立つ会計情報について研究する分野である
。本講義では、管理会計理論の応用分野の知識を深めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
佐藤紘光・齋藤正章『改訂新版　管理会計』放送大学教育振興会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　授業の方針、内容や評価についての説明　
　２回　　　　　管理会計概論（１）
　３回～　４回　管理会計概論（２）
　５回～　６回　管理会計概論（３）
　７回～　８回　資本予算（１）
　９回～１０回　資本予算（２）
１１回～１２回　株主価値を高める事業戦略
１３回～１４回　株主価値と経営計画
１５回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…61％　　レポート…39％（全13回×3点）
＊各評価指標のウェイトが若干変更する場合もある。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部レベルの管理会計の知識は習得済みであること。
毎回レポートを課します。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46183 /



経営学研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
晴山  英夫 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカにおけるビックビジネスの成立と企業戦略について検討する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Ａ．Ｄチャンドラーの一連の著作を予定。

必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～15回まで、学生がテキストのテーマについてレポートを作成・報告し、報告内容について討議を行う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告　…　５０　％　　討議　…　５０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46184 /



経営戦略論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本講では経営学の主要領域である「経営戦略論」の理論を体系的に身につけることを目的としている。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定であるが、経営戦略論の代表的テキストを用いる。

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

本講義では経営戦略論文献の輪読をつうじて、経営戦略論の理論研究をおこなう。
講義は基本的に学生の報告、それに基づく討議という形式で進めていく。
また、随時レポートの提出を求める。
　第1回　ガイダンス
　第2～14回　上記テキスト各章を輪読、および討議。
  第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部時に学んだ経営学全般の復習をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46185 /



中小企業論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中小企業が経済社会に果たしている役割は、1985年のボン・サミット宣言でもみられたように、
先進諸国が等しく注目しているところである。また外資によって急速に経済成長した東アジアや、
社会主義体制が瓦解し経済再建を模索しているロシアでも、中小企業育成の必要性から、わが国の
中小企業施策を懸命に研究している。
　わが国の従業者数の８割を占め、地方経済の担い手ともなっている中小企業をめぐる様々な問題
を、ミクロ経済学や経営学，マーケティング等の理論に依拠しながら分析し、総合的に対策を考え
ていくことを、本コースの目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
無。

５月頃発売予定の中小企業庁編「20010年版中小企業白書」経済産業調査会
佐藤芳雄編「ワークブック・中小企業論」有斐閣

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回    オリエンテーション
第２回    中小企業とは
第３回    わが国中小企業の現状
第４回    中小企業の基本問題   【二重構造論】
第５回    中小企業の経済理論　　【最適規模論】【独占・寡占理論】
第６回    下請関係と流通系列化　【工場制下請】【問屋制下請】【流通系列化】
第７回    地場産業問題　　　　　【構造転換】
第８回  　ケース演習　　　　　
第９回  　　　〃
第10回　　中小商業問題　　　　　【サービス経済化】【大店立地法】
第11回　　革新的中小企業論　　　【無制限労働供給理論】
第12回　　中小企業施策のポイント
第13回　　　　〃
第14回　　　　〃
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
授業への参加度…50%  課題…50%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

無。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46186 /



企業論研究 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

持株会社の研究

1997年に持株会社が解禁された。日本の巨大金融グループ・事業グループにおいて、積極的に利用され、その姿を現実のものとしている。そこ
で、持株会社の設立・持株会社の経営・持株会社のガバナンス（機関）を中心に学習していく。
尚、参加希望者は、次の課題をこなした上で、参加すること。課題の提出がない場合、参加をお断りすることがある。
課題～ロナルド・ドーア『誰のための会社にするか』岩波新書、2006年を、四百字詰原稿用紙で10枚以上にまとめてみること。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘の持株会社に関する文献3冊。（解禁・時代・日本経済）

ロナルド・ドーア『誰のための会社にするか』岩波新書、2006年ほか多数。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　企業形態論1
　２回　企業形態論2
　３回　株式会社1
　４回　株式会社2
　５回　株式会社3
　６回　株式会社と証券市場1
　７回　株式会社と証券市場2
　８回　ガバナンス1
　９回　ガバナンス2
１０回　ガバナンス3
１１回　持株会社1
１２回　持株会社2
１３回　持株会社とガバナンス1
１４回　持株会社とガバナンス
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習。レジュメの報告と内容。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

課題～ロナルド・ドーア『誰のための会社にするか』岩波新書、2006年を、四百字詰原稿用紙で10枚以上にまとめてみること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46187 /



マクロ経済学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この演習では以下の２つを目的とする。
①　大学院レベルのマクロ経済学の習得に不可欠な数学的能力の向上
　大学院レベルのマクロ経済学習得には一定水準の数学的能力が不可欠となっているが、講義で数　　学の説明を行う時間はないので、この演
習で必要となる経済数学の専門書を輪読する。
②　各自が興味を持った論文の精読・報告
　学生が興味を持った論文を自力で読み、それを演習で報告してもらう。論文読解能力やプレゼン
　テーション能力を鍛えると同時に、修士論文のテーマを見つけてもらうことを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
経済数学のテキストとして、以下の2冊を予定している。
A.Dixit 「Optimization in Economic Theory」Oxford Press
A.C.Chiang 「Dynamic Optimization」 McGraw Hill

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　文献報告、経済数学（静学的最適化1）【ラグランジュ乗数法】
　３回　文献報告、経済数学（静学的最適化2）【クーン・タッカー条件】
　４回　文献報告、経済数学（静学的最適化3）【行列】
　５回　文献報告、経済数学（静学的最適化4）【全微分】【比較静学】
　６回　文献報告、経済数学（静学的最適化5）【消費者選択問題】
　７回　文献報告、経済数学（動学的最適化1）【差分方程式】
　８回　文献報告、経済数学（動学的最適化2）【ラグランジュ乗数法】
　９回　文献報告、経済数学（動学的最適化3）【離散時間の最適成長モデル】
１０回　文献報告、経済数学（動学的最適化4）【微分方程式】
１１回　文献報告、経済数学（動学的最適化5）【固有値問題】
１２回　文献報告、経済数学（動学的最適化6）【変分法】
１３回　文献報告、経済数学（動学的最適化7）【最適制御理論】
１４回　文献報告、経済数学（動学的最適化8）【動的計画法】
１５回　文献報告、経済数学（動学的最適化9）【連続時間の最適成長モデル】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト　…　30　％　　報告の出来　…　70　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告に関しては、徹底的な準備を要求する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46188 /



ミクロ経済学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
朱  乙文 / Eulmoon JOO / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本演習では、具体的なミクロ経済分析の論理と方法について学習し、受講者の関心のある分野の論文をサーベイしつつ、関連分野についての議
論を理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定。受講生のミクロ経済学に対する理解の程度を確認し、決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　ミクロ経済学と数学
２回　　不完全競争の経済分析（１）：【独占】、【価格の差別化】
３回　　不完全競争の経済分析（２）：【寡占】クールノのモデル
４回　　不完全競争の経済分析（３）：シュタッケルベルグのモデル
５回　　不完全競争の経済分析（４）：【独占的競争】
６回　　確実性と情報の経済分析など（１）：【不確実性】、【リスク】、【情報】
７回　　確実性と情報の経済分析など（２）：【状態条件付き請求権】
８回　　確実性と情報の経済分析など（３）：【逆選択】
９回　　不確実性と情報の経済分析など（４）：【モラルハザード】
１０回　ゲーム理論とミクロ経済分析（１）：【ゲーム理論】とは
１１回　ゲーム理論とミクロ経済分析（２）：【同時手番ゲーム】
１２回　ゲーム理論とミクロ経済分析（３）：【逐次手番ゲーム】
１３回　ゲーム理論とミクロ経済分析（４）：ゲーム理論とその応用
１４回　ミクロ経済分析の応用
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度　　…３０　　％　　レポート　…　７０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学の復習
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46189 /



財政学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
安岡　匡也 / Masaya Yasuoka / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

課税に関する議論は人々の持つ大きな関心の１つである。本講義は、
1. 課税の経済効果について明らかにすること（様々な分野において課税の経済効果が分析されている
が、それ横断的に説明する）
2. 現実の課税に関する問題点を明らかにすること
を目的とする。
これらの目的を達成するためには、現実の税制度をしっかりと理解していることが前提である。本講義では特に所得税・法人税・消費税の3つの
主要課税に着目し、これらの税制度をしっかりと学習し、その上で経済効果についての考察を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
井堀 利宏「課税の経済理論」岩波書店 2003年
水野 忠恒「租税法(第4版)」有斐閣 2009年
井堀 利宏「公共経済の理論」有斐閣 1996年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
２回　所得税①（所得税法①）
３回　所得税②（所得税法②）
４回　所得税③（所得税の経済理論）
５回　所得税④（各国の所得税制度）
６回　法人税①（法人税法①）
７回　法人税②（法人税法②）
８回　法人税③（法人税の経済理論）
９回　法人税④（各国の法人税制度）
10回　消費税①（消費税法①）
11回　消費税②（消費税法②）
12回　消費税③（消費税の経済理論）
13回　消費税④（各国の消費税制度）
14回　最近の研究動向の紹介
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験（75％）、レポート（25％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部レベルの財政学を前提として講義を行うので、不安であれば適宜学部レベルの財政学のテキストを読んで復習してほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46190 /



国際金融論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代の国際金融システムの全容を知ることを目的とする。新聞・ニュースの経済関係の報道内容を理解できるとともに、国際金融に関する諸問
題について、自ら課題を設定し、論理展開し、レポートを作成できるレベルを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
奥田宏司ほか編(2009)『現代国際金融―構図と解明―』法律文化社(価格未定。4月に刊行予定)。第1回の授業で紹介する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【】はキーワード。
　１回　欧州通貨統合と「ユーロ体制」【安定成長協定】
　２回　欧州通貨統合と「ユーロ体制」【ERM2】
　３回　資本取引の自由化とエマージング市場国の通貨危機【アジア金融・通貨危機】
　４回　資本取引の自由化とエマージング市場国の通貨危機【ロシア危機】
　５回　東アジアの為替制度とドル、円、人民元【ドルペッグ】
　６回　東アジアの為替制度とドル、円、人民元【不胎化介入】
　７回　アメリカ発の金融危機【サブプライム危機】
　８回　アメリカ発の金融危機【リーマンショック】
　９回　欧州への金融危機の波及【流動性危機】
１０回　欧州への金融危機の波及【ラトビア危機】
１１回　危機の世界への波及と基軸通貨ドルのゆくえ【金融安定化法】
１２回　危機の世界への波及と基軸通貨ドルのゆくえ【外貨準備】
１３回　DVD学習（国際通貨危機に関する事例についてのNHKスペシャルなど）
１４回　DVD学習内容の解説
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況　… 50　％　期末レポート　… 50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞・ニュースに触れる習慣を身につけること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46191 /



地域金融演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
木村  温人 / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現下の激動する金融情勢を踏まえ、受講生が最も興味を持つ地域金融に関するテーマを研究してもらう。歴史的視点からのアプローチや、現状
分析からのアプローチなど、受講生のそれぞれの感性と研究動機によって選択してもらう。その際、1学期の私の講義「地域金融研究」を受講し
ていることが望ましい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
木村温人「現代の地域金融」日本評論社2004年

その都度、受講生のテーマに沿って指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講生の研究テーマに沿ったそれぞれの研究の深耕を指導する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…２０％　　課題…２０％　　論文審査…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

今回のアメリカ発世界同時金融恐慌をいろいろな情報アクセスによって収集し、自らの研究の視点を形成するとともに、強く余波を受ける地域
金融（日本のみならずアメリカや欧州、アジア諸国など）の実態を丹念に分析しておく準備をしてもらいたい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46192 /



経済政策論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本で採用されたまたは採用している経済政策に関して国際比較をしながら演習形式で学習する。1学期の「経済政策論研究」に引き続き、国際
貿易政策、為替政策、金融政策、財政政策などを詳細に学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『経済政策の考え方』河合正弘・武蔵武彦・八代尚宏著、有斐閣アルマ　
『銀行の破綻と競争の経済学』菊池英博、東洋経済新報社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　日米貿易摩擦と貿易理論・政策(1)【貿易摩擦の歴史】
2回　　日米貿易摩擦と貿易理論・政策(2)【貿易摩擦が発生するする原因とその解決策】
3回　　円・ドルレートの推移と為替政策(1)【円ドルレートの変遷】
4回　　円・ドルレートの推移と為替政策(2)【為替レート決定理論】
5回　　円・ドルレートの推移と為替政策(3)【国際協調政策としての為替政策】
6回　　まとめ(1)【貿易政策と為替政策の関係】
7回　　戦後の金融規制と近年の銀行規制(1)【信用維持規制】
8回　　戦後の金融規制と近年の銀行規制(2) 【BIS規制とは】
9回　　戦後の金融規制と近年の銀行規制(3)【BIS規制と90年代の銀行経営】
10回　 戦後の金融規制と近年の銀行規制(4)【BIS基準変更と銀行経営】
11回　 戦後の金融規制と近年の銀行規制(5)【BIS規制とサブプライム問題】
12回　 高齢化社会と財政政策(1)【日本の高齢化の現状】
13回　 高齢化社会と財政政策(2) 【高齢化と社会保障政策】
14回　 高齢化社会と財政政策(3)【高齢化と経済】
15回　 まとめ(2)【高齢化と社会保障、銀行経営】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　50％　　発表内容　…　30　％　　ディスカッションへの貢献　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1学期の経済政策研究を履修していることが望ましい。また、経済政策研究と同様、毎回の予習が必要である。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46193 /



産業組織論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

産業組織論の分野で使用される実証方法について学習する。特に、差別化された財の需要行動と静学ゲームの推定方法を構造型推定の視点から
解説を行う。また、学生自ら、遂行能力を身に付けるように講義を進める。この演習では、講義・演習を中心に行うが、最後に、各自が持って
いるアイデアについて検討を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

・Perlof, F., L.Karp, and A. Golan. Estimating Market Power and Strategies. Cambridge University Press. 2007.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 実証的産業組織の解説
第2回　 Structure, Conduct and Performance
第3回　 Market Power: Conjectural VariationⅠ【静学】
第4回　 Market Power: Conjectural VariationⅡ 【動学】
第5回　 Demand Estimation
第6回　 Demand Estimation: Discrete Choice ApproachⅠ【統計的性質】
第7回　 Demand Estimation: Discrete Choice ApproachⅡ【非集計データ・推定】
第8回　 Demand Estimation: New GoodsⅠ【集計されたデータ】
第9回　 Demand Estimation: New GoodsⅡ　【非集計データ】
第10回　Demand Estimation: Merger Simulation
第11回　Demand Estimation: Social Learning
第12回　Social Interaction-Based ModelⅠ【モデル】
第13回　Social Interaction-Based ModelⅡ　【構造型推定】
第14回　Social Interaction-Based ModelⅢ　【均衡移動】
第15回　プレゼンテーション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験　90％　　発表　10％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

計量経済学の知識が必要
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46194 /



統計学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
林田  実 / Minoru Hayashida / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

まず、統計処理ソフトウェアSASに習熟する。SASのデータステップ、プロシジャステップ、EXCELとの連携の仕方を学ぶ。次にCAPM、人的
資本論、ヘドニック価格指数などの経済理論を簡単に学習し、これらを題材にしたデータ解析の技術の習得を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
E. R. Berndt, The Practice of Econometrics, Addison-Wesley Publishing Company, Inc., 1991.

適宜参考文献を指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１　　SASデータステップ
２　　SASプロシジャステップ
３　　SASとEXCEL
４　　SAS出力の読み方
５　　CAPMの初歩
６　　CAPMの理論
７　　CAPMの演習
８　　CAPMと日本市場
９　　人的資本論の初歩
１０　人的資本論の理論
１１　人的資本論の演習
１２　人的資本論と日本経済
１３　ヘドニック価格指数の初歩
１４　ヘドニック価格指数の理論
１５　ヘドニック価格指数の演習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の成績　…　５０　％　　学期末試験　…　５０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

統計学研究を既習していることが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46195 /



計量経済学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

実証分析の論文を読み、経済理論をどのようにして実際のデータで分析するのかを学ぶ。理論モデルに合わせた計量モデルの構築、データの収
集とその検討、計量モデルの推定と検定、統計分析結果の報告の仕方と解釈、政策的合意の導出までの一定のプロセスを実例を用いて学ぶ。余
裕があれば、コンピュータを用いた簡単な分析を体験する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ハンドアウトを配布。適宜，実証分析の論文を指定する。

Greene (2008), Econometric Analysis, Pearson Education
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　コースアウトライン、問題の背景→統計モデルの設定→推定・検定→解釈の
　　　　シンプルな例を紹介
　２回　回帰分析による実証分析：なぜ回帰分析を用いなければならないのか
　３回　回帰分析による実証分析：回帰分析からどのような結論を引き出せるか
　４回　パネルデータによる実証分析：なぜ通常の回帰分析ではだめなのか
　５回　パネルデータによる実証分析：理論的な特徴と応用事例との関係
　６回　パネルデータによる実証分析：パネルデータ用モデル特有の統計的推測
　７回　多項ロジットモデルによる実証分析：なぜ通常の回帰分析ではだめなのか
　８回　多項ロジットモデルによる実証分析：理論的な特徴と応用事例との関係
　９回　多項ロジットモデルによる実証分析：多項ロジットモデル特有の統計的推測
１０回　カウントデータモデルによる実証分析：なぜ通常の回帰分析ではだめなのか
１１回　カウントデータモデルによる実証分析：理論的な特徴と応用事例との関係
１２回　カウントデータモデルによる実証分析：どのような結論を引き出せるか
１３回　VARによる実証分析：通常の計量経済学モデルとどこが違うか
１４回　VARによる実証分析：どのような結論を引き出せるか
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文を読んで発表　…　80％，　授業中のディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46196 /



地域経済論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

かつては、農村や工業地帯が国民経済を支える地域的基盤であったが、近年ではその役割は都市が引き受けている。これは、経済活動の変化が
もたらしたものであるが、その背後には経済を取り囲む諸環境の変化がある。そして今日、経済活動の基盤である都市の機能が大きく変わりつ
つある。
　本授業では、このような環境変化の中心に技術革新があると考え、特に今日のコンピュータ・ネットワークの急速な発達が都市経済にどのよ
うな影響を及ぼすかについて解説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
田村大樹『空間的情報流と地域構造』大明堂，2000年，2600円

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1． 授業の概要と進め方
2． 経済と環境
3． 技術について
4． 情報化社会と情報技術
5． 空間克服技術
6． 空間克服技術としてのコンピュータ・ネットワーク
7． 空間的フローについて
8． 情報のキャリアーとしての人間
9． 都市集積の理論
10．光速の情報流の経済的意味
11．コンピュータの社会化の歴史
12．企業の変容
13．Ｗｅｂ２．０
14．イノベーションと都市
15．21世紀の都市

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46197 /



経済史演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
山崎  勇治 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

論文のテーマの設定、目次の書き方、資料収集の方法等を指導し、完成へと導く。
　特に、イギリスの公的医療制度改革を中心に論文を指導する関係で、イギリスのＮＨＳ(ナショナルヘルスサービス)の成立・発展・改革の過程
を講義する。アトリー労働政権、サッチャー保守党政権、ブレア労働党政権下でのＮＨＳ改革の特徴を学生に理解させることによって、学生の
論文作成の上で刺激を与えたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・ジョン・バトラー『イギリスの医療改革』（中西範幸訳、勁草書房、1994年4月）

・池上直己『ベーシック医療問題』（日本経済新聞社、1998年6月）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 戦前の公的医療制度の状況
第2回　 第２次大戦中におけるベバリッジ報告書
第3回　 ベバリッジ報告書の内容検討
第4回　 第２次大戦後のアトリー労働党内閣の成立と福祉国家政策
第5回　 ベバン保健大臣就任とＮＨＳの発足
第6回　 病院と専門医の国有化と国家公務員化
第7回　 予防医学を特徴とするＮＨＳ
第8回　 財政から見たＮＨＳ―日本とアメリカとの比較
第9回　 ヘルスセンターで活躍するＧＰと市民との関係
第10回　１９６０年代のＮＨＳ財政悪化とＮＨＳ改革の必要性
第11回　サッチャー政権の発足とＮＨＳ改革
第12回　医療供給と医療需要の分離
第13回　ＮＨＨトラストの導入とその特徴
第14回　トニーブレア労働党のＮＨＳ改革―プライマリーケアグループ制度の導入―
第15回　マリーケアグループの評価

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文によって評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46198 /



応用地域科学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
奥山　恭英 / Yasuhide Okuyama / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本講義では、「地域科学」（Regional Science）についての理解と認識を前提として、受講生による個別具体の問題意識を踏まえて、その解明の
ための助言等を、適宜、示唆することとする。したがって、この授業では、担当者によって予め用意された講義内容を一方的に行うのではなく
、むしろ受講生による問題意識の顕在化に努めさせるとともに、そのアプローチの仕方等を示唆することにより、その適用能力を、適宜、高め
てもらうことを意図している。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習の趣旨から、テキストは使わない。

必要に応じて、その都度、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

参考案までに、想定されるキーワードを記すと、つぎのとおりである。
「地域概念」／「空間・距離概念」／「相互依存」／「地域間分析」／「社会資本」／
「都市形成」／「便益評価」／「政策評価」等。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常時の学習態度と期末のレポートの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

46199 /



会計学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
白石  和孝 / ＳＨＩＲＡＩＳＨＩ　ＫＡＺＵＴＡＫＡ / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特に資産評価問題（資産会計）を中心に検討してみたい。伝統的な歴史的原価主義の体系で説明することが難しくなっている現代的・基本的課
題について講義したいと思う。現代の混沌とした状況に財務会計はどう対応し、またどう対応すべきかについて、院生と活発に議論してみたい
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
昨年度は、桜井久勝『財務会計講義〈第10版〉』（中央経済社）を使用した。

白石和孝『イギリスの暖簾と無形資産の会計』（税務経理協会）、醍醐聰『会計学講義【第４版】』（東京大学出版会）、小松章編『現代の財
務経営〈６〉経営分析・企業評価』（中央経済社）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　資産の評価問題（資産会計）を中心に、テキストを輪読し、解説することにしたい。
　２回　同上
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　80％　　ディスカッションへの参加　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習は必ずしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461100 /



財務会計演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

今日の会計は、収益・費用アプローチから資産・負債アプローチへと大きく転換しようとしている。しかしながら、資産・負債アプローチとい
えども、その会計の論理が確立しているわけではない。従って、本講義では、日本の会計の変遷をたどりながら資産・負債アプローチとは何を
意味するのか、その会計の論理の妥当性を研究することがねらいとなる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
斎藤静樹『討議資料、財務会計の概念フレームワーク』、中央経済社、（2005年）、2,800円（当時）

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会（2005年）、4,600円（当時）○　
西澤健次『負債認識論』国元書房（2005年）、2,300円（当時）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　財務報告の目的　【財務報告】
　２回　「財務報告の目的」の検討【情報の非対称性】
　３回　会計情報の質的特性【信頼性】【有用性】
　４回　「会計情報の質的特性」の検討　【関連性】
　５回　財務諸表の構成要素　【資産】【負債】
　６回　「財務諸表の構成要素」の検討【純資産】
　７回　財務諸表における認識と測定（その１）【認識】
　８回　財務諸表における認識と測定（その２）【測定】
　９回　「財務諸表における認識と測定」の検討（その１）【定量化】
１０回　「財務諸表における認識と測定」の検討（その２）【定性化】
１１回　概念フレームワークと実証研究【実証性】
１２回　財務報告のその他の重要な論点【包括利益】【純利益】
１３回　IASB,FASBなどの比較　【会計基準】
１４回　諸外国の会計思考のまとめ　
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　６０　％　　レポート　…　４０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義は、財務会計論の基礎的な思考をさらに深く吟味することを目的としているので、事前に収
益・費用アプローチと資産・負債アプローチについて、教科書やインターネットで学習しておくこ
とが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461101 /



管理会計演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
梅澤　俊浩 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

管理会計とは、会計学のうちで企業内部者、たとえば経営者や事業部長などの合理的な意思決定に役立つ会計情報について研究する分野である
。本講義では、管理会計理論の応用分野の知識を深めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
佐藤紘光・齋藤正章『改訂新版　管理会計』放送大学教育振興会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　授業の方針、内容や評価についての説明　
　２回～　４回　原価計算の測定と原価情報の活用
　５回～　７回　予算管理システム
　８回～１０回　部門別業績管理
１１回～１４回　業績管理会計の理論
１５回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…61％　　レポート…39％（全13回×3点）
＊各評価指標のウェイトが若干変更する場合もある。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部レベルの管理会計の知識は習得済みであること。
毎回レポートを課します。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461102 /



経営学演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
晴山  英夫 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

コーポレート・ガバナンスをめぐる論争を検討する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

今西宏次著『株式会社の権力とコーポレート･ガバナンス』
新山雄三著『論争、コーポレート･ガバナンス』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～３回　企業支配をめぐる論争
４回～６回　企業支配論とガバナンス論の論争
７回～８回　ガバナンスをめぐる論争
９回～11回　会社法、経済学上のガバナンス論争
12回～15回　ガバナンスの現代的課題と今後の展望

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題　…　４０　％　　報告と議論　…　６０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ガバナンス問題の基礎･基本を習得しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461103 /



経営戦略論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本講では「経営戦略論研究」で身につけた経営戦略の理論をベースに、実際の企業のケース・スタディを行うことで、理論と実践の統合をはか
ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

随時指定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

本講義では企業のケース資料の読み込み・討議をつうじて、企業経営の実践的理解を深めていく。
講義は基本的に学生の報告、それに基づく討議という形式で進めていく。
また、随時レポートの提出を求める。
第1回　ガイダンス
第2回～第14回　ケース素材から13社選び、ケース討議を行う。
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度20％　　発表・報告内容80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

前期に学んだ経営戦略論の理論の復習をしておいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461104 /



中小企業論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

後半の演習では、中小企業論の基礎知識をベースに「中小企業白書」を輪読する。
　「中小企業白書」は、中小企業基本法11条に基づいて、政府が毎年中小企業の動向及び中小企業に関して講じた、或いは講じようとする施策
を明らかにするため、国会に提出するペーパーである。
　受講生はこれを読破することにより、昨今の中小企業の問題を、背景→問題点→改善策の順にまとめていく能力を身につけてもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
５月頃発売予定の中小企業庁編「20010年版中小企業白書」経済産業調査会

佐藤芳雄編「ワークブック・中小企業論」有斐閣
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

「中小企業白書」の目次に沿う。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行なわない。
授業への参加度…50%  課題・発表…50%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

無。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461105 /



企業論演習 【昼】
現代経済専攻

/Instructor
山岡  敏秀 / toshihide  yamaoka / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年、盛んに議論されている企業統治（コーポレートガバナンス）論について学習していく。なかでも、「純粋持株会社とコーポレートガバナ
ンス」というテーマで研究していく。
研究テーマに応じた参考文献を担当者が紹介・指示するとともに、受講者が参考文献一覧を作成し、その中から必要な文献を順次講読・検討し
ていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
下谷正弘の持株会社に関する文献3冊。

持株会社に関する文献。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　過去の研究テーマの紹介・説明
　２回　研究テーマの設定
　３回　参考文献表の作成
　４回　論文構成について
　５回　英語参考文献の紹介と精読
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　第1回プレゼンテーション
１３回　第2回プレゼンテーション
１４回　第3回プレゼンテーション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告　…　60％　　学習態度（出席）　…　40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009年を学習しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461106 /



英米文学研究Ⅱ（現代米文学） 【昼】
文化・言語専攻

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

Anglo-American Romanticism I:  A survey of major themes—self, nature, culture—and key poets of English Romantic movement, with attention to
the influence of Romantic ideals on American writers of the 19th century.  Course considers cultural and political contexts within which
Romanticism emerged, in particular the impact of the American and French Revolutions, the relationship between the Enlightenment (with its
emphasis on science and idea of progress), and emerging Romantic celebration of self and emotion.  Introductory segment considers major
influences--Rousseau, Kant--on Romantic writers, and goes on to in-depth reading of major works.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Handouts provided by instructor

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　Romanticism:  Contemporary Perspectives
２回　　The Enlightenment and its legacies
３回　　Rousseau and Kant
４回　　Revolution
５回　　Wordsworth and Coleridge,  “The Lyrical Ballads”
６回　　Wordsworth, “Immortality Ode”
７回　　Wordsworth, “The Prelude”
８回　　Wordsworth, “The Prelude”　
９回　　Shelley, “Mont Blanc”
１０回　Shelley, “Ode to the West Wind”
１１回　Shelley, “To a Skylark”
１２回　Keats,  “Ode on a Grecian Urn”
１３回　Keats, “Ode to a Nightingale”
１４回　The　American Connection
１５回　Review and Summation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation …　25 ％　  Participation　…　25　％　　 Term paper　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461107 /



英語学研究Ⅲ（翻訳） 【昼】
文化・言語専攻

/Instructor
野島  啓一 / nojima keiichi / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The goal of this class are threefold:
  1.  To gain a deeper understanding of three areas in practical translation: English
　　　grammar.
      Japanese grammar.  Encyclopedic knowledge as background information.
  2.  To find heuristic clues in your own practical work assignment based upon each field
      of the three component,
  3.  To recognize the dynamic nature of translation process and develop a personal vision
　　　in the sphere of oral translation as well as written translation.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed material
Visual material (Broadcasting news. Speech. Dialogue.)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 　　 Introductory Lecture.
 Week 2　　　Issues on translation in terms of Japanese grammar and recommended solutions.
 Week 3   　 Issues on translation in terms of English grammar and recommended solutions.
 Week 4      Issues on translation in terms of encyclopedic knowledge and recommended
             solutions.
 Week 5  　　Concluding proposals based on the principle of context-driven translation.
 Week 6      Project Work (I) Relevance-theoretic Approach.
 Week 7      Project Work (II) Translation Principles.
 Week 8      Project Work (III) Communication Situations.
 Week 9      Communicative Clues.
 Week 10     Inter-lingual Interference.
 Week 11     Direct Translation and Indirect Translation.
 Week 12     A Unified Account of Translation.
 Week 13     Research Program (Planning and structuring.)　
 Week 14　　 Research Program (Presentation technique and criticism)
 Week 15     Course review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

It is required to submit a term paper in English of more than 2,000 words.
In-class projects (20%)　+　take home quiz (20%)　+　exam（60%）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461108 /



英米文学演習Ⅱ（現代米文学） 【昼】
文化・言語専攻

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

Anglo-American Romanticism II:  a survey of American Romanticism, with emphasis on key early and mid-19th century American writers：
Emerson, Thoreau, Poe, Hawthorne, and Whitman.  Discussion considers influence of English Romanticism, rise of literary and cultural
nationalism, representations of self, significance of Transcendentalist movement, and place of nature and American frontier in writing of the period.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed materials distributed by instructor.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　Romanticism in American Contexts
２回　　Emerson, “Nature,”
３回　　Emerson,“Self Reliance,”
４回　　Emerson, “The American Scholar.”
５回　　Thoreau,  “Walden,”  “Economy,” “Where I Lived, and What I Lived For”
６回　　Thoreau,  “Walden,” “Sounds”
７回　　Poe, “Fall of the House of Usher.”
８回　　Poe, “Ligeia”
９回　　Poe, “William Wilson”
１０回　Hawthorne, ”Young Goodman Brown”
１１回　Hawthorne, “The Gentle Boy”
１２回　Whitman, “Song of Myself”(1-14)
１３回　Whitman, “Song of Myself” (15-34)
１４回　Whitman, “Song of Myself” (35-52)
１５回　Review and Summation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation　…　25 ％    Participation … 25 ％　    Term Paper …　50 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461109 /



英語学演習Ⅲ（翻訳） 【昼】
文化・言語専攻

/Instructor
野島  啓一 / nojima keiichi / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The goal of this seminar functions as translation as well as familiarize students with working knowledge of theories on translation.  Variety of
theoretical framework will be introduced to students prepare for professional work in their own fields.  Students are recommended to locate their
own research topic for class projects.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Word,Text,Translation.　Gunilla  Anderman and Margaret Rogers (eds).
Multilingual Matters Ltd.
Printed Material

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 　　 Introductory Lecture.
Week 2      The translator and the Word.
Week 3      Accuracy in Translation.
Week 4      Training Translators in a Third Language.
Week 5      The Role of Contexts in Translating
Week 6      Words and Texts.
Week 7      Translating Terms in Text.
Week 8      Translation Theory.
Week 9      The Source Text in Translation Assessment.
Week 10     Electronic Corpora as Tools for Translation.
Week 11     The Writing on the Screen.
Week 12     Translating for Children.
Week 13     Translation and Language Games in the Balkans.
Week 14     Translating Prismatic Poetry.
Week 15     Course Review.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

In-class projects (20%)　+　take home quiz (20%)　+　exam（60%）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461110 /



中国文学研究Ⅰ（中国文学） 【昼】
文化・言語専攻

/Instructor
古勝　正義 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・他1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

明清小説の研究
北宋に始まる中国近世の白話文学を都市文化の一部として調べる。小説の時代と呼ばれる明代、およびそれにつづく清代から作品を選び、中国
文学における小説の地位、小説空間としての都市、商業化社会における士人層のありかたなどの問題を考える。講読に取り上げる作品について
は、受講者と相談して決める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定

謝桃坊『中国市民文学史』（四川人民出版社、１９９７）
髙小康『市民、士人、故事：中国近古社会文化中的叙事』（人民出版社、２００１）
陳大康『明代商賈与世風』（上海文芸出版社、１９９６）、他

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　中国文学における小説の地位
第２回　　　小説作者としての読書人
第３回　　　小説の中の読書人
第４回　　　作品の講読（１）
第５回　　　作品の講読（２）
第６回　　　作品の講読（３）
第７回　　　作品の講読（４）
第８回　　　作品の講読（５）
第９回　　　小説空間としての都市
第１０回　　商業化社会と読書人
第１１回　　作品の講読（６）
第１２回　　作品の講読（７）
第１３回　　作品の講読（８）
第１４回　　作品の講読（９）
第１５回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・受講態度によって評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で指示されたことを、授業の事前事後に学習し、準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461111 /



東アジア経済研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
朝元　照雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

開発経済学の視点から東アジア経済のいくつかの課題を研究する。
(1)ノーベル賞受賞者のＡ．ルイスの「転換点」およびＳ．クズネッツの「逆Ｕ字型曲線」を学習し、それを台湾、日本と中国のケースでそれを
検証する（１～5回）。(2)村上敦（神戸大学名誉教授）の「経済発展の諸段階」、Ｊ．Ｃ．Ｈ．フェイ＝Ｇ．ラニスの経済発展のメカニズムを援
用して開発戦略を考える（6～7回）。(3) ノーベル賞受賞者のW. W.レオンチェフが考案した産業連関表の生産、需要、輸出入の効果によるスカ
イライン・マップを使って分析する（8～10回）。（4）産業政策、経済計画機構と政府の役割を検討する（11～15回）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業で適宜指示する。

朝元照雄『開発経済学と台湾の経験：アジア経済の発展メカニズム』勁草書房、2004年
南亮進『日本経済の転換点』創文社、1970年
J. C. H. Fel, G. Ranis, Growth and Development：From an Evolutionary Perspective, Blackwell Pub., 1997.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション：転換点と逆U字型曲線。【転換点】、【逆U字型曲線】
２回～３回　台湾経済発展の転換点。【Ａ．ルイス】、【Ｓ．クズネッツ】
４回～５回　中国経済は転換点を迎えたか？日本との比較。【転換点の検証】
６回～７回　工業化の発展メカニズムと開発戦略：植民地、途上国から先進国への道。
　　　　　　【Ｊ．Ｃ．Ｈ．フェイ＝Ｇ．ラニス】、【経済発展の諸段階】
８回～９回　産業連関分析と経済発展（上）：台湾。【W. W.レオンチェフ】、【産業連関表】
10回　　　　産業連関分析と経済発展（下）：日本。【産業連関表】、【スカイライン・マップ】
11回～13回　産業政策と経済発展。【産業政策】、【政府の役割】、【市場メカニズム】
14回～15回　経済計画機構と政府の役割。【経済計画機構】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席　…　20％　　　　　課題提出　…　20％　　　　報告　…　60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で配布する参考資料をよく読み、報告に際しては、レジメ作成など周到な準備を行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461112 /



東アジア国際政治研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、北東アジアの国際関係、特に安全保障問題について理解を深めることをねらいとする。具体的な事例としては、冷戦後の北東ア
ジアにおける最大の安全保障問題の一つである北朝鮮の核兵器、弾道ミサイル開発問題に焦点を当て、この問題の背景、並びに、関係国、特に
当事者である北朝鮮、そして、日米中韓露の対応とその問題点を検討することを通じて、北東アジアの国際政治についての理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時、文献を指定。英語文献を多数読む予定。

姜尚中『増補版　日朝関係の克服』集英社＜集英社新書＞、2007年
○吉田康彦、進藤榮一編『動き出した朝鮮半島』日本評論社、2000年
Tae-Hwan Kwak and Seung-Ho Joo, eds, North Korea's Foreign Policy under Kim Jong Il (Hampshire, UK: Ashgate Publishing, 2009)　
　その他、随時紹介。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

教官が指定した文献を読んだ上で、その文献について批判的な検討を行う。その一方で、北東アジアの国際政治に関する主題で、論文（2.5万字
程度）を作成し、学期末に提出してもらう。

　１回　　　　　授業内容の説明など
　２回～３回　　論文構成の作成
　４回～８回　　北朝鮮の大量破壊兵器開発と関係国の対応（2002年以前）　　
　９回～１３回　北朝鮮の大量破壊兵器開発と関係国の対応（2002年以降）　
１４回～１５回　論文発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題文献に関する質疑応答など…60％、論文…40％。その他、詳細については第１回授業で説明する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業で読む文献を理解するには、北朝鮮の核兵器、弾道ミサイル開発問題の基礎的な専門知識が必要となるので、知識が不足している学生
は、学部開講科目の「韓国・北朝鮮の政治外交II」を聴講した上で履修すること。また、参考文献欄の最初の2冊を読んだ上で履修すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461113 /



現代中国政治研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国の現代史を踏まえて、①中華人民共和国の成立過程、②中台関係の変遷、③中国・台湾それぞれの政治体制について検討し、理解を深める
ことを授業の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
天児慧『中国の歴史第11巻　巨龍の胎動－毛沢東vs.鄧小平』講談社、2004年。
天児慧・浅野亮『世界政治叢書８　中国・台湾』ミネルヴァ書房、2008年。
若林正丈『東アジアの国家と社会２　台湾－分裂国家と民主化』東京大学出版会、1992年。

○下野寿子『中国外資導入の政治過程－対外開放のキーストーン』法律文化社、2008年。
松田康博『台湾における一党独裁体制の成立』慶応義塾大学出版会、2006年。
○毛里和子『現代中国政治』名古屋大学出版会、2004年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールにより、テキストを輪読・報告・議論する。
　１回　イントロダクション
　２回　『中国の歴史第11巻　巨龍の胎動』はじめに・１・２章
　３回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　３・４章
　４回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　５・６章
　５回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　７・８章
　６回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　９章
　７回　『東アジアの国家と社会２　台湾－分裂国家と民主化』序・１章
　８回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　２・３章
　９回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　４・５章
１０回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　６・７・結章
１１回　『世界政治叢書８　中国・台湾』１・２章
１２回　　　　　　　〃　　　　　　　　３・４章
１３回　　　　　　　〃　　　　　　　　５章
１４回　　　　　　　〃　　　　　　　　６章
１５回　期末試験

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　課題提出物…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・台湾の地図
などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461114 /



現代韓国経済研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、アジアＮＩＥｓの一角として急速な経済発展に成功し、また地理的な近さから経済交流がもっとも活発な韓国経済について学習
することをねらいとする。韓国がどのような発展戦略によって経済発展を実現させ、その発展戦略がどのような構造的問題点を内包してきたか
。そして、経済危機後に採用された発展戦略がどのようなものであるのかを明らかにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
趙淳(深川博史監訳/藤川昇悟訳)『韓国経済発展のダイナミズム』、法政大学出版局

授業で適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション　｢序論｣
第２回　｢1950年代と1960年代の経済発展｣
第３回 「開発5カ年計画：概観」(1)
第４回 「開発5カ年計画：概観」(1)
第５回 「産業組織」(1)
第６回 「産業組織」(2)
第７回  ｢労働｣(1)
第８回 「労働」(2)
第９回 「金融制度」(1)
第10回 「金融制度」(2)
第11回　｢対外貿易｣(1)
第12回　｢対外貿易｣(2)
第13回 「IMF経済危機」
第14回　｢危機以降の韓国経済｣
第15回　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

指定文献の報告…30％、授業での討論参加状況…30％、レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現在韓国経済演習および東アジア経済研究・演習を履修することが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461115 /



近代日本政治外交史研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代日本政治外交史研究に必須の技術である、草書体（崩し字）の解読技術を習得してもらう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
こちらで準備するが、山県有朋・桂太郎・寺内正毅宛児玉源太郎書翰の写真版を用いる。
『くずし字解読事典』（東京堂書店）は、各自購入しておくこと。諸橋『大漢和』は資料室所蔵のものを用いる。

『演習古文書選・近代編』上巻（吉川弘文館）、『逆引き広辞苑』など。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回は、毎回一通ずつ書翰を読んでいく。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461116 /



東南アジア地域研究Ⅰ（ミャンマー） 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ミャンマーの現代政治について、地域研究的観点から分析し、その特質についての理解を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時指示、配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション
第２回～第５回：ミャンマー現代史概説
第６回～第10回：ミャンマー現代政治の特質
第11回～第14回：ミャンマー現代政治の論点
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461117 /



国際協力研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

第2次世界大戦後の国際協力の変遷を追い、その変化を理解するとともに、開発援助が南北問題にどのような影響を与えてきたのかを考察する。
その際、外交の一手段として開発援助を捉えることによって、国益が絡む国際政治のダイナミズムを理解することがねらいである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大平剛『国連開発援助システムと国際政治』有信堂、2008年。
マイケル・エドワーズ『フューチャー・ポジティブ』日本評論社、2006年。
ウィリアム・イースタリー『エコノミスト南の貧困と闘う』東洋経済新報社、2003年。

○城山英明『国際援助行政』東京大学出版会、2007年。
草野厚『日本はなぜ地球の裏側まで援助するのか』朝日新書、2007年。
○ロバート・M・オアー『日本の政策決定過程』東洋経済新報社、1993年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．アメリカの援助行政と国際政治
２．日本のODA政策と外交
３．OECD/DACを中心とする国際開発援助レジームの形成
４．援助の調和化という現象

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加度とレポートによって評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461118 /



国際政治経済研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

国際経済体制の構築と変容を中心に国際政治経済の諸問題について学習し、政治（国家）と経済(市場)の相互作用についての理解を深めると同時
に、国際政治経済の主要な理論について学習することをねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上で決定するが、さしあたって以下の文献を候補として挙げておく。
田所昌幸『国際政治経済学』名古屋大学出版会、2008．
飯田敬輔『国際政治経済（シリーズ国際関係論3）』東京大学出版会、2007.
ロバート・ギルピン(古城佳子訳)『グローバル資本主義：危機か繁栄か』東洋経済新報社、2001.

○河野勝、竹中治堅編『アクセス 国際政治経済論』日本経済評論社、2003．
○田中明彦、中西寛編『新・国際政治経済の基礎知識』有斐閣､2004｡

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

全員でテキストを講読し、質疑応答を中心に議論をしながら授業を進める。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　論文講読
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告内容…30％、授業参加（議論への貢献度など）…30%、期末レポート…40%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業にあたってはテキストおよび参考文献を熟読しておくこと。英語文献も利用するので英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461119 /



国際機構研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
山本　直 / Tadashi YAMAMOTO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

軍事、エネルギー、貿易・金融、食糧、環境、人権、開発等の分野において発現する諸問題を解決するうえでは、国際機構の活動がカギを握ら
ざるをえない。この授業では、グローバル・ガバナンスおよび地域的なガバナンスの視点からとくに国際連合とＥＵに焦点を当てて、これらの
機構の機能、組織、政策、課題等を研究する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
David Armstrong, Lorna Lloyd and John Redmond, International Organisation in World Politics, third edition, Palgrave, 2004.

授業で指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　　】はキーワード）
第1回　はじめに
第2回　国際機構の勃興（テキスト第1章、以下同じ）【ヨーロッパ協調】【ハーグ会議】
第3回　国際連盟（第2章）【ウィルソン】【集団的安全保障】
第4回　冷戦期の国連（第3章）【国連憲章】【冷戦】【朝鮮戦争】【中国代表権】
第5回　国連と第三世界（第4章）【反植民地主義】【人種差別】
第6回　国連の危機：1980年代（第5章）【アメリカの国連離れ】【デクヤエル】【NGO】
第7回　国際平和の維持と国連（第6章）【平和維持と平和強制】【憲章第7章】
第8回　ポスト冷戦期の国連（第7章）【安保理】【ブトロス・ガリ】【アナン】
第9回　欧州共同体（EC）の起源と統合の開始（第8章）【石炭鉄鋼共同体】【経済統合】
第10回　混迷期のEC（第9章）【経済通貨同盟】【予算問題】【共通農業政策改革】
第11回　ECからEUへ（第10章）【単一欧州議定書】【マーストリヒト条約】
第12回　EUの深化と拡大（第11章）【第4次拡大】【第5次拡大】【結束と開発】
第13回　新しい地域主義（第12章）【アフリカ】【アジア】【アメリカ】
第14回　グローバル･ガバナンスに向かって（第13章）（弟14章）【経済ガバナンス】【人権保障】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加の状況…５０％　報告…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

国連およびEUに関する文献で入門書および専門書をそれぞれ数冊、各自で事前に購読しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461120 /



アメリカ社会史研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
寺田  由美 / Yumi Terada / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

南北戦争後から20世紀前半のアメリカ合衆国の歴史・社会に関する講義・文献購読を通じて、各時代の主要なテーマを考える。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回の授業でリーディング・リストを配布し、参加者と相談のうえ決定する。

授業中に指示・配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　ガイダンス：授業のテーマとすすめ方
　２回　　再建期と金ぴか時代：再建期南部社会の変化と人種問題①
　３回　　再建期と金ぴか時代：再建期南部社会の変化と人種問題②
　４回　　再建期と金ぴか時代：アメリカ経済の変化と社会進化論①
　５回　　再建期と金ぴか時代：アメリカ経済の変化と社会進化論②
　６回　　革新主義と改革運動：前世紀転換期アメリカ社会の変化
　７回　　革新主義と改革運動：前世紀転換期アメリカ社会の問題
　８回　　革新主義と改革運動：前世紀転換期アメリカ社会の移民と改革運動①
　９回　　革新主義と改革運動：前世紀転換期アメリカ社会の労働者と改革運動②
１０回　大恐慌とニューディール：1920年代アメリカの政治・社会・経済
１１回　大恐慌とニューディール：不況下の人々の暮らし
１２回　大恐慌とニューディール：第一次ローズベルト政権下のニューディール政策
１３回　大恐慌とニューディール：第二次ローズベルト政権下のニューディール政策
１４回　大恐慌とニューディール：貧困と政治
１５回　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…20％　　　　　授業への貢献度…20％　　　　　授業中の報告内容…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

リーディング・リストの文献を、積極的に読むことを薦める。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461121 /



南欧地域研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

世界史のなかで19世紀は「ヨーロッパの世紀」と言われます。19世紀末以来、南欧地域は依然として農村的で、経済的「停滞」や「後進性」と
いうイメージがつきまといます。講義では比較史の視点から、スペインの「近代」、南スペインの「近代」を最近の研究成果を踏まえて再考し
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは指定しません。

○関哲行他編『スペイン史２　近現代・地域からの視座』山川出版社、2008年
○福井憲彦『ヨーロッパ近代の社会史』岩波書店、2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　「長い１９世紀」ヨーロッパと南欧世界
2回　イスパニストたちによる研究
3回　スペイン近代、【挫折史観】をめぐって―経済
4回　スペイン近代、挫折史観をめぐって―社会・政治
5回　最近のスペイン近代研究の動向　
6回　スペインの工業化【地域的不均衡発展】
7回　南スペインの工業解体について
8回　アンダルシア農村社会【カシキスモ】【ラティフンディオ】
9回　アンダルシア社会の近代的変容
10回　スペインのなかのアンダルシア
11～12回　国民国家形成のなかのアンダルシア【地域主義】
13～14回　イタリア・フランスの「南」【オクシタニー・シチリア】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートもしくは時間中の報告
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

上に挙げた参考文献は読むこと。専門用語は辞典でしっかり押さえる。
質疑応答の時間を活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461122 /



ロシア地域研究 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ソ連時代の民族政策・言語政策・教育政策、ポスト・ソビエト諸国が抱える言語問題について理解を深めることを目的とする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
塩川伸明『民族と言語―多民族国家ソ連の興亡〈1〉』岩波書店、2004年

中井和夫『ソヴィエト民族政策史』御茶の水書房、1988年
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　民族・エスニシティ・言語問題への視点
　2回  ソ連の民族・エスニシティ問題：ロシア帝国の構造と特徴
　3回  ソヴエト政権の民族政策：初期の民族政策
　4回  スターリン時代の民族政策
　5回  ポスト・スターリン時代の民族政策
　6回－7回  ペレストロイカからソ連解体へ
　8回  ソ連解体後への展望
　9回  ソ連言語政策史再考：帝政末期からポスト・スターリン時代
　10回－11回  ソヴェト体制末期における言語状況：類型化
　12回－14回  ペレストロイカ期の言語法問題：いくつかの共和国における言語法論争
　15回  ソ連解体後への展望

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　…　60％　　　平常の学習　…　40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、参考文献に挙げている書を読み、重要事項を事典等で調べて授業準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461123 /



東アジア経済演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
朝元　照雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習2学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

開発経済学の視点から東アジア経済のいくつかの課題を研究する。
(1)Ｂ.バラッサのＲＣＡ指数（顕示比較優位指数）、貿易特化係数を使用し、プロダクト・サイクル論、追い上げプロセスを解明する（４～5回
と6～7回）。(2)東アジアの経済開発政策、貿易政策、民営化政策、社会政策、産業技術競争を具体的に考察する（2～3回、8～15回）。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業で適宜指示する。

渡辺利夫・朝元照雄編『台湾経済入門』勁草書房、2007年
劉進慶・朝元照雄編『台湾の産業政策』勁草書房、2003年
D. Ray, Development Economic, Princeton University Press, 1998.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション：東アジアの視点。【東アジアの経済】
２回～３回　東アジアの経済開発政策。【経済開発政策】
４回～５回　産業の国際競争力分析：欧米・日本・アジアNIEｓ・中国・東南アジア。
　　　　　　【ＲＣＡ指数】、【プロダクト・サイクル論】、【国際競争力】
６回～７回　貿易・投資構造：日本・NIEs・中国・ASEAN・インド。【ＲＣＡ指数】
８回～９回　東アジアの貿易政策。【貿易政策】
10回～11回　東アジアの民営化政策。【公営企業の民営化】
12回～13回　産業技術競争力とイノベーション・システム。【イノベーション】、【技術競争力】
14回～15回　東アジアの社会政策。【社会政策】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席　…　20％　　　　　課題提出　…　20％　　　　報告　…　60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で配布する参考資料をよく読み、報告に際しては、レジメ作成など周到な準備を行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461124 /



東アジア国際政治演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1学期開講の「東アジア国際政治研究」で学んだ事柄を基礎として、現代北東アジアの国際政治（特に安全保障問題）に関する研究を学生各自が
行い、現代北東アジアの国際政治についての理解を深め、定期的に研究発表を行う一方で、論文を執筆する。教員や他の学生による評価を通じ
て説得力ある議論を展開する力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

Tae-Hwan Kwak and Seung-Ho Joo, eds, North Korea's Foreign Policy under Kim Jong Il (Hampshire, UK: Ashgate Publishing, 2009)　
○菅英輝編著『朝鮮半島：危機から平和構築へ』社会評論社、2004年
○平間洋一、杉田米行編著『北朝鮮をめぐる北東アジアの国際関係と日本』明石書店、2003年
○江畑謙介『日本の安全保障』講談社、1997年
　その他、随時紹介。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

研究テーマと具体的な問の設定及びそれらの発表、序章の作成及びその発表、研究内容に関する発表、論文の第一稿の作成と発表、最終稿の提
出を順次行っていく。論文は3万字程度とする。

　１回　　　　　授業内容の説明など
　２回～４回　　論文構成の作成、発表、改訂
　５回～１３回　発表　
１４回～１５回　最終発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

質疑応答など…20％、発表…20%、論文…60％。その他、詳細については第1回授業で説明する
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

東アジア国際政治研究を履修し終えていること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461125 /



現代中国政治演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国政治研究で習得した知識を基に、最近の研究動向にも注目しながら中国が抱える政治社会問題について検討し、問題発生のメカニズム
と要因について理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
唐亮『変貌する中国政治－漸進路線と民主化』
このほか授業中に適宜指示する。

授業で適時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　現代中国研究の動向と授業の進め方
２回 　　 改革開放路線と民主化
３～４回  共産党の変容と政治改革
５～６回  国家と社会
７～８回  メディアの変容と知る権利
９～10回  農村問題と村民自治
11～12回　人民代表大会
13～14回　外交と国内政治のリンケージ
15回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　課題提出物…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

あらかじめテキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・
台湾の地図などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461126 /



現代韓国経済演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、アジアＮＩＥｓの一角として急速な経済発展に成功し、また地理的な近さから経済交流がもっとも活発な韓国経済について学習
することをねらいとする。韓国がどのような発展戦略によって経済発展を実現させ、その発展戦略がどのような構造的問題点を内包してきたか
。そして、経済危機後に採用された発展戦略がどのようなものであるのかを明らかにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
尹明憲『韓国経済の発展パラダイムの転換』、明石書店、近刊予定

授業中に適宜指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション　「韓国の経済発展の概観」(1)
第２回　「韓国の経済発展の概観」(2)
第３回　「IMF危機で露出した韓国産業経済の構造的問題点」
第４回　「成長至上の国土・地域政策」
第５回　「経済発展における技術の役割」(1)
第６回　「経済発展における技術の役割」(2)
第７回　「韓国のナショナル・イノベーション・システム」(1)
第８回　「韓国のナショナル・イノベーション・システム」(2)
第９回　「技術政策における変化」(1)
第10回　「IMF危機後の国土・地域政策におけるイノベーション志向」
第11回　「地方における革新クラスター形成の摸索」
第12回　「韓国の対外経済政策及び国際経済関係の変容」
第13回　「地方主導での経済交流の展開」
第14回　「環黄海地域における技術連携の可能性」
第15回　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

指定文献の報告…30％、授業での討論参加状況…30％、レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現在韓国経済演習および東アジア経済研究・演習を履修することが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461127 /



近代日本政治外交史演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

昭和政治史研究の基本史料である『西園寺公と政局』『牧野伸顕日記』を輪読し、日中戦争へ向けての内外の政治過程についての理解を深める
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
原田熊雄述『西園寺公と政局』（岩波書店、1951年）第２巻～３巻、伊藤隆他編『牧野伸顕日記』（中央公論社、1990年）。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回　毎回、担当個所を学生に報告してもらう。講義の詳しい内容は、学生の文献読解力によって規制されるので、あらかじめそれを明
示することは不可能である。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461128 /



東南アジア地域演習Ⅰ（ミャンマー） 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

地域研究のあり方に関する基本文献を輪読し、地域研究とは何かについて考えて見る。その上で、ミャンマーに関する研究を概観しながら、地
域研究的視点から見たミャンマー研究の現状を把握する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時指示、配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回～第14回：テキストを輪読していく。
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容及び議論への参加度100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461129 /



国際協力演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

国際協力分野でも二国間援助の近年の動向に焦点をあて、21世紀における開発援助がどのような方向に向かおうとしているのかを理解すること
がこの演習の目的である。具体的なテーマについては受講生と相談して決めることとするが、さしあたり平和構築、グッド・ガヴァナンス、援
助協調、参加型開発、民主化といったところが主なテーマとなる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談のうえ決定するが、英書を用いる。

Roger C. Riddell, Does Foreign Aid Really Work?, Oxford Univ Press, 2007.
Carol Lancaster, Foreign Aid: Diplomacy, Development, Domestic Policies, Univ of Chicago Press, 2006.
Louis A. Picard, Robert Groelsema and Terry F. Buss eds., Foreign Aid and Foreign Policy, M E Sharpe Inc., 2007.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

輪読形式を取り、毎回の演習は質疑応答で構成される。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、貢献度、報告によって評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461130 /



国際政治経済演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

学術論文(英語)の講読を通じて、国際政治経済学の理解を深めることを授業のねらいとする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上で決定する。

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

全員で論文を輪読し、質疑応答を中心に議論をしながら進めていく。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　論文講読
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告内容…30％、授業参加（議論への貢献度など）…30%、期末レポート…40%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業にあたってはテキストおよび参考文献を熟読しておくこと。英語文献も利用するので英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461131 /



国際機構演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
山本　直 / Tadashi YAMAMOTO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

国際機構に関する理解を深めるために、その目的、制度、機能、課題等を研究する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Clive Archer, International Organizations : Third Edition, Routledge, 2001.

授業で指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストの購読と報告を通じて、国際機構の現代的展開を概観および考察する。
１回　　　　　　はじめに
２回－　３回　　テキスト第１章　Definitions and history
４回－　５回　　テキスト第２章　Classification of international organizations
６回－　８回　　テキスト第３章　Role and function of international organizations
９回－１２回　　テキスト第４章　Writings on international organizations
１３回－１４回　テキスト第５章　International organizations: the future
１５回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加の状況…５０％　報告…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

国連およびEUに関する文献で入門書および専門書をそれぞれ数冊、各自で事前に購読しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461132 /



アメリカ社会史演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
寺田  由美 / Yumi Terada / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1890年代以降のアメリカ合衆国の歴史に関する代表的な論文を読み、それを通じて各時代の主要なテーマを考える。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回の授業でリーディング・リストを配布し、参加者と相談のうえ決定する。

授業中に指示・配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス：授業のテーマとすすめ方
　２回　都市の時代：1893年シカゴ万博と都市の拡大
　３回　都市の時代：ハル・ハウスと移民の生活
　４回　都市の時代：ハル・ハウスと貧困・階級
　５回　労働争議の時代：プルマン・ストライキと労働問題
　６回　労働争議の時代：労働組合と労働問題
　７回　労働争議の時代：フォーディズムと労働問題
　８回　大衆消費の時代：郊外化とアメリカ文化
　９回　大衆消費の時代：都市化とアメリカ文化
１０回　大恐慌の時代：不況と政治
１１回　大恐慌の時代：不況と家族・家庭
１２回　大恐慌の時代：不況と労働運動
１３回　冷戦の時代：冷戦と反共主義
１４回　冷戦の時代：冷戦と家族・家庭
１５回　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…20％　　授業への貢献度…20％　　授業中の報告…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

リーディング・リストの参考文献を、積極的に読むことを薦める。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461133 /



南欧地域演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

南欧に特徴的な居住空間である「アグロタウン」に焦点を当て、共同体論からソシアビリテ研究に関する論文を読みます。人々の日常性を持続
と変容の諸相で観察し、近代南欧の文化と社会を読み解く。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト（英文）を配布。

○ピット・リバース『シエラの人々』
　Corbin, J.R., The anarchist Passion, Aldershot, 1993.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～３回　講義
　４回～７回　【アグロタウン】論に関するテキストを読む
　８回～９回　工業化のなかの南スペイン社会
１０回～１２回　コービンの「アナーキスト・パッシオン」を読む
１３回～１４回　スペイン内戦とその後の農村社会　
１５回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献に挙げた日本語文献を読む。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461134 /



ロシア地域演習 【昼】
東アジア専攻

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

多言語社会が抱える課題（言語政策、バイリンガル教育、言語権、言語法、異民族間婚姻など）について認識を深めることを目的とする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布（多言語主義、旧ソ連の言語政策、ＥＵ言語憲章、多言語教育に関する文献から選択予定）

三浦信孝編『多言語主義とは何か』藤原書店、田中克彦『言語から見た民族と国家』岩波書店
塩川伸明『民族と言語』岩波書店、東照二『バイリンガリズム』講談社新書

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　授業の進め方と輪読テキストの選択
2回  要約発表の方法とルール、レジュメの書き方について、社会言語学重要用語解説
3回－6回  テキストの輪読と要約発表
7回－8回　クレオールに関するビデオ資料鑑賞：内容についての討論
9回  非母語で作家活動をする人物についての議論
10回―13回　テキストの輪読と要約発表
14回―15回　基本概念についてのまとめ：多言語主義、言語権、第一言語と母語など

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　100　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

言語政策、ＥＵの多言語主義、バイリンガルなど社会言語学関係の書物を複数冊読んで授業に備えること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461135 /



現代中国政治研究 【昼】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国の現代史を踏まえて、①中華人民共和国の成立過程、②中台関係の変遷、③中国・台湾それぞれの政治体制について検討し、理解を深める
ことを授業の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
天児慧『中国の歴史第11巻　巨龍の胎動－毛沢東vs.鄧小平』講談社、2004年。
天児慧・浅野亮『世界政治叢書８　中国・台湾』ミネルヴァ書房、2008年。
若林正丈『東アジアの国家と社会２　台湾－分裂国家と民主化』東京大学出版会、1992年。

○下野寿子『中国外資導入の政治過程－対外開放のキーストーン』法律文化社、2008年。
松田康博『台湾における一党独裁体制の成立』慶応義塾大学出版会、2006年。
○毛里和子『現代中国政治』名古屋大学出版会、2004年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールにより、テキストを輪読・報告・議論する。
　１回　イントロダクション
　２回　『中国の歴史第11巻　巨龍の胎動』はじめに・１・２章
　３回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　３・４章
　４回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　５・６章
　５回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　７・８章
　６回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　９章
　７回　『東アジアの国家と社会２　台湾－分裂国家と民主化』序・１章
　８回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　２・３章
　９回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　４・５章
１０回　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　６・７・結章
１１回　『世界政治叢書８　中国・台湾』１・２章
１２回　　　　　　　〃　　　　　　　　３・４章
１３回　　　　　　　〃　　　　　　　　５章
１４回　　　　　　　〃　　　　　　　　６章
１５回　期末試験

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　課題提出物…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・台湾の地図
などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461136 /



南欧地域研究 【昼】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

世界史のなかで19世紀は「ヨーロッパの世紀」と言われます。19世紀末以来、南欧地域は依然として農村的で、経済的「停滞」や「後進性」と
いうイメージがつきまといます。講義では比較史の視点から、スペインの「近代」、南スペインの「近代」を最近の研究成果を踏まえて再考し
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは指定しません。

○関哲行他編『スペイン史２　近現代・地域からの視座』山川出版社、2008年
○福井憲彦『ヨーロッパ近代の社会史』岩波書店、2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　「長い１９世紀」ヨーロッパと南欧世界
2回　イスパニストたちによる研究
3回　スペイン近代、【挫折史観】をめぐって―経済
4回　スペイン近代、挫折史観をめぐって―社会・政治
5回　最近のスペイン近代研究の動向　
6回　スペインの工業化【地域的不均衡発展】
7回　南スペインの工業解体について
8回　アンダルシア農村社会【カシキスモ】【ラティフンディオ】
9回　アンダルシア社会の近代的変容
10回　スペインのなかのアンダルシア
11～12回　国民国家形成のなかのアンダルシア【地域主義】
13～14回　イタリア・フランスの「南」【オクシタニー・シチリア】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートもしくは時間中の報告
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

上に挙げた参考文献は読むこと。専門用語は辞典でしっかり押さえる。
質疑応答の時間を活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461137 /



現代中国政治演習 【昼】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国政治研究で習得した知識を基に、最近の研究動向にも注目しながら中国が抱える政治社会問題について検討し、問題発生のメカニズム
と要因について理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
唐亮『変貌する中国政治－漸進路線と民主化』
このほか授業中に適宜指示する。

授業で適時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　現代中国研究の動向と授業の進め方
２回 　　 改革開放路線と民主化
３～４回  共産党の変容と政治改革
５～６回  国家と社会
７～８回  メディアの変容と知る権利
９～10回  農村問題と村民自治
11～12回　人民代表大会
13～14回　外交と国内政治のリンケージ
15回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　課題提出物…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

あらかじめテキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・
台湾の地図などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461138 /



南欧地域演習 【昼】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

南欧に特徴的な居住空間である「アグロタウン」に焦点を当て、共同体論からソシアビリテ研究に関する論文を読みます。人々の日常性を持続
と変容の諸相で観察し、近代南欧の文化と社会を読み解く。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト（英文）を配布。

○ピット・リバース『シエラの人々』
　Corbin, J.R., The anarchist Passion, Aldershot, 1993.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～３回　講義
　４回～７回　【アグロタウン】論に関するテキストを読む
　８回～９回　工業化のなかの南スペイン社会
１０回～１２回　コービンの「アナーキスト・パッシオン」を読む
１３回～１４回　スペイン内戦とその後の農村社会　
１５回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献に挙げた日本語文献を読む。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461139 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的･理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献･資料の収集と研究方法を学び、
研究を具体化するために必要な能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参考文献、論文は適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　修士論文作成に必要な指導を個別に行う。

〔これまでの研究事例〕

「失語症患者の音読訓練における継時的変化に関する文献及び調査実験的研究」
「脳血管障害者の形態認知に関する文献及び調査実験的研究」
「統合失調症患者における空間行動と認知地図に関する文献及び調査研究」
「脳血管障害者の視空間認知に関する文献及び調査実験的研究」
「半側無視患者における視覚探索特性」
「ビジュアルフォーマット教材の視認性評価」
「視覚教材作成に関する認知心理学的研究」
「Ryser社製弱視治療用眼鏡箔における有効性の検討」

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、発表内容と修士論文の進行状況：60％、出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文研究の個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461140 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講者各自の研究テーマを論文として結実させることが，特別研究ⅠA，特別研究ⅠB，特別研究ⅡA，特別研究ⅡBを通じた目標である。受講前に研
究をどの程度行ってきたかや，採用する研究手法等によって進め方は異なるために，共通した授業内容としてここに表記することは困難である
。しかし基本的には，研究テーマの絞り込み，関連する先行研究の渉猟とまとめ，問題の明確化，実験・調査の計画と実施，データの分析，論
文の執筆，という流れであり，これらを受講者が互いに発表，議論しながら進めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　受講者の研究の進捗状況に沿って進めていく
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究内容　…　50　％　研究への積極的取り組み等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的に研究を進めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461141 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献・資料の収集，研究の方法論を
学び，研究を独自で展開するのに必要な能力をつける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション
第２回～第15回　論文執筆指導

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の自主的研究活動　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分の研究テーマについて，十分に検討しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461142 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間が、歴史的社会的文脈の中に自己の存在を位置づけていく自己実現と相互承認の編成過程を分析することを課題としている。そのために、
（１）グローバルな視点や歴史的な視点で課題を押さえた上で、（２）地域レヴェルでの行動の課題を、文化・教育・福祉・環境など幅広い分
野における学習の契機や条件として把握し、検討する。（３）これらを踏まえて、現代社会における、人間そのものや、人間関係について、そ
の到達点と可能性を明らかにしていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて適宜、紹介する。

○雑誌『月刊　社会教育』国土社
○雑誌『公民館』全国公民館連合会
○雑誌『社会教育』全日本社会教育連合会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文献購読や、生涯教育・社会教育の基礎理論をテーマとした演習を行う。
（１）「自分づくりの危機」の時代といわれる今日的課題について教育学的検討を行い、そのメカニズムを解明し、克服していこうとする実践
について理解を深める。
（２）子どもから成人にわたる教育の論理（学習過程の独自性）について検討を行う。
（３）生活課題や地域課題について理解を深め、地域づくりの課題と可能性を解明する。
（４）地域における教育の構造や、その連関について理解を深める。
（５）ＮＰＯやＮＧＯについての理解を深め、社会参画やボランティア活動について検討を行う。
（６）生涯学習社会における学校教育・家庭教育・社会教育について理解を深め、生涯学習関連の諸活動・制度と、その連携・ネットワークに
ついて検討する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況及び発表内容等を総合して評価する。
平素･･･40％、課題･･･40％、討議･･･20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や文献などの整理、自分なりの意見の整理、論点の検討など
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461143 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成に必要な基礎的・理論的知識と研究法の習得を目指す。研究テーマに関する文献・資料の収集と検討、フィールドにおける調査、
観察、面接の具体的手法に関する指導を行い、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献・資料を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の授業への取り組みと自主的研究活動　　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461144 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けて求められる基本的な文献の購読、研究計画の検討を行なう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参加者と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
　２回　研究計画の検討　その１
　３回　研究計画の検討　その２
　４回　修士論文に関係する文献の購読
　５回　修士論文に関係する文献の購読
　６回　修士論文に関係する文献の購読
　７回　修士論文に関係する文献の購読
　８回　修士論文に関係する文献の購読
　９回　研究計画の検討　その３
１０回　研究計画の検討　その４
１１回　フィールドワーク
１２回　フィールドワーク
１３回　フィールドワーク
１４回　フィールドワーク
１５回　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文の執筆に向けて、積極的な文献収集やフィールドワークを行ない、指導を受けに来てほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461145 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を習得することを目的とする。
専門領域および研究テーマに関する分野の著書・論文・報告書の収集と研究、実験および調査の方法について習得し、研究テーマを具体化する
ための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

研究のすすみ具合に合わせて、柔軟におこなう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、授業中の発表など総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461146 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「社会福祉の実践と研究の視角」
社会福祉の（ないしは社会福祉問題に近接する）領域において頻繁に取り上げられる実践上および研究上の課題を取り上げ、それらを多角的に
検討することによって、この領域における研究対象とすべきことを吟味する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～５回　社会福祉研究の動向
第６～10回　研究方法に関する検討
第11、12回　研究課題に関する報告と討論
第13～15回　研究論文の意味と位置

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　　レポート　…　40％　　　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献研究を中心とするが、特にこの授業は講義形式で行う。そのため、事後学習を重視してほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461147 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究では、論文作成の方法、課題の設定の方法および課題に応じた調査の方法や資料蒐集の方法等、論文作成のための基本について話を進
める予定。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料作成等による）。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

課題の設定や研究テーマの決定に有用になるように進める。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出３０％　課題報告7０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

課題と研究計画についての整理
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461148 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的な知識と研究方法を修得させることを目的とする。研究テーマに関する文献・資料の収集と検討、フィールド調
査の方法についての指導をおこない、研究を具体的に進めるための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献ともに受講者の研究テーマに応じた文献を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
時間配分は、おおむね以下のような予定である。
　１回～２回　研究計画の妥当性の検討
　３回～５回　関連文献の探索
　６回～12回　関連文献の研究
　12回～15回　受講者の研究テーマの研究方法の検討

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究遂行の積極性　…　50％　　　研究の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

教員が指示した学習・作業等をきちんとしたうえで授業に参加すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461149 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人のいとなみと環境の相互作用に注目し、フィールドワークによる生態人類学研究を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する。

講座「生態人類学」
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１年目は文献研究と予備調査を進める。
２年目は論文の執筆と考察の検討を進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションと論文。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

野に出ること。本を読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461150 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
当該院生と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％　レジュメ５０％、発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズに関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461151 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、１年かけて自らの研究課題について論文を作成することをめざす。
１学期には下記の作業をおこなう。
（１）社会学的分析についての基本的な考え方を身につける。
（２）関心のあるテーマについて、「問い」を明確にする。
（３）その「問い」に関する既存の研究文献のレビューを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。（ただし、自らの「問い」に関する文献リストを作成してもらう。）

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（１）自ら作成した「文献リスト」に基づき、文献の内容を報告してもらう。質疑・応答を通して、
　　　理解を深める。
（２）６月上旬くらいまでに大まかな「執筆計画書（①題目、②問題の所在、③方法、④先行する
　　　内外の関連文献リスト、④執筆スケジュール等）」を出してもらう。
（３）１ヶ月に１回程度、研究の進捗状況を報告してもらう。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（レポート）…７０％　参加・貢献度…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献リストの作成、文献の報告準備が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461152 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカ文学・映画と、アメリカ文化・社会との関連性を分析する際の手法について理解を深める。
授業の詳細に関しては、出席者の研究テーマと興味の所在を踏まえたうえで決定し、可能な限り、修士論文の作成につながる形の授業を行いた
い。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、和文、英文のプリントを配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション、授業のテーマと方向性の決定
　２回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　３回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　４回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　５回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　６回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　７回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　８回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　９回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１０回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１１回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１２回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１３回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１４回　全体のまとめ
１５回　レポートの提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席50％　発表50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

事前に与えた課題を行っておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461153 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１．修士論文を書き上げるための指導と特別研究をする。
２．アメリカ文学の主要な作品を読む。特に、修士論文に関する作家の作品を読む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
研究するテーマに必要な、資料・文献・テキストについてできうる限りプリント教材として提供します。是非必要な書は、買って貰います。
五十嵐武士他『アメリカ研究入門』（東京大学出版会）
亀井俊介監修『世界の歴史と文化　アメリカ』（新潮社）

参考文献等は図書館の指定図書コーナーに開架し、また、さらに必要なものは授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　修士論文の書き方
第２回　アメリカ文学・文化・思想の大枠
第３回　アメリカの文学・文化・思想研究の特徴
第４回　五十嵐武士他『アメリカ研究入門』（東京大学出版会）【方法と視座】
第５回　五十嵐武士他『アメリカ研究入門』（東京大学出版会）【アメリカ研究の課題】
第６回　亀井俊介監修『世界の歴史と文化　アメリカ』（新潮社）【アメリカの歴史と地理】
第７回　亀井俊介監修『世界の歴史と文化　アメリカ』（新潮社）【アメリカ人の精神】
第８回　亀井俊介監修『世界の歴史と文化　アメリカ』（新潮社）【アメリカ人の文化】
第９回　斉藤真他監修『アメリカを知る事典』（平凡社）【フロンティア・スピリット】
第10回　斉藤真他監修『アメリカを知る事典』（平凡社）【アメリカン・ヒーローの系譜】
第11回　斉藤真他監修『アメリカを知る事典』（平凡社）【アメリカの生活と文化】
第12回　斉藤真他監修『アメリカを知る事典』（平凡社）【アメリカの宗教・思想】
第13回　亀井俊介『わがアメリカ文化誌』（岩波書店）【アメリカ人の原型】
第14回　亀井俊介『わがアメリカ文化誌』（岩波書店）【アメリカの大衆文化・大衆メディア】
第15回　亀井俊介『わがアメリカ文化誌』（岩波書店）【アメリカの文化革命・映像・TV】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表（50％）・リポート（50％）で判断します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを読むこと。また、さらに必要なものは授業中に指示するのでそれを読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461154 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course introduces basic critical approaches and surveys methods of textual analysis. We will undertake applications to specific texts relevant
to the student’s area of study..  Discussion will center on close reading of text, identification of key themes, aspects of structure and style, use of
critical materials and secondary sources.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed materials distributed by the instructor.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 Introduction:  The Rise of American Studies　　
　２回 Textual Analysis and Questions of Method
　３回 Introduction to critical theory
　４回 Structuralist approaches in the American context
　５回 Post-Modernism—a few comments
　６回 Feminist critique—its origins and impact
　７回 Gender Studies
　８回 Psychoanalytic theory
　９回 Ethnicity
１０回 Nationality and questions of identity
１１回 The “New Americanists”
１２回 Establishing contexts
１３回 Finding sources
１４回 Languages of representation:  what does the artist want us to experience?
１５回 Review and conclusion

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation　… 30 ％　Participation …　30 ％　Essays  … 40 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461155 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得させる。
　具体的にはGenette、Chatman、Rimmon-Kenanらによって展開されている物語論（narratology）――語りの構造研究――の観点から、英語で書か
れた物語テキストの構造分析の方法を習得させる。語り手の視点の特徴、語り手と「映し手」（reflector）の関係、語り手の潜在化の度あい、「
映し手」の内的焦点化の深度等の分析法を理解させる。
　研究テーマに関する文献・資料の収集方法についての指導もおこない、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生の研究テーマに役立つ適切な批評論文を逐次プリントであたえてテキストとする。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文学テキストと批評論文、批評方法についてあたえるアサインメントに応えてもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

優れた修士論文を書くために必要な知識を修得できたかどうかで判断する。
出席…５０％　　課題…５０％　　期末試験…しない

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英文批評論文を読み、ノートを作り、アサインメントにWord-fileで提出する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461156 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

コミュニケーションに関わる語用論の分野の研究成果の概観。グライスの理論とポライトネスの理論を中心に具体的な側面から探る。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
岡本真一郎『ことばの社会心理学』［第３版］ナカニシヤ出版

荒木・天野（監修）『英語学入門講座第１１巻　語用論』英潮社
原口・中島・河上（編）　『英語学モノグラフシリーズ２１　関連性理論の新展開』研究社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第  １回　コースワークの解説　　　　
第  ２回　グライスの理論、会話の協調の原則
第  ３回　Austin、Searleの理論
第　４回　関連性理論
第  ５回　会話の基本構造
第  ６回　指示的コミュニケーション
第　７回　敬語
第　８回　人の呼び方
第　９回　ポライトネスの理論
第１０回　要求表現における分類、談話の展開
第１１回　Brown & Levinsonの問題点
第１２回　対人配慮の諸相（１）感謝とねぎらいの表現
第１３回　対人配慮の諸相（２）ポライトネスの文化差
第１４回　ことば
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業の参加、活動　８０％　　アサインメント　２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理論的な側面と同様に実践的な作業、また実践敵なものの解読作業が必要である。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461157 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

原書の読解力の養成。各自の修士論文テーマを絞り込む。各自の修士論文に関連する種々の論文を多読し、批判的検討を加える。
　20世紀の中国文学芸術運動、特に中国近代の幕開けから五・四新文化運動を経て、魯迅の死に至るまでの、中国の主に文学芸術界の状況を中
心に体系的に深く研究する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミ生と話し合いのうえ決定する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 清末の文学・譴責文学（1）【李伯元「官場現形記」】
2回　 清末の文学・譴責文学（2）【劉鉄雲「老残遊記」】
3回　 清末の文学・譴責文学（3）【呉趼人「二十年目睹之怪現状」】
4回　 清末の文学・譴責文学（4）【曾孟樸「孽海花」】
5回　 清末の文学・ジャーナリズム・【梁啓超】
6回　 清末の文学・【日本留学と新文学の萌芽・魯迅】
7回　 中華民国期の文学・【アメリカ留学と文学革命・胡適】
8回　 中華民国期の文学・【「新青年」と新詩】
9回　 中華民国期の文学・【「新青年」と日本留学帰りの北京大学教授たち】
10回　中華民国期の文学・【新文学の登場・「狂人日記」】
11回　中華民国期の文学・【「新青年」の空中分解】と彷徨する魯迅】
12回　中華民国期の文学・【「文学研究会」と「創造社」の台頭】
13回　中華民国期の文学・【文学革命から革命文学へ】
14回　中華民国期の文学・【中国左翼作家連盟と魯迅の死】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習・発表状況…　40　％　　レポート…　60　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

数多く関連資料を読むのでしっかり準備して授業に臨んで欲しい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461158 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法における研究成果をまとめ、修士論文のテーマを考える。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

研究論文が中心になっているので、授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．現代中国語文法に関する問題を分類する。
２．問題別に研究現状をまとめる。
３．修論のテーマを決めた上で、関係ある論文を読む。
４．論文と修論について討論する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点100％で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に適宜指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461159 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究においては、修士論文作成のための指導を行う。修士論文で取り上げるテーマの選定をはじめ、論文作成の準備作業、執筆について報
告と討議を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テーマに応じて指示する。

テーマに応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　修士論文の指導
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究計画に沿って報告と論文作成の準備を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461160 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461161 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この科目は、修士論文で国語学ならびに日本語学上の問題を取り上げようとする人を対象に、論文執筆に向けて必要な調査や研究について指導
を行ないます。主に、国語学・日本語学研究おける実証的論証方法を習得することを目指します。授業は、ゼミ生自らが国語学・日本学上の問
題点を見出し、調査・検討した結果を発表するという形態をとります。発表に際して必要となる文献収集の方法や研究方法についての助言・指
導はその都度具体的に行なってゆきます。また、討議を重ねてゆくことを通して、論理的に思考する力・考察する力を養っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。授業中に適宜プリントを配布します。

授業の中で紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に講義を行ないます。
第１回　国語学・日本語学研究とは
第２回　演習の運営方針と発表予定について
第３回～第14回　各人の発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表…50％　　レポート…30％　　課題…10％　　討議…10％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文執筆に向け、研究計画を立て、それに基づき計画的に研究を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461162 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
ダニエル・ストラック / Daniel C. Strack / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知言語学を用いることにより、文化と文学の関連性を探求する。文学、新聞、広告などに登場するメタファーの文化的背景を視野に入れ、そ
のメタファーがいかなる認知的及び文化的過程を通して成り立っているかを検討する。演習のキーワードは、認知言語学、認知文学、比較文学
、メタファー論、表象である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　修士論文計画に関する検討
　２回～14回　　院生による口頭発表及び教員による指導
１５回　　　　　今後の研究計画に関する検討

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加：30%   小テスト：0%   期末試験：0%   課題：45%   態度：25%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文計画書の通りに研究を行なうことが重要なポイントです。院生は計画の通りに研究を実行しなければ、修士論文提出締め切りまでに提
出できなくなり場合があります。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461163 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

毎回、各自の研究内容に沿い、1000〜1200字程度のエッセイ課題を出す。課題は授業の１日前にemailによって提出してもらう。提出されたエッ
セイの内容をもとにしてチュータリング方式で指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献は、研究内容の展開に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、エッセイ内容についてのディスカッションと指導。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加・課題エッセイ
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461164 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

論文指導を受けたい受講生と相談のうえ、どのような課題について論文を書くか、また、その受講生のこれまでの学習・研究状況に応じて、必
要な文献講読を行う。同時に、言語学の分野における論文執筆作法の基礎を身につける。言語学の下位分野1領域の興味のある課題について、小
さな論文をまとめる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に指定。
その他プリント配布。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　受講生との相談
第２回－第５回　文献講読（音韻論・形態論・統語論・意味論・語用論）
第６回－第10回　言語学の課題についての議論
第11回－第14回　受講生による発表
第15回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…45％　　課題…10％　　レポート…45％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461165 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために必要な基礎的知識を体得すると同時に、研究のための理論を習得します（例えばエコクリティシズム、フェミニスト批評
、ポストコロニアル批評等々）。
  修士論文で扱う作家、作品、関心のあるテーマなどを絞り込むことで、２年次からの論文作成の実践に備えます。（講義全体のキーワードは「
修士論文」「基礎」「批評方法」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

様々な資料を通じて理論を学びつつ、関心のある作家、作品、関心のあるテーマを深めるための資料なども読破していきます。

第１回　　　　 導入。1学期の予定表を作成します。
第２回～14回　 担当学生と相談の上、計画を立てて授業を進めていきます。
第15回　　　　 総括。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の報告書…80％　　授業への参加度など…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回出す課題をしっかりとこなしていってください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461166 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆のための指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

修論に関する文献を用いる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　研究計画の作成指導
　３回　研究計画の作成指導
　４回　研究計画の作成指導
　５回　研究史のまとめ
　６回　研究史のまとめ
　７回　研究史のまとめ
　８回　研究史のまとめ
　９回　研究史のまとめ
１０回　研究史のまとめ
１１回　研究史のまとめ
１２回　研究史のまとめ
１３回　研究史のまとめ
１４回　研究史のまとめ
１５回　まとめ　学期レポートの提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期レポート　…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461167 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国）の政治思想と国際関係への理解を深めるために、関連文献とともに原典・古典を読解する。ゼ
ミ参加学生の論文テーマに沿って、報告・討論の機会を設ける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時紹介する。またゼミ参加学生各自の関心分野に関する参考文献は随時相談に応じる。

授業中紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

読解する文献、原典・古典は授業中決める。
レジュメの作成・報告、討論。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミ参加度、論文の進度などによって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ゼミ参加学生は自分の論文テーマを紹介すること。関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461168 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史に関する履修者の個別研究テーマに沿って、研究、調査を進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修者の個別研究テーマにそったテキスト

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

履修者の個別レポートを議論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レポートを用意する
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461169 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中華人民共和国の共産党一党支配体制と市場経済化との関係について検討し、改革開放政策に対する評価を試みる。詳細は受講生の関心に応じ
て柔軟に対応する。学期末にレポートを課す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業で指示する。

受講生の関心に基づいて適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールで進める。
　１回　イントロダクション
　２回～１４回　指定した文献の輪読・報告・議論。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60％　　レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

あらかじめテキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・
台湾の地図などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461170 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

個別に設定されたテーマについて中国経済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修生のテーマに沿って取り扱う。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  研究報告、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461171 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

履修者自らが研究課題を設定し研究活動を遂行していくための力の育成を目的とする。研究課題の設定から、論文の構想検討、発表、論文提出
に至るプロセスを重視する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

James E. Dougherty and Robert L. Pfaltzgraff, Contending Theories of International Relations: A Comprehensive Survey, 5th ed. (New York:
Longman, 2009)
Koren Mingst, Essentials of International Relations, 3rd ed. (New York: W.W. Norton, 2007)
その他、随時紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

2学期開講の特別研究（M）IBと合わせて、一年間を通じて、論文構想の検討、研究発表、論文提出という形で進めていく予定である。論文は
4万字程度とする。

　１回　　　　　授業内容の説明など
　２回～４回　　論文構成の作成、発表、改訂
　５回～１３回　発表　
１４回～１５回　前期最終発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文構成作成、質疑応答など論文作成作業…20%、発表…20%、論文…60％。

課題提出が締切から1日遅れるごとに、その課題に対して10％減点とする。詳細については、最初の授業で説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

東アジア国際政治に関する学部卒業生程度の基礎知識
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461172 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆に向けて、東アジア経済に関して履修者が設定した個別テーマに沿った指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に必要に応じて指示する。

授業時に必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　 ガイダンス、研究テーマの確認
２回～14回　 毎回発表者が個別テーマについて報告し、それにしたがって議論を進める。
15回　　　   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、授業での報告と議論、レポートなどから総合的に判断する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究テーマに関する関連文献のリストと、書こうとする論文の章構成を出来るだけ早く作成すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461173 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成に向けて、まず、研究テーマ（日本政治外交史）を決める手助けをしたい。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生との話し合いによる。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回　学生による報告とそれに対する指導。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461174 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆指導。
各人のテーマに従って報告をしてもらい、議論していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自に対し随時指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション
第２回～第15回：論文のテーマに沿って、問題意識、構成、内容等を随時報告してもらい、検討していく。
特に問題意識には重点をおいて指導したい。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461175 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後東南アジアの国際関係に関する英語文献で読んで、政治、外交、エスニック問題などについて報告・討論し、修士論文もしくは課題研究を
執筆するために必要な技法を教示し、論文を完成させることを目指す。修士論文に向けての課題レポートを科す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と相談の上で決定する。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　　 補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461176 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆のための研究指導を行います。各自の大まかなテーマに沿って学術論文を輪読し、その分野における先行研究をまとめる作業を行
います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１４回　文献の輪読をしながら、内容の報告と内容に沿った議論を行います。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…４０％　　報告…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461177 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文にむけた研究指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決定します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修士論文作成に向けて文献講読を中心にゼミ形式で授業を行います。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　文献講読
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点…30％、報告内容…30％、期末レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

事前に文献を熟読しておくこと。英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461178 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けての指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示する。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　イントロダクション。
第２～14回　修士論文の経過報告・テキスト輪読・討論
第15回　　　まとめ
詳細は受講生と相談のうえ決定する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告…30％　　討論への参加度…40％　　レポート類…30％
ただし、報告の放棄や無断欠席が一度でもあった場合には単位はない。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461179 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決める。

必要に応じて各自で調査する。個別の相談に応じる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 修論作成に向けた指導(1)
　３回 修論作成に向けた指導(2)
　４回 修論作成に向けた指導(3)
　５回 修論作成に向けた指導(4)
　６回 修論作成に向けた指導(5)
　７回 修論作成に向けた指導(6)
　８回 修論作成に向けた指導(7)
　９回 修論作成に向けた指導(8)
１０回 修論作成に向けた指導(9)
１１回 修論作成に向けた指導(10)
１２回 修論作成に向けた指導(11)
１３回 修論作成に向けた指導(12)
１４回 修論作成に向けた指導(13)
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告準備を十分に整えておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461180 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

イベリア半島スペインを対象に、近現代における国家と地域ナショナリズムの問題を取り上げる。スペインの地域的多様性を念頭に、国民国家
が自明のものでもなく、地域という枠組みも歴史のなかで作られ変容することを理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
立石博高・中塚次郎編『スペインにおける国家と地域』国際書院、2002年

関哲行ほか編『スペイン２　近現代・地域からの視座』山川出版社、2008年
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～2回　導入編　　歴史のなかの「スペイン」と地域
　３回　国民国家の形成と地域ナショナリズム
　４回～７回　カタルーニャとスペイン
　８回～９回　ガリシア・バスク
１０回～１１回　アンダルシア主義
１２回～１３回　EUのなかの地域　
１４回　自治州国家体制の３０年
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献にあげた本の第２部第１章「国家と地域」を読んでおく。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461181 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

主に多民族国家ロシア・旧ソ連におけるさまざまな地域の言語問題について理解を深める。さらに、言語問題を抱えるヨーロッパ、東南アジア
など他地域との比較を行い、その特徴を明らかにすることを目的とする。テーマは、多言語社会、言語政策、クレオール、消滅の危機にある言
語などを扱う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定（主にロシア・旧ソ連の民族政策、教育政策、言語問題を扱ったテキストを使用予定）

塩川伸明『民族と言語―多民族国家ソ連の興亡〈1〉』岩波書店、2004年
「ことばと社会」三元社、1－9巻

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回－4回　　多言語社会における言語状況
5回―8回　　近代化と教育政策、言語政策
9回―12回　 クレオール、非ネイティブによる作家活動
13回－15回　危機言語

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　50　％　　課題レポート　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461182 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、参加者の関心に沿って文献の輪読を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　ガイダンス
第2回　　　文献紹介
第3回　　　文献の背景説明
第4-8回　　一冊目の輪読
第9回　　　文献の背景説明
第10-14回　二冊目の輪読
第15回　 　講義の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ社会研究とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461183 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国史を研究分野とする修士論文の作成指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究課題に応じて決定する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．研究課題に関する研究史の整理
２．主要原典資料の精読と中文古文書判断力の向上
３．研究報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席・報告・レポート等による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461184 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
児玉  弥生 / KODAMA, Yayoi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、必要な基礎的・理論的知識及び研究法の習得するために、テーマに関する文献収集とその検討や研究手法に関する指導
を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
文献は初回の授業で紹介する。

授業中に適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回　研究計画の検討１【研究目的・課題をめぐって】
　３回　研究計画の検討２【研究方法をめぐって】
　４回　修士論文に関わる文献の購読１【修士論文・課題】
　５回　修士論文に関わる文献の購読２【修士論文・方法】
　６回　修士論文に関わる文献の購読３【日本教育制度学会・学会誌掲載論文】
　７回　修士論文に関わる文献の購読４【日本教育行政学会・学会誌掲載論文】
　８回　修士論文に関わる文献の購読５【日本教育政策学会・学会誌掲載論文】
　９回　修士論文に関わる文献の購読６【日本教育法学会・学会誌掲載論文】
１０回　修士論文に関わる文献の購読７【日本教育経営学会・学会誌掲載論文】
１１回　研究方法１【フィールドワーク・学校】
１２回　研究方法２【フィールドワーク・学校外教育】
１３回　研究計画の検討３【先行研究の検討（研究目的・課題をめぐって）】
１４回　研究計画の検討４【先行研究の検討（研究方法をめぐって）】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　発表報告…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、配布資料は事前によく読んでおくこと。発表者は事前の準備を行い、発表当日はレジュメ等、プレゼン資料を準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461185 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

臨床社会学に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心と論文作成に必要な要素を見積もった上で指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度や報告、論文作成などを総合的に見て評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

臨床社会学研究・社会病理学に関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461186 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境社会学に関する研究のために、調査方法、論文作成方法を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに使用しないが、必要に応じて論文やプリントを配布する。

各自の関心テーマに合わせて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　
　２回　研究の分担発表、討論
　３回　研究の分担発表、討論
　４回　研究の分担発表、討論
　５回　研究の分担発表、討論
　６回　論文講読の分担発表、討論
　７回　論文講読の分担発表、討論
　８回　論文講読の分担発表、討論
　９回　論文講読の分担発表、討論
１０回　研究の分担発表、討論
１１回　研究の分担発表、討論
１２回　研究の分担発表、討論
１３回　研究の分担発表、討論
１４回　研究の分担発表、討論
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点（討論への参加状況含む）…40％　　事前調査と発表内容…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各自の研究テーマの関連文献を自主的に読み進めること、発表までの作業計画をたてて準備しておくことが求められる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461187 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
ロジャー・ウィリアムソン / Rodger S. Williamson / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will be an in-depth comparative cultural analysis of Japan and the United States of America. We will investigate different modes of
analysis and interpretation for each student topic. Discussions and presentations in English will center on materials selected by students for their
thesis. Students will lead the discussion in presenting their own interpretations. Thus, English for Academic Purposes will be another component of
this course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

The instructor will distribute supplemental materials while students are responsible for acquiring their own research materials.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回~３回　 Orientation and guidance for thesis research.
　４回~６回　 Introduction of student thesis topics and materials.
　７回~１１回 Discussion centered on methods of analysis and interpretation
１２回~１５回 Discussions and Presentations led by students based on the contents of
              materials.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation and presentations 40%Final 2000 word paper 60%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

While the instructor will explain necessary preparations during the course, all materials for each session must be read beforehand and students
should be ready for discussion

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461188 /



特別研究（M)ⅠA 【夜】
特別研究

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心に応じて決定する。

受講生に対して個別に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回～１４回　修士論文の経過報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461189 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的･理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献･資料の収集と研究方法を学び、
研究を具体化するために必要な能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参考文献、論文は適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　修士論文作成に必要な指導を個別に行う。

〔これまでの研究事例〕

「失語症患者の音読訓練における継時的変化に関する文献及び調査実験的研究」
「脳血管障害者の形態認知に関する文献及び調査実験的研究」
「統合失調症患者における空間行動と認知地図に関する文献及び調査研究」
「脳血管障害者の視空間認知に関する文献及び調査実験的研究」
「半側無視患者における視覚探索特性」
「ビジュアルフォーマット教材の視認性評価」
「視覚教材作成に関する認知心理学的研究」
「Ryser社製弱視治療用眼鏡箔における有効性の検討」

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、発表内容と修士論文の進行状況：60％、出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文研究の個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461190 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講者各自の研究テーマを論文として結実させることが，特別研究ⅠA，特別研究ⅠB，特別研究ⅡA，特別研究ⅡBを通じた目標である。受講前に研
究をどの程度行ってきたかや，採用する研究手法等によって進め方は異なるために，共通した授業内容としてここに表記することは困難である
。しかし基本的には，研究テーマの絞り込み，関連する先行研究の渉猟とまとめ，問題の明確化，実験・調査の計画と実施，データの分析，論
文の執筆，という流れであり，これらを受講者が互いに発表，議論しながら進めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　受講者の研究の進捗状況に沿って進めていく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究内容　…　50　％　研究への積極的取り組み等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的に研究を進めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461191 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献・資料の収集，研究の方法論を
学び，研究を独自で展開するのに必要な能力をつける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回～第15回　論文執筆指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の自主的研究活動　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分の研究テーマについて，先行研究などを調べ十分に検討しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461192 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間が、歴史的社会的文脈の中に自己の存在を位置づけていく自己実現と相互承認の編成過程を分析することを課題としている。そのために、
（１）グローバルな視点や歴史的な視点で課題を押さえた上で、（２）地域レヴェルでの行動の課題を、文化・教育・福祉・環境など幅広い分
野における学習の契機や条件として把握し、検討する。（３）これらを踏まえて、現代社会における、人間そのものや、人間関係について、そ
の到達点と可能性を明らかにしていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて適宜、紹介する。

○雑誌『月刊　社会教育』国土社
○雑誌『公民館』全国公民館連合会
○雑誌『社会教育』全日本社会教育連合会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文献購読や、生涯教育・社会教育の基礎理論をテーマとした演習を行う。
（１）「自分づくりの危機」の時代といわれる今日的課題について教育学的検討を行い、そのメカニズムを解明し、克服していこうとする実践
について理解を深める。
（２）子どもから成人にわたる教育の論理（学習過程の独自性）について検討を行う。
（３）生活課題や地域課題について理解を深め、地域づくりの課題と可能性を解明する。
（４）地域における教育の構造や、その連関について理解を深める。
（５）ＮＰＯやＮＧＯについての理解を深め、社会参画やボランティア活動について検討を行う。
（６）生涯学習社会における学校教育・家庭教育・社会教育について理解を深め、生涯学習関連の諸活動・制度と、その連携・ネットワークに
ついて検討する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況及び発表内容等を総合して評価する。
平素･･･40％、課題･･･40％、討議･･･20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や文献などの整理、自分なりの意見の整理、論点の検討など
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461193 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成に必要な基礎的・理論的知識と研究法の習得を目指す。研究テーマに関する文献・資料の収集と検討、フィールドにおける調査、
観察、面接の具体的手法に関する指導を行い、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献・資料を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の授業への取り組みと自主的研究活動　　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461194 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１学期に引き続き、修士論文の執筆に向けて求められる基本的な文献の購読、研究計画の検討を行なう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参加者と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
　２回　研究計画の検討　その１
　３回　研究計画の検討　その２
　４回　修士論文に関係する文献の購読
　５回　修士論文に関係する文献の購読
　６回　修士論文に関係する文献の購読
　７回　修士論文に関係する文献の購読
　８回　修士論文に関係する文献の購読
　９回　研究計画の検討　その３
１０回　研究計画の検討　その４
１１回　フィールドワーク
１２回　フィールドワーク
１３回　フィールドワーク
１４回　フィールドワーク
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文の執筆に向けて、積極的な文献収集やフィールドワークを行ない、指導を受けに来てほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461195 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を習得することを目的とする。
専門領域および研究テーマに関する分野の著書・論文・報告書の収集と研究、実験および調査の方法について習得し、研究テーマを具体化する
ための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

研究のすすみ具合に合わせて、柔軟におこなう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、授業中の発表など総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461196 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「社会福祉の実践と研究の視角」
社会福祉の（ないしは社会福祉問題に近接する）領域において頻繁に取り上げられる実践上および研究上の課題を取り上げ、それらを多角的に
検討することによって、この領域における研究対象とすべきことを吟味する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～５回　社会福祉研究の動向
第６～10回　研究方法に関する検討
第11、12回　研究課題に関する報告と討論
第13～15回　研究論文の意味と位置

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　レポート　…　40％　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この授業では院生の研究報告を中心に実施するので、事前の文献研究など、準備を重視してほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461197 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究では、前期の検討を基に課題の精査を進める予定。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料作成等による）。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

課題の設定や研究テーマを精査するように進める。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出３０％　課題報告７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

課題と研究計画の整理
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461198 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的な理論的知識と研究方法を修得させることを目的とする。研究テーマに関する文献・資料の収集と検討、フィー
ルド調査の方法についての指導をおこない、研究を具体化進めるための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献ともに受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

年度当初に作成した受講者の個々のスケジュールに基づいて、1学期から引き続いて実施する。
時間配分は、おおむね以下のような予定である。
　１回～５回　受講者の研究方法の試行
　６回～７回　研究方法の妥当性の検討
　８回～15回　決定した研究方法により研究を行う。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究遂行の積極性　…　50％　　　研究の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自発的な研究態度が良い結果を生みます。指導教員の指示のみでなく、自分のアイディアを生かして積極的に行動し、その結果を持って授業に
参加してください。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461199 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人のいとなみと環境の相互作用に注目し、フィールドワークによる生態人類学研究を行う
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する。

講座「生態人類学」
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１年目は文献研究と予備調査を進める。
２年目は論文の執筆と考察の検討を進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションと論文
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

野に出ること。本を読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461200 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
当該院生と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％　レジュメ５０％、発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズに関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461201 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、１年かけて自らの研究課題について論文を作成することをめざす。
２学期は（１学期の作業をふまえ）下記の作業をおこなう。
　（１）文献レビューをもとに「調査」を企画・実施する。
　（２）論文を完成させる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。（ただし、自らの「問い」に関する文献リストを作成してもらう。）

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（１）１学期に引き続き、自ら作成した「文献リスト」に基づき、文献の内容を報告してもらう。質　　　疑・応答を通して、理解を深める。
（２）調査の「企画書」を作成する。この「企画書」にもとづき実査を行う。
（３）調査の進捗状況、論文の内容について１ヶ月に１回程度、報告してもらう。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（論文）…８５％　参加・貢献度…１５％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

調査企画書の作成、文献の報告準備が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461202 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカ文学・映画と、アメリカ文化・社会との関連性を分析する際の手法について理解を深める。
授業の詳細に関しては、出席者の研究テーマと興味の所在を踏まえたうえで決定し、可能な限り、修士論文の作成につながる形の授業を行いた
い。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、和文、英文のプリントを配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション、授業のテーマと方向性の決定
　２回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　３回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　４回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　５回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　６回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　７回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　８回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
　９回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１０回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１１回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１２回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１３回　最初に決めたテーマに基づく発表と指導
１４回　全体のまとめ
１５回　レポートの提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席50％　発表50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

事前に与えた課題を行っておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461203 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１．修士論文を書き上げるための指導と特別研究をします。
２．修士論文のテーマに関するアメリカ文学の主要な作品と批評を読む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
研究するテーマに必要な、資料・文献・テキストについてできうる限りプリント教材として提供します。是非必要な書は、買って貰います。
　　N. Hawthorneの作品　　　　H. Melvilleの作品　　　M. Twainの作品
　　H. Jamesの作品　　　　F.S. Fitzgeraldの作品　　　E. Hemingwayの作品
　　W. Faulknerの作品

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　N. Hawthorneの作品【短編集】
２回　N. Hawthorneの作品【長編】
３回　H. Melvilleの作品【短編集】
４回　H. Melvilleの作品【長編】
５回　M. Twainの作品【短編集】
６回　M. Twainの作品【長編】
７回　H. Jamesの作品【短編集】
８回　H. Jamesの作品【長編】
９回　F.S. Fitzgeraldの作品【短編集】
10回　F.S. Fitzgeraldの作品【長編】
11回　E. Hemingwayの作品【短編集】
12回　E. Hemingwayの作品【長編】
13回　W. Faulknerの作品【短編集】
14回　W. Faulknerの作品【超編集】
15回　ポストモダニズムの作品を読む【ポストモダン】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表（50％）・リポート（50％）で判断します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461204 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

Course undertakes in-depth research of texts and topics—including primary and secondary sources.  Approach is exploratory and adaptable to
student’s needs. We explore range of themes, their usefulness to specific areas of research, mapping out of contexts.  In course of semester,
student should submit material that can be incorporated into the thesis.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed materials distributed by the instructor.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　Introduction:  Themes in 19th Century American Fiction　
　２回　The Supernatural--on the border between life and death
　３回　American Gothic
　４回　Madness in American Literature, an overview　
　５回　Regionalism
　６回  Tales of the City
　７回　The Making of Mystery
　８回　Family, Kinship and the Un-making of self
　９回  The Bounded and the Unbounded    　
１０回　Roads of excess
１１回  Nostalgia
１２回  Fantasy
１３回  The Body at its limit
１４回  Emotion and Style
１５回  Outlining and initial drafting

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation　… 30 ％　Participation …　30 ％　Drafts … 40 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461205 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得させる。
　具体的にはGenette、Chatman、Rimmon-Kenanらによって展開されている物語論（narratology）――語りの構造研究――の観点から、英語で書か
れた物語テキストの構造分析の方法を習得させる。語り手の視点の特徴、語り手と「映し手」（reflector）の関係、語り手の潜在化の度あい、「
映し手」の内的焦点化の深度等の分析法を理解させる。
　研究テーマに関する文献・資料の収集方法についての指導もおこない、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生の研究テーマに役立つ適切な批評論文を逐次プリントであたえてテキストとする。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文学テキストと批評論文、批評方法についてあたえるアサインメントに応えてもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

優れた修士論文を書くために必要な知識を修得できたかどうかで判断する。
出席…５０％　　課題…５０％　　期末試験…しない

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英文批評論文を読み、ノートを作り、アサインメントにWord-fileで提出する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461206 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

コミュニケーションの現場での実践的な調査および、その成果を理論を基に分析すること。同時に修士論文作成の手順、具体的アプローチの参
照とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
岡本真一郎（編）『ことばのコミュニケーション』ナカニシヤ出版

スペンサー・オーティー（編著）『異文化理解の語用論』研究社
井出・平賀（編）『講座社会言語科学１　異文化とコミュニケーション』ひつじ書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　コースワークの解説　　　　
  ２回  対人関係の推論
  ３回　ポライトネス理論と初対面の会話
　４回　丁寧体基調の談話に見るポライトネス・ストラテジー
  ５回　親しさとポライトネス
  ６回　親しさを考慮した日英語の会話研究
　７回　親密な二者な対人コミュニケーション
　８回　依頼・要求の表現の研究動向
　９回　日英語の依頼・表現の分類
１０回　依頼・要求の談話展開
１１回　ほめことばと応答
１２回　皮肉に関する実験的研究
１３回　マイナス評価表明のモデル
１４回　影響力の武器としてのユーモア
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業の参加、活動　８０％　　アサインメント　２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理論的な側面と同様に実践的な作業、また実践敵なものの解読作業が必要である。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461207 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

原書の読解力の養成ならびに各自の修士論文テーマを絞り込む。各自の修士論文テーマに関する種々の論文を多読し、批判的検討を加える。
　中国・清末の京劇改革運動から中国近代演劇の父と称される曹禺の登場を経て、中華人民共和国樹立後演劇家に転進した老舎等、代表的な作
家・作品に目を通し、さらにそれらに関する各種論文を読み、批判的検討を加えていく。さらに、中国文化大革命時期の作家・作品や同時代に
つなげるためにノーベル文学作家で中国不条理劇の旗手高行健の作品を読解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 清末の演劇・京劇について
第2回　 清末の演劇・京劇改革運動
第3回　 清末の演劇・上海における話劇の誕生
第4回　 清末の演劇・日本東京で話劇誕生
第5回　 清末の演劇・プロ話劇団の誕生
第6回　 清末の演劇・辛亥革命と話劇運動
第7回　 中華民国の演劇・イプセン劇の受容
第8回　 中華民国の演劇・ロマンチスト田漢
第9回　 中華門国の演劇・洪深と中国初の女優登場
第10回　中華民国の演劇・左翼劇作家夏衍の演劇
第11回　中華民国の演劇・近代演劇の父曹禺の演劇
第12回　中華人民共和国の演劇・老舎の演劇
第13回　中華人民共和国の演劇・文化大革命期の演劇
第14回　中華人民共和国の演劇・不条理劇の旗手高行健
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（課題発表含む）・・・50％　　レポート・・・50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

多くの資料を読み、レポートを提出してもらうので、しっかり準備して授業に臨んでほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461208 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法における研究成果をまとめ、修士論文のテーマを考える。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

研究論文が中心になっているので、授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．現代中国語文法に関する問題を分類する。
２．問題別に研究現状をまとめる。
３．修論のテーマを決めた上で、関係ある論文を読む。
４．論文と修論について討論する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点100％で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に適宜指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461209 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究においては、修士論文作成のための指導を行う。修士論文で取り上げるテーマの選定をはじめ、論文作成の準備作業、執筆について報
告と討議を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テーマに応じて指示する。

テーマに応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　修士論文の指導
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究計画に沿って報告と論文作成の準備を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461210 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461211 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この科目は、修士論文で国語学ならびに日本語学上の問題を取り上げようとする人を対象に、論文執筆に向けて必要な調査や研究について指導
を行ないます。主に、国語学・日本語学研究おける実証的論証方法を習得することを目指します。授業は、ゼミ生自らが国語学・日本学上の問
題点を見出し、調査・検討した結果を発表するという形態をとります。発表に際して必要となる文献収集の方法や研究方法についての助言・指
導はその都度具体的に行なってゆきます。また、討議を重ねてゆくことを通して、論理的に思考する力・考察する力を養っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。授業中に適宜プリントを配布します。

授業の中で紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に講義を行ないます。
第１回　国語学・日本語学研究とは
第２回　演習の運営方針と発表予定について
第３回～第14回　各人の発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表…50％　　レポート…30％　　課題…10％　　討議…10％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文執筆に向け、研究計画を立て、それに基づき計画的に研究を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461212 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
ダニエル・ストラック / Daniel C. Strack / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知言語学を用いることにより、文化と文学の関連性を探求する。文学、新聞、広告などに登場するメタファーの文化的背景を視野に入れ、そ
のメタファーがいかなる認知的及び文化的過程を通して成り立っているかを検討する。演習のキーワードは、認知言語学、認知文学、比較文学
、メタファー論、表象である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　修士論文計画に関する検討
　２回～14回　院生による口頭発表及び教員による指導
１５回　　　　今後の研究計画に関する検討

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加：30%   小テスト：0%   期末試験：0%   課題：45%   態度：25%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文計画書の通りに研究を行なうことが重要なポイントです。院生は計画の通りに研究を実行しなければ、修士論文提出締め切りまでに提
出できなくなり場合があります。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461213 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

毎回、各自の研究内容に沿い、1000〜1200字程度のエッセイ課題を出す。課題は授業の１日前にemailによって提出してもらう。提出されたエッ
セイの内容をもとにしてチュータリング方式で指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献は、研究内容の展開に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、エッセイ内容についてのディスカッションと指導。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加・課題エッセイ
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461214 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1学期に引き続き、論文指導を受けたい受講生と相談のうえ、修士論文作成の予備研究としての研究を開始する。そのために必要な文献講読を行
う。そして、可能であれば複数の言語学関連教員の前での発表を通して、発表技術（ハンドアウト、発表、質疑応答への対応など）を身につけ
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に指定。
その他プリント配布。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　受講生との相談
第２回－第９回　文献講読
第10回－第13回　課題研究
第14回　　　　　受講生による発表
第15回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…45％　　　課題…10％　　　レポート…45％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461215 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために必要な基礎的知識を体得すると同時に、研究のための理論を習得します（例えばエコクリティシズム、フェミニスト批評
、ポストコロニアル批評等々）。
  修士論文で扱う作家、作品、関心のあるテーマなどを絞り込むことで、２年次からの論文作成の実践に備えます。（講義全体のキーワードは「
修士論文」「批評方法」「対象の絞込み」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

様々な資料を通じて理論を学びつつ、関心のある作家、作品、関心のあるテーマを深めるための資料なども読破していきます。

第１回　 　　　導入。２学期の予定表を作成します。
第２回～14回　 担当学生と相談の上、計画を立てて授業を進めていきます。
第15回　　　　 総括。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の報告書…80％　　授業への参加度など…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回出す課題をしっかりとこなしていってください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461216 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆のための指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

修論に関する文献を用いる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　１学期レポートの添削
　３回　１学期レポートの添削
　４回　史料分析の指導
　５回　史料分析の指導
　６回　史料分析の指導
　７回　史料分析の指導
　８回　史料分析の指導
　９回　史料分析の指導
１０回　年次レポートの作成
１１回　年次レポートの作成
１２回　年次レポートの作成
１３回　年次レポートの作成
１４回　年次レポートの作成
１５回　まとめ　年次レポートの提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

年次レポート　…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461217 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国）の政治思想と国際関係への理解を深めるために、関連文献とともに原典・古典を読解する。ゼ
ミ参加学生の論文テーマに沿って、報告・討論の機会を設ける。この科目は基本的に、前期の「特別研究（M）IA」の延長ゼミである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時紹介する。またゼミ参加学生各自の関心分野に関する参考文献は随時相談に応じる。

授業中紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

読解する文献、原典・古典は授業中決める。
レジュメの作成・報告、討論。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミ参加度、論文の進度などによって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ゼミ参加学生は自分の論文テーマを紹介すること。関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461218 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史に関する履修者の個別研究テーマに沿って、研究、調査を進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
修者の個別研究テーマにそったテキスト

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

履修者の個別レポートを議論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レポートを用意する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461219 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国の対外認識および外交の変遷について検討し、内政と国際要因が中国の対外的な行動にいかなる影響を与えてきたのかについて理解を
深める。詳細は受講生の研究テーマに応じて柔軟に対応する。学期末にレポートを課す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業で指示する。

受講生の関心に基づいて適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールで進める。
　１回　イントロダクション
　２回～１４回　指定した文献の輪読・報告・議論
１５回　レポート提出とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　　レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

あらかじめテキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・
台湾の地図などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461220 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

個別に設定されたテーマについて中国経済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修生のテーマに沿って取り扱う。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  研究報告、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461221 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

履修者自らが研究課題を設定し研究活動を遂行していくための力の育成を目的とする。1学期の特別研究（M）IAで始めた論文作成作業を継続し
、より完成度の高い論文を作成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

James E. Dougherty and Robert L. Pfaltzgraff, Contending Theories of International Relations: A Comprehensive Survey, 5th ed. (New York:
Longman, 2009)
Koren Mingst, Essentials of International Relations, 3rd ed. (New York: W.W. Norton, 2007)
その他、随時紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1学期開講の特別研究（M）IAと合わせて、一年間を通じて、論文改訂、研究発表、論文提出という形で進めていく予定である。

　１回　　　　　2学期の取組みについての話し合い
　２回～１３回　発表　
１４回～１５回　最終発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

質疑応答、改訂など論文作成作業…20%、発表…20%、論文最終稿…60％。

課題提出が締切から1日遅れるごとに、その課題に対して10％減点とする。その他、詳細については、最初の授業で説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

同担当者の特別研究（M）IAを履修し終えていること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461222 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆に向けて、東アジア経済に関して履修者が設定した個別テーマに沿った指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に必要に応じて指示する。

授業時に必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　 ガイダンス、研究テーマの確認
２回～14回　 毎回発表者が個別テーマについて報告し、それにしたがって議論を進める。
15回　　　   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、授業での報告と議論、レポートなどから総合的に判断する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究テーマに関する関連文献のリストと、書こうとする論文の章構成を出来るだけ早く作成すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461223 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成に向けて、まず、研究テーマ（日本政治外交史）を決める手助けをしたい。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生との話し合いによる。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回　学生による報告とそれに対する指導。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461224 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆指導。
各人のテーマに従って報告をしてもらい、議論していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自に対し随時指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション
第２回～第15回：論文のテーマに沿って、問題意識、構成、内容等を随時報告してもらい、検討していく。
論文執筆に向けての資料収集に重点を置く。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461225 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後東南アジアの国際関係に関する英語文献で読んで、政治、外交、エスニック問題などについて報告・討論し、修士論文もしくは課題研究を
執筆するために必要な技法を教示し、論文を完成させることを目指す。修士論文に向けての課題レポート（３）を科す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と相談の上で決定する。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　　 補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート(３)　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461226 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究（M）IAで先行研究をまとめた後、IBでは受講生が各自の研究テーマの絞り込みを行い、演習を通じて論点を明確化する作業を行います
。その際、各自が報告を行い、質疑応答形式で議論を行うという形式を用います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１４回　各自の報告に沿って議論を行います。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…４０％　　報告…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461227 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文にむけた研究指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決定します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修士論文作成に向けて、献講読を中心にゼミ形式で授業を行います。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　文献講読
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点…30％、報告内容…30％、期末レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

事前に文献を熟読しておくこと。英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461228 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けての指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示する。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　イントロダクション。
　第２～14回　修士論文の経過報告・テキスト輪読・討論
　第15回　　　まとめ
詳細は受講生と相談のうえ決定する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告…30％　　討論への参加度…40％　　レポート類…30％
ただし、報告の放棄や無断欠席が一度でもあった場合には単位はない。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461229 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決める。

必要に応じて各自で調査する。個別の相談に応じる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 修論作成に向けた指導(1)
　３回 修論作成に向けた指導(2)
　４回 修論作成に向けた指導(3)
　５回 修論作成に向けた指導(4)
　６回 修論作成に向けた指導(5)
　７回 修論作成に向けた指導(6)
　８回 修論作成に向けた指導(7)
　９回 修論作成に向けた指導(8)
１０回 修論作成に向けた指導(9)
１１回 修論作成に向けた指導(10)
１２回 修論作成に向けた指導(11)
１３回 修論作成に向けた指導(12)
１４回 修論作成に向けた指導(13)
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告準備を十分に整えておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461230 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１９世紀はかつてないほどに大規模な移民現象が起きています。授業では大西洋をまたいで１９世紀後半から２０世紀初頭に出現した国際移動
に関する最近の論文、およびイベリア半島南部を基点に形成される移民の流れ（メソシステム・レベル）を取り上げ、移民研究の動向や方法も
理解します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
次の英文論文を最初の授業で配布。
　Carl Strkwerda, “Tides of Migration, Current of History: The State, Economy, and the Transatlantic Movement of Labor in the Nineteenth and
Twentieth Centuries”, International Review of Social History, 44, 1999, pp.367- 394.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　導入的講義　
２回～７回　上記の論文を読む
　　　　　　移民は近代の現象か？　国家はどのような機能を果たしたか?
８回～９回　移民研究のアプローチ：学界動向論文紹介
10回～11回　南イベリアを基点とする【移民システム】の形成・消滅・再現
12回～13回　ヨーロッパの南から北への労働力移動
　　　　　　アンダルシア移民
14回　　　　スペイン南部からカタルーニャへの移民
15回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業での報告とレポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

最初の数回の授業のために、事前に英文の論文を読む。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461231 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

主に欧米の多言語主義の動向、日本におけるさまざまな地域出身者の外国人に対する日本語教育について理解を深める。
テーマは、国際化社会における言語問題、多言語主義、言語調査などを扱う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定（言語問題、多言語主義、言語調査を扱ったテキストを使用予定）

「ことばと社会」三元社、1－9巻
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回－4回　外国人への日本語教育論
5回―8回　ヨーロッパ、カナダの多言語主義
9回―12回　ブラジル、台湾における言語調査方法
13回－15回　ウクライナにおける言語調査

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　50　％　　　課題レポート　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461232 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、参加者の関心に沿って文献の輪読を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　ガイダンス
第2回　　　文献紹介
第3回　　　文献の背景説明
第4-8回　　一冊目の輪読
第9回　　　文献の背景説明
第10-14回　二冊目の輪読
第15回　 　講義の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ社会研究とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461233 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国史を研究分野とする修士論文の作成指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究課題に応じて決定する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．研究課題に関する研究史の整理
２．主要原典資料の精読と中文古文書判断力の向上
３．研究報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席・報告・レポート等による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461234 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
児玉  弥生 / KODAMA, Yayoi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、必要な基礎的・理論的知識及び研究法の習得するために、特別研究ⅠAの成果及び出てきた課題をふまえ、テーマに関す
る文献収集とその検討や研究手法に関する指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
文献は初回の授業で紹介する。

授業中に適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回　修士論文に関わる文献の購読１【修士論文・課題】
　３回　修士論文に関わる文献の購読２【修士論文・方法】
　４回　修士論文に関わる文献の購読３【日本教育学会・学会誌掲載論文】
　５回　修士論文に関わる文献の購読４【日本子ども社会学会・学会誌掲載論文】
　６回　修士論文に関わる文献の購読５【日本教育社会学会・学会誌掲載論文】
　７回　修士論文に関わる文献の購読６【日本比較教育学会・学会誌掲載論文】
　８回　修士論文に関わる文献の購読７【異文化間教育学会・学会誌掲載論文】
　９回　研究方法１【フィールドワーク・学校】
１０回　研究方法２【フィールドワーク・学校外教育】
１１回　研究方法３【面接・質問事項の精査】
１２回　研究方法４【面接・聞き取りの手法】
１３回　研究計画の検討１【先行研究の検討（研究目的・課題をめぐって）】
１４回　研究計画の検討２【先行研究の検討（研究方法をめぐって）】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　発表報告…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、配布資料は事前によく読んでおくこと。発表者は事前の準備を行い、発表当日はレジュメ等、プレゼン資料を準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461235 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

臨床社会学に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心と論文作成に必要な要素を見積もった上で指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度や報告、論文作成などを総合的に見て評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

臨床社会学研究・社会病理学に関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461236 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境社会学に関する研究のために、調査方法、論文作成方法を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに使用しないが、必要に応じて論文やプリントを配布する。

各自の関心テーマに合わせて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　
　２回　研究の分担発表、討論
　３回　研究の分担発表、討論
　４回　研究の分担発表、討論
　５回　研究の分担発表、討論
　６回　論文講読の分担発表、討論
　７回　論文講読の分担発表、討論
　８回　論文講読の分担発表、討論
　９回　論文講読の分担発表、討論
１０回　研究の分担発表、討論
１１回　研究の分担発表、討論
１２回　研究の分担発表、討論
１３回　研究の分担発表、討論
１４回　研究の分担発表、討論
１５回　修士論文発表会への参加

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点（討論への参加状況含む）…40％　　事前調査と発表内容…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各自の研究テーマの関連文献を自主的に読み進めること、発表までの作業計画をたてて準備しておくことが求められる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461237 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
ロジャー・ウィリアムソン / Rodger S. Williamson / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will be an in-depth comparative cultural analysis of Japan and the United States of America. We will investigate different modes of
analysis and interpretation for each student topic. Discussions and presentations in English will center on materials selected by students for their
thesis. Students will lead the discussion in presenting their own interpretations. Thus, English for Academic Purposes will be another component of
this course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

The instructor will distribute supplemental materials while students are responsible for acquiring their own research materials.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回~３回   Orientation and guidance for thesis research.
　４回~６回   Introduction of student thesis topics and materials.
　７回~１１回 Discussion centered on methods of analysis and interpretation
１２回~１５回 Discussions and Presentations led by students based on the contents of
              materials.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation and presentations 40%Final 2000 word paper 60%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

While the instructor will explain necessary preparations during the course, all materials for each session must be read beforehand and students
should be ready for discussion

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461238 /



特別研究（M)ⅠB 【夜】
特別研究

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心に応じて決定する。

受講生に対して個別に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回～１４回　修士論文の経過報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461239 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的･理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献･資料の収集と研究方法を学び、
研究を具体化するために必要な能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参考文献、論文は適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　修士論文作成に必要な指導を個別に行う。

〔これまでの研究事例〕

「失語症患者の音読訓練における継時的変化に関する文献及び調査実験的研究」
「脳血管障害者の形態認知に関する文献及び調査実験的研究」
「統合失調症患者における空間行動と認知地図に関する文献及び調査研究」
「脳血管障害者の視空間認知に関する文献及び調査実験的研究」
「半側無視患者における視覚探索特性」
「ビジュアルフォーマット教材の視認性評価」
「視覚教材作成に関する認知心理学的研究」
「Ryser社製弱視治療用眼鏡箔における有効性の検討」

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、発表内容と修士論文の進行状況：60％、出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文研究の個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461240 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講者各自の研究テーマを論文として結実させることが，特別研究ⅠA，特別研究ⅠB，特別研究ⅡA，特別研究ⅡBを通じた目標である。受講前に研
究をどの程度行ってきたかや，採用する研究手法等によって進め方は異なるために，共通した授業内容としてここに表記することは困難である
。しかし基本的には，研究テーマの絞り込み，関連する先行研究の渉猟とまとめ，問題の明確化，実験・調査の計画と実施，データの分析，論
文の執筆，という流れであり，これらを受講者が互いに発表，議論しながら進めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　受講者の研究の進捗状況に沿って進めていく。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究内容　…　50　％　研究への積極的取り組み等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的に研究を進めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461241 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために，個別的に指導を行う。研究テーマに関するデータの収集・分析方法，論文の執筆技術などについての指導を行い，修士
論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回～第15回　論文執筆指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の自主的研究活動　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分の研究テーマについて，具体的方法論を十分に検討しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461242 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成の基礎となる研究活動を行う。
生涯学習・生涯教育の視点から見た現代社会の人間関係に関する課題と方法の設定について学び、文献研究などを行いながら、結果を発表し、
討議する。
それらを踏まえて、各自で考察・検討を深め、自分なりの視点を客観的に説明できる力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

理論研究と実証研究を中心に概ね以下のスケジュールで演習を行う。
（１）理論的な考え方について。実証研究とは何か
（２）研究とは何か。テーマ設定と関連情報の収集・整理
（３）課題レポート作成と研究計画の提出
（４）先行研究についての文献リストの作成
（５）先行研究についての考察
（６）分析視角と仮説の設定

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況及び発表内容等を総合して評価する。
平素･･･40％、課題･･･40％、討議･･･20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や文献などの整理、自分なりの意見の整理、論点の検討など
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461243 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために、個別的・具体的な助言指導を行うことを目的とする。テーマの設定、資料やデータの収集・分析の方法、論点の明確化
および執筆上の技術などについての指導を行い、修士論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献・資料を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の授業への取り組みと自主的研究活動　　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461244 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461245 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を習得することを目的とする。
専門領域および研究テーマに関する分野の著書・論文・報告書の収集と研究、実験および調査の方法について習得し、研究テーマを具体化する
ための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

研究のすすみ具合に合わせて、柔軟におこなう。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、授業中の発表など総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461246 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「社会福祉の実践と研究の視角」
社会福祉の（ないしは社会福祉問題に近接する）領域において頻繁に取り上げられる実践上および研究上の課題を取り上げ、それらを多角的に
検討することによって、この領域における研究対象とすべきことを吟味する。
特に博士（前期）論文の完成を見通した研究に取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～５回　社会福祉の研究課題に関する討論
第６～10回　研究方法に関する検討
第11～15回　研究課題に関する報告と討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　　レポート　…　40％　　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究の枠組みを具体化するので、先行研究を押さえ、研究テーマ・内容の意義を確認していく。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461247 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究ⅡＡでは、論文作成のための具体的な計画と調査の実施及び、中間的なまとめを作成するための資料の確認等について進める予定。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料作成等による）。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

課題の設定や研究テーマに沿って具体的に進める。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出３０％　課題報告７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

課題と研究計画の具体的な整理
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461248 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成のための、個別的・具体的な助言指導をおこなうことを目的とする。テーマの設定・資料やデータの収集分析の方法・論点の明
確化および執筆上の技術などについての指導をおこない、論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
時間配分は、おおむね以下のような予定である。
　１回～10回　受講者の研究テーマに基づいたデータの収集。
　11回～15回　データの妥当性の検討と、必要に応じてデータの追加収集。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究遂行の積極性　…　50％　　　研究の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自発的な研究態度が良い結果を生みます。指導教員の指示のみでなく、自分のアイディアを生かして積極的に行動し、その結果を持って授業に
参加してください。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461249 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人のいとなみと環境の相互作用に注目し、フィールドワークによる生態人類学研究を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する。

講座「生態人類学」
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１年目は文献研究と予備調査を進める。
２年目は論文の執筆と考察の検討を進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションと論文
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

野に出ること。本を読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461250 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％　レジュメ５０％、発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズに関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461251 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、１年かけて自らの研究課題について論文を作成することをめざす。
１学期には下記の作業をおこなう。
（１）社会学的分析についての基本的な考え方を身につける。
（２）関心のあるテーマについて、「問い」を明確にする。
（３）その「問い」に関する既存の研究文献のレビューを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。（ただし、自らの「問い」に関する文献リストを作成してもらう。）

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（１）自ら作成した「文献リスト」に基づき、文献の内容を報告してもらう。質疑・応答を通して、　　　理解を深める。
（２）６月上旬くらいまでに大まかな「執筆計画書（①題目、②問題の所在、③方法、④先行する内　　　外の関連文献リスト、④執筆スケジ
ュール等）」を出してもらう。
（３）１ヶ月に１回程度、研究の進捗状況を報告してもらう。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（レポート）…７０％　参加・貢献度…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献リストの作成、文献の報告準備が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461252 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

対面式 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成に向けての個別指導を行う。最初は、修士論文の構想に関する検討を受講者と共に行い、修士論文の構想を決定する。その後、決
定した構想を修士論文へと発展させる作業を行う。毎回、修士論文の完成へと向けた課題を与える予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、和文、英文のプリントを配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
　２回　修士論文の構想に関する指導
　３回　修士論文の構想に関する指導
　４回　修士論文の構想に関する指導
　５回　修士論文の構想に関する指導
　６回　修士論文の構想の決定
　７回　修士論文の執筆状況の報告と指導
　８回　修士論文の執筆状況の報告と指導
　９回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１０回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１１回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１２回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１３回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１４回　修士論文の執筆状況の報告と指導
１５回　夏休み中の研究に関する指導

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席50％　修士論文に関する報告50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文の構想、あるいは、執筆状況を説明できるようにしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461253 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１．修士論文を書き上げるための指導と特別研究をする。
２．アメリカ文学の主要な作品を読む。特に、修士論文に関する作家の作品と批評を読む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
研究するテーマに必要な、資料・文献・テキストについてできうる限りプリント教材として提供します。是非必要な書は、買って貰います。

『MLA 英語論文の手引』ジョゼフ・ジバルディ（Joseph Gibaldi）原著、原田敬一（翻訳）
参考文献は図書館の指定図書コーナーに置かれている。その他の必要な参考書は、毎回の授業次に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　はじめに　修士論文指導
２回　『MLA 英語論文の手引』ジョゼフ ジバルディ（Joseph Gibaldi原著）、原田敬一（翻訳）
３回　Jerome David Salinger : Nine Stories【禅・神秘主義】
４回　Jerome David Salinger : The Catcher in the Rye【偽善Phony】
５回　Joseph Heller：CATCH-22【Catch-22的状況】
６回　Ken Kesey：One flew over the Cuckoo’s Nest【狂気と正常】
７回　Philip Roth：Goodbye, Columbus 【ユダヤ系作家】
８回　John Updike：Rabbit Run【Run】【人生】
９回　Norman Mailer：The Naked and the Dead【戦争と狂気】
10回　Norman Mailer：The Deer Park【日常と狂気】
11回　William Seward Burroughs：Junkie【Beat Generation】
12回　William Seward Burroughs：The Naked Lunch【ポストモダン】
13回　Jack Kerouac：On The Road【ビートニク】
14回　Flannery O'Connor ：Wise Blood【New Gothic】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表（50％）・リポート（50％）で判断します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献は図書館の指定図書コーナーに置かれている。その他の必要な参考書は、毎回の授業次に指定するので、テキストを読み、参考文献を
読むこと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461254 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is preparation and initial drafting of the thesis.  Course will survey materials covered in 1st year of study; review choice
of themes to be covered, continue with in-depth exploration of relevant materials, and reading of appropriate critical texts.  Submission on weekly
basis of comments/summary/analysis is expected.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed materials provided by instructor as needed

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回  Introduction 　
　２回　Setting schedule
　３回　Reviewing  critical approaches
　４回　Summarizing critical approaches
　５回　Statement of thesis　
　６回　In-depth reading/summarizing materials
　７回　In-depth reading/summarizing materials
　８回　In-depth reading/summarizing materials
　９回  Identifying key point and supporting passages
１０回  Identifying key point and supporting material
１１回  Identifying key point and supporting material
１２回  Compiling and organization of notes
１３回  Compiling and organization of notes
１４回  Analysis and draft
１５回  Review draft

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation … 30％　Participation … 30 ％　Summaries, Notes, Draft … 40 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461255 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得させる。
　具体的にはGenette、Chatman、Rimmon-Kenanらによって展開されている物語論（narratology）――語りの構造研究――の観点から、英語で書か
れた物語テキストの構造分析の方法を習得させる。語り手の視点の特徴、語り手と「映し手」（reflector）の関係、語り手の潜在化の度あい、「
映し手」の内的焦点化の深度等の分析法を理解させる。
　研究テーマに関する文献・資料の収集方法についての指導もおこない、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生の研究テーマに役立つ適切な批評論文を逐次プリントであたえてテキストとする。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文学テキストと批評論文、批評方法についてあたえるアサインメントに応えてもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

優れた修士論文を書けるかどうかが、評価の唯一の基準。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英文批評論文を読み、ノートを作り、アサインメントにWord-fileで提出する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461256 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導のための先行研究文献の解読を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　コースワークの解説　　　　
　２回　「謝り方の日米比較研究―問題点と今後の課題―」
　３回　「対話における確認型応答の心理的効果」
　４回　「日本人学生の議論能力を規定する要因の検討」
　５回　「韓国語学習者の日本人と在日韓国人との意識の相違」
　６回　「謝罪表明義務感―日本と台湾の対照研究―」
　７回　「日韓の「不満表明」に関する一考察―日本人学生と韓国人学生の比較を通して－」
　８回　「依頼における「説得」の待遇ストラテジー－情報のやりとりと待遇との関係を中心に－」
　９回　「中級日本語学習者における「待遇表現」の習得―環境との関わりによる表現の習得を中心
　　　　　に－」
１０回　「話し手は「相手」や「場」をどう認識するか：日本語と英語のスタンスの差」
１１回　「「待遇理解」の諸相―「表現行為」における「適切さ」との関連について－」
１２回　「「話題の人物」の待遇表現に関する研究－学部学生の使用意識調査を中心に－」
１３回　「待遇コミュニケーションにおける「会話表現」の考え方－会話教育の基礎理論の考察－」
１４回　「断りの「Xはちょっと・・・」に関する考察－日本語教科書の分析から－」
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業でのpresentation　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

先行研究と自分の論文との関わりを常に意識して文献を考察する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461257 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自の修士論文のテーマに関連する種々の論文を批判的に多読し、議論を深めながら各自の研究内容を深め、修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自の修士論文に関連する種々の論文。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第2回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第3回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第4回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第5回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第6回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第7回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第8回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第9回　 修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第10回　修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第11回　修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第12回　修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第13回　修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第14回　修士論文テーマ決定・関連する論文の批判的検討。
第15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況（発表含む）…　50％　　レポート…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回多くの資料を読み、発表してもらうので、しっかり準備して授業に臨んで欲しい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461258 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  昭 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国語学研究・音声学の指導。おもに修士論文作成の指導をおこなう。各自の修論予定テーマに応じた著書・論文を適宜選択し、考察・討論す
る。研究発表・レポート発表を主とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布する。

授業時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス
第2回～　プリント配布した文献を読みすすめ、考察・討論する。また指定文献に関する報告を課す。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…50％　　　研究報告…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文作成のための授業なので、学術論文の書き方についても習熟しておきたい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461259 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修論指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

研究論文が中心になっているので、授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修論について討論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の練習100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に適宜指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461260 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究においては、修士論文作成のための指導を行う。執筆について報告と討議を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テーマに応じて指示する。

テーマに応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　修士論文の指導
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究計画に沿って報告と論文作成の準備を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461261 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本の近代文学研究。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　修論作成のための年間計画の確認
　２回　修士論文作成にかかわる発表
　３回　修士論文作成にかかわる発表
　４回　修士論文作成にかかわる発表
　５回　修士論文作成にかかわる発表
　６回　修士論文作成にかかわる発表
　７回　修士論文作成にかかわる発表
　８回　修士論文作成にかかわる発表
　９回　修士論文作成にかかわる発表
１０回　修士論文作成にかかわる発表
１１回　修士論文作成にかかわる発表
１２回　修士論文作成にかかわる発表
１３回　修士論文作成にかかわる発表
１４回　修士論文作成にかかわる発表
１５回　修士論文作成にかかわる発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表の内容　…　１００　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表時に利用する従来の諸説のコピーを作成する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461262 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けて、必要な調査や研究について指導を行ないます。必要となる文献収集の方法や研究方法についての助言・指導はその都
度具体的に行なってゆきます。また、討議を重ねてゆくことを通して、論理的に思考する力・考察する力を養っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に適宜指示します。

授業の中で紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に講義を行ないます。
第１回　国語学・日本語学研究とは
第２回　演習の運営方針と発表予定について
第３回～第14回　各人の発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の研究への取組み…30％　　論文…50％　　発表・討議…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文執筆に向け、研究計画を立て、それに基づき計画的に研究を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461263 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
ダニエル・ストラック / Daniel C. Strack / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知言語学を用いることにより、文化と文学の関連性を探求する。文学、新聞、広告などに登場するメタファーの文化的背景を視野に入れ、そ
のメタファーがいかなる認知的及び文化的過程を通して成り立っているかを検討する。演習のキーワードは、認知言語学、認知文学、比較文学
、メタファー論、表象である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　修士論文計画に関する検討
　２回～14回　院生による口頭発表及び教員による指導
１５回　　　　今後の研究計画に関する検討

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加：30%   小テスト：0%   期末試験：0%   課題：45%   態度：25%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文計画書の通りに研究を行なうことが重要なポイントです。院生は計画の通りに研究を実行しなければ、修士論文提出締め切りまでに提
出できなくなり場合があります。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461264 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

毎回、各自の研究内容に沿い、1000〜1200字程度のエッセイ課題を出す。課題は授業の１日前にemailによって提出してもらう。提出されたエッ
セイの内容をもとにしてチュータリング方式で指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献は、研究内容の展開に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、エッセイ内容についてのディスカッションと指導。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加・課題エッセイ
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461265 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文指導を受けたい受講生と相談のうえ、どのような課題について修士論文を書くかを決定し、アウトラインと目次をまとめる。また、そ
の受講生のこれまでの学習・研究状況に応じて、修士論文作成に必要不可欠な文献を精読、問題点などを検討する。同時に、修士論文草稿作成
を開始し、加筆・修正を加えて、学期末までに修士論文草稿を仕上げる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に指定。
その他プリント配布。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　受講生との相談
第２回－第４回　修士論文テーマ・アウトライン・目次決定
第５回－第10回　文献講読・発表
第11回－第15回　修士論文草稿発表・議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　　発表…10％　　　修士論文草稿…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）
修士論文執筆

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461266 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１年次の特別研究Iの成果を踏まえつつ、修士論文を作成するために、具体的に個別指導を行います。（講義全体のキーワードは「コンテンショ
ンの確定」「文献の網羅」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

最初に論文作成計画書を作成し、それに従って指導をしていきます。

第１回　　 　　導入。1学期間の予定の作成。
第２回～14回　 担当学生と相談の上、計画を立てて授業を進めていきます。
第15回　　　　 総括。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の報告書　…　80％　　授業への参加度など　…　20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回出す課題をしっかりとこなしていってください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461267 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆のための指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

修論に関する文献を用いる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　研究計画の修正
　３回　研究計画の修正
　４回　研究計画の修正（４月）
　５回　学期レポートの作成
　６回　学期レポートの作成
　７回　学期レポートの作成
　８回　学期レポートの作成
　９回　中間報告会の準備（６月）
１０回　中間報告会の準備
１１回　序論の完成
１２回　序論の完成（７月）
１３回　修士論文の章立て
１４回　修士論文の章立て
１５回　まとめ　学期レポートの提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期レポート　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461268 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国）の政治思想と国際関係への理解を深めるために、関連文献とともに原典・古典を読解する。ゼ
ミ参加学生の論文テーマに沿って、報告・討論の機会を設ける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時紹介する。またゼミ参加学生各自の関心分野に関する参考文献は随時相談に応じる。

授業中紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

読解する文献、原典・古典は授業中決める。
レジュメの作成・報告、討論。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミ参加度、論文の進度などによって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ゼミ参加学生は自分の論文テーマを紹介すること。関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461269 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史に関する履修者の個別研究テーマに沿って、研究、調査を進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修者の個別研究テーマにそったテキスト

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

履修者の個別レポートを議論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レポートを用意する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461270 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講生が中国・台湾に関連するテーマで修士論文を作成するための準備を行う。詳細は受講生の関心に応じて柔軟に対応する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマを考慮して決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールで進める。
　１回　イントロダクション
　２回～１４回　指定した文献の輪読・報告・議論、あるいは研究テーマに関する報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60　％　　　レポートなど提出物…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

あらかじめテキストを熟読して論点を把握し、自分の抱いた問題点（３点程度にまとめる）等を用意してから授業に臨むこと。日頃から中国・
台湾の地図などをテキスト理解のために活用すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461271 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

個別に設定されたテーマについて中国経済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。
修士論文作成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修生のテーマに沿って取り扱う。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  研究報告、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461272 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

履修者自らが研究課題を設定し研究活動を遂行していくための力の育成を目的とする。研究課題の設定から、論文の構想検討、発表、論文提出
に至るプロセスを重視する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

James E. Dougherty and Robert L. Pfaltzgraff, Contending Theories of International Relations: A Comprehensive Survey, 5th ed. (New York:
Longman, 2009)
Koren Mingst, Essentials of International Relations, 3rd ed. (New York: W.W. Norton, 2007)
その他、随時紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

2学期開講の特別研究（M）IIBと合わせて、一年間を通じて、論文構想の検討、研究発表、論文提出という形で進めていく予定である。

　１回　　　　　授業内容の説明など
　２回～４回　　論文構成の作成、発表、改訂
　５回～１３回　発表　
１４回～１５回　前期最終発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文構成作成、質疑応答など論文作成作業…20%、発表…20%、論文…60％。

課題提出が締切から1日遅れるごとに、その課題に対して10％減点とする。詳細については、最初の授業で説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

一年次の間に東アジアの国際政治に関する専門的知識を深めておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461273 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆に向けて、東アジア経済に関して履修者が設定した個別テーマに沿った指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に必要に応じて指示する。

授業時に必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　 ガイダンス、研究テーマの確認
２回～14回　 毎回発表者が個別テーマについて報告し、それにしたがって議論を進める。
15回　　　   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、授業での報告と議論、レポートなどから総合的に判断する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究テーマに関する関連文献のリストと、書こうとする論文の章構成を出来るだけ早く作成すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461274 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本政治外交史に関する論文執筆についての基本的な技法を学んでいく。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生との話し合いによる。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回　学生による報告とそれに対する指導。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461275 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆指導。
各人のテーマに従って報告をしてもらい、議論していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自に対し随時指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション
第２回～第15回：論文のテーマに沿って、問題意識、構成、内容等を随時報告してもらい、検討していく。
特に資料の読み込み、分析を中心に行う。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461276 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後東南アジアの国際関係に関する英語文献で読んで、政治、外交、エスニック問題などについて報告・討論し、修士論文もしくは課題研究を
執筆するために必要な技法を教示し、論文を完成させることを目指す。修士論文に向けての課題レポート（３）を科す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と相談の上で決定する。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　　 補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート(３)　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461277 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成にあたって個別に具体的な指導をいますう。テーマの設定、資料の読み込み、論点の明確化について指導を行い、１学期終了時点
までに予備的な論文の作成を目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１４回　各自の報告に沿って議論を行います。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…４０％　　報告…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461278 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文にむけた研究指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決定します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修士論文作成に向けて研究報告を中心にゼミ形式で授業を行います。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　研究報告（修論指導）
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点…30％、報告内容…30％、期末レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461279 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けての指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示する。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　イントロダクション。
　第２～14回　修士論文の経過報告・テキスト輪読・討論
　第15回　　　まとめ
詳細は受講生と相談のうえ決定する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告…30％　　討論への参加度…40％　　レポート類…30％
ただし、報告の放棄や無断欠席が一度でもあった場合には単位はない。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461280 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決める。

必要に応じて各自で調査する。個別の相談に応じる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 修論作成に向けた指導(1)
　３回 修論作成に向けた指導(2)
　４回 修論作成に向けた指導(3)
　５回 修論作成に向けた指導(4)
　６回 修論作成に向けた指導(5)
　７回 修論作成に向けた指導(6)
　８回 修論作成に向けた指導(7)
　９回 修論作成に向けた指導(8)
１０回 修論作成に向けた指導(9)
１１回 修論作成に向けた指導(10)
１２回 修論作成に向けた指導(11)
１３回 修論作成に向けた指導(12)
１４回 修論作成に向けた指導(13)
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告準備を十分に整えておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461281 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ｌAの続編。イベリア半島スペインを対象に、近現代における国家と地域ナショナリズムの問題を取り上げる。国民国家が自明のものでもなく、
地域という枠組みも歴史のなかで作られ変容することを理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
立石博高・中塚次郎編『スペインにおける国家と地域』国際書院、2002年

関哲行ほか編『スペイン２　近現代・地域からの視座』山川出版社、2008年
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

特別研究（M）lA の続編です。授業内容は受講者と話合いで具体的に決めます。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献にあげた本の第２部第１章「国家と地域」を読んでおく。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461282 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

多民族社会の言語問題について研究方法、調査方法について検討すること、また現地調査の計画を立て実際に調査を行うことを目的とする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定（言語教育、言語政策、現地調査に関するテキストを使用予定）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回－第８回　言語調査関連のテキストの輪読
第9回―第15回　調査計画立案、調査地・調査対象、調査項目、調査内容

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表…　50　％　課題レポート　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461283 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、参加者の関心に沿って文献の輪読を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　ガイダンス
第2回　　　文献紹介
第3回　　　文献の背景説明
第4-8回　　一冊目の輪読
第9回　　　文献の背景説明
第10-14回　二冊目の輪読
第15回　　 講義の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ社会研究とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461284 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国史を研究分野とする修士論文の作成指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究課題に応じて決定する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．研究課題に関する研究史の整理
２．主要原典資料の精読と中文古文書判断力の向上
３．研究報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席・報告・レポート等による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461285 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
児玉  弥生 / KODAMA, Yayoi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、必要な基礎的・理論的知識及び研究法の習得するために、特別研究ⅠA、ⅠBの成果及び出てきた課題をふまえ、テーマに
関する文献収集とその検討や研究手法に関する指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

授業中に適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回　研究計画の検討１【研究目的・課題をめぐって】
　３回　研究計画の検討２【研究方法をめぐって】
　４回　研究計画の検討３【先行研究の検討】
　５回　研究計画の検討４【論文の構成】
　６回　研究方法１【質問紙調査・ワーディング】
　７回　研究方法２【質問紙調査・予備調査】
　８回　研究方法３【映像記録分析】
　９回　研究方法４【音声記録分析】
１０回　研究方法５【発話分析】
１１回　修士論文に関わる発表・討論１【序論・目的】
１２回　修士論文に関わる発表・討論２【序論・先行研究】
１３回　修士論文に関わる発表・討論３【序論・課題設定】
１４回　修士論文に関わる発表・討論４【序論・方法】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　発表報告…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

配布資料は事前によく読んでおくこと。発表者は事前の準備を行い、発表当日はレジュメ等、プレゼン資料を準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461286 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

臨床社会学に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心と論文作成に必要な要素を見積もった上で指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度や報告、論文作成などを総合的に見て評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

臨床社会学研究・社会病理学に関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461287 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境社会学に関する研究の完成にむけて指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
環境社会学に関する研究の完成にむけて指導する。

各自の関心テーマに合わせて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　
　２回　研究の分担発表、討論
　３回　研究の分担発表、討論
　４回　研究の分担発表、討論
　５回　研究の分担発表、討論
　６回　論文講読の分担発表、討論
　７回　論文講読の分担発表、討論
　８回　論文講読の分担発表、討論
　９回　論文講読の分担発表、討論
１０回　研究の分担発表、討論
１１回　研究の分担発表、討論
１２回　研究の分担発表、討論
１３回　研究の分担発表、討論
１４回　研究の分担発表、討論
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点（討論への参加状況含む）…20％　　事前調査と発表内容…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各自の研究テーマの関連文献を自主的に読み進めること、発表までの作業計画をたてて準備しておくことが求められる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461288 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
ロジャー・ウィリアムソン / Rodger S. Williamson / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will be an in-depth comparative cultural analysis of Japan and the United States of America. We will investigate different modes of
analysis and interpretation for each student thesis. Discussions and presentations in English will center on materials selected by students to
incorporate into their thesis. Students will lead the discussion in presenting their own interpretations. Thus, English for Academic Purposes will be
another component of this course. From this point students should have a general outline of their thesis.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

The instructor will distribute supplemental materials while students are responsible for acquiring their own research materials.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回~３回　 Thesis guidance for incorporation of research and materials.
　４回~６回　 Presentation thesis outlines.
　７回~１１回 Discussion centered on thesis development.
１２回~１５回 Discussions and Presentations led by students based on thesis chapters.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation and presentations and drafts 40%Final paper 60%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

While the instructor will explain necessary preparations during the course, all materials for each session must be read beforehand and students
should be ready for discussion

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461289 /



特別研究（M)ⅡA 【夜】
特別研究

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心に応じて決定する。

受講生に対して個別に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回～１４回　修士論文の経過報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461290 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的･理論的知識と研究方法を修得することを目的とする。研究テーマに関する文献･資料の収集と研究方法を学び、
研究を具体化するために必要な能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
参考文献、論文は適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　修士論文作成に必要な指導を個別に行う。

〔これまでの研究事例〕

「失語症患者の音読訓練における継時的変化に関する文献及び調査実験的研究」
「脳血管障害者の形態認知に関する文献及び調査実験的研究」
「統合失調症患者における空間行動と認知地図に関する文献及び調査研究」
「脳血管障害者の視空間認知に関する文献及び調査実験的研究」
「半側無視患者における視覚探索特性」
「ビジュアルフォーマット教材の視認性評価」
「視覚教材作成に関する認知心理学的研究」
「Ryser社製弱視治療用眼鏡箔における有効性の検討」

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、　発表内容と修士論文の進行状況：60％、　出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文研究の個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461291 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

受講者各自の研究テーマを論文として結実させることが，特別研究ⅠA，特別研究ⅠB，特別研究ⅡA，特別研究ⅡBを通じた目標である。受講前に研
究をどの程度行ってきたかや，採用する研究手法等によって進め方は異なるために，共通した授業内容としてここに表記することは困難である
。しかし基本的には，研究テーマの絞り込み，関連する先行研究の渉猟とまとめ，問題の明確化，実験・調査の計画と実施，データの分析，論
文の執筆，という流れであり，これらを受講者が互いに発表，議論しながら進めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　受講者の研究の進捗状況に沿って進めていく
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究内容　…　50　％　研究への積極的取り組み等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的に研究を進めること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461292 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために，個別的に指導を行う。研究テーマに関するデータの収集・分析方法，論文の執筆技術などについての指導を行い，修士
論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回～第15回　論文執筆指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の自主的研究活動　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分の研究テーマについて，具体的方法論を十分に検討しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461293 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成の基礎となる研究活動を行う。
生涯学習・生涯教育の視点から見た現代社会の人間関係に関する課題と方法の設定について学び、文献研究などを行いながら、結果を発表し、
討議する。
それらを踏まえて、各自で考察・検討を深め、自分なりの視点を客観的に説明できる力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

理論研究と実証研究を中心に概ね以下のスケジュールで演習を行う。
（１）調査計画
（２）調査活動の実施（予備調査、本調査）
（３）調査結果の分析
（４）それらの文章化（補足調査）
（５）まとめたものを発表しながら相互に検討・批評を行う。
（６）調査協力者への報告や提案書の作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況及び発表内容等を総合して評価する。
平素･･･40％、課題･･･40％、討議･･･20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や文献などの整理、自分なりの意見の整理、論点の検討など
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461294 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のために、個別的・具体的な助言指導を行うことを目的とする。テーマの設定、資料やデータの収集・分析の方法、論点の明確化
および執筆上の技術などについての指導を行い、修士論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献・資料を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の研究計画に即したスケジュールを年度当初に作成する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の授業への取り組みと自主的研究活動　　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461295 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461296 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を習得することを目的とする。
専門領域および研究テーマに関する分野の著書・論文・報告書の収集と研究、実験および調査の方法について習得し、研究テーマを具体化する
ための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

必要に応じて指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

研究のすすみ具合に合わせて、柔軟におこなう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、授業中の発表など総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461297 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「社会福祉の実践と研究の視角」
社会福祉の（ないしは社会福祉問題に近接する）領域において頻繁に取り上げられる実践上および研究上の課題を取り上げ、それらを多角的に
検討することによって、この領域における研究対象とすべきことを吟味する。
特に博士（前期）論文の完成を見通した研究に取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～５回　社会福祉の研究課題に関する討論
第６～10回　研究方法に関する検討
第11～15回　研究課題に関する報告と討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　　レポート　…　40％　　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

博士（前期）論文を完成させるため、理論構成を精査する。精密な議論ができるよう、当該研究領域における諸理論の位置関係を把握しておく
必要がある。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461298 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究ⅡＢでは、論文としての具体的な報告を中心に進める予定。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料作成等による）。

必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

研究テーマに沿った論文の具体的な報告を中心に進める。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出３０％　課題報告７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告内容の整理
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461299 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成のために、個別的・具体的な助言指導をおこなうことを目的とする。テーマの設定・資料やデータの収集分析の方法・論点の明
確化および執筆上の技術などについての指導をおこない、論文の完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマに応じた文献を必要に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

年度当初に作成した受講者の研究計画に即したスケジュールに従って進める。
時間配分は、おおむね以下のような予定である。
　１回～５回　収集したデータの解析と考察
　６回～13回　論文の執筆法
　14回～15回　口頭発表のためのプレゼンテーションの作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究遂行の積極性　…　50％　　　研究の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自発的な研究態度が良い結果を生みます。指導教員の指示のみでなく、自分のアイディアを生かして積極的に行動し、その結果を持って授業に
参加してください。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461300 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人のいとなみと環境の相互作用に注目し、フィールドワークによる生態人類学研究を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する。

講座「生態人類学」
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１年目は文献研究と予備調査を進める。
２年目は論文の執筆と考察の検討を進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションと論文
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

野に出ること。本を読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461301 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１５回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％、　レジュメ５０％、　発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズに関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461302 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、１年かけて自らの研究課題について論文を作成することをめざす。
２学期は（１学期の作業をふまえ）下記の作業をおこなう。
　（１）文献レビューをもとに「調査」を企画・実施する。
　（２）論文を完成させる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。（ただし、自らの「問い」に関する文献リストを作成してもらう。）

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（１）１学期に引き続き、自ら作成した「文献リスト」に基づき、文献の内容を報告してもらう。質　　　疑・応答を通して、理解を深める。
（２）調査の「企画書」を作成する。この「企画書」にもとづき実査を行う。
（３）調査の進捗状況、論文の内容について１ヶ月に１回程度、報告してもらう。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（論文）…８５％　参加・貢献度…１５％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献リストの作成、文献の報告準備が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461303 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

対面式 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文作成のための詳細な個別指導を行う。
個別指導に沿った加筆訂正を原稿に加え続けることにより、修士論文の無理のない完成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、和文、英文のプリントを配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　修士論文の議論の流れ、構成のチェック
　２回　修士論文の議論の流れ、構成のチェック
　３回　修士論文の議論の流れ、構成のチェック
　４回　修士論文の議論の流れ、構成のチェック
　５回　修士論文の議論の流れ、構成のチェック
　６回　修士論文：章立てのチェック
　７回　修士論文：章立てのチェック
　８回　修士論文：段落構成のチェック
　９回　修士論文：段落構成のチェック
１０回　修士論文草稿のチェック：センテンスレベル
１１回　修士論文草稿のチェック：センテンスレベル
１２回　修士論文草稿のチェック：センテンスレベル
１３回　修士論文草稿のチェック：単語レベル
１４回　修士論文草稿のチェック：引用文献リスト
１５回　完成した修士論文の最終チェック

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席50％　論文執筆状況50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

指示に従って、修士論文の加筆修正作業を行っておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461304 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１．修士論文を書き上げるための指導と特別研究をします。
２．修士論文のテーマに関するアメリカ文学の主要な作品と批評を読む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
研究するテーマに必要な、資料・文献・テキストについてできうる限りプリント教材として提供します。是非必要な書は、買って貰います。
　テキスト　　　Washington Irving：The Sketch Book他

参考文献等は図書館の指定図書コーナーに備えてあるが、授業中さらに必要な参考書等は指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　Washington Irving：The Sketch Book【ヤンキーの原型】
２回　James Fenimore Cooper：The Last Of The Mohicans【アメリカン・ヒーローの原型】
３回　Truman Capote：Other Voices, Other Rooms【南部ゴシックノヴェル】
４回　Truman Capote：In Cold Blood【ノンフィクション・ノベル】
５回　Allen Ginsberg：Howl and Other Poem【Beat Generation】
６回　William Styron：Lie Down in Darkness【暗闇】【鬱】
７回　William Styron：The Confessions of Nat Turner【奴隷反乱の指導者ナット・ターナー】
８回　William Styron：Sophie’s Choice【アウシュヴィッツ】【生き残りの選択】
９回　Kurt Vonnegut：Slaughterhouse-Five【ドレスデン大空襲】【一夜で十万人の大虐殺】
10回　John Barth：The Floating Opera【Black Humor】
11回　John Barth：The Sot-Weed Factor【前衛的実験小説】【Dead End】
12回　Vladimir Nabokov：Lolita【ロリータ・コンプレックス】
13回　Richard Brautigan：Trout Fishing in America【カウンター・カルチャー】
14回　Thomas Pynchon：V.【シュールリアリズム【幻想的ブラックユーモア】
15回　John Irving：The World According to Garp【愛】【善】【美】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表（50％）・リポート（50％）で判断します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献等は図書館の指定図書コーナーに備えてある。授業中さらに必要な参考書等は指示するので、テキストを読んで参考書等を読んで充備
すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461305 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
デニス・ジョーンズ / Denis JONNES / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is to complete research and analysis of materials discussed in thesis, submit first complete draft, compile notes and
bibliography, undertake necessary revisions, prepare summary and defense.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Printed materials provided as needed by instructor

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回  Introduction:  Review of materials
　２回  Re-reading and filling out of draft
　３回  Re-reading and filling out of draft
　４回  Re-reading and filling out of draft
　５回  Writing  Introduction
　６回  Expanding and revising
　７回  Expanding and revising
　８回  Expanding and revising
　９回  Writing Conclusion
１０回  Preparation of draft for submission
１１回  Compile notes
１２回  Compile  Bibliography
１３回  Prepare defense
１４回  Final revisions
１５回  Proofreading

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation  … 20 ％　 Participation … 20 ％　 Final essay …　60 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461306 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に必要な基礎的・理論的知識と研究方法を修得させる。
　具体的にはGenette、Chatman、Rimmon-Kenanらによって展開されている物語論（narratology）――語りの構造研究――の観点から、英語で書か
れた物語テキストの構造分析の方法を習得させる。語り手の視点の特徴、語り手と「映し手」（reflector）の関係、語り手の潜在化の度あい、「
映し手」の内的焦点化の深度等の分析法を理解させる。
　研究テーマに関する文献・資料の収集方法についての指導もおこない、研究テーマを具体化するための能力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生の研究テーマに役立つ適切な批評論文を逐次プリントであたえてテキストとする。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

文学テキストと批評論文、批評方法についてあたえるアサインメントに応えてもらう。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

優れた修士論文を書けたかどうかが、評価の唯一の基準。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英文批評論文を読み、ノートを作り、アサインメントにWord-fileで提出する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461307 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の完成
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント教材

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　コースワークの説明
　２回　各自の論文のレジュメの発表
　３回　各自の論文のレジュメの発表
　４回　各自の論文のレジュメの発表
　５回　論の展開の仕方の指導
　６回　論の展開の仕方の指導
　７回　論の展開の仕方の指導
　８回　統計的処理の指導
　９回　文献の引用、注の処理の仕方の指導
１１回　論の推敲
１２回　論の推敲
１３回　完成した課題研究の発表、討議
１４回　完成した課題研究の発表、討議
１５回　完成した課題研究の発表、討議

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業でのpresentation　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

先行研究との差別化をいかに図るかを心がける
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461308 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

各自の修士論文のテーマに関連する種々の論文を批判的に多読し、議論を深めながら各自の研究内容を深め、修士論文の完成を目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自の修士論文に関する種々の論文。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回～第５回　修士論文テーマに関連する論文の批判的検討。
第６回～第10回　修士論文中間発表。
第11回～第15回　修士論文完成。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況（課題発表含む）…50％　　　レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

関連資料を数多く読むのでしっかり準備して欲しい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461309 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  昭 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国語学研究・音声学の指導。おもに修士論文作成の指導をおこなう。各自の修論予定テーマに応じた著書・論文を適宜選択し、考察・討論す
る。研究発表・レポート発表を主とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布する。

授業時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス
第2回～　プリント配布した文献を読みすすめ、考察・討論する。また指定文献に関する報告を課す。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…50％　　研究報告…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文作成にあたって、先行研究や参考文献の収集にも十分な時間をかけること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461310 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修論指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

研究論文が中心になっているので、授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修論について討論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の練習100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に適宜指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461311 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

特別研究においては、修士論文作成のための指導を行う。執筆について報告と討議を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テーマに応じて指示する。

テーマに応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　修士論文の指導
　３回　同上
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究計画に沿って報告と論文作成の準備を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461312 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本の近代文学研究。修論作成のための方法の習得。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

講義中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　修論作成のための２学期の計画の確認
　２回　修論作成のための発表
　３回　修論作成のための発表
　４回　修論作成のための発表
　５回　修論作成のための発表
　６回　修論作成のための発表
　７回　修論作成のための発表
　８回　修論作成のための発表
　９回　修論作成のための発表
１０回　修論作成のための発表
１１回　修論作成のための発表
１２回　修論作成のための発表
１３回　修論作成のための発表
１４回　修論作成のための発表
１５回　修論作成のための発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表の内容による　…　１００　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表のための資料をきちんと作成する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461313 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けて、必要な調査や研究について指導を行ないます。必要となる文献収集の方法や研究方法についての助言・指導はその都
度具体的に行なってゆきます。また、討議を重ねてゆくことを通して、論理的に思考する力・考察する力を養っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に適宜指示します。

授業中に適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に講義を行ないます。
第１回　国語学・日本語学研究とは
第２回　演習の運営方針と発表予定について
第３回～第14回　各人の発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の研究への取組み…30％　　論文…50％　　発表・討議…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文執筆に向け、研究計画を立て、それに基づき計画的に研究を進めていくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461314 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
ダニエル・ストラック / Daniel C. Strack / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知言語学を用いることにより、文化と文学の関連性を探求する。文学、新聞、広告などに登場するメタファーの文化的背景を視野に入れ、そ
のメタファーがいかなる認知的及び文化的過程を通して成り立っているかを検討する。演習のキーワードは、認知言語学、認知文学、比較文学
、メタファー論、表象である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　修士論文計画に関する検討
　２回～14回　　院生による口頭発表及び教員による指導
１５回　　　　　今後の研究計画に関する検討

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加：30%   小テスト：0%   期末試験：0%   課題：45%   態度：25%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

修士論文計画書の通りに研究を行なうことが重要なポイントです。院生は計画の通りに研究を実行しなければ、修士論文提出締め切りまでに提
出できなくなり場合があります。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461315 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

毎回、各自の研究内容に沿い、1000〜1200字程度のエッセイ課題を出す。課題は授業の１日前にemailによって提出してもらう。提出されたエッ
セイの内容をもとにしてチュータリング方式で指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト、参考文献は、研究内容の展開に応じて指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、エッセイ内容についてのディスカッションと指導。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加・課題エッセイ
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461316 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1学期に引き続き、修士論文作成に必要不可欠な文献を精読、問題点などを検討する。同時に、１学期および夏季休暇中に書き進めた修士論文草
稿を批判的に検証し、加筆・修正を加えて、修士論文の完成をめざす。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に指定。
その他プリント配布。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　受講生との相談
第２回　　　　　修士論文草稿発表
第３回－第５回　文献講読・発表
第６回－第10回　修士論文修正稿発表・検討
第11回－第13回　文献講読・発表
第14回－第15回　修士論文まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　　発表…10％　　　　修士論文…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）
修士論文執筆

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461317 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１年次の特別研究I、及び1学期の特別研究IIAの成果を踏まえつつ、修士論文を作成するために、具体的に個別指導を行います。（講義全体のキ
ーワードは「修士論文作成」「論の拡大」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

最初に2学期の論文作成計画書を確認、修正し、それに従って指導をしていきます。

第１回　　　 　導入。２学期の予定の作成。
第２回～14回　 担当学生と相談の上、計画を立てて授業を進めていきます。
第15回　　　　 総括。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の報告書…80％　　授業への参加度など…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回出す課題をしっかりとこなしていってください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461318 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆のための指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

修論に関する文献を用いる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　修士論文の章立て
　３回　修士論文の章立て
　４回　第１章の完成
　５回　第１章の完成
　６回　第２章の完成
　７回　第２章の完成
　８回　修士論文の完成
　９回　修士論文の完成
１０回　修士論文の完成
１１回　修士論文の完成
１２回　修士論文の完成
１３回　修士論文の最終チェック（１月）
１４回　修士論文の最終チェック
１５回　修士論文の最終チェック

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461319 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国）の政治思想と国際関係への理解を深めるために、関連文献とともに原典・古典を読解する。ゼ
ミ参加学生の論文テーマに沿って、報告・討論の機会を設ける。この科目は基本的に、前期の「特別研究（M）IA」の延長ゼミである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時紹介する。またゼミ参加学生各自の関心分野に関する参考文献は随時相談に応じる。

授業中紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

読解する文献、原典・古典は授業中決める。
レジュメの作成・報告、討論。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミ参加度、論文の進度などによって総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ゼミ参加学生は自分の論文テーマを紹介すること。関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461320 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史に関する履修者の個別研究テーマに沿って、研究、調査を進める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修者の個別研究テーマにそったテキスト

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

履修者の個別レポートを議論する。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レポートを用意する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461321 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1学期に引き続き、受講生が中国・台湾に関連するテーマで修士論文を作成するための準備を行う。詳細は受講生の関心に応じて柔軟に対応する
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究テーマを考慮して決定する。

授業中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下のスケジュールで進める。
　１回　イントロダクション
　２回～１４回　研究テーマに関する口頭報告と論文指導
１５回　修士論文提出とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の発言・報告…60％　　レポートなど提出物　…　40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料収集・論文作成法などについてアドバイスをするので、修士論文作成に活用すること。早めに執筆を始め、下書きの添削指導を指導教員か
ら受けること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461322 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

個別に設定されたテーマについて中国経済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。
修士論文作成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
履修生のテーマに沿って取り扱う。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  研究報告、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461323 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
綛田　芳憲 / Kaseda Yoshinori / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

履修者自らが研究課題を設定し研究活動を遂行していくための力の育成を目的とする。1学期の特別研究（M）IIAで始めた論文作成作業を継続し
、より完成度の高い論文を作成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

James E. Dougherty and Robert L. Pfaltzgraff, Contending Theories of International Relations: A Comprehensive Survey, 5th ed. (New York:
Longman, 2009)
Koren Mingst, Essentials of International Relations, 3rd ed. (New York: W.W. Norton, 2007)
その他、随時紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1学期開講の特別研究（M）IIAと合わせて、一年間を通じて、論文改訂、研究発表、論文提出という形で進めていく予定である。

　１回　　　　　2学期の取組みについての話し合い
　２回～１３回　発表　
１４回～１５回　最終発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

質疑応答、改訂など論文作成作業…20%、発表…20%、論文最終稿…60％。

課題提出が締切から1日遅れるごとに、その課題に対して10％減点とする。その他、詳細については、最初の授業で説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

同担当者の特別研究（M）IIAを履修し終えていること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461324 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆に向けて、東アジア経済に関して履修者が設定した個別テーマに沿った指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に必要に応じて指示する。

授業時に必要に応じて指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　 ガイダンス、研究テーマの確認
２回～14回　 毎回発表者が個別テーマについて報告し、それにしたがって議論を進める。
15回　　　   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、授業での報告と議論、レポートなどから総合的に判断する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

研究テーマに関する関連文献のリストと、書こうとする論文の章構成を出来るだけ早く作成すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461325 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本政治外交史に関する論文執筆についての基本的な技法を学んでいく。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
学生との話し合いによる。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回～14回　学生による報告とそれに対する指導。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461326 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文執筆指導。
各人のテーマに従って報告をしてもらい、議論していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自に対し随時指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～第15回：論文のテーマに沿って、問題意識、構成、内容等を随時報告してもらい、検討していく。
論文執筆指導を中心に行う。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461327 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後東南アジアの国際関係に関する英語文献で読んで、政治、外交、エスニック問題などについて報告・討論し、修士論文もしくは課題研究を
執筆するために必要な技法を教示し、論文を完成させることを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と相談の上で決定する。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　 　補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

修士論文もしくは課題レポート　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461328 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士学位請求論文の完成が目標です。受講生は各自のテーマに沿って報告を行うとともに、研究の進捗状況に合わせて論文の執筆を進めます。
個別的勝具体的な指導により、論文の完成度を高めることが最大のねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１４回　各自の報告に沿って議論を行います。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…４０％　　報告…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461329 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
小尾　美千代 / OBI Michiyo / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文にむけた研究指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決定します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

修士論文作成に向けて研究報告を中心にゼミ形式で授業を行います。

１回　　　　イントロダクション
２～１４回　研究報告（修論指導）
１５回　　　総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点…20％、報告内容…30％、修士論文…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英語の読解力を身につけておくことが望ましい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461330 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の執筆に向けての指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に指示する。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　イントロダクション。
　第２～14回　修士論文の経過報告・テキスト輪読・討論
　第15回　　　まとめ
詳細は受講生と相談のうえ決定する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告…30％　　討論への参加度…40％　　レポート類…30％
ただし、報告の放棄や無断欠席が一度でもあった場合には単位はない。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461331 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究分野に応じて決める。

必要に応じて各自で調査する。個別の相談に応じる。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 修論作成に向けた指導(1)
　３回 修論作成に向けた指導(2)
　４回 修論作成に向けた指導(3)
　５回 修論作成に向けた指導(4)
　６回 修論作成に向けた指導(5)
　７回 修論作成に向けた指導(6)
　８回 修論作成に向けた指導(7)
　９回 修論作成に向けた指導(8)
１０回 修論作成に向けた指導(9)
１１回 修論作成に向けた指導(10)
１２回 修論作成に向けた指導(11)
１３回 修論作成に向けた指導(12)
１４回 修論作成に向けた指導(13)
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

報告準備を十分に整えておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461332 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
岡住  正秀 / okazumi  masahide / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１９世紀はかつてないほどに大規模な移民現象が起きています。授業では大西洋をまたいで１９世紀後半から２０世紀初頭に出現した国際移動
に関する最近の論文、およびイベリア半島南部を基点に形成される移民の流れ（メソシステム・レベル）を取り上げ、移民研究の動向や方法も
理解します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
次の英文論文を最初の授業で配布。

授業のなかで紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

特別研究（M）lB　の続編。
授業内容は受講者との話し合いで決めます。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業での報告とレポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461333 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
芳之内  雄二 / Yoshinouchi　Yuji / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

多民族社会の言語問題について研究方法、調査方法について検討すること、また現地調査の計画を立て実際に調査を行うことを目的とする。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回－第 4回　夏の課題発表、討論
第5回－第15回　現地調査報告、研究成果報告、意見交換

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表　…　50　％　課題レポート　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461334 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、参加者の関心に沿って文献の輪読を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談の上、決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　ガイダンス
第2回　　　文献紹介
第3回　　　文献の背景説明
第4-8回　　一冊目の輪読
第9回　　　文献の背景説明
第10-14回　二冊目の輪読
第15回　 　講義の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ社会研究とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461335 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国史を研究分野とする修士論文の作成指導
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の研究課題に応じて決定する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．研究課題に関する研究史の整理
２．主要原典資料の精読と中文古文書判断力の向上
３．研究報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席・報告・レポート等による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461336 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
児玉  弥生 / KODAMA, Yayoi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の作成に向け、必要な基礎的・理論的知識及び研究法の習得するために、特別研究ⅠA、ⅠB、特別研究ⅡAでの成果及び課題をふまえ、テ
ーマに関する文献収集とその検討や研究手法に関する指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

授業中に適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回　修士論文に関わる発表・討論１【本論（事例研究）】
　３回　修士論文に関わる発表・討論２【本論（質問紙調査）】
　４回　修士論文に関わる発表・討論３【本論（面接調査）】
　５回　修士論文に関わる発表・討論４【本論（事例研究）・指定討論形式】
　６回　修士論文に関わる発表・討論５【本論（質問紙調査）・指定討論形式】
　７回　修士論文に関わる発表・討論６【本論（面接調査）・指定討論形式】
　８回　修士論文中間報告
　９回　修士論文に関わる発表１【論文の仕上げ（事例研究）】
１０回　修士論文に関わる発表２【論文の仕上げ（質問紙調査）】
１１回　修士論文に関わる発表３【論文の仕上げ（面接調査）】
１２回　修士論文に関わる発表４【論文の仕上げ・キーワード】
１３回　修士論文に関わる発表５【論文の仕上げ・最終チェック】
１４回　修士論文に関わる発表６【論文の仕上げ・要旨】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…40％　　発表報告…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

配布資料は事前によく読んでおくこと。発表者は事前の準備を行い、発表当日はレジュメ等、プレゼン資料を準備すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461337 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

臨床社会学に関する論文指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心と論文作成に必要な要素を見積もった上で指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～15回　論文指導
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度や報告、論文作成などを総合的に見て評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

臨床社会学研究・社会病理学に関する知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461338 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境社会学に関する研究の完成にむけて指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに使用しないが、必要に応じて論文やプリントを配布する。

各自の関心テーマに合わせて紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　
　２回　研究の分担発表、討論
　３回　研究の分担発表、討論
　４回　研究の分担発表、討論
　５回　研究の分担発表、討論
　６回　論文講読の分担発表、討論
　７回　論文講読の分担発表、討論
　８回　論文講読の分担発表、討論
　９回　論文講読の分担発表、討論
１０回　研究の分担発表、討論
１１回　研究の分担発表、討論
１２回　研究の分担発表、討論
１３回　研究の分担発表、討論
１４回　研究の分担発表、討論
１５回　修士論文発表会への参加

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点（討論への参加状況含む）…20％　　事前調査と発表内容…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

論文完成に向けて与えた課題に、積極的に取り組んでいくことが求められる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461339 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
ロジャー・ウィリアムソン / Rodger S. Williamson / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will be an in-depth comparative cultural analysis of Japan and the United States of America. We will investigate different modes of
analysis and interpretation for each student thesis. Discussions and presentations in English will center on materials selected by students to
incorporate into their thesis. Students will lead the discussion in presenting their own interpretations. Thus, English for Academic Purposes will be
another component of this course. From this point students should have completed a rough draft of their thesis.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

The instructor will distribute supplemental materials while students are responsible for acquiring their own research materials.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回~３回Thesis guidance: review of materials to date.
　４回~６回Presentation of first draft of thesis.
　７回~１１回 Discussion centered on final draft of thesis.
１２回~１５回Revisions and completion of final draft.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Preparation and presentations and drafts 40%Final paper 60%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

While the instructor will explain necessary preparations during the course, all materials for each session must be read beforehand and students
should be ready for discussion

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461340 /



特別研究（M)ⅡB 【夜】
特別研究

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

修士論文の指導。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心に応じて決定する。

受講生に対して個別に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回～１４回　修士論文の経過報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に指示する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461341 /



現代英文学研究 【夜】
共通科目

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

今日エコロジストは、絶対化された存在という呪縛から人間を解き放ち、人間を相対化し、人間もあくまで自然の一部に過ぎないと主張します
。しかし人類の長い歴史を振り返ると、人間は自然を搾取し、コントロールしようと文明を発展させてきたことが分かります。このような自然
と人間の関係を基軸に文学作品を批評する方法として昨今脚光を浴び出したのがエコクリティシズムです。そこで今回は、その方法論を習得し
、時間的に余裕があれば、幾つかの詩をその視点で鑑賞します。扱う詩人は、イギリスにおいて自然搾取が確実に深刻な問題になりつつあった
時代に生きたD.H.ロレンスをはじめ、W.ワーズワス、H.D.ソロー、そしてR.ジェファーズなどです。これらの詩人をエコロジーの視点で鑑賞す
ることで、彼らの今日的意義を探ります。（講義全体のキーワードは「エコクリティシズム」「ロレンス」「ワーズワス」「ソロー」「ジェフ
ァーズ」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
The Ecocriticism Readers 　by  Cheryll Glotfelty  （必要な箇所のコピーは準備します。）

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　 導入　（自然と文学について）
第２回　　 The Ecocriticism Readers  pp. xv － xvii     精読と解釈
第３回     The Ecocriticism Readers  pp. xvii － xviii 　精読と解釈
第４回　   The Ecocriticism Readers  pp. xviii － xx　　精読と解釈
第５回     The Ecocriticism Readers  pp. xx － xxii　　 精読と解釈
第６回　　 The Ecocriticism Readers  pp. xxii – xxiv   　精読と解釈
第７回　　 The Ecocriticism Readers  pp. xxiv – xxv   　精読と解釈
第８回　　 伊藤詔子氏によるエコクリティシズムの説明論文の紹介
第９回　　 ソローの『ウォールデン』からの抜粋の読みと、それを巡る議論
第10回     ワーズワスの詩の鑑賞とエコロジー的読み
第11回　　 ロレンスの詩の鑑賞とエコロジー的読み
第12回　　 ジェファーズの詩の鑑賞とエコロジー的読み
第13回　　 自然と人間のあり方についての議論：　授業を踏まえて（１）
第14回　   自然と人間のあり方についての議論：　授業を踏まえて（２）
第15回　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…８０％　毎回の授業への参加度など…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義の方法論をベースにして、現代英文学演習（英文学演習）ではエコクリティシズム批評の視点を取り入れて小説を実践的に読み解きま
す。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461342 /



英語表現法Ⅰ 【夜】
共通科目

/Instructor
クレイグ・ランバート / Craig P. Lambert / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will build upper-intermediate and advanced level English vocabulary skills through the study of Latin roots, prefixes and suffixes used
in the construction of English words.  The course will be especially useful for learners need literary and academic English vocabulary in for reading
and writing.  It will provide them with the tools to deconstruct the meaning of unknown words encountered in texts as well as to express their own
ideas more eloquently.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
1.  Ayer, D. English Words from Latin & Greek Elements. 2nd Ed. University of Arizona 　　Press.
2.  Merriam Webster’s Collegiate Dictionary.

Barnhardt, R. K. (Ed.) Chambers Dictionary of Etymology.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Lesson 1: Orientation; the English-English dictionary (Homework: Ayer 1)
Lesson 2: The origins & development of the English language
Lesson 3: Definitions; word structure: bases, prefixes, suffixes (Homework: Ayer 2)
Lesson 4: Prefixes: regressive assimilation (Homework: Ayer 3)
Lesson 5: Prefixes: other sound changes; Acronyms (Homework: Ayer 4-5)
Lesson 6: Multiple-base words; hybrid words (Homework: Ayer 6-7)
Lesson 7: Review #1 (units 1-7)
Lesson 8: Suffixes (adjectival): dissimilation & other sound changes (Homework: Ayer 8-10)
Lesson 9: Suffixes (adjectival): semantic & functional changes (Homework: Ayer 11-13)
Lesson 10: Suffixes (noun): abstraction, weakening and hyperbole (Homework: Ayer 14-16)
Lesson 11: Suffixes (noun): diminutives, concept development (Homework: Ayer 17)
Lesson 12: Suffixes (noun): euphemism, taboo deformation & circumlocution (HW: Ayer 18-19)
Lesson 13: Suffixes (verbal): clipped words and blends (Homework: Ayer 20-21)
Lesson 14: Doublets; Latinisms; metathesis, Latin phrases in English (Homework: Ayer 22-25)
Lesson 15: Review #2 (units 8-25)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Mid-term test 50％　　　　　　　Final test 50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Learners will have to analyze, define and learn approximately 40 English words per week.
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461343 /



英語表現法Ⅱ 【夜】
共通科目

/Instructor
クレイグ・ランバート / Craig P. Lambert / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

This course will build upper-intermediate and advanced level English vocabulary skills through the study of Greek roots, prefixes and suffixes used
in the construction of English words.  The course will be especially useful for learners need literary and academic English vocabulary in for reading
and writing.  It will provide them with the tools to deconstruct the meaning of unknown words encountered in texts as well as to express their own
ideas more eloquently.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
1.  Ayer, D. English Words from Latin & Greek Elements. 2nd Ed. University of Arizona 　　Press.
　　Part I: Word Elements from Latin (pp. 26-156)
2.  Merriam Webster’s Collegiate Dictionary.  Eleventh Edition.

Barnhardt, R. K. (Ed.) Chambers Dictionary of Etymology.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Lesson 1: Orientation; the English-English dictionary
Lesson 2: The origins & development of the English language
Lesson 3: Words from mythology, history and philosophy (Homework: Ayer 1-2)
Lesson 4: Greek Bases (Homework: Ayer 3)
Lesson 5: Prefixes: Combinations and homonyms (Homework: Ayer 4-5)
Lesson 6: Prefixes: Reduplication & Onomatopoeia (Homework: Ayer 6)
Lesson 7: Review #1 (units 1-6)
Lesson 8: Loan words and word analysis (Homework: Ayer 7-8)
Lesson 9: Place names and expressions (Homework: Ayer 9-10)
Lesson 10: Vocabulary from religious sources (Homework: Ayer 11-12)
Lesson 11: Sports, military and art vocabulary (Homework: Ayer 13-16)
Lesson 12: Legal, literary & occupational vocabulary (Homework: Ayer 17-19)
Lesson 13: Science & medical terms; combining forms (Homework: Ayer 20-23)
Lesson 14: Suffixes: diminutive and scientific (Homework: Ayer 24-25)
Lesson 15: Review #2 (units 7-25)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Mid-term test 50％　　　　　　　Final test 50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Learners will have to analyze, define and learn approximately 40 English words per week.
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461344 /



中国語表現法Ⅰ 【夜】
共通科目

/Instructor
葉  言材 / ye yancai / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

新聞や雑誌などの記事と映像教材を使い、現代中国の社会、政党、行政などの構造を知りながら、現代中国語の表現への理解を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に配布

・『中国文学の昨日と今日』
・中国の歴史、思想、地理、政治などと日本の言語、文学、歴史、思想、地理などの知識文献

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 資料･教材の配布と説明
第2回　 討論
第3回　 現代中国の「行政区画」とその略称
第4回　 討論
第5回　 現代中国の政党･政府等の構造
第6回　 討論
第7回　 総合説明
第8回　 現代中国人たちが関心を持つ話題
第9回　 討論
第10回　映像教材を使う
第11回　討論
第12回　映像教材を使う
第13回　討論
第14回　総合説明（1）（２）
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

内容の予習３０％　内容の理解３０％　勉強の意欲４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日両国の文学、歴史、思想、地理、政治などの知識を予習と勉強すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461345 /



中国語表現法Ⅱ 【夜】
共通科目

/Instructor
葉  言材 / ye yancai / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「中国語表現法Ⅰ」の内容を継続し、中国人のいろんな観点を知り、まだ、時に日本語の文章を中国語の文章に翻訳する練習を行いながら、実践
的に現代中国語の表現法を身に付けていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に配布

・『中国文学の昨日と今日』
・中国の歴史、思想、地理、政治などと日本の言語、文学、歴史、思想、地理などの知識文献

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 資料・教材の配布と説明
第2回　 討論
第3回　 現代中国人の歴史観
第4回　 討論
第5回　 現代中国人の文学観
第6回　 討論
第7回　 総合説明
第8回　 現代中国人の映画観
第9回　 討論
第10回　現代中国人と伝統文化
第11回　討論
第12回　映像教材を使う
第13回　討論
第14回　総合説
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

内容の予習３０％　内容の理解３０％　勉強の意欲４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日両国の文学、歴史、思想、地理、政治などの知識を予習と勉強すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461346 /



アメリカ社会研究 【夜】
共通科目

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

21世紀アメリカ社会の現状を概観した上で、その分析のための政治学的手法について講義する。講義の前半は、1981年のレーガン政権成立から
今日のG・W・ブッシュ政権までの政治基調を見た後、そうした保守政治の社会基盤をグローバリゼーション、IT技術の発展、アメリカ社会の人
種的・宗教的構成の変化に注目して分析する。それに続いてアメリカ政治の制度的特質について述べ、講義の後半では、そうした保守政治が
20世紀前半の自由主義政治と異なっていたことを指摘する。その上で、その変化のダイナミズムを分析する枠組みとして1980年代に歴史的制度
論として知られるようになったアメリカ政治発展論の諸議論を紹介する。歴史的な知識を身に付けるとともに、社会変化を分析する技術を取得
することがこの講義の目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

オリエンテーションで参考文献リストを配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス【研究史整理】【方法論】
第2回　　20世紀後半における保守主義政治【保守主義】
第3回　　レーガン政権のイデオロギー【保守主義】
第4回　　クリントン政権の歴史的位相【ニューデモクラット】
第5回　　合衆国憲法体制の形成【合衆国憲法】
第6回　　合衆国憲法体制の変容――市民権の発展と福祉国家【市民権】
第7回　　アメリカ政治を動かす力【世論】【利益政治】
第8回　　1980年代における国家論の再興【国家論】
第9回　　歴史的制度論の発展【歴史的制度論】
第10回　 政党再編をめぐるさまざまな議論【政党再編】
第11回　 1970年代における政党編成のゆらぎ【政党再編】
第12回　 アメリカ自由主義の伝統【自由主義】
第13回　 保守主義者の自由主義政治への挑戦【保守主義】
第14回　 1980年代における新しい社会的争点の登場【社会的争点】
第15回　 講義の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ政治だけでなく歴史とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461347 /



中国社会史研究 【夜】
共通科目

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本科目は漢族を中心とする中国人社会が如何なる人的結合を核として構成され、それがどのような歴史的変遷を経て今日に到るのかを考察する
。重点的には、中華人民共和国の土地改革によって変革された旧中国社会(明清時代)と現在の社会主義体制下の中国社会とを歴史的に対照させ、
また日本伝統社会と比較しながら、中国社会の構成原理と特質を講じてゆきたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・上田信『海と帝国』(講談社、2005年)

・井上徹等編『東アジア近世都市における社会的結合』(清文堂、2005年)
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 　ガイダンスと文献の配布
第2回 　中国という社会空間
第3回 　明朝の成立
第4回 　明朝統治の特質
第5回 　交易の発展と社会変容
第6回 　商人社会
第7回 　社会秩序の変容
第8回 　北辺貿易と清朝の成立
第9回 　産業の発展
第10回　伝統中国の完成
第11回　伝統中国社会と環境問題
第12回　伝統中国社会と近世日本社会
第13回　土地改革と伝統中国社会の解体
第14回　改革開放下中国社会の構造
第15回　まとめ（総合的考察―伝統中国社会と現代中国社会）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・討論を総合的に評価する。必要に応じてレポートを課す。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461348 /



現代英文学演習 【夜】
共通科目

/Instructor
田部井  世志子 / Yoshiko TABEI / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

対自然関係、対人関係において、今日様々な問題が生じています。それらは自然環境破壊、愛の不毛性、孤独死等々の現象として現前化し、我
々にそれら問題の深刻さを突きつけているのです。
　人間はお互いにいかなる関係性を築くべきか、また人間は自然といかにかかわるべきか、といった問題提起を発しつつ、このような危機的状
況を扱った作品を次から次へと生み出したイギリスの現代作家 D.H.Lawrence。彼の作品群には、多くの有意義なメッセージが含まれており、ま
すます無視できない存在になってきています。ロレンスの今日的意義を問い直すために、今回は彼の後期の短編 “The Man Who Loved Islands”
を扱う予定です。（講義全体のキーワードは「現代人の悲劇」「人間と自然」「ロレンスの意義」などです。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
“The Man Who Loved Islands”  by  D.H.Lawrence　(プリントを準備します。)

適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　 導入  D.H.Lawrence の紹介
第２回     プリント pp. 97-98  の精読と議論
第３回　　 プリント pp. 99-100 の精読と議論
第４回　　 プリント pp. 101-02 の精読と議論
第５回　　 プリント pp. 103-05 の精読と議論
第６回　　 プリント pp. 106-08 の精読と議論
第７回　　 第1の島についての議論
第８回　　 プリント pp. 109-111 の精読と議論
第９回　 　プリント pp. 112-114 の精読と議論
第10回　　 プリント pp. 115-117 の精読と議論
第11回     第２の島についての議論
第12回     プリント pp. 118-120 の精読と議論
第13回     プリント pp. 121-124 の精読と議論
第14回 　  第3の島についての議論
第15回　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…８０％　　授業への参加度など…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

英文学研究Iでは「エコクリティシズムの理論」的な授業をしますが、その議論を踏まえてこの授業を受けると、より効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461349 /



アメリカ社会演習 【夜】
共通科目

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカの社会文化を分析した古典的名著であるL・ハーツの『アメリカ自由主義の伝統』を輪読する。19世紀前半にアメリカを旅したトクヴィ
ルが観察したように、アメリカでは社会革命を経ずしてうまれた社会に特有の精神風土が花開くことになった。その風土をアメリカが世界大国
になった20世紀中期の現実を踏まえて、あらためて考察しなおしたのがハーツの著作である。この演習では、21世紀アメリカの社会的現実を紹
介しながら、ハーツの議論の今日的有効性とその限界を考えていく。その上で、参加者自体のアメリカ観の養成をはかる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Louis Hartz with an introduction by Tom Wicker, The Liberal Tradition in America: An Interpretation of American Political Thought since the
Revolution (San Diego, CA: Harcourt Brace & Company,1991)[ 有賀貞訳『アメリカ自由主義の伝統』（講談社学術文庫　1994年）]

ガイダンス時に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス　【研究史整理】【方法論】
第2回　アメリカにおけるJ・ロック【自由主義】
第3回　トクヴィルとハーツ【政治参加】
第4回　革新主義史学への挑戦者としてのハーツ【革新主義】
第5回　アメリカにおける階級【社会主義】
第6回　アメリカ革命への視座【アメリカ革命】
第7回　共和主義とアメリカ【共和主義】
第8回　ジャクソン期の「民主主義」【ジャクソン期】
第9回　南部政治の特殊性【南部】【奴隷制】
第10回　南北戦争と南北のイデオロギー対立【南北戦争】
第11回　再建期の思想動向【再建期】
第12回　革新主義を支えたもの【社会主義】【キリスト教】
第13回　ニューディールの実験主義【ニューディール】
第14回　ハーツと1950年代の自由主義政治【冷戦】
第15回　『アメリカ自由主義の伝統』の今日性【21世紀】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度　…　７０　％　　　レポート　…　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義はアメリカ社会研究とあわせて履修すると効果的です。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461350 /



中国社会史演習 【夜】
共通科目

/Instructor
堀地　明 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本科目は「中国社会史研究」での到達点を基礎に、中国社会を歴史的に理解することを目標とする。16世紀から20世紀前半までの中国社会史に
関する先行研究を消化しながら、時代と地域を限定し、同時代の一次資料及び研究文献の検討を通じて中国社会の内実に接近する。具体的課題
としては近代中国における災害・飢饉と飢饉救済活動を考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・高橋孝助『飢饉と救済の社会史』(青木書店、2006年)他

・李文海編『天有凶年：清代災荒与社会』(三聯書店、2007年)
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 ガイダンスと文献配布
第2回　 中国社会史研究の現状1(16―18世紀)
第3回　 中国社会史研究の現状2(19―20世紀初頭)
第4回　 1876年華北における大干魃の発生
第5回　 1876年華北大干魃後の江南への難民の流出とその対策
第6回　 1876年華北大干魃における慈善活動と飢饉救済活動
第7回　 1876年山西における清朝地方政府による飢饉救済政策
第8回　 1876年山東における外国人の救済活動
第9回　 1876年河南における民間人の飢饉救済活動
第10回　1876年大干魃よりみた華北社会の構造
第11回　1906年江北における大水害の発生
第12回　1906年江北大水害と日本上海総領事館の中国社会調査
第13回　1906年江北大水害と西欧人の飢饉救済
第14回　1906年江北大水害と中国人の救済活動
第15回　まとめ（総合討論）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・討論を総合的に評価する。必要に応じてレポートを課す。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを事前に熟読し発言を準備すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461351 /



社会システム総合演習 【夜】
共通科目

/Instructor
木村  温人 / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代の社会システム全般を大きく対象として取り上げ、その構造や機能、さらにはそれらの動態的変化等について考察する。その際、つねに実
態を重視するとともに、学際的な視点からアプローチをしていくことを共通の目標としていく。したがって、受講生の専攻分野に関わりなく、
個別具体的な問題意識を顕在化させることに努めるとともに、同時にその専門化された分析手法の有効性や限界についても、論理的かつ実証的
に習得するように努める。具体的には個々の受講生が学際的な観点から相互に質疑応答するとともに、各分野の担当教員等のこれへの参加を得
て、よりその内容を研鑽し発展させて行く。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
その都度指定する。

進捗状況に応じて参考文献を指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

多様で多方面にわたる総合的な演習を行う関係から、その進行状況にあわせた演習内容とスケジュールとなる。
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…２５％　平素の演習態度（発言等）…２５％　期末試験…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分の専門分野を超えていろいろな視点からの研究を行える様、視角を広げ他分野の研究を臆することなく行ってほしい。そして自らの研究テ
ーマの客観化を行いその有効性等を確認する作業に努めてほしい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461352 /



認知心理学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知心理学は「こころ」に関する「知」を取り扱う領域であり、人間の「知」を理解するため人間行動を科学的方法論を用いて探求する学問で
ある。こころの基礎過程に関する文献を分担して担当し、内容をまとめさらに関連文献・研究を調べ発表し、議論することを通して認知の基礎
過程を理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Jアトキンソン著　金沢他監訳(2005)　「視覚脳が生まれる」　北大路書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回        認知心理学とはなにか？　認知心理学の歴史を学ぶ。あわせてテキストの分担を行う。
           【認知、認識】
２回～３回  認知心理学の基本的概念を学ぶ。
           【情報処理システム】、【トップダウンとボトムアップ】、【視覚】
４回～14回  テキストを分担しPPTプレゼンテーションを行う。
             　「小児科の視覚テスト」、「視覚発達のモデル」、「新生児の視覚」、
　　　　　　　 「発達する光学系」、「特定の皮質モジュールの機能的はじまり」、
               「物体知覚を導く統合と分化の処理過程の発達」、
               「注意と行為の発達のための連結するアプローチ」、「視覚発達の可塑性」
15回        授業内容のまとめとレポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート20％、　発表60％、　出席20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1回目の授業でテキストの分担を行い、４回目から始まる個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461353 /



社会心理学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

基本的には講義形式の形態をとりつつも，それほど受講者数が多くないと思われるので参加型の形態を織り交ぜて進めていく予定である。社会
心理学の基礎的な理論，考え方，研究方法などを理解し，受講者が各自の研究テーマとの関連に気づくことが目的である。それを効果的に行う
ため，前半（７回程度）の講義では社会心理学の概論テキストを用いて進め，後半（８回程度）は受講者の発表を交えながら様々な研究テーマ
について社会心理学的視点から議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に紹介する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

前半の講義では社会心理学の概論的な紹介を行う。受講者からテキストの各節（参加人数によって，各自の担当ページ数や進度が多少異なる
）の内容を報告してもらい，その内容について補足の講義を行う。その後，皆で議論する。
　後半は受講者各自の研究テーマの発表を交えながら，様々な研究テーマについて社会心理学的視点から講義，及び議論をする。
　　１回　オリエンテーション他
２－３回　社会心理学の特徴
４－５回　動機づけと感情
６－７回　人格と個性
８－９回　社会的行動
10－15回　社会心理学と他の学問分野との関連

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容　…　50　％　　議論への参加等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表者は前の回の授業で次回の発表内容の概略を伝える事，その予告をもとにして他の受講生は予習をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461354 /



コミュニケーション論研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

コミュニケーションは，社会心理学的な領域として，人と人との対面コミュニケーションが中心に論じられてきた。しかし，この授業では，対
面コミュニケーションだけではなく，電話やコンピュータを利用したメディアコミュニケーション，あるいは，インタフェースとしての機械と
のコミュニケーションの３つの側面からとらえる。そして，これらの考察を社会心理学的アプローチだけではなく，認知心理学的，認知工学的
にも考察を加えていく。今年度は，インターネット心理学研究の最新の国内外の研究に基づいて「個人」，「対人関係」，「集団」，「社会」
の４つの切り口から解説した「インターネット心理学のフロンティア」を講読する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
川浦康至・三浦麻子・森尾博昭（編著）『インターネット心理学のフロンティア』（誠信書房）

○Ａ．Ｎ．ジョインソン『インターネットにおける行動と心理』（北大路書房）
○池田 謙一 (編著)『インターネット・コミュニティと日常世界』（誠信書房）
○山下清美・川上善郎・川浦康至・三浦麻子『ウェブログの心理学』（NTT出版）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
　２回　日本のインターネット心理学研究の歴史
　３回　インターネット利用と精神的健康（理論編）
　４回　インターネット利用と精神的健康（実証編）
　５回　CMCにおける自己呈示，自己開示の研究
　６回　CMCにおける自己呈示効力感の研究
　７回　CMCと対人過程
　８回　CMCと対人関係（理論編）
　９回　CMCと対人関係（実証編）
１０回　ブログ・ブロガー・ブロゴスフィア
１１回　知識共有コミュニティ
１２回　地域社会とインターネット（理論編）
１３回　地域社会とインターネット（実証編）
１４回　文化とインターネット
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回，講読予定のページを事前に読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461355 /



生涯学習論研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文献や各種調査結果や事例を手がかりにして、生涯学習についての理論的な理解を深める。
（１）北九州での社会教育の取り組みを事例にして、生涯学習と、その支援システムについて検討を行う。
（２）生涯学習や成人教育学の様々な理論について検討することを通して、自己決定型学習や意識変容の学習、またそれへの援助について理解
を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、適宜、紹介する。

○上野景三『岐路に立つ大都市生涯学習』北樹出版
○パトリシア・クランプトン『おとなの学びを拓く』鳳書房
○社会教育推進全国協議会『社会教育・生涯学習ハンドブック』エイデル研究所

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

成人の学習を中心に取り扱い３つの観点からの課題への接近を計画している。
1.　北九州のこれまでの社会教育・生涯学習の取り組みについて文献、資料をもとに検討する。
2.　成人教育に関わる文献購読も行いながら、子どもの教育学と成人教育学の違い、その意味について理解を深める。
3.　サークル活動やネットワーク活動に内在する主体の形成過程と、その主体の特性の把握に関する分析・討議を行い、それらを実践計画や行政
計画として内容を編成していく視点と力量を育成していく。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と質疑応答
授業態度と内容理解･･･70％、レポート･･･30％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や関連文献の整理、課題への対応、自分なりの意見のまとめ
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461356 /



臨床心理学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

E.Eriksonの漸成理論を拠り所にして、乳児期から老年期までの生涯発達を通じて、各発達段階における不適応の諸特徴、ならびに発達課題と不
適応との関連を理解すると同時に、各発達段階に応じた臨床心理学的援助のあり方について考究する。その際、治療現場での臨床事例を取りあ
げ、その治療プロセスを詳細に検討することで、理論的・実践的な理解を深めていくこととする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。プリントを配布する予定である。

松島恭子（編）『ライフサイクルの心理療法』創元社
○『臨床心理学体系３　ライフサイクル』金子書房
○下山晴彦・丹野義彦（編）『講座 臨床心理学５　発達臨床心理学』東京大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　　　　オリエンテーション：本科目の概要と進め方
第２回～第４回　　　　乳幼児期の不適応と臨床心理学的援助
第５回～第７回　　　　児童期の不適応と臨床心理学的援助
第８回～第１０回　　　青年期の不適応と臨床心理学的援助
第１１回～第１３回　　中年期・老年期の不適応と臨床心理学的援助
第１４回～最終回　　　ライフサイクルと不適応（これまでの内容をもとに全体討論を実施）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席　…　10％　　　発表　　…　60％　　討論への参加度　　…　30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表者はレジュメを作成すること
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461357 /



臨床教育学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本授業では、①　いじめ、不登校、摂食障害、自傷行為など、多様なかたちで生じてくる今日の青少年の問題事象に対する理解と援助、②　児
童虐待、育児不安、産後うつ病などのかたちで生じてきている今日の「子育ての危機」の問題について、理論的なアプローチと事例研究的なア
プローチの二つの側面から検討していくことを課題としていきたい。　また、参加者の希望により、認知行動療法や対人関係療法などの心理療
法の理論についても取り上げていきたい。
　本授業のキーワードは、青少年問題の発生機序、心理的援助の課題と方法、などである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは第一回目の授業に参加者との話し合いの上で決定する。

参考文献は授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回   全体オリエンテーション
２回   事例検討　その１
３回　 事例検討　その２
４回　 事例検討　その３
５回　 事例検討　その４
６回   事例検討　その５
７回　 購読演習　その１
８回　 購読演習　その２
９回　 購読演習　その３
10回 　購読演習　その４
11回   購読演習　その５
12回　 購読演習　その６
13回　 実践報告の検討　その１　
14回 　実践報告の検討　その２
15回 　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フィールドを持っている方は積極的な事例報告をお願いしたい。購読演習のテキストは必ず事前に読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461358 /



児童福祉論研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

社会福祉にジェンダーの視点を取り込むことをねらいとしている。
今日、｢格差｣をめぐる問題が顕在化し、｢貧困の女性化｣として母子世帯、高齢女性の貧困問題が福祉の課題となっている。また、福祉の担い手
としての｢ケアの女性化｣をめぐる問題、児童虐待、高齢者虐待、配偶者の暴力など家族間の暴力の問題にもジェンダーの問題が介在している。
本授業では、ジェンダーの視点からの福祉問題を検討する際に踏まえておかなければならない大枠として、研究の視座、方法論、研究対象、理
論などについて検討したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業において指定する。

○河嶋静代『ベビーホテルと児童家庭問題』京都法政出版　2000年
○河嶋静代「フェミニズムの視点による社会福祉研究の視座」『アジア女性研究』第17号　2008年　
　林千代『女性福祉とは何か』ミネルヴァ書房　2004年　
　杉本貴代栄『社会福祉の中のジェンダー』ミネルヴァ書房　1997年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～３回　フェミニズムの視点　【ジェンダー主流化】【複合的視点】【エンパワメント】
４回～６回　研究の方法とフェミニスト調査　　【ＤＶ調査】【エスノグラフィー】
７回～９回　ジェンダーと女性福祉　【社会福祉の固有の視点】【社会福祉学のパラダイム転換】
10回～15回　社会福祉の中のジェンダー　【貧困の女性化】【ケア労働の女性化】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【家族モデルと社会保障】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…５０％　　課題５０…％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461359 /



障害者福祉論研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「障害者福祉の実践と研究の視角」
障害者福祉の（ないしは障害者福祉問題に近接する）領域において、援助現場から汲み取ることのできる研究上の課題や、または障害者政策の
あり方をめぐる研究課題を取り上げ、それらを多角的に検討することによって、研究対象・方法を明らかにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小賀　久『障がいのある人の地域福祉政策と自立支援』法律文化社

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～５回　障害者福祉研究の最近の動向を俯瞰する
第６～10回　障害者福祉研究の課題に関する検討
第11、12回　障害者福祉研究の方法に関する報告と討論
第13～15回　障害者福祉研究論文の意味と位置

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　　レポート　…　40％　　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、参考文献を熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461360 /



高齢者福祉論研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

高齢者福祉論研究では、福祉に対する文化社会的な視点、価値観等を考えるとともに、その反映とも言える多様な問題を検討する。また、生活
環境の変化に伴う多様な問題についても考察する。従って必ずしも高齢者の福祉に限定せずに話を進める予定。その中でも高齢者福祉の柱とし
て介護保険制度の概要や課題を検討する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料配布等による）。

講義中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【　】はキーワード
第１回～第２回　  老年観、価値観等の文化的特徴【老年観】
第３回～第４回　  世代の社会関係資本の変化と地域社会【社会関係資本】【地域社会】
第５回～第６回　　人口減少の推移
第７回～第８回　　人口転換に伴う社会的課題【高齢化・少子化】
第９回～第10回　  環境・経済をめぐる福祉の課題【分配】
第11回～第12回　  介護保険制度の概要【介護保険】
第13回～第14回　  制度の改正点と改正後の課題【制度の改正】
第15回          　社会保障におけるソーシャル・インクルージョンの問題
                 【ソーシャル・インクルージョン】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出４0％　課題報告３０％　参加度３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461361 /



福祉コミュニティ研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
渡辺　良司 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

社会情勢の変化は、家族や地域社会の関係性に影響を及ぼし、孤立死や虐待の問題など全国的に顕在化している。これらの課題を、コミュニテ
ィの視点から検証し、目指すべき「福祉コミュニティ」について考える。
　また、北九州市における「福祉コミュニティ」形成の実践を中心としながら、住民活動と政策動向の両面から理解を深め、今後の「福祉コミ
ュニティ」形成に向けた手法、理念について考察したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない（必要に応じてプリント）

「福祉コミュニティ形成の研究　新版」大学教育出版
「北九州市発21世紀の地域づくり」中央法規出版
「誰もが安心して生きられる　地域福祉システムを創造する」ミネルヴァ書房
「地域を拓いた人たち」北九州市社会福祉協議会
「コミュニティ論　改訂版」日本放送出版協会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【 】内はキーワード）
第　１回　　　　　 現代社会とコミュニティ【コミュニティ】【福祉コミュニティ】
第　２回～第　３回 コミュニティ問題の背景【地域組織】【ソーシャルインクルージョン】
第　４回～第　５回 福祉コミュニティの課題【コミュニティケア】【住民参加】
第　６回　　　　　 福祉コミュニティの理論【地域福祉】【構造改革】【地方分権】
第　７回～第　９回 北九州市の福祉コミュニティづくり【コミュニティワーク】【ネットワーク】
第１０回～第１１回 福祉コミュニティ事例研究【住民自治】【まちづくり】【権利擁護】
第１２回～第１３回 福祉コミュニティ形成の技術【ニーズ】【啓発】【福祉教育】【地域福祉計画】
第１４回～第１５回 福祉コミュニティ形成の課題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度・平常点…３０％　　期末試験（レポート）…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講にあたっては、自分の住む町や北九州市の住民活動や行政の保健福祉、コミュニティ施策の状況をできるだけ情報収集して授業にのぞむこ
と。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461362 /



人間環境学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境は地質時代、歴史時代を通して変化しており、人類の文明は環境の変遷に伴って生まれ、消滅してきたことが指摘されている。環境の変遷
と文明の盛衰との関連を考えることは、環境問題の解決、ひいては現代の文明の行く末を見きわめる手がかりとなろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「環境考古学のすすめ」安田喜憲著　丸善

○「緑の世界史　上・下」　クライブ・ポインティング著　朝日新聞社
　「気候変化と人間―1万年の歴史―」　鈴木秀夫著　大明堂

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の担当部分を発表し討論によって深めていく。
　最初の授業で受講者の担当部分と発表日を決め、それに従って進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度　…　50％　　　ゼミ発表の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表の担当でない回でもテキストを読んでおくこと。また、新聞など目を通し、関連する記事の掲載があれば読んでおくとより理解が深まりま
す。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461363 /



生態人類学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間の文化の多様性はどこから生まれてくるのだろうか。この授業では人類学と生態学の知識を援用しながら､多様な環境における人類の適応と
社会システムについて検討する。また方法論としてのフィールドワークによるデータの分析・考察の手法を学ぶ。
キーワードは以下の通り。
【人間性の起源】【異文化理解】【共役不可能性】【自然】【人間】【贈与交換】【環境認知】

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自の興味を考慮し文献を決める。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　研究テーマの確認と文献の選択。
２回～１０回　文献の発表とそれに基づくディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションとレポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回、事前に必要な文献を読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461364 /



文化社会学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論のセミナーである。セミナーのなかにおいては、主として文化社会学、社会意識論に関する論文を読み、討論を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

○須藤廣『観光化する社会』ナカニシヤ出版、2008年
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマに沿って論文を読み（又は社会調査を行い）参加学生がレジュメにて報告。
司会、発表者、コメンテーター共に学生が分担して行う。各回のテーマは以下の通り。
１回目～３回目　文化とはなにか、近代化とはなにか、世俗化とはなにか議論する
４回目～６回目　ポストモダニズムと消費文化について議論する
７回目～10回目　観光文化に焦点を当て、消費文化の葛藤について議論する
11回目～14回目　グローバル化する消費文化のなかの政治について議論する
15回　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％、　レジュメ５０％、　発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズの領域に興味がありかつ知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461365 /



都市社会学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本講義では、都市社会学の考え方と分析技法を学ぶことを目的とする。
　まず「考え方編」では、都市社会学の対象ならびに基本的な考え方について理解を深める。そ　の中で、都市社会学の主要な理論的潮流（シ
カゴ学派都市社会学、新都市社会学など）や主要な分析テーマ（都市コミュニティ論、都市不平等研究、都市エスニシティ論等）についても紹
介したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『都市の社会学－社会がかたちをあらわすとき』（町村敬志・西澤晃彦著,2000,有斐閣）○

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　授業の概要
　第２回　近代都市の誕生【産業型都市、前産業型都市、社会移動、都市問題】
　第３回  都市へのまなざし【エスノグラフィー、社会地図、参与観察】
　第４回　都市的世界の構造【空間構造、社会階層、構造分析、人間生態学】
　第５回  個性化のメカニズム【社会権の交差、個性化、ネットワーク分析、ファシズム】
　第６回　階級・階層生成のダイナミクス【階級、階層、社会移動、都市の構造分析】
　第７回  都市生活の基盤【社会的資源、資源配分、集合的消費、NPO】
　第８回　居住点から広がる社会【アーバニズム、町内会、コミュニティ】
　第９回　郊外という迷宮【郊外、ニュータウン】
　第10回　政治権力と都市【CPS、地域開発、成長マシンとしての都市】
　第11回　見える都市、見えない都市【見えない権力、監視】
　第12回　都市の計画と再生【都市計画、再開発】
　第13回　ユートピアとしての都市【ユートピア、半都市主義】
　第14回　都市研究の方法
　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（レポート）…７０％　参加・貢献度…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、配付資料等をよく読んでおくこと。文献について報告してもらうこともあるので、その場合、報告の準備が必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461366 /



認知心理学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間の基礎的行動特性を文献研究によって学ぶ。心理学の専門雑誌(日本語)「心理学研究・基礎心理学研究・人間工学・認知心理学研究・認知科
学など」および、欧文雑誌「Perceptual and Motor Skillsなど」から学習者各自オリジナル論文を選択し内容を理解し、発表し、議論することに
よって専門知識と論文作成の方法を学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない。

参考文献、論文は「心理学研究」・「基礎心理学研究」・「人間工学」・「認知心理学研究」・「認知科学」など適宜各自の研究テーマに沿っ
て紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～ 2回　発表文献の選択：研究室に所蔵するジャーナルを中心に文献を選択する。【文献検索】
3回　　　　具体例を示しプレゼンテーションについて説明を行う。【PPTプレゼンテーション】
4回～14回　受講者によるプレゼンテーションと討議
15回　　　 まとめ
    〔過去に取り上げた論文の事例〕
・(1)情動的刺激に対する選択的注意が高不安者の再認記憶に及ぼす影響
・(2)社会的ジレンマ状況における行動戦略の自生に関する実験的研究
・(3)児童の認知地図作成における俯瞰の視点の作用
・(4)乳児おける朗読音声に含まれた語彙パターンの認知
・(5)ホームヘルパーが必要とする福祉情報の共分散構造に関する研究
・(6)怒りの経験の沈静化過程－感情認知行動の時系列的変化
・(7)会話場面における発言の抑制が精神的健康に及ぼす影響

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、　発表：60％、　出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

４回目から始まる個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461367 /



社会心理学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

地域コミュニティという専攻の特質上，受講生各自が持つ問題意識は多岐にわたっている。そのすべての問題意識と関わりをつけながら，実際
の社会心理学の研究がどのように行われているかをよく理解することが目標である。社会心理学の研究論文を各自が読んでまとめたものを発表
し，受講者で議論するという標準的な演習形式で進めていく。最初の数回の授業では，各自が興味をもつ社会現象等を発表し，それらがこれま
で蓄積されてきた社会心理学的研究のどこに関連するのかを探り，その後の授業は発表と議論にあてられる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
発表に用いる『心理学研究』，『社会心理学研究』，『実験社会心理学研究』等の雑誌がテキストでもあり，参考文献でもある。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

最初の２，３回（受講の人数によって異なる）は，各自が興味をもつ社会現象等を発表し，それらがこれまで蓄積されてきた社会心理学的研究
のどのような分野に関連するのかを探っていく。

　実際の社会心理学的研究に関連しそうないくつかのキーワードが出てきた時点で，『心理学研究』，『社会心理学研究』，『実験社会心理学
研究』等の中から発表したい論文を選び，その内容を報告してもらう。論文内容を報告するとともに，自分の研究テーマとの関わりを紹介し
，それについて議論する。

　１回の授業に発表者は１人。１編の論文を報告してもらう。従って発表回数は受講の人数によって異なる。

第１回　　　オリエンテーション他
第２-３回　 興味のある社会現象を発表，キーワードの選出
第４-1５回　研究論文の報告，自分の研究テーマとの関連について議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容　…　50　％　議論への参加等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表者は前の回の授業で次回の発表内容の概略を伝える事，その予告をもとにして他の受講生は予習をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461368 /



コミュニケーション論演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
松尾  太加志 / Takashi Matsuo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

コミュニケーションに関する実験や調査の技法について学習する。受講者自身が計画している実験や調査の方法について発表をしてもらい，そ
の方法について議論検討したり，既発表の論文で実施されている実験や調査について受講者にレビューしてもらい，その方法について検討する
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使わない。

○大野木裕明・中沢潤（編著）(2002).　心理学マニュアル研究法レッスン　北大路書房
○山田剛史・村井潤一郎　(2004).　よくわかる心理統計　ミネルヴァ書房
○海保博之ほか　(1999).　認知研究の技法　福村出版
○鎌原雅彦ほか（編）　(1998).　心理学マニュアル 質問紙法　北大路書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション
第２回～第１４回　受講者による発表および討論
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各自の修士論文のテーマを具体化しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461369 /



生涯学習論演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
恒吉  紀寿 / Norihisa Tsuneyoshi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ライフステージごとの学習要求や学習課題、生涯にわたる学習や教育について、学習者がどのように変容していくのか、また、そうした変容を
促す働きかけや条件とは何か。学習者の成長の法則性を明らかにしながら、それらを編成・促進する専門性について理解を深めることをねらい
としている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて指示する。

社会教育学会年報や紀要など
月刊社会教育

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

個々の研究テーマに近接する学習や教育に関わる研究や、諸課題を「解決」する動向・運動の展開について整理しながら、その教育的価値や変
容のプロセス、支援のあり方に関する討議を行う。

１　　　ガイダンス
２～14　発表をもとに討議を行う
15　　　まとめー総括討論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況と演習への参加（発表と討議）
授業態度と発表･･･70％、討論参加･･･30％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料や関連文献の整理、課題への対応、自分なりの意見のまとめ
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461370 /



臨床心理学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

心理臨床は現在、教育、福祉、医療、保健、司法といった多様な領域においてその専門性が発揮されている。そこで本演習では、心理臨床がこ
れらの各領域でどのように機能しているかを把捉することに主眼をおくこととする。具体的には、受講者が関心を持つ領域での臨床心理士の活
動に関する文献を各自で検索・収集して演習でプレゼンテーションし、それを題材として全体でのディスカッションを行いながら、心理臨床の
実際についての理解を深めることとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。プリントを配布する予定である。

○下山晴彦・丹野義彦（編）『講座 臨床心理学６　社会臨床心理学』東京大学出版会
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　　　オリエンテーション：本講義の概要と進め方
第２回～第３回　　　教育領域における心理臨床
第４回～第５回　　　福祉領域における心理臨床
第６回～第７回　　　医療・保健領域における心理臨床
第８回～第９回　　　司法・矯正領域における心理臨床
第１０～第１１回　　産業領域における心理臨床
第１２回～第１４回　心理臨床の実際
第１５回　　　　　　まとめ（これまでの内容を基に全体討論を実施）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席　…　10％　　発表　…　60％　　討論への参加度　…　30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461371 /



臨床教育学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本授業では、①　いじめ、不登校、摂食障害、自傷行為など、多様なかたちで生じてくる今日の青少年の問題事象に対する理解と援助、②　児
童虐待、育児不安、産後うつ病などのかたちで生じてきている今日の「子育ての危機」の問題について、理論的なアプローチと事例研究的なア
プローチの二つの側面から検討していくことを課題としていきたい。　
　授業内容としては、参加者の事例報告や文献報告を中心に進めていきたい。
　本授業のキーワードは、青少年問題の発生機序、子育て支援、心理療法的援助、などである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは未定。参加者の希望によって決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回  オリエンテーション
第２回  事例報告その１
第３回　事例報告その２
第４回  事例報告その３
第５回　事例報告その４
第６回  文献購読その１
第７回　文献購読その２
第８回　文献購読その３
第９回　文献購読その４
第10回　文献購読その５
第11回　文献購読その６
第12回　参加者の希望によって内容を決定する。
第13回　参加者の希望によって内容を決定する。
第14回　参加者の希望によって内容を決定する
第15回　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フィールドを持っている院生はできるだけ事例または実践の報告をお願いしたい。
文献購読をする場合には、自分が発表ではない場合でも、必ず読んで授業に参加すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461372 /



児童福祉論演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

社会福祉にジェンダーの視点を取り込むことをねらいとしている。
今日、｢格差｣をめぐる問題が顕在化し、｢貧困の女性化｣として母子世帯、高齢女性の貧困問題が福祉の課題となっている。また、福祉の担い手
としての｢ケアの女性化｣をめぐる問題、児童虐待、高齢者虐待、配偶者の暴力など家族間の暴力の問題にもジェンダーの問題が介在している。
本授業では、ジェンダーの視点からの福祉問題を検討する際に踏まえておかなければならない大枠として、研究の視座、方法論、研究対象、理
論などについて検討したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業において指定する。

○河嶋静代『ベビーホテルと児童家庭問題』京都法政出版　2000年
○河嶋静代「フェミニズムの視点による社会福祉研究の視座」『アジア女性研究』第17号　2008年　
　林千代『女性福祉とは何か』ミネルヴァ書房　2004年　
　杉本貴代栄『社会福祉の中のジェンダー』ミネルヴァ書房　1997年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～３回　フェミニズムの視点　【ジェンダー主流化】【複合的視点】【エンパワメント】
４回～６回　研究の方法とフェミニスト調査　　【ＤＶ調査】【エスノグラフィー】
７回～９回　ジェンダーと女性福祉　【社会福祉の固有の視点】【社会福祉学のパラダイム転換】
10回～15回　社会福祉の中のジェンダー　【貧困の女性化】【ケア労働の女性化】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【家族モデルと社会保障】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…５０％　　課題５０…％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461373 /



障害者福祉論演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「障害者福祉の現代的課題と研究の視角」
障害者福祉の（ないしは障害者福祉問題に関連する近接）領域において頻繁に取り上げられるキーワードを拾い上げ、それらを多角的に検討す
ることによって、この領域における研究対象とすべき素材を吟味する。
いくつかのキーワード
　【ノーマライゼーション－メインストリーミング】【福祉ミックス－福祉供給システムの多元化】
　【ピアカウンセリング】【エンパワーメント】
　【権利擁護システム（例えばオンブズマン、成年後見・地域福祉権利擁護事業）】
　【福祉の市場化と契約】　【社会福祉基礎構造改革】　【措置制度から支援費制度へ】
　【施設解体・地域生活支援】　【施設－地域コンフリクト】　【障害者プラン－地域福祉計画】
　【障害者とＩＴ】　【障害者スポーツ】　【扶養義務規定と家族支援】　【出生前検診】

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小賀　久『障がいのある人の地域福祉政策と自立支援』法律文化社

適時指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　オリエンテーション
第２～５回　　障害者福祉領域の課題・動向に関する講義
第６～13回　  キーワードに関する報告と討論
第14、15回　  まとめの議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度･レポート･報告等を総合して最終的に評価を行なう。
参加態度　…　20％　　レポート　…　40％　　　報告　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト、参考文献の熟読
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461374 /



高齢者福祉論演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
石塚  優 / MASARU Ishitsuka / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

高齢者福祉論演習では、前期の講義および受講者の報告を基にテーマ絞って検討する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に使用しない（資料配布等による）。

講義中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【キーワード】
以下は例であり、変更もあり得る
１回～２回 　 高齢者福祉の歴史
３回～４回 　 産業化と地域社会の変化【地域社会】
５回～６回  　生活環境の変化と高齢者めぐる課題【生活の郊外化】
７回～10回  　地域社会とソーシャルキャピタル【ソーシャルキャピタル】
11回～14回　  福祉と社会的排除・ソーシャル・インクルージョン
             【ソーシャル・インクルージョン】
15回          制度・文化社会的課題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートの提出40％、課題報告30％、参加度30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高齢者福祉論研究講義を受講すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461375 /



人間環境学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
野井  英明 / Hideaki　Noi / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

環境は地質時代、歴史時代を通して変化しており、人類の文明は環境の変遷に伴って生まれ、消滅してきた可能性があることが指摘されている
。環境の変遷と、文明の盛衰との関連を考えることは、現代の環境問題の解決、ひいては文明の行く末を見きわめる手がかりとなるだろう。
本演習では、環境変遷と文明の関連について、特に日本人の渡来と環境の関係について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「日本人はるかな旅１～５」NHKスペシャル「日本人」プロジェクト編　NHK出版

「環境考古学のすすめ」安田喜憲著　丸善
「環境と倫理　自然と人間の共生を求めて」　加藤尚武編　有斐閣
「人類史のなかの定住革命」　西田正規著　講談社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストを読んで発表し、その後同一タイトルで出版されているDVDを見る。
最初の授業で、分担箇所と発表日を決め、そのスケジュールで進める。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度　…　50％　　ゼミ発表の内容　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表の担当でない回でもテキストを読んでおくこと。また、新聞など目を通し、関連する記事の掲載があれば読んでおくとより理解が深まりま
す。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461376 /



生態人類学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間の文化の多様性はどこから生まれてくるのだろうか。この授業では人類学と生態学の知識を援用しながら､多様な環境における人類の適応と
社会システムについて検討する。また方法論としてのフィールドワークによるデータの分析・考察の手法を学ぶ
キーワードは以下の通り
【人間性の起源】。【異文化理解】【共役不可能性】【自然】【人間】【贈与交換】【環境認知】

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各自の興味を考慮し文献を決める。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　研究テーマの確認と文献の選択。
２回～１０回　文献の発表とそれに基づくディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションとレポート
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回、事前に必要な文献を読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461377 /



文化社会学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論のセミナーである。一学期の文化社会研究セミナーの議論を踏まえ、さらに現代文化研究に関する論文を読み、討論を
行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文を読み（又は社会調査を行い）参加学生がレジュメにて報告
司会、発表者、コメンテーター共に学生が分担して行う。テーマは以下の通り。

１回目～４回目　ポストモダン文化についての論文を読み議論をする。
５回目～９回目　観光社会学の論文を読み議論をする。
10回目～15回目　フィールドワークに関する技法の学習と参加者の実践報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％　レジュメ３０％、レポート５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズの領域に興味がありかつ知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461378 /



都市社会学演習 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

都市社会を実証的に分析するための基本的な考え方と技法を身につけることを目的とする。
　今年度は、特に「都市下層」ならびに「社会的排除」に関する著書・論文についてのテキスト批評を通して理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業の第１回目に報告文献リストの中から決定する。
　（例）
　　岩田正美著,『社会的排除－参加の欠如・不確かな帰属』,有斐閣,2008
　　岩田正美・西澤晃彦編,『貧困と社会的排除－福祉社会を蝕むもの』,ミネルヴァ書房,2005
  　ジョック・ヤング著（青木秀男ほか訳）,『排除型社会』,洛北出版,2007
　　など

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 　 イントロダクション／テキストの決定
　第2～14回　テキスト批評
　第15回　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（レポート）…７０％　参加・貢献度…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の報告準備が必要となる。報告文献については（当然のことながら）事前に読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461379 /



臨床社会学研究 【夜】
地域コミュニティ専攻

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「社会病理学」を源流とする「臨床社会学」の考え方について学ぶ。社会病理学はなぜ批判されてきたのか。それに代わる「逸脱の社会学」や
「社会問題の社会学」では、何がどう議論されてきたのか。こうした論点を整理しながら、社会問題研究の先端に位置づく臨床社会学の展開に
ついて紹介する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない

○宝月誠『逸脱とコントロールの社会学』（有斐閣アルマ、2004年）
　○岩田正美『社会的排除』（有斐閣、2008年）
　○井上眞理子・佐々木喜代三ほか編著『社会病理学講座』1巻～4巻（学文社、2003-2004年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　授業の概要（社会病理学から臨床社会学へ）
　２回～３回　社会問題と社会学
　４回～５回　社会病理学の生成
　６回～７回　逸脱とは何か？
　８回　中間まとめ
　９回～１０回　社会問題の構築主義アプローチ
１１回～１２回　臨床社会学の生成
１３回～１４回　臨床社会学の展開
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　70％　　　参加度　…　30％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

社会問題について自分なりの関心があり、社会病理学について一定の知識があることが望ましい。
授業では、文献について報告してもらうこともある。その際は準備が必要である。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461380 /



英米文化研究Ⅰ（米文化）　　　 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカのSF映画と、現実のアメリカ人の価値観、美意識との相互関係についての理解を深める事をテーマとする。より具体的には、アメリカ
のSF映画と社会との相互関係を分析した英語の論文を多く読み、その中で用いられている分析手法について考察する。また、論文に取り上げら
れていない、個別のアメリカSF映画を取り上げ、映画と文化とにどのような関係があるのかを考察する。これらの作業を行うことによって、
SF映画とアメリカ文化との関係を分析する能力を身につけたい。また、研究論文の英語を読みこなせるだけの英語読解力を、可能な限り身につ
けることも目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じて、以下のテキストの抜粋をプリントで配布する。
Screening Space：The American Science Fiction Film.  Vivian Sobchack
Rutgers University Press

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　アメリカ映画とアメリカ文化との関係を分析する手法の概説
２回　アメリカ映画とアメリカ史との関係を分析する手法の概説
３回　Iconography の輪読、内容理解
４回　Iconography に関する考察
５回　Visual Functions の輪読
６回　Visual Functions の分析手法に関する考察
７回　The Alien の輪読、内容理解
８回　The Alien に関する考察
９回　The Alienation of the Familiar の輪読、内容理解
10回　The Alienation of the Familiar に関する考察
11回　Subversion of the Landscape の輪読、内容理解
12回　Subversion of the Landscape に関する考察
13回　個別のアメリカSF映画と、アメリカの歴史との関係を分析
14回　個別のアメリカSF映画と、アメリカ文化との関係を分析
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…80％　発表…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

出来るだけ、事前に配布した資料の指定箇所を読んでおいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461381 /



英米文化研究Ⅱ（英文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is to direct students through an exploration into the relationships that exist between the theatre of Shakespeare and
Renaissance society. This exploration will take place in an English language environment. A Shakespearean comedy will be selected to serve as
the base from which to conduct research into Renaissance culture. The initial twelve classes will focus upon analysis of the primary source
alongside reference to historical/socio-historical events and key texts in the field of literary criticism. The final three classes will follow a similar
format, but will be led by students. Instruction in English for Academic Purposes will constitute a further component of the course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Shakespeare, William, The Complete Works, ed. By Stanley Wells, Gary Taylor, John Jowett and William Montgomery (Oxford: Oxford University
Press, 1988; 2nd ed. 2005)
A required reading list (secondary sources) will be available prior to the first class.

So as to deepen understanding and develop independent study skills, students will be expected to make full use of the research facilities at their
disposal whenever possible.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Class 1: Introduction – ‘Reading’ Shakespeare
Class 2: Defining Comedy 1: The Fool
Class 3: Defining Comedy 2 Endings
Class 4: The Business of Comedy 1: Pleasure
Class 5: The Business of Comedy 2: Pain
Class 6: The Players: Casting and Creation
Class 7: Gender and the Play
Class 8: Renaissance Marriage 1: Historical Accounts
Class 9: Renaissance Marriage 2: Fictional Accounts
Class 10: Performance Text as a Cultural Document 1: Gender
Class 11: Performance Text as a Cultural Document 2: Power
Class 12: Review
Class 13: Student-Led Group Discussion: Text and Performance
Class 14: Student-Led Group Discussion: What is real?
Class 15: Student-led Group Discussion: The Director’s Problems

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

A 2000-word report to be submitted as the course concludes …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Required preparation will be discussed during the first class
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461382 /



英米文学研究Ⅰ（米文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

英米文学研究Ⅰ米文学研究では、「２０世紀の意識の流れの文学」の先駆となったH. James、「ロストジェネレーション」の代表作家F.S. フィッ
ツジェラルド、E. ヘミングウェイ等を読む。
　発表者は、前日までにE-mail等で発表リポートを提出すること。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは以下の通りです。参考文献と翻訳等は図書館にあります。
Mark Twain: The Adventures of Huckleberry Finn（Norton Critical Edition）
Ernest Hemingway：The Sun Also Rises Norton Critical Edition）
F.S. Fitzgerald：The Great Gatsby（Charles Scribner’s Son）
Henry James： The Portrait of a Lady （Norton Critical Edition）

必要な参考文献と資料等は、その都度プリントして配布します。
参考書などは図書館の指定図書コーナーに開架し、さらに授業中に指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回   Mark Twain: The Adventures of Huckleberry Finn　第1章～第10章
第２回　 Mark Twain: The Adventures of Huckleberry Finn　第11章～第20章
第３回　 Mark Twain: The Adventures of Huckleberry Finn　第21章～第30章
第４回　 Mark Twain: The Adventures of Huckleberry Finn　第31章～第42章
第５回　 F.S. Fitzgerald：The Great Gatsby　第1章～第4章
第６回　 F.S. Fitzgerald：The Great Gatsby　第5章～第９章
第７回　 Ernest Hemingway：The Sun Also Rises　第1章～第5章
第８回　 Ernest Hemingway：The Sun Also Rises　第6章～第10章
第９回　 Ernest Hemingway：The Sun Also Rises　第11章～第15章
第10回　 Ernest Hemingway： The Sun Also Rises　第16章～第19章
第11回　 Henry James： The Portrait of a Lady　第1章～第10章
第12回　 Henry James： The Portrait of a Lady　第11章～第22章
第13回　 Henry James： The Portrait of a Lady　第23章～第34章
第14回　 Henry James： The Portrait of a Lady　第35章～第46章
第15回　 Henry James： The Portrait of a Lady　第47章～第55章

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題リポート（70％）と発表（30％）で評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキスト読むこと、また、授業中に指示した参考書等を読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461383 /



英米文学研究Ⅲ（英文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

Henry JamesとVirginia WoolfとJames Joyceの代表作を比較検討しながら、語り手の視点の特徴、語り手と「映し手」（reflector）の関係、語り
手の潜在化の度あい、「映し手」の内的焦点化の深度等を順次分析する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『英国小説の「語り」の構造』（開文社出版）

『鳩の翼』（講談社）
『ダロウェイ夫人』（みすず書房）
『若き日の芸術家の肖像』（新潮文庫）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回序論
　２回『鳩の翼』叙述分析（語り手）
　３回『鳩の翼』叙述分析（作中人物）
　４回『鳩の翼』叙述分析（語りの特徴）
　５回『鳩の翼』構造分析
　６回『ダロウェイ夫人』叙述分析（語り手）
　７回『ダロウェイ夫人』叙述分析（作中人物）
　８回『ダロウェイ夫人』叙述分析（語りの特徴）
　９回『ダロウェイ夫人』構造分析
１０回『若き日の芸術家の肖像』叙述分析（語り手）
１１回『若き日の芸術家の肖像』叙述分析（作中人物）
１２回『若き日の芸術家の肖像』叙述分析（語りの特徴）
１３回『若き日の芸術家の肖像』構造分析
１４回『鳩の翼』と『ダロウェイ夫人』の叙述比較
１５回『鳩の翼』と『ダロウェイ夫人』と『若き日の芸術家の肖像』の叙述比較

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況…２０％　　課題…８０％　　期末試験…しない
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

扱う小説をしっかり読み込んでおく。課題にword fileで回答する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461384 /



英語学研究Ⅰ（日英語比較） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文を超えたレベルの談話という観点から日英語の構造差異を探る。ここでは機能論的にみた情報構造を基に、文内の統語論的規則だけでは扱い
できない現象を説明していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリント配付

『談話と情報構造』日英語比較選書　研究社出版
Kuno, Ssusumu, (1985) Functional Syntax  Chicago University Press
影山太郎（編）『日英対照　動詞の意味と構文』大修館書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第  １回　コースワークの解説　　　　
第  ２回  縄張り理論とは
第  ３回　日本語における縄張り理論
第　４回　英語における縄張り理論
第  ５回　縄張り理論の言語現象への適応と分析
第　６回　省略現象
第　７回　日英語における後置文
第　８回　数量詞遊離
第　９回　英語における受身構文（１）
第１０回　日本語における受け身文（２）
第１１回　日英語の構造的差異に基づくコミュニケーション・ギャップ
第１２回　日英語の情報の差異に基づくコミュニケーション・ギャップ
第１３回　日英語の認識の差異に基づくコミュニケーション・ギャップ
第１４回　テーマの展開の仕方
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業の参加度７０％　　アサインメント３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献のpresentationは、①文献の著者の意図の読み取り、②疑問点の提示、③反対意見、反証の提示を行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461385 /



英語学研究Ⅱ（社会言語学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
平野　圭子 / Keiko Hirano / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

言語のバリエーションと変化の理論を社会言語学の観点から学びます。前半では代表的な研究を紹介・解説し、言語変化や言語変異を引き起こ
すと考えられる階級差、性差、年齢差、民族差などの社会的要因や、音韻環境・文法などの言語的要因を学びます。後半では最近の文献を取り
上げ、内容について考察・議論する予定です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定

○田中春美・田中幸子. (1996).『社会言語学への招待―社会・文化・コミュニケーション』ミネルヴァ書房.
○中尾俊夫・日比谷潤子・服部範子. (1997).『社会言語学概論―日本語と英語の例で学ぶ社会言語学』くろしお出版.
Janet Holmes (2008). An introduction to sociolinguistics, 3rd ed. Longman.
Miriam Meyerhoff (2006). Introducing sociolinguistics. Routledge.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　イントロダクション
　２回～７回　　代表的な研究を紹介・解説
　９回～１３回　最近の文献を考察・議論
１４回　　　　　ディスカッション
１５回　　　　　レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究発表50%、レポート50%。出席・授業への参加状況も考慮します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部の『社会言語学研究』を受講すると、本ゼミの理解がより深いものとなります。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461386 /



英語学研究Ⅳ（通訳） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
伊藤  健一 / Kenichi ITO / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

英語学演習Ⅳの方では訓練を中心に進めていきますので、この研究Ⅳでは、通訳のメカニズムを分析してそこで起こっていることをコミュニケー
ションの立場から考えたり、さまざまな通訳理論を検証し言語学的な立場から分析したりといった、理論的な側面について考えていきたいと思
います。その上で、わかりやすい通訳とはどのような通訳なのか、そのためにはどのようなことに配慮したらよいのか、など、通訳者として立
っていくために考えなければならないさまざまな問題について検討し、ディスカッションしていきます。比較対照のために、他言語間の通訳に
ついて検討することも考えたいと思います。また、通訳訓練法や通訳理論を英語教育や英語学習に応用することについても、この授業における
研究課題としたいと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ローデリック・ジョーンズ他著『会議通訳』（松柏社）

授業の中で折に触れて紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：通訳の形態とその意義
　２回　通訳とは何か：異言語間コミュニケーションから異文化間コミュニケーションへ
　３回　異文化間コミュニケーターとしての通訳
　４回　コミュニティー通訳とは何か：その特徴
　５回　通訳者に臨まれる資質と能力
　６回　通訳者養成のための訓練法
　７回　司法通訳の理論と実際
　８回　医療通訳の理論と実際
　９回　学校通訳の理論と実際
１０回　行政通訳の理論と実際
１１回　会議通訳の理論と実際
１２回　ノートテーキングの理論と実際
１３回　同時通訳の理論と実際
１４回　模擬通訳演習
１５回　全体のまとめとディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業中および「全体のまとめとディスカッション」でのディスカッション（50％）、および断片的に実施する実技（50％）によって評価
します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

これまで通訳についての基礎的な学習をした人も、していない人もいらっしゃると思います。このあたりは履修される皆さんの実状にあわせて
配慮します。やさしい内容であれば通訳は決して難しくありません。本当に難しいのは、論理についてゆき、自分で内容を理解し、それを自分
のことばで訳出することです。このあたりを課題と認識して取り組んでいただければと思います。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461387 /



英米文化演習Ⅰ（米文化）　　　 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
前田  譲治 / Johji　Maeda / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

ウォルト・ディズニーと、ディズニーランドがアメリカ人に対して有する意味合いを考察することにより、アメリカ人の美意識、国民性の本質
に肉薄することを目的とする。また、研究者向けに書かれた専門書の英語を多読することにより、初学者を念頭においては書かれていない研究
書の英文に慣れる。（受講者の希望があれば、アメリカ文化・文学関連の他のテーマに変更することも可能である。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ディズニーとアメリカ文化との関係を分析した、The Magic Kingdom：Walt Disney and the American Way of Life （U of Missouri P）からの抜粋
を読む。(受講者の希望に応じて変更する。)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ウォルト・ディズニーのアメリカ人にとっての意味合いの概説
2回　ディズニーランドのアメリカ人にとっての意味合いの概説
3回　ディズニー映画のアメリカ人にとっての意味合いについての概説
4回  Disney and National Security の輪読
5回　Disney and National Security の内容理解と分析
6回　Disney and Domestic Security の輪読
7回　Disney and Domestic Security の内容理解と分析
8回　Citizen Disney の輪読
9回　Citizen Disney の内容理解と分析
10回 The Happiest Place on Earth の輪読
11回 The Happiest Place on Earth の内容理解と分析
12回 It’s a Small World, After All の輪読
13回 It’s a Small World, After All の内容理解と分析
14回 Epilogue の輪読、内容理解と分析
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況…80％　発表…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

配布したプリントの指定箇所を授業前に読んでおいてください。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461388 /



英米文化演習Ⅱ（英文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is to direct students through an exploration into the relationships that exist between the theatre of Shakespeare and
Renaissance society. This exploration will take place in an English language environment. A Shakespearean tragedy will be selected to serve as
the base from which to conduct research into Renaissance culture. The initial twelve classes will focus upon analysis of the primary source
alongside reference to historical/socio-historical events and key texts in the field of literary criticism. The final three classes will follow a similar
format, but will be led by students. Instruction in English for Academic Purposes will constitute a further component of the course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Shakespeare, William, The Complete Works, ed. By Stanley Wells, Gary Taylor, John Jowett and William Montgomery (Oxford: Oxford University
Press, 1988; 2nd ed. 2005)
A required reading list (secondary sources) will be available prior to the first class.

So as to deepen understanding and develop independent study skills, students will be expected to make full use of the research facilities at their
disposal whenever possible.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Class 1: Introduction – ‘Reading’ Shakespeare
Class 2: Performance in Elizabethan England 1: The Rules
Class 3: Performance in Elizabethan England 2: The Stage
Class 4: Audiences in Elizabethan England 1: Society
Class 5: Audiences in Elizabethan England 2: Education
Class 6: Politics and the Play
Class 7: Gender and the Play
Class 8: Renaissance Revenge 1: Key Texts
Class 9: Renaissance Revenge 2: Key Structures
Class 10: Performance Text as a Cultural Document 1: Gender
Class 11: Performance Text as a Cultural Document 2: Power
Class 12: Review
Class 13: Student-Led Group Discussion: Text and Performance
Class 14: Student-Led Group Discussion: What is real?
Class 15: Student-led Group Discussion: The Director’s Problems

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

A 2000-word report to be submitted as the course concludes …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Required preparation will be discussed during the first class
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461389 /



英米文学演習Ⅰ（米文学）　　　 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
新村  昭雄 / Shinmura Akio / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

スタインベック、ヘミングウェイ、ウィリアム・フォークナーについて研究する。
　ヘミングウェイは【中西部（シカゴ郊外）】に生まれて、「西部戦線異状なし」と並ぶ【戦争小説】の双璧である「武器よさらば」を書いて
２０世紀にアメリカ英語を世界の言語にした。スタインベックは【西部（カリフォルニア）】に生まれ、インディアンとスペイン系などとの混
血パイサーノについて描き、現在のヒスパニック文化の源流をその文学に見ることができる。フォークナーは【南部特にDeep Southミシシッピ
ー】に生まれ、青年期にカナダ空軍に入隊し、ニューオーリンズなどを放浪し、ハリウッドでシナリオを書くとき以外はほとんど南部をでるこ
とはなかった。南部の歴史と民話を掘り起こし、南部の神話を【ヨクナパトファ・サーガ】としてつくり上げた。
　これらの作家の作品はアメリカの根元的な問題を掘り下げているのだが、アメリカの病理を浮かび上がらせ、それを批判するだけでなく、ア
メリカのヴァイタリティをも見せてくれる作家である。
　フォークナーがノーヴェル賞受賞演説で述べたように、文学は単に人間や社会の病巣をえぐり、そのdark sideを暴露するばかりでなく、
prevailするような力を謳う必要がある。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
William Faulkner : A Rose for Emily（The Viking Press）
Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Jonathan Cape )
John Steinbeck   : The Long Valley ( A Viking Compass Book )

参考書等は図書館の指定図書コーナーに開架し、さらに必要なものはその都度指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　William Faulkner  : A Rose for Emily　
第２回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Indian Camp )　
第３回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories
　　　　( The Doctor and the Doctor’ Wife )　
第４回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( The Battler )　
第５回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Cat in the Rain )　
第６回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Big Two-Hearted River )　
第７回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Hills Like White Elephants )　
第８回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( A Canary for One )　
第９回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( Now I Lay Me )　
第10回　Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories ( A Clean, Well-Lighted Place )　
第11回　John Steinbeck  : The Long Valley ( The Red Pony )　
第12回　John Steinbeck  : The Long Valley ("Red Pony" )　
第13回　John Steinbeck  : The Long Valley ("The Chrysanthemums" )　
第14回　John Steinbeck  : The Long Valley ("The White Quail" )　
第15回　John Steinbeck  : The Long Valley ("The Snake" )

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の発表（30％）とリポート（70％）で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

以上のテキストを使いますが、参考文献や翻訳等は図書館にもあるので参考にすること。
参考文献や資料等はプリントして配布する。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461390 /



英米文学演習Ⅲ（英文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
木下  善貞 / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文学テキスト叙述分析を体得する。Charles Dickensの代表作Oliver Twistを扱う。語り手の視点の取り方、語り手の視点の特徴、語り手と「映し
手」（reflector）の関係等を順次分析する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Charles Dickens: Oliver Twist (Penguin Books)

その他適宜プリントを配布してテキストとする。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　序論
　２回　Oliver Twist Chapter１－４
　３回　Oliver Twist Chapter５－８
　４回　Oliver Twist Chapter９－１２
　５回　Oliver Twist Chapter１３－１６
　６回　Oliver Twist Chapter１７－２０
　７回　Oliver Twist Chapter２１－２４
　８回　Oliver Twist Chapter２５－２８
　９回　Oliver Twist Chapter２９－３２
１０回　Oliver Twist Chapter３３－３６
１１回　Oliver Twist Chapter３７－４０
１２回　Oliver Twist Chapter４１－４４
１３回　Oliver Twist Chapter４５－４８
１４回　Oliver Twist Chapter４９－５３
１５回　結論とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習…２０％　　課題…８０％　　期末試験…しない
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストをしっかり読み込んでおく。議長と発表者として議論の展開に積極的にとりくんでもらう。課題にword fileで回答する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461391 /



英語学演習Ⅰ（日英語比較） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

機能論的アプローチによる日英語の比較を検討する。久野、高見の理論に基づき、具体的な統語現象を分析していく。後半では、語用論、談話
分析を基に、実践的な日英語のコミュニケーションスタイルを考察していく。
　＜到達目標＞：機能論を通して日英語に新たな共通点、相違点を見いだし、また機能論、語用論での原則をコミュニケーションの現場に応用
することの妥当性を議論できることを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリント資料配付

・高見健一『機能的構文論による日英語比較』くろしお出版
・Kuno, Ssusumu,  Functional Syntax  Chicago University Press
・J.May  Pragmatics Blackwell

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 　 コースワークの説明
第2回　　Kunoによる日英語の照応現象、省略現象
第3回　　Kunoの視点による日英語の分析
第4回　　高見による「日英語の受け身の分析」【日本語の受身構文】
第5回　　高見による「日英語の受け身の分析」【英語の受身構文】
第6回　　高見による「日英語の右方移動の分析」【日本語の右方移動】
第7回　　高見による「日英語の右方移動の分析」【英語の右方移動】
第8回　　May  Pragmatics【語用論の守備範囲】
第9回　　May  Pragmatics【グライスの会話の原則】
第10回　 May  Pragmatics【ポライトネス理論】
第11回　 May  Pragmatics【B&L理論】
第12回　 日英語における「あいづち」の差違
第13回　 日英語における「hedging」用法の差違
第14回　 日英語における「談話の展開」の差違
第15回　 総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業での活動、参加度５０％、　エッセイ作成３０％、　課題２０％　で総合的に評価
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461392 /



英語学演習Ⅱ（社会言語学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
平野　圭子 / Keiko Hirano / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

言語のバリエーションと変化の理論を社会言語学研究の授業で学んだ上で、身近な言語データを利用して実際に言語調査を行います。調査を行
なうために必要な、被験者の選定、言語データの収集、データの分析など方法論の基礎を学んだ上で、社会言語学の領域から各自テーマを選択
し、文献調査、言語データの収集・分析を行い、授業時にその方法論、調査結果等を議論します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ハンドアウト

伝康晴・田中ゆかり編. (2006).『講座社会言語学　第６巻　方法』ひつじ書房.
レスリー・ミルロイ. (2000). 『生きたことばをつかまえる―言語変異の観察と分析』松柏社.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　イントロダクション
　２回　　　　　言語調査について
　３回～８回　　言語調査の方法論
　９回～１３回　学生による言語調査とその報告
１４回　　　　　ディスカッション
１５回　　　　　レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

研究発表50%、レポート50%。出席・授業への参加状況も考慮します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学部の『社会言語学研究』を受講すると、本ゼミの理解がより深いものとなります。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461393 /



英語学演習Ⅳ（通訳） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
伊藤  健一 / Kenichi ITO / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年、通訳訓練法が効果的な英語学習法として注目を集めるようになっています。この科目を受講される皆さんの中には、高度な英語力を鍛え
ることを目標にしている人もいることでしょうし、また本格的な通訳訓練を期待している人もいることでしょう。したがって、この科目では、
その両方の目的に叶うよう、授業を進めていきたいと思います。通訳訓練法として認知されているシャドーイングやその他のテクニックを用い
て、正確に英語による発話を聞き取り、平明な日本語に置き換える、また日本語による発話を聞き取って正確な英語に通訳する、それとともに
、背景知識の量を増やしていくことも、わかりやすい通訳のためには大切です。この授業では、テクニカルな訓練と背景知識の習得を二本柱に
、あわせて英語力の増強もできるように進めていきたいと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
日本通訳協会編　『英語通訳への道』（大修館書店）

授業の中で折に触れて紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：日本における通訳の歴史、種類と特徴
　２回　通訳基礎訓練：通訳の実状と、そのために必要な技能を認識する。
　３回　通訳基礎訓練：日本語と英語の音声を比較検討する。
　４回　通訳基礎訓練：語彙と背景知識を増やす
　５回　通訳基礎訓練：クイックレスポンス
　６回　通訳基礎訓練：シャドーイング
　７回　通訳基礎訓練：リプロダクション
　８回　通訳基礎訓練：ノートテーキング
　９回　逐次通訳演習：基礎訓練：一文単位の通訳の練習（英→日）
１０回　逐次通訳練習：基礎訓練：一文単位の通訳の練習（日→英）
１１回  逐次通訳演習：実践演習：まとまった文章の通訳練習、メモ取りの実践（英→日）
１２回  逐次通訳演習：実践演習：まとまった文章の通訳練習、メモ取りの実践（日→英）
１３回  同時通訳演習：同通の理論と実際：実践演習（英→日）
１４回　同時通訳演習：同通の理論と実際：実践演習（日→英）
１５回　全体のまとめと実技発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業中および「まとめと実技発表」でのディスカッション（50％）および実技（50％）によって評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

これまで通訳についての基礎的な学習をした人も、していない人もいらっしゃると思います。このあたりは履修される皆さんの実状にあわせて
配慮します。やさしい内容であれば通訳は決して難しくありません。本当に難しいのは、論理についてゆき、自分で内容を理解し、それを自分
のことばで訳出することです。このあたりを課題と認識して取り組んでいただければと思います。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461394 /



中国文化研究 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

20世紀の中国文学芸術運動、特に1930年代の中国近代文学芸術運動を中心に体系的に講義する。主要な作家、作品、思潮、流派等の紹介を通じ
て、当時の文学芸術を概観する。魯迅等の後の中国近現代文学芸術に影響を与えた1900～10年の作家達（四大譴責小説―魯迅「中国小説史略」
）の紹介、中国近代白話小説―魯迅「狂人日記」「阿Ｑ正伝」および中国に初めてイプセン劇が紹介され、西欧の小説・戯曲が翻訳・模倣された
1910年代の紹介、五四運動後に思想的分化を果たして誕生した茅盾を中心とする「文学研究会」と郭沫若を代表とする「創造社」の二大勢力・
流派の紹介ならびに主要な作家の紹介、欧米日の文学芸術の影響を受けた多種多様な作家達が登場し、各種論争を引き起こし、次第に文学の世
界に政治が露骨に介入してくるようになる時期までを毎回テーマを絞って講義する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・藤井省三著「魯迅事典」（2002年　三省堂）
・「魯迅文集」（筑摩書房）　　他

・木山英雄訳「魯迅の紹興」（岩波書店）
・「中国現代文学史」（北京外文出版社）
・「中国文学家辞典」（四川文藝出版）　　他

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回   中国近代と梁啓超『小説と政治の関係について』と日本の政治小説について
第2回　 中国近代と厳復『天演論』（トーマス・ハクスレー『進化と倫理』）の影響について
第3回　 中国近代と魯迅「中国四大譴責小説」について
第4回　 義和団事件と女性解放運動のパイオニア・秋瑾について
第5回　 魯迅と故郷紹興および作品集「吶喊」について
第6回　 魯迅の日本留学、特に仙台医学専門学校・藤野厳九郎との関係について
第7回　 魯迅と辛亥革命について
第8回　 啓蒙雑誌「新青年」と中国初の白話小説・魯迅の処女作『狂人日記』について
第9回　 五四新文化運動と西欧文学・思想の受容について
第10回　イプセンの『人形の家』と中国女性解放について
第11回　五四退潮期と「文学研究会」ならびに「創造社」の成立とその活動について
第12回　革命文学論争――「創造社」「太陽社」ＶＳ魯迅について
第13回　中国左翼作家連盟成立とその活動について
第14回　国防文学論争と魯迅の死について
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…40％　　レポート…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料がたくさん出てくるので、しっかり読んで準備して欲しい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461395 /



中国文学研究Ⅱ（中国古典文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
中野  将 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

『論語』を古註・新注で読む。『論語』を読むことにより、儒家の思想の基盤となるものに対する　知識を身に付ける。また、中国古典を訓読
する力も身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・「論語集説」　漢文大系１　冨山房

○「論語」 全釈漢文大系１　集英社
○「論語｣　新釈漢文大系１　明治書院     　等

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

担当者が訓読・解釈し、発表後にレジュメを作って、次週配布することとする。

第１回　学而篇　１～３章
第２回　学而篇　４～６章
第３回　学而篇　７～９章
第４回　学而篇　１０～１２章
第５回　為政篇　１～３章
第６回　為政篇　４～６章
第７回　為政篇　７～９章
第８回　為政篇　１０～１２章
第９回　為政篇　１３～１５章
第10回　為政篇　１６～１８章
第11回　八佾篇　１０～１２章
第12回　八佾篇　１～３章
第13回　八佾篇　４～６章
第14回　八佾篇　７～９章
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容によって評価する。　授業中の発表　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

図書館にある資料、辞書等でよく調べておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461396 /



中国語学研究Ⅰ（音声学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
佐藤  昭 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国音韻学研究および中国方言研究を行うための基礎的全般的知識を学び、理解を深める。まず現代中国語（方言を含む）の音韻体系を把握し
、近代中国語の音韻体系、中古中国語の音韻体系へと時代を遡っていく。ついで中国古代音研究のための音韻資料・言語資料を解説し、それを
活用しての古代音音価推定の方法を紹介する。さらに現代の中国語の方言区分と各地の方言音韻を概説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
佐藤昭『中国語語音史―中古音から現代音まで』　白帝社、2002

○李思敬著、慶谷壽信・佐藤進訳『音韻のはなし―中国音韻学の基本知識』　光生館、1987
○ラムゼイ『中国の諸言語―歴史と現況』　大修館書店、1990
○大島正二『中国言語学史（増訂版）』　汲古書院、1998
○沼本克明『日本漢字音の歴史』　東京堂出版、1986

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　現代中国語（標準語）の声母体系
第2回　　現代中国語諸方言の声母の種類
第3回　　現代中国語（標準語）の韻母体系
第4回　　現代中国語諸方言の韻母の種類
第5回　　現代中国語（標準語）の声調体系
第6回　　現代中国語諸方言の声調の種類
第7回　　近代中国語（元代『中原音韻』）の声母体系
第8回　　近代中国語（元代『中原音韻』）の韻母体系
第9回　　近代中国語（元代『中原音韻』）の声調体系
第10回　 中古中国語（唐代『切韻』『韻鏡』）の声母体系
第11回　 中古中国語（唐代『切韻』『韻鏡』）の韻母体系
第12回　 中古中国語（唐代『切韻』『韻鏡』）の声調体系
第13回 　中国語古代音の音価推定
第14回 　中国語の方言区分と方言形成
第15回 　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…６０％　　課題…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

参考文献にもできるだけ多く目をとおして研究の基礎知識を身につけてほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461397 /



中国語学研究Ⅱ（語法） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法の諸分野における主な問題を若干のテーマに分けて、最新研究成果をまとめ、自分の見解を提出した上で修論の研究方向を決め
る。
講義全体のキーワードとしては、日本の中国語教育に於ける文法問題である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

　○朱徳煕　　『語法講義』　商務印書館（日訳本　白帝社）
　　呂叔湘　　『漢語語法分析問題』　商務印書館
　　馬慶株　　『現代漢語入門』　商務印書館
　○劉月華　　『実用現代漢語語法』　外国語教学与研究出版社（日訳本　くろしお出版）
○王占華他　『中国語学概論』　駿河台出版社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　語法研究概説　中国国内　台湾香港　海外　日本【文法と文法研究】
２回　　結構主義語法学【分析文法】
３回　　認知語法学　　【解釈文法】
４回　　転換生成語法学【形式文法】
５回　　伝統語法学　　【教育文法】
６回　　漢語的詞類　名詞　代詞　【物事表現の中日相異】
７回　　漢語的詞類　方位詞　時間詞　数量詞【場所・時間・数量表現の中日相異】
８回　　漢語的詞類　動詞　助動詞　【動作表現の中日相異】
９回　　漢語的詞類　形容詞　区別詞【性質・特徴表現の中日相異】
１０回　漢語的詞類　副詞　【状態表現の中日相異】
１１回　漢語的詞類　連詞　【接続表現の中日相異】
１２回　漢語的詞類　介詞　【前置・後置表現の中日相異】
１３回　漢語的詞類　動態助詞　結構助詞　語気助詞　【アスペクト表現の中日相異】
１４回　詞的兼類　【品詞の分類】【文法教育における品詞問題】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日対照の方法で授業を行うので、これに合わせて準備しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461398 /



中国文化演習 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
板谷  俊生 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

20世紀の中国文学芸術運動、特に中国の演劇・新劇（話劇）運動史を中心に体系的に講義を進める。（1）19世紀末、京劇の改良演劇として誕生
した時装新戯や時事新戯の立役者・汪笑儂から中国話劇は誕生した。（2）そしてその改良演劇の影響を受けた李叔同（当時、東京上野の美術学
校の留学生）は1906年、東京で「春柳社」を結成し、話劇を上演する。昨年中国話劇誕生百周年を迎えた。（3）そのときの顧問を務めた人物は
川上音二郎一座の俳優兼座付き作者の藤沢浅次郎であった。（4）1918年初めてイプセン劇が胡適によって中国に紹介される。（5）1920年代半
ばに中国の舞台に初めて女優が登場する。その立役者は洪深。（6）1930年代に入り、後に中国近代演劇の父といわれる曹禺が「雷雨」で劇壇デ
ビューを果たす。以上、中国演劇の歴史を紐解きながら、各時期の主要作家、主要作品を紹介し、その時代の社会や文化を検証する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・「中国話劇通史」（文化芸術出版社）
・瀬戸宏著「中国話劇成立史研究」（東方書店）　　他

・「中国芸術家辞典」（湖南人民出版）
・吉田富夫著「中国現代文学史」（朋友書店）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 中国近代の幕開けと中国伝統劇・京劇改革運動と汪笑儂について
第2回　 早期話劇の誕生と上海の学校との関わりについて
第3回　 中国話劇団「春柳社」の日本・東京での誕生とその活動について
第4回　 辛亥革命と話劇団「春陽社」の演劇運動との関わりについて
第5回　 イプセンの『人形の家』と中国の女性解放運動について
第6回　 中国初の口語体による話劇脚本『終身大事』（胡適作）の登場について
第7回　 近代的演劇理論を学んで米国から帰国した洪深と中国劇壇での女優の登場について
第8回　 中国小劇場運動のパイオニア田漢の中国劇壇での活躍と日本との関わりについて
第9回　 田漢と谷崎潤一郎、佐藤春夫との関係について
第10回　上海芸術劇社の誕生と中国左翼演劇家協会の誕生秘話について
第11回　劇作家夏衍の国防文学『賽金花』『秋瑾伝』について
第12回　夏衍の上海映画演劇界における活躍について
第13回　欧陽予倩と西南地区の演劇運動について
第14回　曹禺戯曲における悲劇性について
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…40％　レポート…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料をたくさん読むので、しっかり準備して欲しい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461399 /



中国文学演習Ⅱ（中国古典文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
中野  将 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

『文選』を李善註で読む。『文選』を読むことにより、六朝期までの主要作品に対する知識を身に付ける。また、中国古典を訓読する力も身に
つける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・「文選李注義疏」北京　中華書局

○｢文選｣　全釈漢文大系　集英社
○｢文選｣　新釈漢文大系　明治書院　　　等

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

担当者が訓読・解釈し、発表後にレジュメを作って、次週配布することとする。

第１回　李少卿「答蘇武書」　｢子卿足下～故復略而言之｣まで
第２回　李少卿「答蘇武書」　｢昔先帝～故陵不免耳｣まで
第３回　李少卿「答蘇武書」　「昔高帝～安得不云爾乎」まで
第４回　李少卿「答蘇武書」　「昔蕭樊～何謂不薄哉」まで
第５回　李少卿「答蘇武書」　「且足下～李陵頓首」まで
第６回　司馬子長「報任少卿」　「大史公牛馬走～幸勿為過」まで
第７回　司馬子長「報任少卿」　「僕聞之～可見如此矣」まで
第８回　司馬子長「報任少卿」　「嚮者僕～有国士之風」まで
第９回　司馬子長「報任少卿」　「夫人臣出～有来報」まで
第10回　司馬子長「報任少卿」　「漢公卿～豈不然乎」まで
第11回　司馬子長「報任少卿」　「李陵既～異也」まで
第12回　司馬子長「報任少卿」　「太上～曷足貴乎」まで
第13回　司馬子長「報任少卿」　「且西伯～於居室」まで
第14回　司馬子長「報任少卿」　「此人皆～称焉」まで
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席回数と発表内容とによって評価する。　授業中の発表　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

図書館にある資料、辞書等で下調べをしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461400 /



中国語学演習Ⅰ（音声学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
佐藤  昭 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国語語音史の研究。中国語の発音の変化・変遷を歴史的に観察しようというもので、時代的には、隋・唐代から現代までの約1400年間の中国
語音を対象とする。最初に中古音音韻体系の概略を学び、ついで、中古音―近代音―現代音という3種の語音の歴史的な対応関係を示し、それを基
盤として、中国語の音韻変遷の歴史を、声母・韻母・声調の3部門に分けて講義する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
佐藤昭著『中国語語音史―中古音から現代音まで』　白帝社、2002
中国社会科学院語言研究所編『方言調査字表』　商務印書館、1988
丁声樹・李栄『漢語音韻講義』　上海教育出版社、1984

○王力『漢語史稿』第二章（pp45－208）　中華書局、1996
○三根谷徹『中古漢語と越南漢字音』　汲古書院、1993

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　中国語語音史の時代区分
第2回　　中国語語音史研究の文献
第3回　　現代音声学の基礎知識
第4回　　中古音の声母の種類
第5回　　中古音幇系声母・端系声母の変遷
第6回　　中古音知系声母・見系声母の変遷
第7回　　中古音の韻母の種類
第8回　　中古音の声母と韻母の結合関係
第9回　　中古音陰声韻母（韻尾ゼロのもの）の変遷
第10回　 中古音陰声韻母（韻尾i・uのもの）の変遷
第11回　 中古音陽声韻母（韻尾m・nのもの）の変遷
第12回　 中古音陽声韻母（韻尾ngのもの）の変遷
第13回　 中古音入声韻母（韻尾p・tのもの）の変遷
第14回　 中古音入声韻母（韻尾kのもの）の変遷
第15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・発表…６０％　　課題…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中国語音を表記する音声記号の使い方、発音法にも習熟してほしい。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461401 /



中国語学演習Ⅱ（語法） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法の諸分野における主な問題を若干のテーマに分けて、最新研究成果をまとめ、自分の見解を提出した上で修論の研究方向を決め
る。
講義全体のキーワードとしては、日本の中国語教育に於ける文法問題である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

○王占華　他　編著　『中国語学概論』　　駿河台出版社
○　張黎　佐藤晴彦　　『中国語表現文法』　東方書店
○　相原　茂　他　　　『中国語の文法書』　同学社
○　杉村博文　　　　　『中国語文法教室』　大修館書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　 語・フレーズ・文　文法関係の一致性　【文法関係と意味関係】
第２回　 平述文　疑問文　命令文　感嘆文　　　【文の効能類】
第３回 　主述文　非主述文　【文の構造類】
第４回　 動詞述語文　【動詞の種類と構文】
第５回　 形容詞述語文【形容詞の種類と構文】
第６回　 名詞述語文　【名詞の種類と構文】
第７回　 連動文　　　【動作の連続】
第８回 　兼語文　　　【使役表現】　
第９回　“把”構文　 【文の主観性】
第10回　二重目的語文【授受関係】
第11回　存現文　　　【存在と消失】
第12回　文の階層性とその分析　【文の多層構造】
第13回　文の変換　　【文と文の関係】
第14回　認知文法の視点より中国語文構造の解釈【文と認知的解釈】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日対照の方法で授業を行うので、これに合わせて準備しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461402 /



中国民族文化研究 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
金縄　初美 / HATSUMI  KANENAWA   / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国には56の民族が居住しており、各民族の民俗文化が多様であることから多層的な中国文化が形成されている。本授業では中国に居住する民
族の民俗文化全般について原書講読を通じて専門知識を習得し、中国における多様な文化様相への理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『民俗学概論』　陶　立璠　著　中央民族学院出版社　1987年　プリント配布

『中国少数民族の信仰と習俗　上巻』賈光広等編者　伊藤清司監修　王汝瀾訳
『中国少数民族の信仰と習俗　下巻』賈光広等編者　伊藤清司監修　林雅子訳
その他授業中に適宜指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　中国における民俗文化の概要
２回　　　　　民俗の基本特徴と分類
３回　　　　　民俗の基本特徴と分類
４回　　　　　社会における民俗の役割
６回　　　　　社会における民俗の役割
７回　　　　　物質民俗（居住・服飾・飲食）
８回　　　　　人生儀礼（誕生儀礼）
９回　　　　　人生儀礼（成人儀礼）
１０回　　　　人生儀礼（婚姻儀礼）
１１回　　　　人生儀礼（葬儀）
１２回　　　　精神民俗（巫術と民俗）
１３回　　　　精神民俗（宗教信仰と民俗）
１４回　　　　口承伝承と民俗
１５回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…50　％　授業への取り組み（発表内容・質問や発言の内容）…30％　授業態度…20　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

事前に配布する関係論文や資料を熟読し講義に備える。
授業中に与えられた課題について次回の授業までに調べてくる。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461403 /



日本文化研究Ⅰ（宗教文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

律令の神祇令およびその注釈書である『令集解』をもとに、日本古代の神祇祭祀制度について考えていきたい。神祇令の規範となった唐の祠令
に定める中国の皇帝祭祀制度との比較も行っていきたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『令集解』の漢文テキストを用いる。プリントを配付する。

『日本思想大系・律令』（岩波書店）○
仁井田陞著『唐令拾遺』（東京大学出版会）○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　授業の進め方について
　２回　神祇令および『令集解』について
　３回　祠令および中国の皇帝祭祀について
　４回　テキストの講読
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　同上

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　50％　　期末レポート　･･･　50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

神祇令の各条について、下調べをして報告してもらう。
期末レポートは律令神祇祭祀に関するテーマを取り上げてもらう。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461404 /



日本文化研究Ⅱ（表象文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
五月女　晴恵 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

平安時代の絵巻を詳細に分析して行くことを通して、日本美術史的な考察方法を学習する。12世紀後半に時の権力者・後白河院の命によって制
作された「彦火々出見尊絵巻」は、一見一読しただけでは、記紀の神話に基づく説話絵巻のように思われる。しかし、そのストーリー・画面内
容・図像等を詳細に確認して行くと、仏典を源とする仏教説話の流れを汲み、しかも、当時、後白河院が傾倒していた宝珠信仰が盛り込まれて
いることがわかる。本講義では、そのように、まず作品を隅々まで見つめることから始まる美術史学の考察方法を理解してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回プリントを配布する。

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　後白河院による絵巻制作
　２回　「彦火々出見尊絵巻」のストーリーと画面内容―「海幸山幸神話」との相違点―①
　３回　「彦火々出見尊絵巻」のストーリーと画面内容―「海幸山幸神話」との相違点―②
　４回　研究史概観―後白河院の覇権論によって解釈を試みた説―
　５回　仏教説話としての龍宮訪問譚との共通性
　６回　仏画の図像の使用①
　７回　仏画の図像の使用②
　８回　龍宮の秋―平安～鎌倉時代の阿弥陀来迎図―①
　９回　龍宮の秋―平安～鎌倉時代の阿弥陀来迎図―②
１０回　如意宝珠と仏舎利①
１１回　如意宝珠と仏舎利②
１２回　摩竭魚のいるところ①
１３回　摩竭魚のいるところ②
１４回　龍宮の宝蔵と宝蔵信仰
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート（場合によっては期末試験）…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461405 /



日本文学研究Ⅰ（日本文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
馬場　美佳 / MIKA BABA / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本の文学について、近代文学成立期の作品を、講義と演習とを交えて学ぶものとする。近代国家成立に伴う近代文学成立に深くかかわる作家
・作品・読者・メディアといった諸要素に関する知識を得つつ、それらがどのような関係をもって一つの作品を立ち上がらせているかといった
文学の受容の問題を分析し、近代日本が必要とした文化のありようを考察していくものとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント等を配布。

○　各種、日本文学史
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

主に明治期の小説を読む。丁寧に読んでいくことで、基礎的な「読み」から「解釈」へのステップアップをはかることをねらいとする。受講者
は、小説を読み、疑問点・感想を含め、毎回発言できるよう準備して欲しい。

第１回　　テキストの指示・授業概要説明
第２回　　模範演習
第３回～　受講者による演習発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習内容…５０％　授業への意欲的な参加…５０％
演習を一回以上担当することを履修の条件とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

作品をきちんと読み、意見を述べるための事前準備。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461406 /



日本文学研究Ⅱ（現代日本文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

太平洋戦争後の日本現代文学の研究。第三の新人を中心に。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
吉行淳之介、庄野潤三の諸作を文庫本で入手のこと

講義中に適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　吉行淳之介　『原色の町・驟雨』（新潮文庫）
　３回　吉行淳之介　『砂の上の植物群』（新潮文庫）
　４回　吉行淳之介　『星と月は天の穴』（講談社文芸文庫）
　５回　吉行淳之介　『暗室』（講談社文芸文庫）
　６回　吉行淳之介　『子供の領分』（集英社文庫）
　７回　吉行淳之介　『夕暮れまで』（新潮文庫）
　８回　吉行淳之介　『懐かしい人たち』（ちくま文庫）
　９回　庄野潤三　　『プールサイド小景・静物』（新潮文庫）
１０回　庄野潤三　　『夕べの雲』（講談社文芸文庫）
１１回　庄野潤三　　『絵合せ』（講談社文芸文庫）
１２回　庄野潤三　　『早春』（中公文庫）
１３回　庄野潤三　　『庭のつるばら』（新潮文庫）　　　
１４回　庄野潤三　　『山田さんの鈴虫』（文春文庫）
１５回　庄野潤三　　『けい子ちゃんのゆかた』（新潮文庫）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　１００　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461407 /



日本語学研究 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

我々は古典文学作品を読む際、古語辞典・古語辞書を使用して、古文を現代語に翻訳するという作業を行い、その作業を通して作品の内容を理
解します。しかしながら、辞書に記されている現代語訳は、古語の表わす意味そのものと決してイコールで結ばれるものではなく、あくまでも
近似値に過ぎないということを理解しなくてはなりません。現代日本人と古代日本人の思考の論理には幾ばくかの差が存在することを認識した
上で、辞書に記されている様々な現代語訳を総括的に把握し、そこから得られる各語の本質的な意味【語義】を理解することから古典文学作品
を読むという行為がスタートします。一方、辞書の意味記述は様々な問題を孕んでおり、自ら問題点の所在を明らかにし、それを究明していく
力が必要となります。従って、まず辞書の果たす役割を理解した上で、辞書を正確に読む力を養うことから始めます。授業では数種類の古語辞
典・古語辞書を併用しながら、一語一語の表わす意味を精確に把握するよう努め、古典文学作品を読み解いていくという訓練を行います。その
なかで語義の研究というものに対する理解を深めてゆきます。物語のストーリーをなぞることに重点を置くのではなく、あくまでも語義の把握
を通して古代日本人の思考の論理に迫っていくことを目的とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小学館『源氏物語』日本古典文学全集○
小学館『源氏物語』新日本古典文学全集○

適宜、授業中に紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に授業をすすめます。
第１回　『源氏物語』概説
第２回　辞書の果たす役割とその限界
第３回　注釈書の基礎
第４回～第14回　発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表…50％　　レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

なお、授業は担当箇所を割り当て、受講者の発表をもとに講義を展開していきますので、発表に際してある程度の準備時間が必要となることを
承知しておいてください。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461408 /



比較文学研究 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「文学と神話」に関する比較文学的考察。

西洋文学のベースにあるメタファー、シンボルを分析し、文学と他の芸術との関係、文学の形式の問題など、批評の問題など根本的な文学研究
の問いについて比較文学的視点から考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ノースロップ・フライ『神話とメタファー／エッセイ1974-1988』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461409 /



比較言語研究 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

言語の比較に必要な言語学の諸分野（音韻論・形態論・統語論・意味論・語用論）を概括する。
特に、生成文法の『原則と媒介変項のアプローチ』に基づき、人間に生得的とされる普遍文法が、主要部パラメータ、wh- パラメータ、空主語
パラメータなどの設定によっていかに個別文法として実現されるかを分析する。
また、日本語の中の諸方言にみられる形態・統語・意味的異同についても、受講生の興味に応じて講義や分析を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に指定。
その他プリント配布。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　序：授業の進め方。
第２回　音韻論
第３回　形態論
第４回　統語論
第５回　意味論
第６回　語用論
第７回－第10回　生成文法（原則と媒介変項のアプローチ）の概説
第11回－第13回　世界の諸言語の形態・統語・意味現象の分析
第14回－第15回　日本語の諸方言の比較・分析

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…50％　　レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461410 /



日本文化演習Ⅰ（宗教文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

『日本書紀』神祇関係記事の研究
『日本書紀』の中でも歴史的事実を反映するところの大きい雄略天皇紀以降から神祇関係の記事を選び、受講生に分担してもらい研究発表を行
う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
岩波文庫『日本書紀』第３・４・５巻（岩波書店）

『日本古典文学大系　日本書紀』（岩波書店）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　授業の進め方について
　２回　『日本書紀』神祇関係記事の概説
　３回　『日本書紀』の講読・研究発表
　４回　同上
　５回　同上
　６回　同上
　７回　同上
　８回　同上
　９回　同上
１０回　同上
１１回　同上
１２回　同上
１３回　同上
１４回　同上
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト等を含む）　…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストは授業開始前に購入しておくこと。
受講生は担当する箇所を事前に調査し、レジュメを作成し発表してもらう。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461411 /



日本文化演習Ⅱ（表象文化） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
五月女　晴恵 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年、発表された美術史学の論文のうち代表的なものを取り上げ、それらの読解・分析を通して美術史学的な研究方法を身につける。こちらで
用意した論文リストの中から、履修者各自が担当する論文を一本ずつ選び、扱っている作品の概要・取り上げている事項・考察の方法・解明さ
れた点・残された問題点などを発表してもらう。こちらで用意する論文リストには、仏画・仏像・絵巻・近世絵画など、様々な分野のものが含
まれる。尚、最初の数回は平安時代の文献の講読を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講読については該当箇所のコピーを配布する。発表に用いる論文もコピーして配布する。

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　演習の手順の確認と、担当する論文の決定
　２回　『七大寺巡礼私記』講読
　３回　『七大寺巡礼私記』講読
　４回　仏像（神護寺薬師）の担当者の発表
　５回　仏像（清涼寺釈迦）の担当者の発表
　６回　仏画（青不動）の担当者の発表
　７回　仏画（応徳涅槃）の担当者の発表
　８回　仏画（東博普賢）の担当者の発表
　９回　絵巻（信貴山縁起絵巻）の担当者の発表
１０回　絵巻（伴大納言絵巻）の担当者の発表
１１回　絵巻（病草紙）の担当者の発表
１２回　近世絵画（狩野派）担当者の発表
１３回　近世絵画（琳派）担当者の発表
１４回　近世絵画（風俗画）担当者の発表
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容…７０％　　平常点…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講読については必ず予習をして臨むこと。また、各自の発表については、その回に取り上げる論文を、発表者以外の者も必ず事前に読んでおく
こと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461412 /



日本文学演習Ⅰ（日本文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
馬場　美佳 / MIKA BABA / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

日本の文学について、なかでも近代文学の小説作法・思想等について実際に小説を読み解くことにより学ぶものとする。毎時間ごとに発表担当
者をきめ、作品の語釈・解釈をレジュメで提示してもらい、それをもとに参加者全員で議論を行う。明治から昭和前期までの作家・作品を広く
扱い、時代状況との関係といった歴史的観点から作品に分析を加えられるようになることも目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「戦後短篇小説再発見」（講談社学芸文庫）
全１８巻のうち、１冊を使用（授業初回時に指示する）。

○　各種、日本文学史
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

主に戦後の文学（主に短編小説）を考える。作品の語釈・解釈を通じて、戦後文学の表現・思想について考察していくことを目的とする。

第１回　　テキストの指示・授業概要説明
第２回　　模範演習
第３回～　受講者による演習発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習内容…５０％　授業への意欲的な参加…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

作品をきちんと読み、意見を述べるための事前準備。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461413 /



日本文学演習Ⅱ（現代日本文学） 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
赤塚  正幸 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

雑誌「日本浪曼派」を読む。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する。

講義中に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス　近代文学関係の雑誌を読むことの意義
　２回　「日本浪曼派」創刊号の主張すること
　３回　「日本浪曼派」創刊号の持つ問題
　４回　「日本浪曼派」第２号の展開
　５回　「日本浪曼派」第２号の主張の確認
　６回　「日本浪曼派」第３号が受け継いだこと
　７回　「日本浪曼派」第３号での発展
　８回　「日本浪曼派」第４号における保田与重郎の位置
　９回　「日本浪曼派」第４号における伊東静雄の位置
１０回　「日本浪曼派」第５号に関して
１１回　「日本浪曼派」第５号に見える現実論
１２回　「日本浪曼派」第６号に生じた諸問題
１３回　「日本浪曼派」第６号における主張の変質
１４回　「日本浪曼派」第７号における太宰治
１５回　「日本浪曼派」第７号における檀一雄

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　１００　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表資料の作成
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461414 /



日本語学演習 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
堀尾　香代子 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

平安時代中期に成立した『源氏物語』を用いて、中古日本語の実相を探ってゆきます。そのなかに現れる日本語学上の問題、とりわけ語義把握
の問題を通して、『源氏物語』における語と人物造詣との関わりや、人物像とその心理などを精確に捉えてゆきます。受講者はそれぞれ物語中
に使用される興味ある語を定め、その語と意義的関連性が深いと考えられる語について相互比較という観点より考察を行ないます。考察に当た
っては、徹底した実証的方法論をとりますので、受講者は『源氏物語語彙用例総索引』などを使用しながら、用例を丹念に調査する必要があり
ます。各人の発表をもとに受講者全員で討議を行いながら、中古語の特性に対する理解を深めるとともに、中古の人々の思考の論理に迫ってゆ
きます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小学館『源氏物語』日本古典文学全集○
小学館『源氏物語』新編日本古典文学全集○

山崎良幸著『源氏物語における語義の研究』風間書房○
山崎良幸著『あはれともののあはれの研究』風間書房○

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

以下の内容を中心に授業をすすめます。
第１回　語義研究とその意義
第２回　底本と索引　先行研究を踏まえる意義
第３回～第５回　語義関係の論文を読む
第６回～第14回　各人発表
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表…60％　　レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

語義の研究方法とその意義については、「日本語学研究」のなかでも扱うので、これを履修していると、理解がより深いものになります。なお
、授業は担当箇所を割り当て、受講者の発表をもとに講義を展開していきますので、ある程度の準備時間が必要となることを承知しておいてく
ださい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461415 /



比較文学演習 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
木原  謙一 / Kenichi Kihara / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

「文学と神話」に関する比較文学的考察。

西洋文学のベースにあるメタファー、シンボルを分析し、文学と他の芸術との関係、文学の形式の問題など、批評の問題など根本的な文学研究
の問いについて比較文学的視点から考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ノースロップ・フライ『神話とメタファー／エッセイ1974-1988』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461416 /



比較言語演習 【夜】
文化・言語専攻

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

1学期の「比較言語研究」で概括した現在の言語学で課題となっているトピックの中から、受講生が興味を持っているトピックを選ぶ。そして、
やはり1学期の「比較言語研究」で身につけた言語分析の基本的手法を用いて、文献研究・資料収集・自分の言語直観（内省）やインフォーマン
ト・ワークによる調査を通して、発表と議論（質疑応答・意見交換）を通して、論文を作成する技法を身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に適宜指示。

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　　授業の進め方
第２回－第５回　受講生による発表
第６回－第10回　関連文献の講読・発表
第11回－第14回　受講生による発表
第15回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度…50％　　　レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「比較言語研究」を履修していることが望ましい。
文献の予習（特に英語文献は意味が取れるようにしておくこと）

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461417 /



東アジア海域史研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１７～１９世紀の前近代東アジア国家に共通する特質である海禁政策について、わが国における幕藩制国家における鎖国制を取り上げ、オラン
ダ東インド会社をはじめとするヨーロッパ人および唐船（ジャンク船）貿易の活動の拠点としての長崎の港市としての機能と文物の舶来につい
て考察する

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
石田千尋『日蘭貿易の史的研究』（吉川弘文館2004）石田千尋『日蘭貿易の史的研究展開』（吉川弘文館2009）のコピーを配布します。

○中村質『近世長崎貿易史の研究』（吉川弘文館1985）太田勝也『鎖国時代長崎貿易史の研究』（思文閣出版1992）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　長崎貿易研究史①
　３回　長崎貿易研究史②
　４回　出島オランダ貿易研究史①
　５回　出島オランダ貿易研究史②
　６回　文献コピー講読
　７回　文献コピー講読
　８回　文献コピー講読
　９回　文献コピー講読
１０回　文献コピー講読
１１回　文献コピー講読
１２回　文献コピー講読
１３回　文献コピー講読
１４回　文献コピー講読
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点　…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

下読みしてくること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461418 /



東アジア政治思想研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国、以下三国）の政治思想史を、「アジアから考える」という視点と「文明論的な視点」で読
み直す。そのため、三国における伝統と近代の異種交配（hybridization）現象を観察し、相互間の類似性と異質性を構造比較する。そして三国そ
れぞれの伝統と近代のもつ普遍と特殊、正と負に関する歴史的･思想的理解を深め、それらの批判的省察を試みる。また、三国の近代政治思想史
を理解し、その批判的省察を試みることは現代と現在の三国の政治、外港、安保、文化などを深く省察し、将来の新しい国際関係と地域秩序を
構想･構築するために必要不可欠である。その意味で、歴史は「過去と現在の対話」（E.H. カー）と言われるが、実は「過去と将来の対話」でも
ある。その対話を通して、今日の東アジアとその中の日本を考えることや、「将来の東アジア地域秩序｣の構想･構築に有意義な観点を見出すこ
とを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大塚健洋編著『近代日本政治思想史入門―原典で学ぶ19の思想』（ミネルヴァ書房、2008）3200円

◯金鳳珍『東アジア「開明｣知識人の思惟空間』（九州大学出版会、2004）
◯李暁東『近代中国の立憲構想　厳復・楊度・梁啓超と明治啓蒙思想』(法政大学出版会、2005)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　授業の概要紹介　【アジアから考える】、【文明論的視点】、【異種交配】、【批判的省察】
２～４回　序章、1,2章　【アジア主義】、【国体】、【文明と国家】
５～10回　3章～7章　【欧化】、【国粋】、【帝国主義】、【社会主義】、【デモクラシー】
11～14回　8章～12章　【社会主義】、【民本主義】、【超国家主義】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表とレポート、討論など
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習と復習をすること。ご自分で、近代東アジア国際関係の関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461419 /



近代中国政治史研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国に貫かれる政治的特徴を検討する。とくに中華民国時期（1912年～49年）を中心に、革命と戦争、国民国家建設の課題と挫折の歴史を
検証する。孫文、袁世凱、陳独秀、胡適、蒋介石などの人物研究が中心。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
横山宏章『中華民国』中央公論社新書
横山宏章『中華民国史』三一書房
横山宏章『孫文と袁世凱』岩波書店
横山宏章『陳独秀の時代』慶應義塾大学出版会
横山宏章『中国の異民族支配』集英社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

一回は180分　講義と討論の演習方式
　1,2回　  中華民国とは何か　【賢人支配の善政主義】の立場から論ずる
　3,4回　  辛亥革命と「排満」　【中華と夷狄】の概念を論証する
　5,6回　  孫文の「三序」構想　孫文の【愚民史観】を検証
　7,8回　　袁世凱と強国の建設　共和体制における集権政治のあり方を見る
　9,10回　 陳独秀、胡適の「新文化運動」　中国における【デモクラシーとサイエンス】を検証
　11,12回　蒋介石の国民国家建設構想と反蒋介石運動　統治のあり方としての【以党治国】論
　13,14回　中華民国と「自由」　中国近代における自由の系譜
　15回　   総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討論とレポート
討論80％　レポート20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

拙著を読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461420 /



現代中国経済研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国経済への深い理解とそれに対する実証的な分析を可能にする視点・手法等を修得することを目的とする。中国経済研究の各種文献，Journal
of comparative economicsをはじめとする英文ジャーナル，中文文献，邦文文献の輪読をおこなう。また個別に設定されたテーマについて中国経
済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミ生と相談の上、決定する。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  輪読、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461421 /



東南アジア地域研究Ⅱ（マレーシア・シンガポール） 【
夜】

東アジア専攻

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後アジアの国際関係や、アジア諸国の政治・社会・エスニシティ（華僑、華人問題）に関する文献を輪読して、報告と質疑を行う。課題レポ
ートを科す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生と相談して決めるが、候補としては以下を考えている：
岩崎育夫『アジア政治を見る眼』中公新書
後藤乾一編『インドネシア：揺らぐ群島理論』早稲田大学出版部

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　　 補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461422 /



安全保障研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦争倫理学関連の英語の研究書を輪読する。当面、正戦理論のうち、noncombatant immunityの問題、及び、double effectの問題を扱うこととす
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定

正戦理論については、山内進編『「正しい戦争」という思想』勁草書房、2006年、が基本的入門書となるが、それ以外に日本語の文献はあまり
なく、英語の文献が主となる。その際、単に政治学、国際関係論関係の業績だけではなく、神学、哲学、倫理学など、隣接分野の理解が不可欠
になるかもしれない。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

輪読形式をとり、履修者の主旨報告と担当者との討議が中心となる。履修者は、指定範囲を読み、主旨をまとめたレジュメを作成し、それを報
告し、さらに、問題点を指摘することまで要求される。

履修希望者は、履修登録前に担当者にメールで相談されたい。tomahito@kitakyu-u.ac.jp

第1回　ガイダンス
第2回～14回　輪読
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席（30％）、予習状況（30％）、レポート（40％）から評価したい。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461423 /



アメリカ人種関係論研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人種・民族的多様性ということに関して、その規模の大きさとパターンの複雑さでアメリカ合衆国の右に出るものはない。それゆえに、人種差
別解消に関する思想およびそのための諸政策についても、アメリカ合衆国の事例を抜きにして学ぶことはできない。この授業では、アメリカ合
衆国における人種・エスニシティ関係について、史的・総合的に取り扱う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Gary Gerstle, American Crucible: Race and Nation in the Twentieth Century, Princeton, NJ: Princeton University Press, 2001.
David Roediger, The Wages of Whiteness: Race and the Making of the American Working Class, Revised ed., New York: Verso, 1999 [1991].
David Biale, Michael Galchinsky, and Susannah Heschel, Insider/Outsider: American Jews and Multiculturalism, Berkeley: University of California
Press, 1998.
Karen Brodkin, How Jews Became White Folks and What That Says About About Race in America, New Brunswick, NJ: Rutgers University Press,
1999.

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．イントロダクション
２．アメリカ人種関係論の概要
３．新しい「社会史」の登場
４．アメリカの人種関係と「平等」の諸理論
５．アメリカの人種関係と「国民統合」の諸理論
６．「白人性（ホワイトネス）」議論の登場
７．ホワイトネス各論１：M.ジェイコブソン
８．ホワイトネス各論２：D.ローディガー
９．ホワイトネス各論３：その他の主要な著作
１０．人種混交の理論
１１．ユダヤ人－黒人関係の歴史的展開：２０世紀前半
１２．ユダヤ人－黒人関係の歴史的展開：２０世紀後半
１３．その他のグループ間関係
１４．２１世紀のアメリカの人種関係
１５．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への出席は単位認定の大前提である。
授業中の発言・報告…100％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

初回の授業以前に担当教員（北美幸）の研究室を訪問し、修士課程での研究テーマとこの授業の関連について相談すること。その際に授業テキ
スト以外のリーディング・リスト（読んでおくべき文献のリスト）も配布する。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461424 /



アメリカ風景論研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
乘口　眞一郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、「風景とは一つの文化的イメージ」であり「一つの制度」であるという認識を前提に、極めて学際的な風景論、風景学の基礎を
学ぶとともに、フロンティアや西部、摩天楼の都市など、アメリカ固有の象徴的空間の歴史的・地理的な成立要因を考え、広大な国土を持つア
メリカ各地の風景についての理解を、映像資料やテキストを通して深めることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『風土―人間学的考察』　和辻哲夫著　（岩波文庫）
『日本の風景・西欧の景観』　オギュスタン・ベルク（講談社現代新書）
　その他プリントを配布

○『概説　アメリカ文化史』　笹田直人他編著　（ミネルヴァ書房）
○『トポフィリア―人間と環境』　　イーフー・トゥアン（せりか書房）
　『風景の研究』　柴田　陽弘編　（慶應義塾大学出版局）
　『風景と人間』　アラン・コルバン（藤原書店）
　『風景学 -風景と景観をめぐる歴史と現在』　中川理　（共立出版）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　「アメリカ風景論研究」の目的と研究方法
　２回　『風土―人間学的考察』に基づき地理的風土と精神風土
　３回　アメリカの精神風土に及ぼす地理的要因
　４回　広大なアメリカの国土と風景の視覚的考察
　５回　アメリカにおける風景観の変容～風景画の発展と崇高の美学
　６回　風景画の発展と崇高の美学
　７回　アメリカの四季と動物
　８回　アメリカの先住民達と森の生活
　９回　植民地時代から環境保護思想へ
１０回　西部開拓史とターナーのフロンティア学説
１１回　アメリカの産業都市の風景とその変遷
１２回　アメリカの都市空間と近代
１３回　ニューヨーク・シカゴ・ボストン・ロサンゼルスの視覚的考察
１４回　アメリカの主たるユダヤ街、中華街、クエイカー教徒の生活風景
１５回　総まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席と授業への参加度…50％　学期末レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

植民地時代以前から現代までのアメリカ史やアメリカ文化全般について、またはエコロジー思想や環境保護運動などについて、一般的な知識が
あることが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461425 /



イギリス地域研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

かつての覇権国家であり、現代世界においても一定の影響力を保持しているイギリスの現状に関し
て、社会の成り立ち、文化の多様性などを多面的に取り上げ、現代世界のありように迫る一助とす
る。現代イギリス文化を構成している諸要因を通時的・共時的に検討し、異文化理解の達成を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
E･H･カー『歴史とは何か』

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 異文化理解の方法(歴史認識をめぐって)
　３回 異文化理解の方法論 (資料読解の方法)
　４回 異文化理解の方法論 (多文化主義の変遷)
　５回 イギリス文化の状況 (1970年代まで)
　６回 イギリス文化の状況 (1980年代以降)
　７回 文化研究の方法論的変遷 (1960年代まで)
　８回 文化研究の方法論的変遷 (1970年代)
　９回 言語論的展開
１０回 サッチャー主義とイギリス社会
１１回 スコットランドの文化と現状
１２回 ウェールズの文化と現状
１３回 北アイルランド紛争の背景
１４回 21世紀イギリス社会の展望
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・発言の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストをきちんと読み込み、そこで述べられていることを十分に理解してから授業に臨むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461426 /



北欧地域研究 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
五月女　律子 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、北欧諸国の政治制度および政党政治の特徴を踏まえた上で、北欧諸国間で進められている地域協力（北欧協力）について学ぶこ
とを目指す。講義は、受講生が政治学、国際関係論の基礎を既に学んでおり、ヨーロッパの政治制度、政党政治、国際関係（ヨーロッパ統合
）についても基礎知識を持っていることを前提として進める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に適宜指示する。

授業時に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業の前半は、各国の政治制度、政党政治の特徴について学び、後半は第二次世界大戦後の北欧協力の進展をヨーロッパ統合と比較しながら考
えることを目指す。

　１回　ガイダンス、北欧諸国の基礎知識
　２回〜４回　北欧諸国の政治制度
　５回〜７回　北欧諸国の政党政治
　８回〜１５回　北欧協力の進展

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席６０％、レポート４０％で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

政治学、国際関係論に関する基礎知識がない場合には、各自で授業時間外に勉強することが必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461427 /



東アジア海域史演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１７～１９世紀の前近代東アジア国家に共通する特質である海禁政策について、わが国における幕藩制国家における鎖国制を取り上げ、オラン
ダ東インド会社をはじめとするヨーロッパ人および唐船（ジャンク船）貿易の活動の拠点としての長崎の港市としての機能と文物の舶来につい
て考察する

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
長崎貿易に関するくずし字史料のコピーを配布します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
　２回　史料講読
　３回　史料講読
　４回　史料講読
　５回　史料講読
　６回　史料講読
　７回　史料講読
　８回　史料講読
　９回　史料講読
１０回　史料講読
１１回　史料講読
１２回　史料講読
１３回　史料講読
１４回　史料講読
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点　…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

下読みしてくること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461428 /



東アジア政治思想演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

東アジア三国（日本、清国・中国、朝鮮・韓国、以下三国）の近代政治思想史を、「アジアから考える」という視点と「文明論的な視点」で読
み直しつつ、三国における「公論」形成を比較思想史的視点から考察する。また、伝統と近代の異種交配（hybridization）現象を観察し、相互間
の類似性と異質性を構造比較する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
三谷博･金泰昌編『東アジア歴史対話』（東京大学出版会、2007）、4500円

◯三谷博編『東アジアの公論形成』（東京大学出版会、2004）、5800円
◯金鳳珍『東アジア「開明｣知識人の思惟空間』（九州大学出版会、2004）
◯趙寛子『植民地朝鮮/帝国日本の文化連環－ナショナリズムと反復する植民地主義』　（有志舎、2007）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　  授業の概要紹介。【アジアから考える】【文明論的視点】【異種交配】【構造比較】
2回　　  序論。【公論】【東アジアの経験】
3～7回　 第I部の1,2,3,4章。【日本の公論形成】【議会政治】【民と国家】【公衆】【公的宗教】
8～14回　第Ⅱ部の5,6,7,8,9章。【万国公論】【大韓帝国の公論形成】【植民地的公共性】
                              【思想連環】【中国的公論】
15回　   授業の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表とレポート、討論など
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習と復習をすること。ご自分で、近代東アジア国際関係の関連文献を多く読むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461429 /



近代中国政治史演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史研究を受けて、演習形式で問題を掘り下げる。また受講者の問題関心に沿って、個別テーマを互いに議論しあう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
横山宏章『中華民国』中央公論社新書
横山宏章『中華民国史』三一書房
横山宏章『孫文と袁世凱』岩波書店
横山宏章『陳独秀の時代』慶應義塾大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の個別レポートを議論する。1回は180分

　１,2回　 個人報告レポート
　３,4回　 個人報告レポート
　５,6回　 個人報告レポート
　７,8回　 個人報告レポート
　９,10回　個人報告レポート
　11,12回　個人報告レポート
　13,14回　個人報告レポート
　15回　   総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表の内容で評価する。　発表100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各人が報告を準備する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461430 /



現代中国経済演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
白石　麻保 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

中国経済への深い理解とそれに対する実証的な分析を可能にする視点・手法等を修得することを目的とする。中国経済研究の各種文献，Journal
of comparative economicsをはじめとする英文ジャーナル，中文文献，邦文文献の輪読をおこなう。また個別に設定されたテーマについて中国経
済に対する社会科学的・実証的な分析を行い，報告・ディスカッションを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミ生と相談の上、決定する。

講義の際に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーリングと打ち合わせ
2回～  研究報告、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席状況、及びプレゼンテーション，ディスカッションへの参加状況やそれらの内容による。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（主にミクロ）経済学及び統計学，計量経済学等の知識を必要とするので，学部レベルの当該科目の知識を習得しているとより理解が深まる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461431 /



東南アジア地域演習Ⅱ（マレーシア・シンガポール） 【
夜】

東アジア専攻

/Instructor
田村  慶子 / Keiko Tsuji TAMURA / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

戦後東南アジアの国際関係に関する英語文献で読んで、政治、外交、エスニック問題などについて報告・討論する。課題レポートを科す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者と相談の上で決定するが、以下を候補として考えている：
○Far Eastern Economic Review  (香港で出版されている政治・経済専門の月刊誌)
○Southeast Asian Affairs 2006　（シンガポール東南アジア研究所が出版している年報の最新版）
○Anek Laothamatics ed., Democratization in Southeast Asia and East Asia, ISEAS.

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　　テキストとスケジュールの説明
第2回～14回　全員でテキストを輪読し、質疑と応答を中心に議論しながら進めていく
第15回　　 　補足とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題レポート　…　40％　　報告や議論　…　40％　　出席　…　２0％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

大学院は各自が自主的に学ぶ場であるので、参考文献や資料を収集して熟読すること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461432 /



安全保障演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

１学期の「安全保障研究」に引き続き、戦争倫理学関連の英語の研究書を輪読する。当面、正戦理論のうち、noncombatant immunityの問題、及
び、double effectの問題を扱うこととする。1学期の「安全保障研究」を履修していることが望ましい。また、履修者の研究テーマが戦争や紛争
であるとなお望ましい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定

正戦理論については、山内進編『「正しい戦争」という思想』勁草書房、2006年、が基本的入門書となるが、それ以外に日本語の文献はあまり
なく、英語の文献が主となる。その際、単に政治学、国際関係論関係の業績だけではなく、神学、哲学、倫理学など、隣接分野の理解が不可欠
になるかもしれない。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

輪読形式をとり、履修者の主旨報告と担当者との討議が中心となる。履修者は、指定範囲を読み、主旨をまとめたレジュメを作成し、それを報
告し、さらに、問題点を指摘することまで要求される。

履修希望者は、履修登録前に担当者にメールで相談されたい。tomahito@kitakyu-u.ac.jp

第1回　ガイダンス
第2回～14回　輪読
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席（30％）、予習状況（30％）、レポート（40％）から評価したい。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461433 /



アメリカ人種関係論演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人種・民族的多様性ということに関して、その規模の大きさとパターンの複雑さでアメリカ合衆国の右に出るものはない。それゆえに、人種差
別解消に関する思想およびそのための諸政策についても、アメリカ合衆国の事例を抜きにして学ぶことはできない。この授業では、アメリカ合
衆国における人種・エスニシティ関係について、文献の輪読や討論を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Lawrence H. Fuchs, The American Kaleidoscope: Race, Ethnicity, and the Civic Culture, Hanover, NH: Wesleyan University Press, 1990.
Marc Dollinger, Quest for Inclusion: Jews and Liberalism in Modern America, Princeton, NJ: Princeton University Press, 2000.
Matthew Frye Jacobson, Whiteness of a Different Color: European Immigrants and the Alchemy of Race, Cambridge, MA: Harvard University
Press, 1998.
Murray Friedman, What Went Wrong?: The Creation & Collapse of the Black-Jewish Alliance, New York: Free Press, 1995.

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．イントロダクション
２．アメリカ人種関係論の概要
３．新しい「社会史」の登場
４．アメリカの人種関係と「平等」の諸理論
５．アメリカの人種関係と「国民統合」の諸理論
６．「白人性（ホワイトネス）」議論の登場
７．ホワイトネス各論１：M.ジェイコブソン
８．ホワイトネス各論２：D.ローディガー
９．ホワイトネス各論３：その他の主要な著作
１０．人種混交の理論
１１．ユダヤ人－黒人関係の歴史的展開：２０世紀前半
１２．ユダヤ人－黒人関係の歴史的展開：２０世紀後半
１３．その他のグループ間関係
１４．２１世紀のアメリカの人種関係
１５．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への出席は単位認定の大前提である。
授業中の発言・報告…100％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

初回の授業以前に担当教員（北美幸）の研究室を訪問し、修士課程での研究テーマとこの授業の関連について相談すること。その際に授業テキ
スト以外のリーディング・リスト（読んでおくべき文献のリスト）も配布する。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461434 /



アメリカ風景論演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
乘口　眞一郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

アメリカ的な空間と風景を認識するとはどういうことか、受講者と討論しながら理解を深める。受講者との討論を通して、アメリカの風景画や
自然保護思想などを取り上げる。現代のツーリズムや環境保護運動、或いはアメリカの風景画・水彩画美術などの考察にもつなげたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
1.Henry Nash Smith著Virgin Land: The American West as Symbol and Myth
2.Leo Marx著The Machine in the Garden: Technology and Pastoral Ideal in America

・Sue Rainey著 Creating Picturesque America: Monument to the Natural and Cultural 　　
　　Landscape.　Applewood Books (2001)
　・Richard Slotkin著 Regeneration Through Violence; The Mythology of the American
　　Frontier, 1600-1860. Wesleyan UP (1974)
　・Neil Campbell ＆ Alasdair Kean著  American Cultural Studies: An Introduction to
　　American Culture (2006)
○エドマンド・バーク『崇高と美の観念の起源』（みすず書房）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：アメリカン・スタディーズとはどのような学問か（資料配布）　
　２回　神話としてのアメリカ西部
　３回　プリント配布資料および映像資料よる討論
　４回　H. N. Smith, Virgin Land　のテーマと構造解説
　５回　H. N. Smith, Virgin Land（pp. 15-50）に基づく考察と討論
　６回　H. N. Smith, Virgin Land（pp.51-122）に基づく考察と討論
　７回　H. N. Smith, Virgin Land（pp.123-262）に基づく考察と討論
　８回　Marx, The Machine in the Garden　のテーマと構造解説
　９回　Marx, The Machine in the Garden　の”The Machine”に基づく討論
１０回　Marx, The Machine in the Garden　の”The Garden”に基づく討論
１１回  Marx, The Machine in the Garden　の”The Garden of Ashes”に基づく討論
１２回  さまざまな影響に曝される風景
１３回　風景と大気現象と風景の保存
１４回　空間をめぐる風景と人間の行動様式
１５回　総合的纏め

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席と授業への参加度…50％　学期末レポート…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

アメリカン・スタディーズの基礎を、アメリカの地理や風景の研究に焦点を当てる。学部時代にできるだけアメリカ関係の授業を受講しておく
ことが望ましい。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461435 /



イギリス地域演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

イギリス社会と文化に関する英語文献を講読し、イギリスに関する理解を深める。最初に連合王国の周辺的な地域に関する文献を読み、続いて
イギリス社会を総合的に取り扱った歴史的な著作を中心に議論を展開する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
S. Bassnett, Studying British Culture
J. Harris, Private Lives Public Spirit

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回  はじめに
　２回  地域・文化研究の方法論
　３回  スコットランドの再定義
　４回  カムリかウェールズか
　５回  北アイルランド研究の現状
　６回  1914年までのイギリス: 変化と継続性
　７回  イギリスにおける階級とジェンダー
　８回  イギリス人の「生と死」
　９回  イギリスの家族構造
１０回  イギリスにおける｢プロパティ｣概念
１１回  イギリス社会における労働
１２回  イギリス社会における宗教
１３回  社会と国家
１４回  社会と社会理論
１５回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・発言の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを正確に読んでから授業に臨むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461436 /



北欧地域演習 【夜】
東アジア専攻

/Instructor
五月女　律子 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この演習では、北欧諸国の国内政治、対外政策、EUとの関係などについて、英語の文献を輪読することを通して学ぶことを目指す。演習は、受
講生が北欧諸国の政治についての基礎知識を持っていることを前提として進める予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Scandinavian Political Studies や Cooperation and Conflict などの北欧諸国で発行されている英文学術雑誌や、北欧諸国の政治に関する英語の書
籍のコピーを配布し、講読する予定である。

必要に応じて授業時に適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業の前半は指定文献を受講者全員で講読し、後半は学生が各自で設定したテーマで研究発表を行ってもらう。

　１回　ガイダンス、スケジュールの決定
　２回　北欧諸国における政治の基礎知識の確認
　３回〜９回　学生による指定文献の発表
１０回　学生によるレポートのアウトライン発表
１１回〜１５回　学生によるレポート内容の発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席･授業への参加度４０％、口頭発表３０％、レポート３０％で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

指定文献を授業前に読んでくることが必要となる。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461437 /



認知心理学研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

認知心理学は「こころ」に関する「知」を取り扱う領域であり、人間の「知」を理解するため人間行動を科学的方法論を用いて探求する学問で
ある。こころの基礎過程に関する文献を分担して担当し、内容をまとめさらに関連文献・研究を調べ発表し、議論することを通して認知の基礎
過程を理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Jアトキンソン著　金沢他監訳(2005)　「視覚脳が生まれる」　北大路書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回        認知心理学とはなにか？　認知心理学の歴史を学ぶ。あわせてテキストの分担を行う。
           【認知、認識】
２回～３回  認知心理学の基本的概念を学ぶ。
           【情報処理システム】、【トップダウンとボトムアップ】、【視覚】
４回～14回  テキストを分担しPPTプレゼンテーションを行う。
             　「小児科の視覚テスト」、「視覚発達のモデル」、「新生児の視覚」、
　　　　　　　 「発達する光学系」、「特定の皮質モジュールの機能的はじまり」、
               「物体知覚を導く統合と分化の処理過程の発達」、
               「注意と行為の発達のための連結するアプローチ」、「視覚発達の可塑性」
15回        授業内容のまとめとレポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート20％、　発表60％、　出席20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1回目の授業でテキストの分担を行い、４回目から始まる個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461438 /



社会心理学研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

基本的には講義形式の形態をとりつつも，それほど受講者数が多くないと思われるので参加型の形態を織り交ぜて進めていく予定である。社会
心理学の基礎的な理論，考え方，研究方法などを理解し，受講者が各自の研究テーマとの関連に気づくことが目的である。それを効果的に行う
ため，前半（７回程度）の講義では社会心理学の概論テキストを用いて進め，後半（８回程度）は受講者の発表を交えながら様々な研究テーマ
について社会心理学的視点から議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中に紹介する。

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

前半の講義では社会心理学の概論的な紹介を行う。受講者からテキストの各節（参加人数によって，各自の担当ページ数や進度が多少異なる
）の内容を報告してもらい，その内容について補足の講義を行う。その後，皆で議論する。
　後半は受講者各自の研究テーマの発表を交えながら，様々な研究テーマについて社会心理学的視点から講義，及び議論をする。
　　１回　オリエンテーション他
２－３回　社会心理学の特徴
４－５回　動機づけと感情
６－７回　人格と個性
８－９回　社会的行動
10－15回　社会心理学と他の学問分野との関連

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容　…　50　％　　議論への参加等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表者は前の回の授業で次回の発表内容の概略を伝える事，その予告をもとにして他の受講生は予習をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461439 /



臨床教育学研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本授業では、①　いじめ、不登校、摂食障害、自傷行為など、多様なかたちで生じてくる今日の青少年の問題事象に対する理解と援助、②　児
童虐待、育児不安、産後うつ病などのかたちで生じてきている今日の「子育ての危機」の問題について、理論的なアプローチと事例研究的なア
プローチの二つの側面から検討していくことを課題としていきたい。　また、参加者の希望により、認知行動療法や対人関係療法などの心理療
法の理論についても取り上げていきたい。
　本授業のキーワードは、青少年問題の発生機序、心理的援助の課題と方法、などである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは第一回目の授業に参加者との話し合いの上で決定する。

参考文献は授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回   全体オリエンテーション
２回   事例検討　その１
３回　 事例検討　その２
４回　 事例検討　その３
５回　 事例検討　その４
６回   事例検討　その５
７回　 購読演習　その１
８回　 購読演習　その２
９回　 購読演習　その３
10回 　購読演習　その４
11回   購読演習　その５
12回　 購読演習　その６
13回　 実践報告の検討　その１　
14回 　実践報告の検討　その２
15回 　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フィールドを持っている方は積極的な事例報告をお願いしたい。購読演習のテキストは必ず事前に読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461440 /



文化社会学研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論のセミナーである。セミナーのなかにおいては、主として文化社会学、社会意識論に関する論文を読み、討論を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

○須藤廣『観光化する社会』ナカニシヤ出版、2008年
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テーマに沿って論文を読み（又は社会調査を行い）参加学生がレジュメにて報告。
司会、発表者、コメンテーター共に学生が分担して行う。各回のテーマは以下の通り。
１回目～３回目　文化とはなにか、近代化とはなにか、世俗化とはなにか議論する
４回目～６回目　ポストモダニズムと消費文化について議論する
７回目～10回目　観光文化に焦点を当て、消費文化の葛藤について議論する
11回目～14回目　グローバル化する消費文化のなかの政治について議論する
15回　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％、　レジュメ５０％、　発表３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズの領域に興味がありかつ知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461441 /



認知心理学演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
近藤　倫明 / Michiaki Kondo / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

人間の基礎的行動特性を文献研究によって学ぶ。心理学の専門雑誌(日本語)「心理学研究・基礎心理学研究・人間工学・認知心理学研究・認知科
学など」および、欧文雑誌「Perceptual and Motor Skillsなど」から学習者各自オリジナル論文を選択し内容を理解し、発表し、議論することに
よって専門知識と論文作成の方法を学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない。

参考文献、論文は「心理学研究」・「基礎心理学研究」・「人間工学」・「認知心理学研究」・「認知科学」など適宜各自の研究テーマに沿っ
て紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回～ 2回　発表文献の選択：研究室に所蔵するジャーナルを中心に文献を選択する。【文献検索】
3回　　　　具体例を示しプレゼンテーションについて説明を行う。【PPTプレゼンテーション】
4回～14回　受講者によるプレゼンテーションと討議
15回　　　 まとめ
    〔過去に取り上げた論文の事例〕
・(1)情動的刺激に対する選択的注意が高不安者の再認記憶に及ぼす影響
・(2)社会的ジレンマ状況における行動戦略の自生に関する実験的研究
・(3)児童の認知地図作成における俯瞰の視点の作用
・(4)乳児おける朗読音声に含まれた語彙パターンの認知
・(5)ホームヘルパーが必要とする福祉情報の共分散構造に関する研究
・(6)怒りの経験の沈静化過程－感情認知行動の時系列的変化
・(7)会話場面における発言の抑制が精神的健康に及ぼす影響

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討議への参加状況：20％、　発表：60％、　出席：20％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

４回目から始まる個人発表に備えてプレゼンの準備を行うこと。パワーポイントプレゼンテーションの準備をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461442 /



社会心理学演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

地域コミュニティという専攻の特質上，受講生各自が持つ問題意識は多岐にわたっている。そのすべての問題意識と関わりをつけながら，実際
の社会心理学の研究がどのように行われているかをよく理解することが目標である。社会心理学の研究論文を各自が読んでまとめたものを発表
し，受講者で議論するという標準的な演習形式で進めていく。最初の数回の授業では，各自が興味をもつ社会現象等を発表し，それらがこれま
で蓄積されてきた社会心理学的研究のどこに関連するのかを探り，その後の授業は発表と議論にあてられる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
発表に用いる『心理学研究』，『社会心理学研究』，『実験社会心理学研究』等の雑誌がテキストでもあり，参考文献でもある。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

最初の２，３回（受講の人数によって異なる）は，各自が興味をもつ社会現象等を発表し，それらがこれまで蓄積されてきた社会心理学的研究
のどのような分野に関連するのかを探っていく。

　実際の社会心理学的研究に関連しそうないくつかのキーワードが出てきた時点で，『心理学研究』，『社会心理学研究』，『実験社会心理学
研究』等の中から発表したい論文を選び，その内容を報告してもらう。論文内容を報告するとともに，自分の研究テーマとの関わりを紹介し
，それについて議論する。

　１回の授業に発表者は１人。１編の論文を報告してもらう。従って発表回数は受講の人数によって異なる。

第１回　　　オリエンテーション他
第２-３回　 興味のある社会現象を発表，キーワードの選出
第４-1５回　研究論文の報告，自分の研究テーマとの関連について議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容　…　50　％　議論への参加等　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

発表者は前の回の授業で次回の発表内容の概略を伝える事，その予告をもとにして他の受講生は予習をしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461443 /



臨床教育学演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
楠  凡之 / Hiroyuki Kusunoki / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

本授業では、①　いじめ、不登校、摂食障害、自傷行為など、多様なかたちで生じてくる今日の青少年の問題事象に対する理解と援助、②　児
童虐待、育児不安、産後うつ病などのかたちで生じてきている今日の「子育ての危機」の問題について、理論的なアプローチと事例研究的なア
プローチの二つの側面から検討していくことを課題としていきたい。　
　授業内容としては、参加者の事例報告や文献報告を中心に進めていきたい。
　本授業のキーワードは、青少年問題の発生機序、子育て支援、心理療法的援助、などである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは未定。参加者の希望によって決定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回  オリエンテーション
第２回  事例報告その１
第３回　事例報告その２
第４回  事例報告その３
第５回　事例報告その４
第６回  文献購読その１
第７回　文献購読その２
第８回　文献購読その３
第９回　文献購読その４
第10回　文献購読その５
第11回　文献購読その６
第12回　参加者の希望によって内容を決定する。
第13回　参加者の希望によって内容を決定する。
第14回　参加者の希望によって内容を決定する
第15回　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点７０％　　期末レポート３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

フィールドを持っている院生はできるだけ事例または実践の報告をお願いしたい。
文献購読をする場合には、自分が発表ではない場合でも、必ず読んで授業に参加すること。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461444 /



文化社会学演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

文化社会学、社会意識論のセミナーである。一学期の文化社会研究セミナーの議論を踏まえ、さらに現代文化研究に関する論文を読み、討論を
行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
院生諸君と話し合った後に指定する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

論文を読み（又は社会調査を行い）参加学生がレジュメにて報告
司会、発表者、コメンテーター共に学生が分担して行う。テーマは以下の通り。

１回目～４回目　ポストモダン文化についての論文を読み議論をする。
５回目～９回目　観光社会学の論文を読み議論をする。
10回目～15回目　フィールドワークに関する技法の学習と参加者の実践報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席２０％　レジュメ３０％、レポート５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

文化社会学、文化人類学、カルチュラル・スタディーズの領域に興味がありかつ知識があること。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461445 /



英米文化研究Ⅱ（英文化） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is to direct students through an exploration into the relationships that exist between the theatre of Shakespeare and
Renaissance society. This exploration will take place in an English language environment. A Shakespearean comedy will be selected to serve as
the base from which to conduct research into Renaissance culture. The initial twelve classes will focus upon analysis of the primary source
alongside reference to historical/socio-historical events and key texts in the field of literary criticism. The final three classes will follow a similar
format, but will be led by students. Instruction in English for Academic Purposes will constitute a further component of the course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Shakespeare, William, The Complete Works, ed. By Stanley Wells, Gary Taylor, John Jowett and William Montgomery (Oxford: Oxford University
Press, 1988; 2nd ed. 2005)
A required reading list (secondary sources) will be available prior to the first class.

So as to deepen understanding and develop independent study skills, students will be expected to make full use of the research facilities at their
disposal whenever possible.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Class 1: Introduction – ‘Reading’ Shakespeare
Class 2: Defining Comedy 1: The Fool
Class 3: Defining Comedy 2 Endings
Class 4: The Business of Comedy 1: Pleasure
Class 5: The Business of Comedy 2: Pain
Class 6: The Players: Casting and Creation
Class 7: Gender and the Play
Class 8: Renaissance Marriage 1: Historical Accounts
Class 9: Renaissance Marriage 2: Fictional Accounts
Class 10: Performance Text as a Cultural Document 1: Gender
Class 11: Performance Text as a Cultural Document 2: Power
Class 12: Review
Class 13: Student-Led Group Discussion: Text and Performance
Class 14: Student-Led Group Discussion: What is real?
Class 15: Student-led Group Discussion: The Director’s Problems

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

A 2000-word report to be submitted as the course concludes …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Required preparation will be discussed during the first class
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461446 /



英語学研究Ⅳ（通訳） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
伊藤  健一 / Kenichi ITO / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

英語学演習Ⅳの方では訓練を中心に進めていきますので、この研究Ⅳでは、通訳のメカニズムを分析してそこで起こっていることをコミュニケー
ションの立場から考えたり、さまざまな通訳理論を検証し言語学的な立場から分析したりといった、理論的な側面について考えていきたいと思
います。その上で、わかりやすい通訳とはどのような通訳なのか、そのためにはどのようなことに配慮したらよいのか、など、通訳者として立
っていくために考えなければならないさまざまな問題について検討し、ディスカッションしていきます。比較対照のために、他言語間の通訳に
ついて検討することも考えたいと思います。また、通訳訓練法や通訳理論を英語教育や英語学習に応用することについても、この授業における
研究課題としたいと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ローデリック・ジョーンズ他著『会議通訳』（松柏社）

授業の中で折に触れて紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：通訳の形態とその意義
　２回　通訳とは何か：異言語間コミュニケーションから異文化間コミュニケーションへ
　３回　異文化間コミュニケーターとしての通訳
　４回　コミュニティー通訳とは何か：その特徴
　５回　通訳者に臨まれる資質と能力
　６回　通訳者養成のための訓練法
　７回　司法通訳の理論と実際
　８回　医療通訳の理論と実際
　９回　学校通訳の理論と実際
１０回　行政通訳の理論と実際
１１回　会議通訳の理論と実際
１２回　ノートテーキングの理論と実際
１３回　同時通訳の理論と実際
１４回　模擬通訳演習
１５回　全体のまとめとディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業中および「全体のまとめとディスカッション」でのディスカッション（50％）、および断片的に実施する実技（50％）によって評価
します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

これまで通訳についての基礎的な学習をした人も、していない人もいらっしゃると思います。このあたりは履修される皆さんの実状にあわせて
配慮します。やさしい内容であれば通訳は決して難しくありません。本当に難しいのは、論理についてゆき、自分で内容を理解し、それを自分
のことばで訳出することです。このあたりを課題と認識して取り組んでいただければと思います。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461447 /



英米文化演習Ⅱ（英文化） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
アダム・ヘイルズ / Adam Hailes / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

The purpose of this course is to direct students through an exploration into the relationships that exist between the theatre of Shakespeare and
Renaissance society. This exploration will take place in an English language environment. A Shakespearean tragedy will be selected to serve as
the base from which to conduct research into Renaissance culture. The initial twelve classes will focus upon analysis of the primary source
alongside reference to historical/socio-historical events and key texts in the field of literary criticism. The final three classes will follow a similar
format, but will be led by students. Instruction in English for Academic Purposes will constitute a further component of the course.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Shakespeare, William, The Complete Works, ed. By Stanley Wells, Gary Taylor, John Jowett and William Montgomery (Oxford: Oxford University
Press, 1988; 2nd ed. 2005)
A required reading list (secondary sources) will be available prior to the first class.

So as to deepen understanding and develop independent study skills, students will be expected to make full use of the research facilities at their
disposal whenever possible.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Class 1: Introduction – ‘Reading’ Shakespeare
Class 2: Performance in Elizabethan England 1: The Rules
Class 3: Performance in Elizabethan England 2: The Stage
Class 4: Audiences in Elizabethan England 1: Society
Class 5: Audiences in Elizabethan England 2: Education
Class 6: Politics and the Play
Class 7: Gender and the Play
Class 8: Renaissance Revenge 1: Key Texts
Class 9: Renaissance Revenge 2: Key Structures
Class 10: Performance Text as a Cultural Document 1: Gender
Class 11: Performance Text as a Cultural Document 2: Power
Class 12: Review
Class 13: Student-Led Group Discussion: Text and Performance
Class 14: Student-Led Group Discussion: What is real?
Class 15: Student-led Group Discussion: The Director’s Problems

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

A 2000-word report to be submitted as the course concludes …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Required preparation will be discussed during the first class
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461448 /



英語学演習Ⅳ（通訳） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
伊藤  健一 / Kenichi ITO / 英米学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年、通訳訓練法が効果的な英語学習法として注目を集めるようになっています。この科目を受講される皆さんの中には、高度な英語力を鍛え
ることを目標にしている人もいることでしょうし、また本格的な通訳訓練を期待している人もいることでしょう。したがって、この科目では、
その両方の目的に叶うよう、授業を進めていきたいと思います。通訳訓練法として認知されているシャドーイングやその他のテクニックを用い
て、正確に英語による発話を聞き取り、平明な日本語に置き換える、また日本語による発話を聞き取って正確な英語に通訳する、それとともに
、背景知識の量を増やしていくことも、わかりやすい通訳のためには大切です。この授業では、テクニカルな訓練と背景知識の習得を二本柱に
、あわせて英語力の増強もできるように進めていきたいと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
日本通訳協会編　『英語通訳への道』（大修館書店）

授業の中で折に触れて紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：日本における通訳の歴史、種類と特徴
　２回　通訳基礎訓練：通訳の実状と、そのために必要な技能を認識する。
　３回　通訳基礎訓練：日本語と英語の音声を比較検討する。
　４回　通訳基礎訓練：語彙と背景知識を増やす
　５回　通訳基礎訓練：クイックレスポンス
　６回　通訳基礎訓練：シャドーイング
　７回　通訳基礎訓練：リプロダクション
　８回　通訳基礎訓練：ノートテーキング
　９回　逐次通訳演習：基礎訓練：一文単位の通訳の練習（英→日）
１０回　逐次通訳練習：基礎訓練：一文単位の通訳の練習（日→英）
１１回  逐次通訳演習：実践演習：まとまった文章の通訳練習、メモ取りの実践（英→日）
１２回  逐次通訳演習：実践演習：まとまった文章の通訳練習、メモ取りの実践（日→英）
１３回  同時通訳演習：同通の理論と実際：実践演習（英→日）
１４回　同時通訳演習：同通の理論と実際：実践演習（日→英）
１５回　全体のまとめと実技発表

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業中および「まとめと実技発表」でのディスカッション（50％）および実技（50％）によって評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

これまで通訳についての基礎的な学習をした人も、していない人もいらっしゃると思います。このあたりは履修される皆さんの実状にあわせて
配慮します。やさしい内容であれば通訳は決して難しくありません。本当に難しいのは、論理についてゆき、自分で内容を理解し、それを自分
のことばで訳出することです。このあたりを課題と認識して取り組んでいただければと思います。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461449 /



中国文学研究Ⅱ（中国古典文学） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
中野  将 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

『論語』を古註・新注で読む。『論語』を読むことにより、儒家の思想の基盤となるものに対する　知識を身に付ける。また、中国古典を訓読
する力も身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・「論語集説」　漢文大系１　冨山房

○「論語」 全釈漢文大系１　集英社
○「論語｣　新釈漢文大系１　明治書院     　等

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

担当者が訓読・解釈し、発表後にレジュメを作って、次週配布することとする。

第１回　学而篇　１～３章
第２回　学而篇　４～６章
第３回　学而篇　７～９章
第４回　学而篇　１０～１２章
第５回　為政篇　１～３章
第６回　為政篇　４～６章
第７回　為政篇　７～９章
第８回　為政篇　１０～１２章
第９回　為政篇　１３～１５章
第10回　為政篇　１６～１８章
第11回　八佾篇　１０～１２章
第12回　八佾篇　１～３章
第13回　八佾篇　４～６章
第14回　八佾篇　７～９章
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容によって評価する。　授業中の発表　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

図書館にある資料、辞書等でよく調べておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461450 /



中国語学研究Ⅱ（語法） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法の諸分野における主な問題を若干のテーマに分けて、最新研究成果をまとめ、自分の見解を提出した上で修論の研究方向を決め
る。
講義全体のキーワードとしては、日本の中国語教育に於ける文法問題である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリント配布

　○朱徳煕　　『語法講義』　商務印書館（日訳本　白帝社）
　　呂叔湘　　『漢語語法分析問題』　商務印書館
　　馬慶株　　『現代漢語入門』　商務印書館
　○劉月華　　『実用現代漢語語法』　外国語教学与研究出版社（日訳本　くろしお出版）
○王占華他　『中国語学概論』　駿河台出版社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　語法研究概説　中国国内　台湾香港　海外　日本【文法と文法研究】
２回　　結構主義語法学【分析文法】
３回　　認知語法学　　【解釈文法】
４回　　転換生成語法学【形式文法】
５回　　伝統語法学　　【教育文法】
６回　　漢語的詞類　名詞　代詞　【物事表現の中日相異】
７回　　漢語的詞類　方位詞　時間詞　数量詞【場所・時間・数量表現の中日相異】
８回　　漢語的詞類　動詞　助動詞　【動作表現の中日相異】
９回　　漢語的詞類　形容詞　区別詞【性質・特徴表現の中日相異】
１０回　漢語的詞類　副詞　【状態表現の中日相異】
１１回　漢語的詞類　連詞　【接続表現の中日相異】
１２回　漢語的詞類　介詞　【前置・後置表現の中日相異】
１３回　漢語的詞類　動態助詞　結構助詞　語気助詞　【アスペクト表現の中日相異】
１４回　詞的兼類　【品詞の分類】【文法教育における品詞問題】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日対照の方法で授業を行うので、これに合わせて準備しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461451 /



中国文学演習Ⅱ（中国古典文学） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
中野  将 / 中国学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

『文選』を李善註で読む。『文選』を読むことにより、六朝期までの主要作品に対する知識を身に付ける。また、中国古典を訓読する力も身に
つける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・「文選李注義疏」北京　中華書局

○｢文選｣　全釈漢文大系　集英社
○｢文選｣　新釈漢文大系　明治書院　　　等

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

担当者が訓読・解釈し、発表後にレジュメを作って、次週配布することとする。

第１回　李少卿「答蘇武書」　｢子卿足下～故復略而言之｣まで
第２回　李少卿「答蘇武書」　｢昔先帝～故陵不免耳｣まで
第３回　李少卿「答蘇武書」　「昔高帝～安得不云爾乎」まで
第４回　李少卿「答蘇武書」　「昔蕭樊～何謂不薄哉」まで
第５回　李少卿「答蘇武書」　「且足下～李陵頓首」まで
第６回　司馬子長「報任少卿」　「大史公牛馬走～幸勿為過」まで
第７回　司馬子長「報任少卿」　「僕聞之～可見如此矣」まで
第８回　司馬子長「報任少卿」　「嚮者僕～有国士之風」まで
第９回　司馬子長「報任少卿」　「夫人臣出～有来報」まで
第10回　司馬子長「報任少卿」　「漢公卿～豈不然乎」まで
第11回　司馬子長「報任少卿」　「李陵既～異也」まで
第12回　司馬子長「報任少卿」　「太上～曷足貴乎」まで
第13回　司馬子長「報任少卿」　「且西伯～於居室」まで
第14回　司馬子長「報任少卿」　「此人皆～称焉」まで
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

出席回数と発表内容とによって評価する。　授業中の発表　…　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

図書館にある資料、辞書等で下調べをしておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461452 /



中国語学演習Ⅱ（語法） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
王  占華 / Wang　Zhanhua / アジア文化社会研究センター担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

現代中国語文法の諸分野における主な問題を若干のテーマに分けて、最新研究成果をまとめ、自分の見解を提出した上で修論の研究方向を決め
る。
講義全体のキーワードとしては、日本の中国語教育に於ける文法問題である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

○王占華　他　編著　『中国語学概論』　　駿河台出版社
○　張黎　佐藤晴彦　　『中国語表現文法』　東方書店
○　相原　茂　他　　　『中国語の文法書』　同学社
○　杉村博文　　　　　『中国語文法教室』　大修館書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　 語・フレーズ・文　文法関係の一致性　【文法関係と意味関係】
第２回　 平述文　疑問文　命令文　感嘆文　　　【文の効能類】
第３回 　主述文　非主述文　【文の構造類】
第４回　 動詞述語文　【動詞の種類と構文】
第５回　 形容詞述語文【形容詞の種類と構文】
第６回　 名詞述語文　【名詞の種類と構文】
第７回　 連動文　　　【動作の連続】
第８回 　兼語文　　　【使役表現】　
第９回　“把”構文　 【文の主観性】
第10回　二重目的語文【授受関係】
第11回　存現文　　　【存在と消失】
第12回　文の階層性とその分析　【文の多層構造】
第13回　文の変換　　【文と文の関係】
第14回　認知文法の視点より中国語文構造の解釈【文と認知的解釈】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

中日対照の方法で授業を行うので、これに合わせて準備しておくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461453 /



日本文化研究Ⅱ（表象文化） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
五月女　晴恵 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

平安時代の絵巻を詳細に分析して行くことを通して、日本美術史的な考察方法を学習する。12世紀後半に時の権力者・後白河院の命によって制
作された「彦火々出見尊絵巻」は、一見一読しただけでは、記紀の神話に基づく説話絵巻のように思われる。しかし、そのストーリー・画面内
容・図像等を詳細に確認して行くと、仏典を源とする仏教説話の流れを汲み、しかも、当時、後白河院が傾倒していた宝珠信仰が盛り込まれて
いることがわかる。本講義では、そのように、まず作品を隅々まで見つめることから始まる美術史学の考察方法を理解してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回プリントを配布する。

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　後白河院による絵巻制作
　２回　「彦火々出見尊絵巻」のストーリーと画面内容―「海幸山幸神話」との相違点―①
　３回　「彦火々出見尊絵巻」のストーリーと画面内容―「海幸山幸神話」との相違点―②
　４回　研究史概観―後白河院の覇権論によって解釈を試みた説―
　５回　仏教説話としての龍宮訪問譚との共通性
　６回　仏画の図像の使用①
　７回　仏画の図像の使用②
　８回　龍宮の秋―平安～鎌倉時代の阿弥陀来迎図―①
　９回　龍宮の秋―平安～鎌倉時代の阿弥陀来迎図―②
１０回　如意宝珠と仏舎利①
１１回　如意宝珠と仏舎利②
１２回　摩竭魚のいるところ①
１３回　摩竭魚のいるところ②
１４回　龍宮の宝蔵と宝蔵信仰
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート（場合によっては期末試験）…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461454 /



日本文化演習Ⅱ（表象文化） 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
五月女　晴恵 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近年、発表された美術史学の論文のうち代表的なものを取り上げ、それらの読解・分析を通して美術史学的な研究方法を身につける。こちらで
用意した論文リストの中から、履修者各自が担当する論文を一本ずつ選び、扱っている作品の概要・取り上げている事項・考察の方法・解明さ
れた点・残された問題点などを発表してもらう。こちらで用意する論文リストには、仏画・仏像・絵巻・近世絵画など、様々な分野のものが含
まれる。尚、最初の数回は平安時代の文献の講読を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講読については該当箇所のコピーを配布する。発表に用いる論文もコピーして配布する。

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　演習の手順の確認と、担当する論文の決定
　２回　『七大寺巡礼私記』講読
　３回　『七大寺巡礼私記』講読
　４回　仏像（神護寺薬師）の担当者の発表
　５回　仏像（清涼寺釈迦）の担当者の発表
　６回　仏画（青不動）の担当者の発表
　７回　仏画（応徳涅槃）の担当者の発表
　８回　仏画（東博普賢）の担当者の発表
　９回　絵巻（信貴山縁起絵巻）の担当者の発表
１０回　絵巻（伴大納言絵巻）の担当者の発表
１１回　絵巻（病草紙）の担当者の発表
１２回　近世絵画（狩野派）担当者の発表
１３回　近世絵画（琳派）担当者の発表
１４回　近世絵画（風俗画）担当者の発表
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表内容…７０％　　平常点…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講読については必ず予習をして臨むこと。また、各自の発表については、その回に取り上げる論文を、発表者以外の者も必ず事前に読んでおく
こと。

授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461455 /



近代中国政治史研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国に貫かれる政治的特徴を検討する。とくに中華民国時期（1912年～49年）を中心に、革命と戦争、国民国家建設の課題と挫折の歴史を
検証する。孫文、袁世凱、陳独秀、胡適、蒋介石などの人物研究が中心。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
横山宏章『中華民国』中央公論社新書
横山宏章『中華民国史』三一書房
横山宏章『孫文と袁世凱』岩波書店
横山宏章『陳独秀の時代』慶應義塾大学出版会
横山宏章『中国の異民族支配』集英社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

一回は180分　講義と討論の演習方式
　1,2回　  中華民国とは何か　【賢人支配の善政主義】の立場から論ずる
　3,4回　  辛亥革命と「排満」　【中華と夷狄】の概念を論証する
　5,6回　  孫文の「三序」構想　孫文の【愚民史観】を検証
　7,8回　　袁世凱と強国の建設　共和体制における集権政治のあり方を見る
　9,10回　 陳独秀、胡適の「新文化運動」　中国における【デモクラシーとサイエンス】を検証
　11,12回　蒋介石の国民国家建設構想と反蒋介石運動　統治のあり方としての【以党治国】論
　13,14回　中華民国と「自由」　中国近代における自由の系譜
　15回　   総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

討論とレポート
討論80％　レポート20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

拙著を読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461456 /



イギリス地域研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

かつての覇権国家であり、現代世界においても一定の影響力を保持しているイギリスの現状に関し
て、社会の成り立ち、文化の多様性などを多面的に取り上げ、現代世界のありように迫る一助とす
る。現代イギリス文化を構成している諸要因を通時的・共時的に検討し、異文化理解の達成を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
E･H･カー『歴史とは何か』

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 はじめに
　２回 異文化理解の方法(歴史認識をめぐって)
　３回 異文化理解の方法論 (資料読解の方法)
　４回 異文化理解の方法論 (多文化主義の変遷)
　５回 イギリス文化の状況 (1970年代まで)
　６回 イギリス文化の状況 (1980年代以降)
　７回 文化研究の方法論的変遷 (1960年代まで)
　８回 文化研究の方法論的変遷 (1970年代)
　９回 言語論的展開
１０回 サッチャー主義とイギリス社会
１１回 スコットランドの文化と現状
１２回 ウェールズの文化と現状
１３回 北アイルランド紛争の背景
１４回 21世紀イギリス社会の展望
１５回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・発言の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストをきちんと読み込み、そこで述べられていることを十分に理解してから授業に臨むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461457 /



近代中国政治史演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
横山　宏章 / Yokoyama Hiroaki / 社会システム研究科　博士後期課程担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

近代中国政治史研究を受けて、演習形式で問題を掘り下げる。また受講者の問題関心に沿って、個別テーマを互いに議論しあう。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
横山宏章『中華民国』中央公論社新書
横山宏章『中華民国史』三一書房
横山宏章『孫文と袁世凱』岩波書店
横山宏章『陳独秀の時代』慶應義塾大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

受講者の個別レポートを議論する。1回は180分

　１,2回　 個人報告レポート
　３,4回　 個人報告レポート
　５,6回　 個人報告レポート
　７,8回　 個人報告レポート
　９,10回　個人報告レポート
　11,12回　個人報告レポート
　13,14回　個人報告レポート
　15回　   総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表の内容で評価する。　発表100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各人が報告を準備する。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461458 /



イギリス地域演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
久木  尚志 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

イギリス社会と文化に関する英語文献を講読し、イギリスに関する理解を深める。最初に連合王国の周辺的な地域に関する文献を読み、続いて
イギリス社会を総合的に取り扱った歴史的な著作を中心に議論を展開する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
S. Bassnett, Studying British Culture
J. Harris, Private Lives Public Spirit

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回  はじめに
　２回  地域・文化研究の方法論
　３回  スコットランドの再定義
　４回  カムリかウェールズか
　５回  北アイルランド研究の現状
　６回  1914年までのイギリス: 変化と継続性
　７回  イギリスにおける階級とジェンダー
　８回  イギリス人の「生と死」
　９回  イギリスの家族構造
１０回  イギリスにおける｢プロパティ｣概念
１１回  イギリス社会における労働
１２回  イギリス社会における宗教
１３回  社会と国家
１４回  社会と社会理論
１５回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告・発言の内容 …　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを正確に読んでから授業に臨むこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461459 /



東南アジア近現代史研究 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、イスラム教圏東南アジアの近現代史における主要トピックを取り上げ、今日の当該地域に対する理解を深めることを目的とする
。具体的には、近代における港市国家の発展、植民地国家の形成・発展、人の大量移動、脱植民地期における主権者の移行などを扱う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
弘末雅士『東南アジアの港市世界―地域社会の形成と世界秩序』岩波書店、2004年。
Butcher, John G. and Howard Dick. Eds. 1993. The Rise and Fall of Revenue Farming : Business Elites and the Emergence of the Modern State in
Southeast Asia, St. Martin’s Press, New York.
Eric Tagliacozzo, Secret Trades, Porous Borders: Smuggling and States Along a Southeast Asian Frontier, 1865-1915 , Yale University Press,
New Haven, 2005.
杉原薫『アジア間貿易の形成と構造』ミネルヴァ書房、1996年。
Ariffin Omar, Bangsa Melayu: Malay Concept of Democracy and Community 1945-1950, Oxford University Press, Kuala Lumpur, 1993.

授業中に別途指示。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　導入
２回～３回　交易の時代と東南アジアにおける港市国家の発展
４回～６回　植民地国家の形成（１）：植民地財政と徴税請負制
７回～８回　植民地国家の形成（２）：国境線の画定
９回～11回　アジア間貿易の形成
12回～13回　脱植民地化と主権の移行：伝統的統治者の行方
14回　　　　現代におけるインプリケーション
15回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基本的にテキストに沿って進める。テキストの該当箇所を授業の前に読んでおくこと。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461460 /



東南アジア近現代史演習 【夜】
他専攻・他研究科履修科目

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2009 20102007 200820062001 2003200220001999 2004 2005

この授業では、イスラム教圏東南アジアの近現代史に関する文献を取り上げ、それを精読する。文献の内容をしっかり把握する以外に、文献に
出てくる様々な固有名詞についても調べ上げ、報告する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の関心に基づいて決定する。英語の文献を扱う。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
　２回～１４回　テキスト精読・報告
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加と出席　…　50　％　レポート　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

夏休みの間に扱う論文をいくつか決めておく。また本学図書館に所蔵していない図書は、夏休み中に入手しておく。
授業に対する準備事項　/Preparation for the Class

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

461461 /


